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1 研究の背景と目的 

熊本城は「文化財保護法」による「特別史跡熊本城跡」

（指定面積：約57.8ha１）であると同時に、「都市公園法」

による「熊本城公園」（開設面積：約54.3ha２）でもある。

前者は文化庁、後者は国土交通省管轄の法律で、熊本城の

管理団体である熊本市は国の関係省庁と連携・調整しなが

ら城の管理を行っている。 

熊本市では近年、主に前者（文化財行政）の視点から、

これまでの整備事業・調査研究成果をまとめた『特別史跡

熊本城跡総括報告書』（整備事業編・歴史資料編・調査研

究編）３や『特別史跡熊本城跡保存活用計画』４を刊行し

た。HP上でも公開しており誰でも閲覧可能である。 

一方で後者（都市公園行政）の視点でみると、復元整備

計画５や熊本地震被災からの復旧基本計画６など「熊本城公

園」としての事業計画は刊行されているが、そもそも熊本

城跡が公園化される以前の経緯を詳細にまとめた報告等が

ない。熊本城跡は戦前に公園として開園することなく、戦

後も昭和37（1962）年の都市計画決定で初めて都市計画公

園「熊本城公園」に位置付けられた７。これは全国の城跡

に比べて遅い年代であるが、他と比較した考察等も見当た

らない。熊本城跡の公園化以前の歴史的背景を認識してお

くことは、熊本城公園の現状や政策課題を再認識し、今後

望ましい公園整備を進める上でも必要な作業であろう８。

特に近代の熊本は鎮台・師団が置かれた軍都であり、戦前

は熊本城跡を70年以上、陸軍省が管轄した歴史がある。 

そこで本研究では、近代における熊本城跡の土地管理の

実態について究明する。手法としては陸軍用地の土地貸付

や買収・交換等に関する近代の公文書を「土地管理」の記

録として捉えて研究に取り組み、城下の近代化に与えた影

響について考察する。その研究成果を庁内の関係各課と情

報共有することで、今後の熊本城関連、都市公園関連の政

策立案等に役立てることを本研究の最終的な目的とし、政

策研究の役割を果たしたい。 

 

2 既往研究の概要 

大略1868年から1945年を指す「近代」における熊本城

跡の土地管理の変遷については、前述した総括報告書にそ

れぞれ掲載がある。『整備事業編』に「廃藩置県後の熊本

城」「地形改変に関する経緯」等の解説、『歴史資料編（史

料・解説）』に近代史料の翻刻・解説や「熊本城関係文献

資料目録」（土地利用変遷の資料を中心とした一覧表）、

『歴史資料編（絵図・地図・写真）』に近代地図・古写真

の掲載、『調査研究編』に「熊本城研究史」「各地区の概要

と調査成果」など、従来の熊本城における調査研究成果が

計3部にまとめられている９。 

維新後のいわゆる「廃城令」１０については森山（1970）

が全国の城郭の存廃決定や当時の経緯等を詳述しており、

存城決定した熊本城への鎮台設置や西南戦争等についての

言及がある。さらに近年は奈良文化財研究所（2017）や城

郭談話会（2019）が近現代における全国の城跡の保存・改

変状況に関する研究集会を開催し、後者には河本（2019）

や鶴嶋（2019）が熊本城関連の論考を報告している。 

城内の土地管理に関しては、存城が決まった熊本城内の

土地は陸軍用地となった。そこで、これを研究対象とする

には国による法制度の変遷もみておく必要がある。貴堂

（2012）は明治政府が「地券渡方規則」、「公用土地買上規

則」、「土地収用法」と3度にわたり土地収用制度を制定・

改変し、用地を確保することで道路・港湾・鉄道などの公

共事業を促進し近代化を進めたことを指摘しており、熊本

城内における私有地の公有化を考える上でも参考になる。

また遠藤（2007）は西南戦争後の陸軍会計経理の研究で税

外収入や所有地貸下料に言及し、鈴木（2013）は「臨時軍

事費特別会計」で日清・日露戦争など戦時下における会計

制度について研究を行った。これらは熊本城の土地管理を
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研究する上でも重要な示唆を与えるもので、陸軍省の財産

管理規則等との関係もみる必要がある。 

そして城跡の公園化に関しては、まず日本の公園緑地全

般の動向について佐藤（1977）が、都市公園整備の歴史に

ついては坂本ら（2005）が全国規模で詳しくまとめてお

り、その中で近代における城跡の公園化事例も紹介してい

る。また野中（2014、2016、2017）は近代における城跡の

払い下げ・土地利用・公園化の実態や、明治時代に城跡公

園となった愛媛県松山城・三重県上野城・岡山県津山城な

ど個別城郭の公園化についても研究を行っている。こうし

た研究成果は、近代を通して公園化されなかった熊本城を

研究する上でも、比較対象として有用と考える。 

 以上、先行研究の概観を通じて、近代の熊本城跡につい

てはまだ研究の余地が充分あり、特に「官有財産」として

の管理実態や、「公園化」動向の有無に関する調査研究等

が不充分であると考え、本研究で取り組むこととした。 

 

3 本研究の構成 

前述した研究の背景・目的並びに既往研究を踏まえ、関

係資料を調査して熊本城跡の土地利用及び管理の実態を探

る。特に陸軍省の公文書（防衛省防衛研究所蔵）に着目

し、近代の熊本城跡が「軍用地」すなわち「官有財産」で

あった観点から、国の関係法令・規則や時代背景等とも照

合して時期区分を考案し、土地管理の変遷を考察する。陸

軍省による近代の土地管理が、熊本城跡の土地改変のみな

らず鉄道敷設や水道事業など都市の近代化及び熊本市の都

市計画に与えた影響や、その歴史的意義についても究明す

る（図1）。 

 

図1 本論の構成 

4 近代の熊本城跡における土地管理 

4.1 陸軍省が管轄した近代の熊本城跡 

明治4（1871）年の廃藩置県後、明治6（1873）年1月

に全国の城郭の存廃が決定した（いわゆる廃城令１１）。全

国の城・陣屋・要害は陸軍用地として利用する「存城」と

大蔵省の財産として民間に払い下げる「廃城」とに区別さ

れ、熊本城跡は存城が決定した。同年7月の「改訂鎮台条

例」【1873・7・19】により「熊本鎮台」（表1）が設置され

た後、近代の熊本城跡は昭和20（1945）年の終戦まで陸軍

省による所管が70年以上続いたため、その間の記録は国

（旧陸軍省）の公文書として保管され、現在に至る。 

表1 「改訂鎮台条例」記載の六鎮台【1873・7・19】 

軍管 鎮台 師管 師管管内営所 
第一 
 

東京 第一（営所東京） 
第二（営所佐倉） 
第三（営所新潟） 

小田原 静岡 甲府 
木更津 ⽔⼾ 宇都宮 
高田 高崎 

第二 
 

仙台 第四（営所仙台） 
第五（営所⻘森） 

福島 ⽔沢 若松 
盛岡 秋田 山形 

第三 名古屋 第六（営所名古屋） 
第七（営所金沢） 

豊橋 岐阜 松本 
石川県内七尾 福井 

第四 大坂 第八（営所大坂） 
第九（営所大津） 
第十（営所姫路） 

兵庫 和歌山 ⻄京 
敦賀 津 
鳥取 岡山 豊岡 

第五 広島 第十一（営所広島） 
第十二（営所丸⻲） 

松江 浜田 山口 
徳島 高知県内須崎浦 宇和島 

第六 熊本 第十三（営所熊本） 
第十四（営所小倉） 

千歳 飫肥 鹿児島 琉球 
福岡 ⻑崎 対馬 

 

4.2 陸軍省の土地管理（資料の抽出・収集） 

陸軍省を含む近代の国の公文書等については、アジア歴

史資料センター（JACAR１２）のホームページで閲覧するこ

とができる（図1）。今回、横断検索等１３の機能を利用して

検索した結果、本研究に関連する440件の公文書を収集す

ることができた（付表）。これらは国（陸軍省）の土地取

得状況（買収・所管換・交換）や、県・市・市民等から上

申された城内各所（古京町・宮内町・古城町・千葉城等）

の借地希望に対する可否の伺い、回答案等の文書である。

その内容は借地の面積、期間（更新年限）、借地料、使用

目的、申請者の住所・氏名、許可理由のほか、位置図を添

付したものもある。その他、付表には熊本城内の土地管理

に関連の深い公文書（国の法令・規則、測量・地図作成、

不要建物売却、新築建物落成等）も掲載した。以降、本文

中で付表掲載の文書に言及する場合、文末に【西暦・月・

日】で示すこととする（例【1890・1・27】）。 
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表2 熊本城内の土地貸付記録と本稿の時期区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

官有地管理に関連する国の法令・規則、陸軍省の組織改編など
[付表の公文書より一部抜粋] 西暦・月・日 用　語 場　　　所 県・市からの借地上申

明治元 1868 明治維新、神仏分離令
明治2 1869 版籍奉還、知藩事（261人）を任命
明治3 1870 藩政改革を公布
明治4 1871 廃藩置県、全国城郭毀廃ノ所置方ヲ各鎮台ニ心得シム
明治5 1872 地券渡方規則
明治6 1873 地所名称区別、改訂鎮台条例、地租改正条例、存城・廃城決定
明治7 1874 地所名称区別改定、五鎮台所管土地建物区入費ヲ要スルモノ該台経営部ニ於テ担当 　
明治8 1875 公用土地買上規則、土地家屋貸渡方、陸軍省所轄 諸城並土地家屋貸渡方

〃 〃 存城ニ孕メル軍事関渉ノ土地家屋従来人民借受ノ分ハ城内同様無遺漏可取調候事
明治11 1878 陸軍省所轄 土地家屋人民エ貸渡規則
明治12 1879
明治13 1880 土地売買譲渡規則 1880・1・27 貸渡 山崎町花畑工兵作業場 　

〃 〃 1880・6・28 貸渡 古京町・砲兵第三大隊営西岸下 　
〃 〃 1880・7・28 貸渡 千葉城工兵営東崖下 　
〃 〃 1880・10・27 貸渡 記念碑建設地ノ隣地 　
〃 〃 1880・10・29 貸渡 山崎町字花畑 　
〃 〃 1880・11・10 貸渡 山崎町花畑下地 　
〃 〃 1880・11・19 貸渡 熊本内城内 　

明治14 1881 1881・12・23 貸渡 県庁北裏（古城町） 　
明治15 1882 陸軍所轄地拝借願及明細書（書式） 1882・1・19 貸渡 県庁北手（古城町） 　

〃 〃 1882・3・24 貸渡 古京町崖下 　
明治16 1883 1883・2・14 貸渡 山崎練兵場 　

〃 〃 1883・7・18 貸下 古城堀埋跡地 　
〃 〃 1883・7・19 貸下 古京町 　

明治17 1884 1884・5・3 貸渡 殉難碑設置地 　
明治18 1885 鎮台条例改正、各鎮台の歩兵連隊で旅団を編成 1885・1・31 貸渡 古城周囲塁壕（古城町） 　

〃 〃 陸軍省所轄 土地家屋貸渡規則、陸軍参謀本部測量局が正式地形図作成を開始 　
明治19 1886 登記法、陸軍省官制 1886・10・6 貸渡 古城町、古京町 　
明治20 1887 1887・6・22 貸渡 古京町北崖下・古城堀端 　
明治21 1888 市制・町村制公布、師団司令部条例制定 1888・3・10 貸渡 古城町 　
明治22 1889 大日本帝国憲法公布、市制・町村制施行開始、土地台帳規則、土地収用法 1889・7・18 貸渡 古城内旧熊本警察署跡：五高 　
明治23 1890 陸軍省所轄 土地家屋貸渡規則ヲ廃ス、官有財産管理規則、官有地取扱規則 1890・2・25 貸渡 梅屋敷：熊本電燈会社 　

〃 〃 官有地特別処分規則 1890・4・7 貸渡 宮内町旧工兵営 　
明治24 1891 官有財産目録（陸軍省「土地ノ部」） 1891・5・26 貸渡 将校集会所当番室用其他地所 　

〃 〃 官有財産管理規則第十六条ニ依調製スヘキ目録様式ノ件 1891・9・12 貸渡 将校集会所ノ物置場用地 　
明治25 1892 帝国議会ヘ提出スヘキ官有財産増減異動報告様式標準ヲ定ム 　
明治26 1893 1893・6・30 貸渡 梅屋敷：熊本電燈会社 　
明治27 1894 日清戦争、臨時軍事費特別会計 1894・3・19 貸下 島崎村：九州鉄道会社 　

〃 〃 軍事上緊急ノ必要ニ因リ購入シタル政府ノ物件貸付売渡方 継続使用 梅屋敷：熊本電燈会社 　
明治32 1899 1899・3・6 貸渡 島崎村段山 　

〃 〃 1899・4・12 貸渡 宮内町・古城町 　
明治33 1900 土地収用法改正 　 　
明治34 1901 熊本の正式地形図完成 1901・11・20 用地使用 古城外堀：肥後水産協会 　
明治35 1902 1902・9・27 貸渡 藤崎台：公園化計画【不許可】 熊本県知事 徳久恒範
明治37 1904 日露戦争、臨時軍事費特別会計法
明治39 1906 鉄道国有法公布（翌年に九州鉄道株式会社も国有化）
明治41 1908 戊申詔書発布（記念事業で熊本県立第一高等女学校の運動場東端に樟を植樹）
明治42 1909 陸軍営繕費補充資金特別会計ノタメニスル陸軍ニ於ケル土地ノ貸付ニ関スル件 　
明治43 1910 陸軍営繕費補充資金特別会計施行規則 1910・5・30 貸下 新堀町・古京町：菊池軌道

〃 〃 1910・9・20 貸下 古城町蓮堀ノ一部：大日本軌道
〃 〃 1910・11・2 貸下 古京町：大日本軌道

明治44 1911 陸軍ニ於ケル土地建造物ヲ貸渡ストキ随意契約ニ依ルコトヲ得ル件 1911・7・7 用地使用 招魂祭壇敷地
〃 〃 1911・7・31 用地使用 歩兵第二十三連隊敷地内：派出所

明治45 1912 1912・2・1 貸下 本丸町：盆栽置場
大正2 1913 1913・4・8 貸下 宮内町：熊本招魂祭団

〃 〃 1913・4・9 貸下 千葉城町：山崎正董の草花園
〃 〃 1913・12・11 貸下 古城町：材木置場・石材置場

大正3 1914 1914・7・23 貸下 古城町：蓮堀
大正5 1916 1916・9・27 貸附 本丸町：上水道配水池計画【不許可】 熊本市長 依田昌兮

1916・11・9 貸下 古城町：材木置場・石材置場
大正6 1917 1917・1・29 貸下 本丸町：盆栽置場

〃 〃 1917・1・29 貸下 古城町：蓮堀
大正7 1918 1918・2・5 貸下 宮内町：熊本招魂祭壇壇建設

〃 〃 1918・10・22 貸下 本丸町：撃剣道場建設用地
大正8 1919 都市計画法 1919・3・11 貸下 古城町：材木置場・石材置場

〃 〃 史蹟名勝天然記念物保存法公布 1919・3・11 貸下 本丸町：盆栽置場
〃 〃 1919・8・26 貸下 本丸町水壕：蓮植付・養魚

大正9 1920 官有土地貸下規則 1920・5・29 貸下 新堀町・古京町：菊池軌道
〃 〃 1920・8・10 無料使用 島崎村段山作業場：電柱材貯蔵場
〃 〃 1920・10・28 貸下 本丸町：撃剣道場敷地

大正10 1921 国有財産法 1921・1・28 貸下 宮内町：招魂祭祭壇建設
〃 〃 1921・3・19 貸下 本丸町：盆栽置場
〃 〃 1921・4・26 貸下 千葉城町：帝國在郷軍人会事務所

大正11 1922 陸軍省所管国有財産取扱規程制定 1922・10・9 準貸付 本丸町：撃剣道場敷地
大正13 1924 1924・7・26 準貸付 記念碑移転敷地（行幸橋北東） 熊本市長 高橋守雄
大正14 1925 1925・10・10 準貸付 宮内町：公共飲料用及び防火用 熊本市長 辛島知己
大正15 1926 1926・4・29 準貸付 故谷村計介銅像建設（行幸橋北東） 熊本市長　　　〃
昭和2 1927 1927・3・23 準貸付 本丸町：牛砲用火薬倉庫敷地 熊本市長　　　〃

〃 〃 1927・4・28 準貸付 宇土櫓及續櫓修繕：熊本城阯保存会
昭和4 1929 1929・5・3 準貸付 本丸町午砲敷地 熊本市長　　　〃
昭和9 1934 1934・3・25 準貸付 熊本偕行社（千葉城町）
昭和10 1935 1935・3・25 準貸付 本丸町：午砲敷地 熊本市長 山隈 康
昭和11 1936 1936・3・12 準貸付 故谷村計介銅像敷地（行幸橋北東） 熊本市長　　　〃
昭和12 1937 防空法公布、日中戦争、臨時軍事費特別会計法 1937・2・26 準貸付 本丸町：午砲用火薬倉庫敷地 熊本市長　　　〃
昭和13 1938 1938・3・15 準貸付 宮内町：熊本招魂祭祭壇敷地 熊本市長　　　〃
昭和14 1939 1939・3・17 準貸付 防空警報及午砲用サイレン設置敷地 熊本市長　　　〃
昭和16 1941 太平洋戦争
昭和20 1945 終戦

区分 期　間 西暦
熊 本 城 跡 の 土 地 貸 付 記 録 　 [付表の公文書より一部抜粋]

和暦

明治元-明治3
1868-1870

（3年間）

Ⅰ
期

明治4-明治10

1871-1877

（7年間）

Ⅴ
期

大正11-昭和20

1922-1945

（24年間）

Ⅱ
期

明治11-明治26

1878-1893

（16年間）

Ⅲ
期

明治27-明治41

1894-1908
 

（15年間）

Ⅳ
期

明治42-大正10

1909-1921

（13年間）

─ 26 ─
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5 時期区分及び土地管理の考察 

5.1 公文書の記載による時期区分（Ⅰ～Ⅴ期の考案） 

付表のうち、特に城内の土地貸付を示す用語に着目する

と、「貸渡」「貸下」「準貸付」など微妙に異なる複数の表

現がみられ、これが時期により変化していることがわか

る。中には借地内容に変更がない継続申請（本丸町：撃剣

道場敷地）であっても、その用語が「貸下」【1920・10・

28】から「準貸付」【1922・10・9】に変わっている例もあ

る。このことから申請書で使用される用語の違いは、申請

者や用途の違いに起因するものではなく、何らかの理由で

用語自体が置き換わった結果と推察される。当時の熊本城

跡は陸軍省の所轄地すなわち官有財産であり、その公文書

における用語変更の時期は、国の法令改正の時期、つまり

国の財産管理や方針の転換と連動している可能性が高い。

付表のうち陸軍省所轄地に関する公文書には①明治8

（1875）年11月「陸軍省所轄諸城並土地家屋貸渡方」

【1875・11・14】、②明治11（1878）年11月「陸軍省所轄

土地家屋人民ェ貸渡規則」【1878・11・2】、③明治18

（1885）年12月「陸軍省所轄土地家屋貸渡規則」【1885・

12・26】、④明治42（1909）年3月「陸軍営繕費補充資金

特別会計ノタメニスル陸軍ニ於ケル土地ノ貸付ニ関スル

件」【1909・3・30】、⑤大正11（1922）年3月「陸軍省所

管国有財産取扱規程制定」【1922・3・27】などがあるが、

①②③では「貸渡」、④では「貸下」、⑤では「準貸付」の

用語がそれぞれ条文の中で使用されており、ちょうど用語

変化の時期と合致する。 

そこで公文書におけるこれら土地貸付の用語の変遷と、

公有地管理に関連する国の法令・規則及び陸軍省の組織改

編等とを対照させることで、近代における熊本城跡の土地

貸付をⅠ～Ⅴ期に区分した（表2）。以下ではⅠ～Ⅴ期にお

ける熊本城跡の土地貸付の状況と時代背景について詳細を

記す。なお本研究では近代の公文書の中でも鎮西鎮台が熊

本に設置された明治4（1871）年以降を調査対象とするた

め、明治元（1868）年から同3（1870）年までの3年間

は、分析対象外とした。 

5.2 Ⅰ期の土地管理と時代背景 

熊本に鎮西鎮台が設置された明治4（1871）年から、西

南戦争がおきた明治10（1877）年までの7年間を「Ⅰ期」

とした。明治天皇の最初の熊本行幸、熊本鎮台設置、神風

連の変などを含む時期である。 

明治元（1868）年の神仏分離令の影響もあり、明治4

（1871）年に熊本城内の平左衛門丸に錦山神社（後に加藤

神社に改称１４）が創建された。その後、明治6（1873）年

に熊本城の存城が決定したことで熊本には熊本鎮台が設置

されて軍施設が整備されることになった。当時、現頬当御

門付近には参詣者向けの茶屋や酒店も出店し人々の往来で

賑わっていたが、鎮台の本丸移転にあたり「日夜雑還甚不

体裁、且不用心」【1873・3・28】との陸軍側の理由で、錦

山神社（加藤神社）は京町新堀へ移転することになった。

この例からも熊本鎮台の設置当初から軍施設と一般市民の

往来・賑わいは共存が難しい問題だったと考えられる。 

水堀により北（上段）と南（下段）に隔てられていた古

城には、明治3（1870）年に古城医学校（下段西側）が、

同4（1871）年に洋学校（上段西側）がそれぞれ開校し

た。医学校の東隣に治療所（古城病院）が、洋学校の東隣

に外国人教師マンスフェルトやジェーンズの官舎が建てら

れ１５、明治時代初頭には熊本城跡の一角に洋風建築が登場

することになった。また明治5（1872）年に二の丸から二

本木へ移転した熊本県庁が明治8（1875）年には古城病院

跡へ移転、明治9（1876）年9月洋学校跡地へ臨時裁判所

と県警本部を設置、外国人教師館も県官舎として利用され

るなど、古城一帯には官庁が多く立地した。明治8

（1875）年には札ノ辻に熊本電信局も開設している

【1875・3・20】。 

明治7（1874）年、熊本鎮台は「鎮台病院建設」のため

二の丸（現在の国立病院機構熊本医療センター一帯）の土

地を取得した【1874・11・2】。明治8（1875）年、国は

「公用土地買上規則」【1875・7・28】を定めた。熊本城跡

については明治7～9（1871～1873）年頃の伺い文書に土地

「買収」や他省から陸軍省への土地「御渡」の記録が多く

認められ、軍施設整備のための土地取得を急速に進めたこ

とがわかる（付表）。こうして明治8（1875）年4月に歩兵

第十三連隊が二の丸に屯営、明治9（1876）年2月に衛戍

病院が落成１６するなど、熊本城跡はわずか数年で鎮台の主

要施設用地へと変貌した。明治9（1876）年に陸軍省が作

成した「城郭之図」１７には、翌年に西南戦争直前の火災で

焼失する近世建物、すなわち大小天守・御裏五階櫓・長局

櫓などが残存しており、当時は本丸御殿も鎮台本営として

使用されていた。同図では本丸上段に「熊本鎮台」と記載

するほか、二の丸に「歩兵営」、三の丸に「野砲兵営」、古

城上段に「病院」、同下段に「山砲兵営」、千葉城に「工兵

営」などが記載され、鎮台設置後に整備された軍施設の城

─ 27 ─
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内配置を確認できる。 

明治7（1874）年に国は錦山神社（加藤神社）の城外へ

の移転費用を支払っている。具体的には「新堀氏家甚三郎

大木兼■」両家の屋敷地を新たな社地として選び、「神殿

引移之並地代価地形築立其他共悉皆」を調査した結果「目

論見金之内八歩通金九千二百四十六円」という内容で、白

川県権令安岡良亮から陸軍大輔津田出宛ての文書がある

【1874・4・18】。明治9（1876）年の名古屋城内の素戔鳴

神社及び東照宮両社の引移に関する記載では、「熊本県下

加藤神社及ヒ元金沢城内尾崎神社転移之節」すなわち錦山

神社（加藤神社）と尾崎神社の引移費用を国が負担した前

例がある旨を併記しており【1876・10・3】、各地の城跡で

類似する神社移転問題が発生したことがわかる。なお城外

移転後の錦山神社（加藤神社）では明治8（1875）年に

「熊本博覧会」１８を開催しており、神社所蔵の加藤清正遺

物、書画、刀剣、銅製仏像、勧業寮製見本、古銭、西洋食

器、鉱石、薬種等が出展された。 

明治8（1875）年には陸軍省所轄地の「諸城並土地家屋

貸渡方」【1875・11・14】が定められるが、熊本城跡にお

いてはまだ土地「貸渡」の記録は見当たらない（付表）。 

明治9（1876）年には神風連の変【1876・10・26】が発

生し、桜馬場の砲兵営や二の丸の歩兵営が襲撃を受け、そ

れぞれ6棟、3棟が「兵営舎焼失跡」となった１９。当時の

城内には私有地が残存していたが、陸軍は「警備上」の理

由から「熊本城近接地買上」【1876・12・27】の伺い文書

で民有地を買い上げて公有地化する必要性を説き、私有地

6件（住江常雄・田中典儀・細川興増・長岡知暢・旧一日

邸・続敏邸）の詳細調査の上、買上を行った。 

明治10（1877）年の西南戦争で城内・城下を広く焼失し

た後、陸軍用地の囲込はさらに拡大する【1877・7・22】。

同年11月の熊本鎮台工兵第六方面による景況報告のうち

「城郭内鎮座神社替地ノ件」には、城外移転後も本丸に馬

場のみが残っていた「加藤神社」や、同じく戦災で焼失し

た「藤崎八幡社地」「山崎天神社地」の計3社について、

「転移スヘキ替地渡方県官ヨリ照会アリ先年加藤社移転ノ

例ニ倣ヒ替地ヲ買求シテ渡サザルヲ得ザル者トス」として

移転補償の前例を記したほか、「千葉学校地所建物買求ノ

件」２０や「山崎練兵場囲増ノ件」など、西南戦争直後にお

ける陸軍の土地囲込状況の一端を記す【1877・11・15】。  

西南戦争で被災した後は施設の復旧・整備だけでなく、

熊本県による大規模な道路改変も行われた。陸軍省は明治

10（1877）年に所轄地の「旧花畑元病院仮設地のうち521

坪1合7勺」と「同所練兵場のうち299坪」を内務省へ返

付しており【1877・11・5】、これは「熊本県下道路修築ノ

図」２１の「新道立并潰地ノ色」（赤色）の一部である。 

また明治10（1877）年の西南戦争中には、陸軍参謀局地

図課が九州に出張して「西海道全図」「熊本近傍図」など

を政府軍の作戦用に作成しており、同年3月から7月頃に

かけては、全国の関係機関からの地図入手を求める文書が

多数みられる【1877・4・21、1877・6・25ほか】。 

このようにⅠ期は、7年という短期間であるが軍施設の

整備に伴う急速な土地買収・取得が進み、土地所有や所管

も、国・県や省庁間で大きく変動した時期であった。その

他、電信局の設置や地図作成も行われ、西南戦争後には城

内外の道路新設に着手し、大規模な土地改変も実施した。 

なおⅠ期は、国による軍用地の「取得」が主であり、陸

軍省による熊本城跡の土地管理は始まったばかりで、城内

の土地「貸渡」の記録等はまだ見られない（付表）。 

5.3 Ⅱ期の土地管理と時代背景 

西南戦争の翌年から日清戦争の前年までの、明治11

（1878）年から明治26（1893）年までの16年間を「Ⅱ

期」とした。師団司令部条例制定による第六師団の設置

【1888・5・12】、大日本帝国憲法の制定【1889・2・11】、

市町村制の制定翌年の熊本市発足や翌々年の市条例裁可

【1890・6・20】などを含む時期である。陸軍所轄地につ

いては明治11（1878）年に「土地家屋人民エ貸渡規則」

【1878・11・2】が、明治18（1885）年に「土地家屋貸渡

規則」【1885・12・26】が制定されている。 

「Ⅱ期」には熊本城内の土地「貸渡」の記載が多くなる

（表2）。「貸渡」以外では明治12(1879)年に熊本城跡の

「避暑」や将来の「利便」を図り松・杉・檜等の苗木1万

本を植樹する伺いもある【1879・6・5】。 

土地「貸渡」の許可理由については「目下所用之目途も

無之」など陸軍用地の利用上何ら支障がないことを記す事

例が多い【1881・12・13など】。「貸渡」には借地料の支払

いが必要な場合もあり、明治13（1880）年千葉城町「工兵

営東崖下空地」【1880・7・28】では合計1,586坪（約

5,234㎡）の土地を草花菜園等として使用するため、東阿

弥陀町の士族に対して借地料（月20銭、年2円40銭）で

1年間の貸渡を許可した【1880・7・28】。熊本電燈會社

（河野政次郎）も明治23（1890）年以降、梅屋敷（約333

坪）への機械設置のため年96銭の借地料を支払い、3年毎

─ 28 ─
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に更新して使用した【1890・2・25など】。こうした陸軍省

所轄地に対する借地願は県を通して国（陸軍省）へ上申さ

れ、現在も国（防衛省防衛研究所）で保存されている文書

だが、中には当時添付された平面図も確認できる。例え

ば、図2【1880・1・27】は「花畑工兵作業場外石垣下」

（現長塀通り付近）493坪、図3【1880・6・28】は「古京

町有終社脇南側空地」（現三の丸第一駐車場付近）195坪、

図4【1880・6・28】は「砲兵第三大隊営西岸下空地」（現

熊本博物館西側付近）930坪、図5【1880・7・28】は「工

兵営東崖下空地」（現熊本市教育センター付近）1,586坪、

図6【1880・10・27】は「記念碑建設隣地」（現清爽園付

近）9坪の「貸渡」と具体を知ることができる（付表）。 

このように「Ⅱ期」は、城内の土地「貸渡」事業が本格

的に始動した時期であり、その目的・用途は戦没者の慰

霊、戦災復興、城内の植樹など様々である。 

5.3.1 借地平面図にみる熊本城跡の土地改変状況 

公文書に添付された平面図からは、土地「貸渡」の場所

や面積だけでなく、当時の地形、道路、建物の配置等も知

り得る。熊本城跡一帯の地形や道路は近代から現代にかけ

て改変された部分が多く、それ以前の姿を留める記録とし

て、これら平面図は貴重である。以下では、図中の明治時

代前半の地形や道路が、都市の近代化の中でどのように改

変されてきたのかを図から読み解く。 

 図2中の「下馬橋」は明治35（1902）年天皇行幸に伴っ

て少し下流に架け替わり「行幸橋」となる【1902・9・

30】。また花畑の貸渡地と坪井川左岸に挟まれた道路（現

長塀通り）は前述の明治10（1877）年「熊本県下道路修築

ノ図」では既設の「道路」（黄色）として彩色されてい

る。ここは後に大正13（1924）年の市電敷設によって電車

軌道となった。当時の花畑町は歩兵第二十三連隊の広大な

敷地が一帯を占拠していたため、市電はその西側（坪井川

左岸沿い）を通り、現市役所前から長塀通り、さらに現市

民会館前、現花畑公園とサクラマチクマモトの間を通って

辛島町へと抜けるルートであった。やがて歩兵第二十三連

隊が渡鹿へ移転し、跡地（27,752坪）は用途を廃止し陸軍

省から大蔵省に引き継がれた【1924・9・20】。その後、熊

本市が付替工事を行って現在の市電ルートに変更された。 

図3には明治10（1877）年の西南戦争後に新設された

「法華坂新道」が記されている。これは前述の「熊本県下

道路修築ノ図」で「新道立并潰地ノ色」（赤色）と表示して

いる新設道路（現市道：京町１丁目宮内第１号線）であ

る。現熊本県立美術館と現熊本県護国神社の間にかつて存

在した堀を利用し、併せて現宮内橋以南を削平して新設さ

れたもので、新町札の辻（一丁目御門付近）から新堀橋ま

で城内を貫く道路となった。その結果、二の丸と三の丸が

区分された２２。 

図4は他と同様、三斜法２３により借地面積を求積した平

面図である。図の多角形からなる借地（予定地）を７つの

三角形「イ・ロ・ハ・ニ・ホ・へ・ト」に分割し、それぞ

れの面積を求め、その合計面積「〆千七百四拾壱坪五合」

（約5,747㎡）を算出している。「甲・乙・丙・丁・戊」

の面積「〆百八拾九坪」（約624㎡）も同様に計算し、「合

積千九百三十坪零五合」（約6,371㎡）を借地として申請

したことがわかる。 

図5は同年に「工兵営」が立地していた千葉城一帯の平

面図で、東崖下の土地のうち甲（イ・ロ）、乙（イ・ロ・

ハ・ニ）の合計面積が「千五百八十六坪」（約5,234㎡）

と記されている。図中の坪井川はその後、昭和初期の河川

改修工事で直線化されたため、図中借地の一部は坪井川の

河床、もしくは対岸（坪井川左岸側）となった。河川改修

前の旧地形や面積を知ることができる貴重な資料である。 

図6は記念碑周辺（現清爽園一帯）の平面図で、この付

近には近世に高札場があったため「札の辻」と呼ばれる。

本来は城内と城下が濠で隔てられていた場所であるが、既

に濠は埋め立てられている。図5には「法華坂新道」の起

点（南西端）が描かれており、図2（北東端）と併せて西

南戦争後の新道設置状況を確認できる。記念碑と道路を挟

んだ西側には「電信分局」と記す。熊本における電信は明

治8（1875）年3月に長崎・熊本間の電信回線が開通し、

熊本電信局が開局したことに始まる２４。当初の局舎は明治

9（1876）年神風連の変で襲撃を受けて電信機械を破壊さ

れ、さらに明治10（1877）年の西南戦争で焼失した。明治

11（1878）年6月、その跡地に新築・竣工したのが熊本電

信分局（図中の「電信分局」）である。木造の総2階建、

屋根瓦葺き、漆喰外壁で当時「電信局型」と称された西洋

風建物で、後に熊本商業学校の一部に使用された２５。この

建物建設に先立ち、「電信分局」を囲む四方の既設道路も

西南戦争後に一部拡幅されていたことが、前述した明治10

（1877）年「熊本県下道路修築ノ図」の「新道立并潰地ノ

色」（赤色）からわかる。 

古城一帯には現在、熊本県立第一高等学校が立地し、堀

跡の一部は古城堀端公園となっている。図7は「県庁周囲 
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図2 「熊本山崎町地貸渡の伺」付図「花畑工兵作業場外 

石垣下」（JACAR Ref.C04029749800 防衛省防衛研究

所蔵）【1880・10・29】に筆者加筆。図下が「北」 

 

図3 「古京町有終社脇南側空地」付図 

「古京町近傍千弐百分一之図」 

（JACAR Ref.C04029667700 防衛省防衛研究所蔵 

【1880・6・28】に筆者加筆。図左が「北」 

 

 

図4 「砲兵第三大隊営西岸下空地」付図「野砲兵営西崖下 

千二百分一図」（JACAR Ref.C04029667700防衛省 

防衛研究所蔵）【1880・6・28】に筆者加筆。図左が「北」 

 

図5 「熊本城工兵営東崖下空地貸渡」付図「工兵営東崖下

空地弐千四百分一之縮図」（JACAR Ref.C04029730500 防

衛省防衛研究所蔵）【1880・7・28】に筆者加筆。図右が「北」 

 

図6 「熊本記念碑建設隣地貸渡」付図「法華坂下記念碑 

   近傍千三百分一之図」と「石碑前面九分一」（右下） 

（JACAR Ref.C04029751500 防衛省防衛研究所蔵） 

【1880・10・27】に筆者加筆。図左が「北」 

 

図7 熊本県公文類纂「県庁周囲濠壘陸軍省引渡」付図 

「熊本県下熊本区古城塁濠之図」（熊本県立図書館蔵） 

【1884・12・27】に筆者加筆。図上が「北」 
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濠壘陸軍省引渡」２６の付図「熊本県下熊本区古城塁濠之

図」である。凡例には「陸軍省所轄地境界線」や「今般受

領地界線」を記載している（工兵第二方面実測・作成）。

Ⅱ期には明治16（1883）年4月から同17（1884）年11月

にかけて、古城の県庁敷地の「坪数調査」に関する地理局

２７、陸軍省、内務省の照会・回答の記録が残る（付表）。

明治17（1884）年に内務省が「兵備上必須ノ地」である古

城町の土地について陸軍省へ土地「受領」の詮議を要請し

【1884・5・24】、翌月には内務省の照会に対して「将来熊

本城ノ守備上ニ於テ関係不少」という「受領」理由を陸軍

省意見として通知【1884・6・14】した。8月に地理局から

陸軍省へ陸軍省領収分の坪数について取調の回答を要請し

【1884・8・13】、11月に県が面積「7,921坪3合5勺5

才」（約26,139㎡）と記載した稟議により地理局から陸軍

省へ面積確認の照会【1884・11・7】があり、翌週には地

理局から総務局へ面積の照会を行っている【1884・11・

14】。こうした敷地面積に関する省庁間の確認作業を経

て、明治17（1885）年に陸軍省は「右正ニ領収候也」と熊

本県へ伝え【1884・12・27】、翌月からは改めて熊本県へ

「貸渡」を行っている【1885・1・31】。 

また図7では古城の堀の埋め立て状況も確認できる。明

治16（1883）年の公文書には「古城堀埋跡地」1,059坪

（約3,500㎡）を借地した記録もあるが【1883・7・18】、

その後も「蓮堀」「養魚」を目的とした古城の土地「貸

渡」契約も頻繁に更新されており（表2）、古城堀の大半は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後も水堀の状態を保ち続けたことがわかる。後に古城

堀の埋め立てはさらに拡大し、明治44（1911）年開通の軽

便鉄道「宮内－知足寺町」間２８の古城以西は、水堀跡に沿

って敷設され、鉄道会社と陸軍省との間で土地交換が行わ

れた【1911・12・15】。同年開通の軽便鉄道「上熊本－広

町」間も新堀を利用【1910・11・2】しており、かつて熊

本城の北端・南端を区画していた新堀・古城堀の跡が、そ

れぞれ明治時代の鉄道敷設に利用されたことがわかる。 

明治17（1884）年当時、古城には「熊本県庁」「警察本

署」「監獄支署」「官舎」などが立地していた（図7）。熊本

県令富岡敬明は、明治20（1887）年1月の熊本県庁の城外

移転２９に先立つ明治18（1885）年に、県庁・警察署・官舎

建物等の代金と監獄支署の移転料等費用（金39,046円41

銭3厘）及び県庁移転に係る敷地買上代と、在来民家の移

転料や地形直し等費用（金5,953円58銭7厘）の合計

「金45,000円」での買上を内務省と陸軍省に上申してい

る【1885・7・10】。明治20（1887）年に県庁が南千反畑へ

移転した後には、陸軍省が「監督部長外間」として使用す

るため県庁建物を本丸へ「転築落成」【1888・4・9、同4・

11】や「建物公売」【1890・10・8】を実施した。こうした

中、最後まで古城に残存していたのは元警察署の建物（図

8）であった。明治20（1887）年5月に熊本への設置が決

まった第五高等中学校３０は「地所家屋貸渡」【1889・7・

18】によりここを使用し、明治22（1889）年の金峰山地震

による被災を経て、翌年に黒髪へ移転した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8 明治22（1889）年「貸渡地所家屋受領済御届」付図「熊本古城町元警察署跡建物之図」 

（JACAR Ref.C07050284100 防衛省防衛研究所蔵）【1889・7・18】に筆者加筆。図の右上が「北」 
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5.3.2 熊本県統計表にみる陸軍省の土地管理 

明治14（1881）年熊本県統計表「官有地」の欄に、「地

種」「地目」「地名」「反別」「地価」が記載されている。こ

こでは熊本鎮台の所轄地である「本丸」「二の丸」「宮内

町」「千葉城」「古城町」「古京町」「新堀町」「山崎町」の

ほか、当時は古城町に所在した「県庁」と「囚獄」の記載

部分を抜粋して示した（表3）。当時は崖地を明確に区別し

て管理し、陸軍用地のうち旧城内の合計面積は約800反 

（約79万4500㎡）で、「鎮台」（崖地を除く本丸部分）の 

面積は旧城内の約20.7％を占めていることになる。 

この統計表には熊本城跡の「本丸」「二の丸」「宮内町」

「千葉城」「古城町」「古京町」「新堀町」等を示した図が

ないため正確な範囲は不明だが、当時の呼称と江戸後期の

「熊本所分絵図」３１の地名とでは大差ないものと考えられ

るので、それぞれの位置・範囲については熊本市（2019）

『歴史資料編』「地区の範囲と呼称」を参照されたい３２。 

表3 明治14（1881）年時点の熊本鎮台所轄地面積等 

熊本県1883『明治十六年熊本県統計書』 

（国立国会図書館蔵） 

地種 地目 地名 反別＊ 地価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 第 
 二 
 種 

鎮台   熊本区本丸 166反10414 8,167.82 
同崖地  〃 32反40482  
陸軍用地 〃区二の丸 201反31406 12,492.52 
同崖地  〃 23反72000  
陸軍用地 〃区宮内町 18反30489 1,371.52 
同崖地  〃 6反31580  
陸軍用地 〃 69反00398 5,167.71 
同崖地  〃 21反00731  
陸軍用地 〃区千葉城 42反00750 2,964.60 
同崖地  〃 12反40796  
陸軍用地 〃区古城町 31反82892 2,695.81 
同崖地   12反61099  
陸軍用地 〃区古京町 6反11279 442.27 
同    〃 98反91768 7,125.04 
同崖地  〃 36反31428  
同川敷  〃 62952  
陸軍用地 〃区新堀町 16反12303 1,707.30 
同崖地  〃 6反00243  
陸軍用地 〃区山崎町 274反50810 34,944.54 
※以下、「託麻郡健軍村「合志郡豊岡村」「〃郡須恵村」「〃郡
津久礼村」と続く。本稿では郊外の鎮台所轄地の記載は省略 
県庁   熊本区古城町 20反80309 3,560.43 
囚獄   〃 9反70465 1,662.22 

＊面積「１反」をメートル法に換算すると、約991.736㎡ 

 

5.3.3 第六師団の官有財産管理、災害復旧、地図作成 

明治21（1888）年の改編で熊本鎮台にかわり第六師団が

置かれた。翌年に大日本帝国憲法の制定【1889・2・11】

と「土地収用法」【1889・7・30】、翌々年に「官有財産管

理規則」【1890・11・24】と「官有地取扱規則【1890・

11・24】が勅令で公布された。また「官有財産管理規則」

に基づき、各省は「官有財産目録」を作成した。陸軍省に

おいても、明治24（1891）年に「官有財産目録（土地之

部）」 【1891・3・31】を作成し、以後はこれを基に毎年

の増減を報告した。 

こうした国の法令改正等を受けて、第六師団の所轄地に

おいても土地貸付の契約更改が行われた。例えば段山作業

場の一部（図9）は鉄道敷設のため九州鉄道会社が既に使

用していたが、明治26（1893）年に九州鉄道会社社長高橋

新吉は「官有財産管理規則 第七條第二項」３３に基づき、

同地の30年間無料使用を内務・陸軍両大臣宛てに上申し

た。これを受けて内務省は「官有地取扱規則 第十一條但

書」３４及び「県知事ノ名ヲ以テ下附スヘキ」「相当使用料

ヲ徴収スヘキ」などの条件を付けた熊本県宛ての指令案を

作成し、陸軍省に稟議している【1894・3・19】。 

他にも明治23（1890）年には勅令「官有地処分規則」

【1890・7・21】が出されており、その条文「官有地ヲ競

争ニ付セス随意ノ契約ヲ以テ貸渡又ハ売渡スコトヲ得」に

ついては、その後も条文が引用され続けており【1912・

2・1】、大正10（1921）年の「国有財産法」に改正される

までの間は、上記の法令・規則に基づいて、陸軍省所轄地

の借地許可手続きを行っていたことがわかる。 

一方この頃、明治22（1889）年7月28日の金峰山地震

で熊本城跡も被災した。第六師団監督部長は陸軍大臣大山

巌宛てに「損害報告」や「震災損害届」【1889・7・29、同

7・31】、さらに「城郭修築保存之件」【1889・8・19】を提

出し、陸軍省により崩落石垣の復旧工事等が行われること

になった。第六師団が「名城ノ旧跡」【1889・8・19】を保

つため経常費の増額や臨時歳出等の予算を獲得して災害復

旧にあたった経過については、木下（2020）３５に詳しい。 

なお明治11（1878）年から同13（1880）年に熊本鎮台

で測量器具や製図用具を取り揃えた記録【1880・9・14】

があるが、これは後の第六師団による明治22（1889）から

同27（1894）年の迅速測図作成にも繋がる動きと考えられ

る。迅速測図は正確さに欠け、図描内容の不統一など問題

も多いが３６、熊本の正式地形図（2万分の1）が完成する
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明治34（1901）までの間、地方の陸軍演習用等の応急図と

して需要に応えるものだった３７。その背景としては、陸軍

参謀本部測量局が明治18（1885）年に開始した正式地形図

の作成が、その後の日清戦争開戦により作戦地図の作成が

優先されて、既に迅速測図が存在する地域が後回しになっ

たことも要因とされている３８。第六師団の迅速測図は、明

治時代半ばの戦時下ではもちろんのこと、平時における官

有財産管理という観点からも必要とされた可能性がある。 

以上からⅡ期は、軍用地管理のために熊本城跡一帯の正

確な面積並びに地価など土地統計の整備を進め、地図作成

を進めた時期と言える。 

5.4 Ⅲ期の土地管理と時代背景 

日清戦争勃発の明治27（1894）年から明治41（1908）

年までの15年間を「Ⅲ期」とした。山崎練兵場の大江へ

の移転、明治天皇の2度目の熊本行幸、日露戦争などを含

む時期である。 

Ⅲ期は、Ⅱ期に比べて新規の「借地」申請は少ないが、

熊本電燈会社【1894・4・27】のように「継続使用」を申

し出る事例がみられる。「継続使用」であっても国の法令

改正に伴って借地の条件が変更される場合もあり、例えば

段山の基部を切り通して鉄道を敷設した当初は「無料無期

限」で借地を許可した九州鉄道会社に対して、内務省と陸

軍省は明治27（1894）年の契約更新時に年限を区切り、か

つ「官有地取扱規則第十一條」を理由に「但相當使用料ヲ

徴収スル」ことを条件に土地の使用を許可している

【1894・3・19】。なお図9で「工兵作業場」と記す「段

山」は戦後の更なる削平工事により完全に消滅したため、

一帯の旧地形を知る上でも公文書は貴重な資料である。 

またⅢ期は国が軍備を拡大した時期で、山崎練兵場など

の陸軍省所轄地（官有地）では手狭となった第六師団が、

熊本市との土地「交換」により郊外の大江村へ軍用地の一

部を移転させた記録が公文書で確認でき、明治31（1898）

年には、土地交換3件【1898・5・1、同5・3、同12・

17】が実施されている。このうち12月の土地交換は翌年

の兵器支廠移転３９に関わるもので、桜橋の架橋と新道（現

在の桜町新町1丁目第1号線）設置で陸軍用地を東西に2

分した結果、新町方面へ抜ける新たなルートとなった（図

10）。当時の記録には「其交通便利ニシテ其囲郭モ火災等

ニ対シテ安全ナリ」とあり、交通の利便と延焼遮断帯の両

面を考慮した計画だったことがわかる【1898・12・17】。 

明治35（1902）年には明治天皇行幸に伴い、南坂の改変

や下馬橋の位置変更も行われた（現在の行幸坂と行幸

橋）。この道路改変に合わせて「第十一号国道ノ終点ヨリ

陸軍所轄地内ヘ通スル下馬橋ノ位置変換シ其終点ヲ第六師

団司令部門前迄延長」、すなわち当時の国道11号線の終点

は行幸坂を通って本丸の第六師団司令部門前まで延長され

たことがわかる【1902・9・30】。 

 

図9 「地所貸下期限の件」付図「段山陸軍所轄地平面図」 

（JACAR Ref.C03030841600 防衛省防衛研究所蔵）

【1894・3・19】に筆者加筆、図上が「北」 

 
 

図10 「兵器支廠建物移転」付図 

（JACAR Ref.C04013563500 防衛省防衛研究所蔵） 

に筆者加筆【1899・4・10】、図上が「北」 

新町方面へ 

坪井川に「桜橋」を架橋、 

熊本城内に新道を設置して 

陸軍敷地を古城側（西側）と

桜馬場側（東側）に分断した

熊本城の西側に 
張り出していた 
「段山」は太平洋

戦争後の削平工

事で完全に消滅 

九州鉄道会社が

「段山」を切通し

鉄道敷設 

 
藤崎台 
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一方、明治30年代は公園の新設が全国的に増加した時

期で、明治32（1899）年には熊本市初の「下河原公園」が

開園した４０。明治35（1902）年10月に熊本県知事徳久恒

範は陸軍大臣寺内正毅宛てに熊本城内の藤崎台が「本縣熊

本公園ニ尤適當之場所」として借地を上申したが、却下さ

れた。当時は明治天皇行幸（11月）を控え、熊本城内の南

坂・下馬橋を行幸坂・行幸橋へと改修する工事を実施して

いた。藤崎台の公園化は陸軍が却下して実現しなかった

が、和歌山城跡等の公園化４１とほぼ同時期に熊本でも城跡

の公園化を模索していたことがわかる。 

このように「Ⅲ期」の公文書からは、明治後半の熊本市

で都市の近代化事業が進められた結果、熊本城周辺にも大

規模な土木工事が押し寄せ、土地が改変された状況を知る

ことができる。 

5.5 Ⅳ期の土地管理と時代背景 

日露戦争勃発後に定められた臨時軍事費特別会計のうち

「陸軍営繕費補充資金特別会計」に伴い、明治42（1909）

年3月には「土地貸付ニ関スル件」の勅令が出され、4月

には「営繕費補充資金特別会計施行規則」が定められた。

この年から、国有財産法を制定した大正10（1921）年まで

の13年間を「Ⅳ期」とした。Ⅳ期には明治44（1911）年

に「陸軍ニ於ケル土地建造物ヲ貸渡ストキ随意契約ニ依ル

コトヲ得ル件」の勅令も出されており、第六師団による城

内土地貸付も活発に行われている。文書では土地「貸下」

と記載し、面積・金額・理由など陸軍側の書式も定型化・

標準化される傾向がある。また、「蓮栽培」「材木置場」

「撃剣道場敷地」「養魚」「軌道敷地」等の用途で、同一申

請者が借地を「継続利用」で申請する事例も多い（表4）。 

表4 土地「貸下」継続利用等（内容詳細は付表参照） 

西暦・月・日 申請者 場所 用途 

1914・7・23 

1917・1・29 

（記載なし） 古城町 蓮栽培 

1913・4・8 

1918・2・5 

1921・1・28 

熊本市長 宮内町 招魂祭祭壇建

設 

1913・12・11 

1916・11・9 

1919・3・11 

飯田平五郎 古城町 材木置場 

及石置場 

1918・10・22 大麻勇次 本丸町 撃剣道場敷地 

1919・8・26 飯田平五郎 本丸水濠 蓮・養魚 

1920・5・29 菊地軌道 

株式会社 

新堀町・古

京町 

軌道敷地 

 

なお「招魂祭」自体は、既に明治10（1877）年の西南戦

争後に山崎練兵場で行われており４２、日清戦争後の明治29

（1896）年にも山崎練兵場において「臨時招魂祭」が3日

間開催され、競馬、犬追物、撃剣、角力、見世物、俄手踊

など例年奉納されるもの以外に戦利品の展示、在熊各部隊

による造物なども奉納されていた４３。明治33（1900）年に

山崎練兵場が大江村へ移転した後、明治44（1911）年7月

に熊本県知事から「招魂祭壇敷地トシテ用地使用」とし

て、藤崎台への招魂社（常設祭壇）設置申請が出されてい

た【1911・7・7】。その後は熊本市長（招魂祭団）から宮

内町の継続利用が申請されている（表4）。 

一方で大正5（1916）年9月、上水道配水池敷地とし

て、熊本市長は陸軍大臣宛てに熊本城内の「借地願」４４を

提出した【1916・8・18】。上申書には「熊本市水道工事目

論見書」【1916・9・27】や平面図も添付され、箱馬場に

「第一配水池」、天守台に「第二配水池」（図11）を計画し

ていた４５。熊本市長が城内の土地借用について内議を行っ

たが、「該地ハ軍事上必要ナルニ依リ貸附シ雖キ」との陸

軍側の回答により実現しなかった【1916・9・30】。その

後、立田山へ計画を変更し配水池が設置された。 

このように、近代の配水池は自然流下を図るため高所に

計画する都合上、他の近世城郭においても最も高い場所で

ある天守台に計画される例がみられる。類例は後述する。 

 
図11 「借地願 熊本城内箱馬場 天主臺跡」 

付図「配水池附近平面図」【1916・9・27】 

（JACAR Ref.C03010912500 防衛省防衛研究所蔵） 

に筆者加筆、図上が「北」 

 

その後、大正8（1919）年に旧「都市計画法」が公布さ

れるが、熊本市への都市計画法適用は大正12（1923）年で

あるため、その影響は次の「Ⅴ期」になって現れる。 

以上のように、「Ⅳ期」は陸軍による熊本城内の土地

「貸下」手続きが定着し、継続利用の事例もみられる一方

天守台跡に 
「第二配水池」 
を計画 

箱馬場に 
「第一配水池」 
を計画 

師団司令部 
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で、城跡の一部が「公園化」されることはなく、あくまで

も陸軍直轄地として管理され続けた。その反面、配水池計

画を陸軍側が拒否するなど、結果的に城跡の遺構（天守台

など）の破壊を回避した側面もあった。 

5.6 Ⅴ期の土地管理と時代背景 

旧「国有財産法」が施行される大正10（1921）年から太

平洋戦争が終結する昭和20（1945）年までを「Ⅴ期」とし

た。それまでの「官有財産管理規則」は勅令で、財産管理

も各省それぞれが行い統一的な管理ではなかったが、「国

有財産法」は大蔵省を中心とする官有財産調査会が法案を

提出し、帝国議会の議決を経た法律である点が異なる。 

「Ⅴ期」の城内土地管理の記載には、「準貸付」の記載

が多い。陸軍側の書式はさらに定型化が進み、伺い文書の

省略化も認められる。同一申請者が同一内容で繰り返し申

請する「継続利用」は「Ⅳ期」に引き続き「Ⅴ期」にも多

くみられ、その用途は「撃剣道場敷地」「銅像建設敷地」

「公共飲料用」「牛砲用火薬倉庫」「午砲敷地」など多種多

様である。借地願の申請者（代表者名）として「熊本市

長」の名前が多くみられるのも、熊本市の都市計画が土地

利用に関係してくる「Ⅴ期」の特徴と言える（表5）。 

表5 土地「準貸付」継続利用等（内容詳細は付表参照） 

西暦・月・日 申請者 場所 用途 

1922・10・9 大麻勇次 本丸町 撃剣道場敷地 

1924・7・26 

1926・4・29 

1936・3・12 

熊本市長 

 

旧城門跡石垣

上ノ一部 

（行幸橋脇） 

記念碑移転 

改め谷村計介

銅像建設敷地 

1925・10・10 

 

熊本市長 宮内町 公共飲料用及

び防火用 

1927・3・23 

1937・2・26 

熊本市長 本丸町 牛砲用火薬倉

庫 

1929・5・3 

1935・3・25 

1939・3・17 

熊本市長 本丸町 午砲敷地改め

防空警報及午

報用サイレン 

 

以下、Ⅴ期の「準貸付」以外の土地管理の特徴を記す。 

大正11（1922）年10月の「土地管理換」で本丸の一部

が陸軍用地から神社用地４６（内務省所管）へ管理換された

【1922・10・3】。当地にはこの頃に熊本城稲荷神社４７が、

昭和2（1927）年には熊本大神宮４８が移転・建築され、現

在も同地（県道四方寄熊本線沿い）に鎮座している。 

一方で大正12（1923）年に新堀を掘り下げ平坦道路と市

電を整備した際、新堀橋・磐根橋をRC方丈ラーメン橋４９

で架橋し、陸橋2基が堀を跨いで並んだ。これ以降、加藤

神社（錦山神社）への参詣者は市電電停からの登道や磐根

橋等を利用し、京町台地上に鎮座する神社へと向かった。

なお後述するように、他の城跡では城内の神社へ至る参詣

道の整備が公園設置の契機となる例もあるが、熊本城跡で

は大正時代にも城内に公園が開設されることはなかった。 

昭和初期には旧都市計画法の熊本市への適用の影響もみ

られるようになる。昭和4（1929）年に「藤崎台練兵場の

一部管理換」、すなわち熊本市電の第2期線（上熊本線）

が藤崎台練兵場西側の一部を通過することが決まり、敷設

工事に伴う道路幅員や軌道敷確保のため熊本県と陸軍が協

議して一部管理換を行った【1929・6・7】。また昭和5

（1930）年開催の第5回都市計画熊本地方委員会におい

て、地方都市では初めて風致地区（八景水谷・立田山・水

前寺成趣園・江津湖・花岡山・万日山・本妙寺山付近の7

箇所）を指定した。委員会では熊本城の指定に関する意見

も出たが、風致地区ではなく史蹟名勝天然紀念物保存法で

保存するため昭和4（1929）年に申請済みと熊本市が回答

した。なお熊本城内の藤崎台に繁茂するクスノキ群は大正

13（1924）年に国の天然記念物に指定されている。 

大正13（1924）年の「歩兵第二十三連隊跡地引継」の記

録には「跡地二万七千七百五十二坪」は用途廃止の上で陸

軍省から大蔵省へ引き継ぎ、地上の物件とも熊本税務監督

局へ引き渡すこと、土地払下の見込価格「百六十五万円」

を財源として「大正十二、十三両年度継続事業トシテ当連

隊ノ移転費予算ヲ編成」することを記載している【1924・

9・20】。移転後、大正14（1925）年3月20日から熊本市

は歩兵第二十三連隊跡地を第一会場として「熊本市三大事

業記念国産共進会」５０を45日間にわたり開催した。 

また熊本市では都市計画法の適用を受けて都市公園を設

置し、昭和3（1928）年に辛島公園、翌年には花畑公園を

開設した５１。歩兵第二十三連隊が移転したことで、それま

で連隊地の西側（坪井川沿い）を走っていた市電も現在の

ルートに付け替えられた（図12下）。 

さらに昭和9（1934）年、熊本市は国有地（花畑）と市

有地（元山崎校と元手取校）の土地交換を出願して土地を

入手し（付表【1934】大蔵省議案第9号）、貯金支局５２に

敷地200坪を無償提供するともに、鉄筋コンクリート造の

建物（建坪1,000坪、3階建）も貸与するという好条件を

逓信省に提示し、貯金支局の誘致に成功した（図12上）。

「歩兵第二十三連隊跡地」には熊本貯金支局、熊本逓信

局、熊本中央放送局等が新築され、熊本市役所とともに官

庁街を形成し、後の中心市街地の礎となった。 
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図12「元歩兵第23連隊敷地の一部と熊本市有地の交換 

に関する件」５３ 昭和9（1934）年 

（JACAR Ref.A09050465700、国立公文書館所蔵） 

付図「元歩兵第二十三聯隊敷地」（上）、同「交換地ノ

位置図」（下）、それぞれに筆者加筆、図右が「北」 

 

なお「Ⅴ期」でも熊本城内に都市公園は開設されなかっ

たが、昭和4（1929）年に地元の奉仕で美観を取り戻した

ことを記念して辛島知己市長が「清爽園」と命名した庭園

がある。明治11（1878）年に四役記念碑を設置し、翌年に

明治天皇から300円が下賜されて整備された庭園で、その

後も明治18（1885）年に旧花畑屋敷の庭石の払い下げを受

けて翌年に整備されるなど近代の様々な歴史が残る。近代

の公文書【1880・10・27】でもその一端を確認できる。 

さらに大正15（1926）年には谷村計介銅像建設敷地に伴

い、熊本市長（辛島知巳）に対して「行幸橋北東」石垣上

５４の「無償準貸付」を許可している【1926・4・29】。ここ

は熊本市電軌道の第2期線拡張に伴う「日清戦役記念碑」

の移転先として大正13（1924）年に熊本市長（高橋守雄）

が申請した場所であったが、その後の記念碑移転中止・契

約解除を経て、あらためて銅像の建設予定地として申請、

10年間の「無償準貸付」が許可されたものである。 

また昭和2（1927）年に熊本城阯保存会（現在の熊本城

顕彰会）が宇土櫓の修理を行う際には、陸軍は土地の「準

貸付」で工事の実施に対応している【1927・4・28】。この

ように大正末から昭和初期にかけては、熊本市の都市計画

や昭和2（1927）年の西南戦争50周年記念事業（銅像設

置、宇土櫓改修など）に関連して陸軍用地の借地願が出さ

れたことがわかる。 

その後、昭和6（1931）年には陸軍大演習に伴う天皇の

熊本行幸があり、さらに昭和8（1933）年には熊本城が史

蹟と国宝（建造物）に指定された。なお当時は昭和6

（1931）年の大阪城天守閣再建の影響もあり、熊本城でも

天守再建の世論が高まったが、これに対して第六師団は同

年、「天守閣再建には同意を表し難し」との意見を陸軍省

に提出している【1933・7・21】。こうして結局、昭和初期

の熊本城でも天守再建や城跡全体の「公園化」は実現しな

かった。但し、昭和12（1937）年の文献５５に「激戦地藤崎

台の西端片山邸、及び段山は美化して記念公園とし、此所

に西南役記念塔を建設し、大いに激戦の昔を偲ばんとする

の計画がある」との記載がある。公園計画が実現した記録

は見い出せないものの、翌年には「丁丑記念碑」５６が段山

に建てられた。また行幸坂では明治35（1902）年の天皇行

幸を記念し、翌年に熊本県が桜を植樹５７した後、樹木が成

長した大正6（1917）年頃には桜の名所となり新聞にも掲

載されている５８。昭和13（1938）年の新聞記事には、行幸

坂の花見に伴う露店・電飾や観桜橋の設置を前年まで師団

が許可していた記録があり５９、昭和12年（1937）年の古

写真６０には夜桜見物の様子が写り、「熊本百景」の絵葉書

にも花見客で賑わう行幸坂の写真が使用されるなど、名所

として一般に広く認知されていたことが伺える。 

戦時下では熊本市による防空サイレン台設置に伴う城内

の「無償準貸付」など戦時下の状況を示す記録もみられる

【1939・3・17】。その後、土地貸付の記録はほとんどみら

れなくなり、昭和20（1945）年の終戦を迎える。 

このように「Ⅴ期」の24年間は多種多様な目的で申請

される土地の「準貸付」を陸軍省が認めていた。城下では

昭和初期に都市公園が開設されるものの、城内には「公

園」が設置されないまま終戦を迎えた。しかし行幸坂の観

桜や西南戦争50周年（1927年）・60周年（1937年）記念

の銅像や記念碑設置など、場所や時期を限定して師団が城

内を開放し一般市民で賑わう様子は、「公園」的な利用が

なされていたと言える。 

市有地 （元山崎校） 

市有地 （元手取校） 

交
換
済
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売
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以上、Ⅰ～Ⅴ期の土地管理の特徴をまとめた（表6）。 

表6 近代の熊本城跡における土地管理の特徴 

区分 年代 熊本城跡における土地管理の特徴 

Ⅰ期 1871∸1877 鎮台設置、陸軍用地の「取得」・「買上」期 

Ⅱ期 1878-1893 土地「貸渡」始動期、官有財産目録の作成 

Ⅲ期 1894-1908 土地「交換」、大規模工事、鉄道敷設・新道設置 

Ⅳ期 1909-1921 土地「貸下」、配水池計画の不許可、軽便鉄道 

Ⅴ期 1922-1945 土地「準貸付」期、都市計画による「管理換」 

 

熊本城跡を陸軍が管理したことで、明治時代前半には城

内における民有地の買上（公有化）や官有地の受領（陸軍

による直轄化）が進められた。また城内における県の「公

園化計画」や市の「配水池計画」を拒否した。こうして近

代を通して陸軍による一括管理が継続した城内の土地にお

いては、「分割」「払い下げ」「私有地化」が行われること

もなかった。これは大正時代まで陸軍用地であった「歩兵

第二十三連隊跡地」が市有地になった後、昭和初期になっ

て「分割」「売払」「交換」が進められ、やがて市街地化し

た状況とは対照的である。また官有地であるため土地管理

に関する公文書の記録が多数残されたことも重要である。 

こうして終戦後まで熊本城跡が「公園」として開園する

ことはなかったが一部で公園化の構想はあり、西南戦争の

記念碑と密接な関係にあったことがわかった。また花見客

など一般市民の城内への立入許可が陸軍の管理下で限定的

ながらなされていた状況も明らかにすることができた。   

最後に本研究の分析・考察から得られた熊本城跡の土地

管理の特徴を、全国の他の城跡におけるものと比較してみ

たい。 

5.7 城跡における近代の土地管理（類例との比較） 

「Ⅰ期」には、存城決定した城跡に限らず、松山城跡の

ように明治6（1873）年に一旦「廃城」が決定し太政官布

達第16号直後に公園となった城跡でも、後に陸軍省が買

収した事例がある。明治7（1874）年松山公園（聚楽園）

開園後、明治10（1877）年に陸軍省が旧三の丸を買収し、

県庁舎は城外へ移転した。旧二の丸（公園地）も陸軍省の

所管となり、公園は旧本丸のみとなった（明治11年博覧

会開催後、明治19年松山公園廃止、立入禁止）６１。 

「Ⅱ期」には、存城決定から17年後の明治23（1890）

年に、国が20の城跡の払い下げを行った６２。大蔵省から

払い下げを受けた旧家は、それぞれ城跡の土地について

「士族への貸渡、町民への払い下げ、濠の埋め立て、道路

用地化・宅地化」（宇都宮城跡）、「濠の埋め立て、道路・

宅地とし貸地化、高等岡山小学校・岡山中学校が立地」

（岡山城跡）、「一部を町に売却、濠の埋め立て、道路・宅

地とし貸地化、神社・学校が立地」（宇和島城跡）６３とい

った状況で、この頃に「濠の埋め立て」と「貸地化」が進

んでいた。熊本城跡（古城堀）でも明治16（1883）年の土

地貸付記録で「古城堀の埋跡地1,059坪」を「1か月26銭

5厘」で貸し出していることから、当時既に約3,500㎡の

古城堀が埋め立て済みであったことがわかる【1883・7・

18】。 

「Ⅲ期」では国が旧家に払い下げた城跡の土地を県や市

が借用・譲渡・購入等して公園化する事例が増え、明治30

年代には盛岡城跡、若松城跡、浜田城跡、徳島城跡等が公

園化された６４。秋田城跡では公園化した3年後には園内へ

招魂社も整備した６５。この頃、熊本では明治32（1899）年

の下河原公園開設（熊本市）や明治35（1902）年の熊本城

跡「藤崎台」公園化計画に伴う県知事から陸軍大臣宛ての

借地申請【1902・8・18】がみられるが、当時軍用地であ

った熊本城跡「藤崎台」の公園化は陸軍省が認めず実現し

なかった。しかしながら、明治30年代に全国で城跡の公

園化が進められる中での、熊本における一例だったと捉え

られることができる。 

「Ⅳ期」には熊本城跡以外でも鹿児島城跡【1903・6・

10】、姫路城跡【1916・11・17】で配水池設置計画に伴う

土地の「一部返還」や「借地願」を上申した記録がある

（表7）。さらに古い事例として明治26（1893）年の大阪

城跡【1893・6・15】で配水池計画変更の記録もある。大

阪市では国内で4番目となる上水道が明治28（1895）年に

創設された６６。熊本市の配水池設置計画も、明治時代後半

～大正初期の上水道整備という全国的な動向の中の一例と

みることができる。 

表7 近代に上水道配水池の設置が計画された城跡 

城跡 軍管 計画年代 申請者 備考 

＊ 

大阪城跡 

 

第四 

計画変更 

明治26（1893）年 

【1893・6・15】 

 

大阪市 

＊ 

明治 24 年工事開

始、同28年創設 

鹿児島城

跡 

第六 明治36（1903）年 

【1903・6・10】 

鹿児島

市 

付図あり 

熊本城跡 第六 大正5（1916）年 

【1902・8・18】 

熊本市 陸軍省が拒否 

実現せず 

姫路城跡 第四 大正5（1916）年 

【1916・11・17】 

姫路市 付図あり 

＊小川・岡田（2017）、他は「付表」より筆者作成 
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 「Ⅴ期」は昭和天皇即位や宮内省下賜等の影響もあり、

仙台城跡・名古屋城跡・大阪城跡に公園開設がみられ、軍

施設と共存した６７。大阪城天守再建の影響で熊本でも天守

再建の世論が高まったが、前述の通り実現しなかった。 

 

6 まとめ 

以上、4章で近代の熊本城における陸軍省の土地管理に

関する公文書の抽出・収集を経て、5章で時期別の考察を

行った。その結果、以下の5点を指摘することができた。 

6.1 公文書にみる近代の官有財産管理と国の関係法令 

熊本城跡の土地は明治時代初頭に官有財産となったこと

から、近代を通じて国の関係法令が陸軍省所轄地の管理運

営に影響を与えたことを、公文書から確認することができ

た。具体的には、国の土地買収や省庁間での管理換の状

況、陸軍省へ上申された「借地願」に対する回答文書等

が、勅令・法令・規則の条文に使用された用語・書式に沿

って作成された状況を追認することができた。また土地の

有償貸付には正確な面積の記載等が必要であるため、その

背景に近代地図の作成や陸軍省による測量等も関係してい

たことがわかった。 

陸軍省所轄地に関する国への上申は民間等からの「借地

願」に限らず、熊本県からの道路新設・修築等や、熊本市

からの「土地所管換・交換」「軍用地移転」等も含んでい

ること、また当時添付された位置図には、都市の近代化に

伴う城周辺での大規模な土木工事で土地が改変される以前

の姿を記録したものも多く、熊本城跡の旧地形を知る上で

も貴重な資料となり得ることが確認できた。 

6.2 熊本城跡の土地管理の時期区分とその時代背景 

陸軍省は熊本城跡の土地を「本丸」「二の丸」「宮内町」

「千葉城」「古城町」「古京町」「新堀町」などに分け、崖

地は区分して管理した。熊本城跡の土地「貸渡」は明治13

（1880）年頃に始まり、昭和14（1939）年頃までの約60

年間に「貸渡」「貸下」「準貸付」と時期毎に用語の記載が

変遷した。このことに着目し、本稿では「Ⅰ期～Ⅴ期」の

時期区分を提案した。熊本城内の錦山神社(加藤神社)移転

費用を国が負担し、その後の金沢城や名古屋城で同様の事

案が発生した際には先行事例として触れられていること、

明治初期に土地買上による「公有地化」が進められ、西南

戦争後には軍用地としての土地取得がさらに拡大したこと

を述べた。また「貸渡」の場所は「古城町」「古京町」「宮

内町」などに多く、「貸渡」の許可理由には「軍用地の利

用に影響がない」こと、また借地理由によって借地料（有

償・無償）の区別があったこと、継続使用の場合であって

も国の法令・規則の変更内容により契約更改時に借地条件

の変更が生じる事例があったこと等を明らかにできた。 

6.3 軍用地と城下の近代化及び都市計画との関係 

近代における熊本城跡と城下の土地管理については、国

（陸軍省）の政策に基づく全国共通の事象と、地元の出来

事（西南戦争・戦災復興・災害復旧等）に起因する熊本独

自の事象の両方を、公文書から確認することができる。 

本研究では特に前者に着目して検証を行い、軍用地取得

に向けた土地取得・買収や神社の城外移転（Ⅰ期）、県庁

舎の城外移転や水堀の埋め立てによる土地利用（Ⅱ期）、

軍備拡大に伴う軍用地の郊外移転（Ⅲ期）、城跡への招魂

社設置や配水池計画（Ⅳ期）、天守再建に向けた機運の高

まり（Ⅴ期）など、他都市の城跡との共通点を確認した。   

また後者（熊本独自）の事例では、国有地（歩兵第二十

三連隊跡地）の一部であった熊本貯金支局（後の熊本市役

所花畑別館）の敷地取得において、昭和9（1934）年に市

有地（2つの小学校跡地）との交換で熊本市が入手したこ

とが公文書の記録や平面図から確認でき、現在の中心市街

地に繋がる近代の都市形成史の一端を知ることができた。 

公文書は単なる城跡の土地管理だけでなく（実現しなか

った計画等も含めて）熊本市の近代化の歩みや都市計画と

密接に関係している点に注目して、表8の総括一覧にまと

めることができた。 

6.4 近代において公園化されなかった熊本城跡 

近代を通じて熊本城跡全体が「公園化」されることはな

かったが、公文書の土地貸付等の記録からは城内における

植樹、花壇の整備、記念碑・銅像の設置、清爽園付近の整

備、また城跡の隣接地（軍用跡地）での共進会開催など、

軍用地の一部で「風致」的事業がなされたこと、また「公

園」に近い利用に供していたと捉えることもできる。 

また熊本城跡では大正末から昭和初期の記念碑設置（西

南戦争50周年・60周年記念）をはじめ、西南戦争の顕彰

が繰り返し行われてきた。昭和12（1937）年頃には記念碑

設置と同時に（実現しなかったが）段山の「公園化」計画

もあった。このことから戦前の熊本城跡における公園化の

機運は、西南戦争顕彰との親和性が高かったとみられる。

これは他城郭において招魂祭と公園化との親和性が高い点

とも共通し、近代の城跡公園における特徴と推察される。 

一方で、観桜・記念碑・銅像等の見物に伴う一般市民の 
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表8 熊本城跡の土地管理と熊本市近代化の歩み６８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

熊本城の土地利用変遷 土地取得・交換等の記録

及び関連する出来事 [付表の公文書より一部抜粋]

明治元 1868 長岡護美の建議により肥後藩で菊池・加藤二代を祭祀するよう達せられる
明治2 1869 版籍奉還により肥後藩（細川藩）の呼称は正式に熊本藩となる
明治3 1870 熊本城廃隳意見書、熊本城内を一般に開放、古城に医学校が開校（明治8年廃校）
明治4 1871 城内に錦山神社（加藤神社）を遷宮、花畑に鎮西鎮台設置、古城に洋学校開校
明治5 1872 天皇熊本行幸、熊本県庁が二の丸から二本木へ移転、新牢を手取本町（現市役所敷地）に設置
明治6 1873 鎮西鎮台を熊本鎮台と改称、鎮西兵団病院を熊本鎮台病院と改称

　 明治7 1874 鎮台本営が本丸に移転
　 〃 　 〃 錦山神社（加藤神社）新堀町移転
明治8 1875 熊本博覧会社主催の熊本博覧会が新堀町の錦山神社（加藤神社）で開催
　 〃 　 〃 二の丸に歩兵十三連隊が屯営、熊本県庁が二本木から古城病院跡に移転

　 明治9 1876 二の丸に鎮台病院が落成
　 〃 　 〃 神風連の変
　 〃 　 〃 古城の洋学校跡地に臨時裁判所と県警本部を設置
明治10 1877 西南戦争の火災で天守・本丸御殿等のほか、城下も広く焼失
　 〃 　 〃 下馬橋の撤去・架替
明治11 1878 藤崎八幡宮が南千反畑に移転、熊本裁判所が京町に移転
　　〃 　 〃 山崎練兵場が拡大
明治12 1879 記念碑建立について明治天皇より金300円が下賜され庭園整備（後の清爽園）
明治13 1880 熊本区役所は洗馬川端町に移転、熊本県概表（熊本県の統計書）を刊行
明治14 1881 熊本県の地租改正完了
明治15 1882 大洪水（城周囲の石垣より抜け水瀑水の如し）
明治16 1883 旧士族により熊本製糸会社設立
明治17 1884 歩兵第十三連隊の一部を分離して歩兵第二十三連隊第一大隊を設置
　　〃 　 〃 山砲兵第六大隊を砲兵第六連隊と改称し旧備前屋敷に設置
　 〃 　 〃 宇土櫓と監物櫓の改修（陸軍)、九州沖縄連合共進会開催（新町の物産陳列所）
明治18 1885 旧花畑屋敷の庭石払下を受け翌年に庭園整備（後の清爽園）
明治19 1886 歩兵第十三連隊と歩兵二十三連隊をもって第十一旅団を編成
明治20 1887 熊本県庁が古城から南千反畑町に移転
明治21 1888 熊本鎮台が第六師団と改称、熊本区役所が南千反畑町に新築・開庁
明治22 1889 熊本市発足（初代市長杉村大八）、金峰山地震、工兵第六大隊が渡鹿へ移転
　  〃 　  〃 九州鉄道株式会社が博多ー久留米間を開通させる
明治23 1890 熊本憲兵隊設置、第五高等中学校が黒髪村に新築落成
明治24 1891 城内梅屋敷（厩橋付近）に熊本電燈会社が開業
　　〃 　 〃 九州鉄道株式会社が久留米ー高線間と高瀬―熊本市春日間を開通させる
明治26 1893 内坪井町から池田停車場間の道路工事竣工
明治27 1894 歩兵第二十三連隊が花畑屋敷跡に兵営を移転、第六師団に動員令（日清戦争）
　 〃 　 〃 九州鉄道株式会社が熊本ー川尻間を開通させる
明治28 1895 第六師団司令部が熊本市に帰還
明治29 1896 山崎練兵場で臨時大招魂祭を挙行
明治30 1897 野戦砲営第六連隊第一大隊兵営が大江の新兵舎村に移転
　  〃 　  〃 監物台に熊本陸軍地方幼年学校が開校
明治32 1899 下河原公園が開園
　　〃 　 〃 山崎練兵場跡地整地工事開始（市区改正工事事業3ヵ年継続）、桜橋架橋、山崎と古城北側を結ぶ
明治33 1900 山崎練兵場が大江村に移転完了、熊本市新市街土地造成起工式、白川大水害
明治34 1901 池田駅を上熊本駅と改称、新市街の土地造竣工、第1回熊本市統計書を発行
明治35 1902 天皇行幸（陸軍大演習）、南坂・下馬橋改修（行幸坂・行幸橋）で城内へ国道11号延長
　  〃 　  〃 熊本電燈会社が解散し第九銀行に譲渡（熊本電燈所と改称）
明治36 1903 天皇行幸を記念して熊本県が熊本城内の行幸坂に桜を植樹
明治37 1904 第六師団に動員令（日露戦争）、株式会社電燈所が事業開始（明治42年譲渡・解散）
明治39 1906 熊本市は新市街地を煙草製造所として大蔵省に売却（明治44年落成）
　  〃 　  〃 第六師団司令部凱旋、下河原公園で凱旋祝賀会、渡鹿練兵場で臨時招魂祭
明治41 1908 熊本軽便鉄道など全国の8社が合併し、大日本軌道株式会社が設立
明治42 1909 清正公300年祭。新堀町の「錦山神社」は「加藤神社」に改称、藤公記念共進会
明治43 1910 西櫓門外の杉、飯田丸のくるみ、頬当門内のもみの木等を補植
明治44 1911 軽便鉄道（大日本軌道株式会社：知足寺ー宮内間）開通
　　〃 　 〃 軽便鉄道（菊池軌道：上熊本ー広町間）開業
　  〃 　  〃 熊本専売支局が新市街に落成
大正元 1912 熊本ー山鹿間乗合自動車営業開始
大正2 1913 熊本自動車組合の熊本市内線営業開始、
大正3 1914 第一次世界大戦始まる、第十八師団と第六師団の工兵第六大隊等に動員令が下る
大正4 1915 熊本市で天皇即位大礼記念の大典記念熊本国産共進会を開催、県立公会堂が落成
大正5 1916 臨時熊本市会で上水道設置計画可決（天守台と箱馬場に配水池計画）
　  〃 　  〃 熊本県が県公会堂を熊本市に譲渡
大正6 1917 熊本城内の行幸坂が桜の名所として新聞掲載、天守台前の第六師団司令部が落成
大正7 1918 第六師団中支派遣隊が熊本駅を出発、第一次世界大戦が終結
大正8 1919 熊本専売支局（新市街）失火で全焼し歩兵二十三連隊と第十三連隊も消火活動
大正9 1920 東宮行啓碑が本丸御殿大広間跡に建立される
　  〃 　  〃 熊本陸軍地方幼年学校が熊本陸軍幼年学校と改称
大正10 1921 大熊本市誕生（11か町村合併）、坪井広町―上熊本駅間平坦道路の起工式
大正11 1922 大日本軌道の事業を市営で継承、城内午砲廃止で市が継承後サイレンに変更
大正12 1923 歩兵第二十三連隊の渡鹿移転決定、熊本市上水道起工式、熊本市新庁舎落成
　　〃 　 〃 熊本市に都市計画法実施、熊本市電起工式、平坦道路開通式
大正13 1924 市電と大甲橋開通、日清戦役記念碑の城内移転申請、藤崎台クスノキ群天然記念物に
大正14 1925 歩兵第二十三連隊・歩兵第十三連隊の渡鹿移転、熊本市三大事業記念国産共進会開催
大正15 1926 熊本城阯保存会結成（昭和2年財団法人となる）、新町清爽園開場式
昭和2 1927 熊本陸軍幼年学校廃校、熊本城のドン（午砲）復活、熊本陸軍教導学校開校
　  〃 　  〃 宇土櫓解体修理（熊本城阯保存会）、谷村計介銅像設置(西南戦争50周年記念）
昭和3 1928 菊池電気軌道（本妙寺ー広町間）複線工事完成、御大典記念熊本物産共進会、熊本放送局開局
　　〃 　 〃 市電敷設（辛島町-段山線）でさらに段山分断、古城堀埋立
昭和4 1929 市電第２期線（辛島町ー春竹間）開通、千葉城跡に偕行社落成、花畑公園開園
昭和5 1930 花畑町に熊本市勧業館落成、熊本市公会堂落成、風致地区指定（立田山など6地区）
昭和6 1931 市内（厩橋・偕行社入口など）道路舗装工事、天皇熊本行幸（陸軍大演習）で記念碑
昭和8 1933 宇土櫓などが国宝に指定、熊本城域が史蹟に指定、熊本招魂社改築落成、市に観光課設置
昭和10 1935 熊本貯金支局を開設、市電第2期線（上熊本ー段山間）開通、新興熊本博覧会開催
昭和11 1936 花畑町に熊本貯金支局落成（市が敷地300坪を国に無償提供し建物も建築・貸与）
昭和12 1937 万日射撃場が柿原に移転、坪井川改修工事竣工、第六師団に緊急動員令（日中戦争）、谷干城銅像建設
昭和13 1938 段山に丁丑記念碑設置(西南戦争60周年記念）
昭和14 1939 熊本陸軍幼年学校が復活、熊本城のドン（午砲）が廃止されてサイレンに変わる
昭和15 1940 熊本城跡の史蹟追加指定
昭和20 1945 空襲で新市街など焼失、終戦後に宇土櫓一般公開、米軍が進駐し各隊の兵舎に入る

Ⅴ

期

大正11-昭和20

1922-1945

（24年間）

Ⅱ

期

明治11-明治26

1878-1893

（16年間）

Ⅲ

期

明治27-明治41

1894-1908
 

（15年間）

Ⅳ

期

明治42-大正10

1909-1921

（13年間）

明治4-明治10

1871-1877
（7年間）

み 歩 の 化 代 近 市 本 熊 と 事 来 出 な 主 る け お に 下 城 び 及 城 本 熊徴特 ・ 間 期分区 和暦 西暦

明治元-明治3
1868-1870

（3年間）

Ⅰ
期 鎮台移転・土地取

得・軍施設整備

「引遷」1873・3・28

「引渡」1874・11・2

「買上」1876・12・27

貸渡

始動

軍備拡大

練兵場の郊外移転

熊本市区改正工事

官有財産目録作成

明治天皇行幸

城内の地形改変

新道の設置

西南戦争後の復興

陸軍用地の拡大

歩兵第二十三連隊

の郊外移転

軽便鉄道の敷設
城内の地形改変
鉄道会社と交換

都市計画に伴う

管理換・交換

貸下

準

貸付

「買収」1878・7・27

「受領」1884・6・30

「受領」1884・11・14

「交換」1898・5・1

「交換」1898・5・30

「譲与」1902・9・30

「交換」1910・3・19

「開鑿」1910・11・2

「所管換」1921・10・12

「引継」1924・9・20

「管理換」1929・6・7

「交換」1934

「授受」1890・8・22

「買上」1877・7・22

県庁・裁判所・

警察署の城外移転

取得

買上
神風連の変

西南戦争

貸渡

継続

城内に配水池計画

[陸軍省不許可]

城下の

市区改正

影響期

城下の

インフラ整備

影響期

城下の

都市計画

影響期

城跡の

軍用地化

拡大期

城跡の

軍用地化

始動期

藤崎台公園化計画

[陸軍省不許可]

九州鉄道の敷設

電燈会社の設置

神社・県庁の城外移転

県庁が古城に移転

地震被災後の復旧

熊本市電の敷設

軍備縮小

坪井川・井芹川の

河川改修

米軍の進駐開始

熊本城内の一般開放

古城に医学校が開校

昭和天皇行幸
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城内への立入も陸軍の管理下において限定的ながら許可さ

れており、特に昭和2（1947）年の宇土櫓修理や昭和8

（1933）年の史蹟指定以降は、熊本城跡が名所として広く

認識されていた様子を、戦前の新聞記事や絵葉書などから

知ることができた。 

6.5 特別史跡熊本城跡にとっての陸軍省による土地管

理の歴史的意義 

「陸軍省所轄地」となった近代の熊本城跡では、昭和20

（1945）年の終戦まで一貫して陸軍省による土地所有が続

いた。明治初期の鎮台設置により城内の多くの建造物が解

体され、さらに「西南戦争」の舞台となり大小天守や本丸

御殿等を焼失した史実は周知の通りである。しかし別の見

方をすれば、陸軍省が管轄したことにより城跡の土地がそ

の後は「分割」「払下」「私有地化」されることなく、むし

ろ軍事的警備上・管理上の理由から国の土地買上による

「公有地化」と一括管理が図られた結果、戦後まで都市の

中央部分にまとまった国有地として残ったと捉えることも

できる。さらに都市の近代化に伴う主要事業（天守台への

配水池計画等）による遺構破壊から熊本城跡を守った側面

もある。 

またそもそも、本稿が公文書の閲覧・調査を通じて近代

の熊本城跡を研究することが可能なのも、近代において各

省が膨大な数の公文書を作成したことに起因する。これら

が（一部は失われたものの）防衛省防衛研究所や国立公文

書館等で永年保存され、アジア歴史資料センター等がイン

ターネット上で一般公開している恩恵により、研究が可能

となった。国の文書主義が残した膨大な歴史資料（一次資

料）という意味でも、近代の熊本城跡が国有財産として一

括管理された歴史的意義は大きいものと考える。 

 

7 今後の課題 

本研究では、熊本城跡に関連する公文書データを収集・

集積して付表を作成し、既刊報告書の掲載番号と照合でき

るように工夫したことは、熊本城跡の近代資料の収集・蓄

積は基より、熊本市の今後の都市政策研究等にも一定の貢

献ができたと考える。収集した公文書によって、現在の国

立病院機構熊本医療センターの前身である「鎮台病院」

や、現加藤神社である「錦山神社」、現護国神社の前身で

ある「招魂社」、さらに「熊本城稲荷神社」や「熊本大神

宮」など、戦前から現在まで熊本城内に所在する病院や神

社についても、設置された背景を歴史的事実として知るこ

とができた。 

しかし旧陸軍省等の資料の研究だけでは当然限界もあ

り、今回は熊本県・市が所蔵する資料の調査が充分とは言

えず、相互の対応の補完は今後の課題として残った。また

今回利用したアジア歴史資料センター公開のデータベース

は毎年更新されており６９、今後も継続的に資料収集や補遺

作業を行うことが不可欠である。 

特に今後の課題として重要なのは、戦前だけでなく戦後

における熊本城跡の土地管理で、具体的には戦災復興都市

計画における千葉城緑地や熊本城緑地、さらに都市計画公

園決定に至る経緯についても調査を行う必要がある。熊本

城の戦前・戦後両方の土地管理の実態について研究成果を

まとめ、現状に至る歴史的経緯や課題を整理・共有し、今

後の課題解決や政策立案等に役立てたい。 
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１ 令和元年官報号外第139号（2019年10月16日）で追加指定さ

れたJT跡地とNHK跡地を含む。令和元年度第3回特別史跡熊本城

跡保存活用委員会（11月13日開催）資料4「特別史跡熊本城跡の

追加指定について」の記載（追加指定後の指定地面積：577,891 

㎡）による。 
２ 熊本市都市建設局土木部公園課（2020）の熊本城公園（開設面

積542,630㎡）による。 
３ 熊本市熊本城調査研究センター（2016）『整備事業編』、同

（2019）『歴史資料編』 （史料・解説、絵図・地図・写真）、同

（2020）『調査研究編（1）（2）』、同（2021）『調査研究編（3）』、

同（2022）『調査研究編（4）』 
４ 熊本市（2018） 
５ 熊本市企画調整課（1997） 
６ 熊本市2018『熊本城復旧基本計画』 
７ これ以前、熊本市では北岡自然公園と立田自然公園の設置を機

に昭和30（1955）年9月に「熊本市公園条例」を制定した。その

後、昭和31年の都市公園法に基づいて昭和33年12月に「熊本市

都市公園条例」を制定した。この条例の第十三条「有料公園」に

は北岡自然公園と立田自然公園を、「有料公園施設」にはバレーボ

ールコート（熊本城公園）や熊本博物館及び宇土やぐら（熊本城

公園）などを含んでおり、この条例の制定によってそれまでの

「熊本城内バレーコート使用条例」や「熊本博物館条例」などは

廃止された。熊本市（1995）。 
８「都市計画運用指針（国土交通省）」Ⅳ-2-2 Ⅰ）2. 都市施設に

No.1 

（68）野中勝利（2007）「1873年の「廃城」と城址の公園化に関

する研究」『（社）日本都市計画学会 都市計画論文集』 No.42-3  

（69）小野芳朗（2011）「岡山招魂社創建と「公園」の空間変容」

『日本建築学会計画系論文集』第76集 第659号 

（70）石橋雅子・伊藤重剛（2015）「旧熊本貯金支局の建築に関す

る研究」『日本建築学会九州支部研究報告』第54号 

（71）今村洋一（2009）「都市部における旧軍用地の転用用途につ

いて－軍都５都市を事例として－」『日本建築学会大会学術講演梗

概集』 

（72）右近和磨・伊藤重剛（2008）「旧第六師団兵営の建築に関す

る研究」『日本建築学会九州支部研究報告』第47号 

（73）山崎荘太朗・伊藤重剛（2012）「旧陸軍第六師団煉瓦造兵器

庫の建築に関する研究」『日本建築学会九州支部研究報告』第51

号 

（74）野中勝利（2017）「近代の弘前公園における所有と管理の変

遷及びその背景」『公益社団法人日本都市計画学会 都市計画報告

集』No.16  

(75) 野中勝利（2014）「近代の小田原城址における所有と利用の

変遷及び風致保存の思想」『ランドスケープ研究（オンライン論文

集）』 

（76）熊本県立第一高等学校（1984）『隈本古城史』 

（77）第五高等学校開校五十年記念會（1939）『五高五十年史』凸

版印刷株式會社 

関する都市計画の見直しの考え方には「都市施設の配置の変更や

規模の縮小、廃止は、個別の箇所や区間のみを対象とした検討を

行うのではなく、都市の将来像を踏まえ、都市全体あるいは影響

する地域全体としての施設の配置や規模等の検討を行い、その必

要性の変更理由を明らかにした上で行われるべきである」とあ

る。熊本市では「長期未整備都市計画公園見直しガイドライン」

（H28.3）を策定して見直しに取り組んでおり、「熊本城公園」見

直しの2軸（必要性「A」・実現性「C」）からの判定結果は「B」

（計画変更候補）である。現状では城内立地の4神社部分が「未

整備」で熊本医療センター部分は既に除外済みだが、これら施設

のそもそもの設置経緯は近代や戦後まで遡るもので、今後の変更

や見直しはこれらの歴史的背景も充分把握した上で実施する必要

がある。 
９ 文献は註3に同じ。中でも熊本市熊本城調査研究センター

（2019）掲載の「熊本城関係文献資料目録」は本稿の出典とも重

複する資料が多い。そこで相互の資料・出典を照合・補完できる

よう、付表には熊本市熊本城調査研究センター（2019）の掲載番

号も併記した。また近代地図や古写真についても、同『歴史資料

編（絵図・地図・写真）』の掲載番号を本文中で引用した。 
１０ いわゆる廃城令は、明治6（1873）年太政官達「全国ノ城廓陣

屋等存廃ヲ定メ存置ノ地所建物木石等陸軍省ニ管轄セシム」並び

に「全国ノ城廓陣屋等存廃ヲ定メ廃止ノ地所建物木石等大蔵省ニ

処分セシム」によって、兵部省管轄下にあった城郭が陸軍省管轄

の「存城」、大蔵省管轄の「廃城」に分けられたことを指す。 
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１１ 存城は太政官達別冊第一号「諸国存城調書」（1873）、廃城は太

政官達別冊第二号「諸国廃城調書」（1873）による。森山英一

（2017）に掲載。 
１２ アジア歴史資料センター「ＪＡＣＡＲ」（Japan Center for 

Asia Historical Records National Archives of Japan）の説明

は、ホームページ「センターの概要と特徴」から一部引用する。 

https://www.jacar.go.jp/about/outline.html 

「アジア歴史資料センターは、インターネットを通じて、国の機

関が保管するアジア歴史資料（原資料＝オリジナル資料）を、パ

ソコン画面上で提供する電子資料センターであり、国立公文書館

において運営されて」いる。「ここでいうアジア歴史資料とは、近

現代の我が国とアジア近隣諸国等との関係に関わる歴史資料とし

て重要な我が国の公文書及びその他の記録のこと」である。「平成

13（2001）年11月30日に開設され」、「現在、アジア歴史資料セ

ンターでは、国立公文書館、外務省外交史料館、防衛省防衛研究

所戦史研究センターが保管するアジア歴史資料のうち、これらの

所蔵機関において電子化が行われたものから順次提供を受け、公

開している」。 
１３ アジア歴史資料センター データベース横断検索

https://www.jacar.archives.go.jp/gf/cgi/start 

【資料検索に使用したキーワード例】 

「存城」「廃城」「熊本城」「本丸」「二の丸」「天守」「宇土櫓」 

「天皇」「行幸」「千葉城」「古城」「宮内」「古京町」「新堀」 

「公園」「博覧会」「共進会」「招魂祭」「招魂社」「大演習」 

「藤崎台」「有終社」「偕行社」「谷村計介」「銅像」「記念碑」 

「内務省」「陸軍省」「大蔵省」「地理局」「地図」「測量」 

「西海道鎮台」「鎮西鎮台」「熊本鎮台」「第六師団」「乙輯」 

「鎮台病院」「衛戍病院」「加藤神社」「錦山神社」 

「神風連の変」「西南戦争」「日清戦争」「日露戦争」 

「国道」「県道」「里道」「兵器支廠」「道路」「電信分局」 

「熊本県」「熊本市」「陸軍省所轄地」「統計」「山崎練兵場」 

「歩兵第二十三連隊」「移転」「県庁」「市役所」「監獄」 

「軽便鉄道」「大日本軌道」「菊池軌道」「都市計画」「配水池」 

「街路」「市電」「橋」「堀跡」「濠」「埋め立て」「蓮堀」「養魚」

「午砲台」「土地」「貸渡」「貸下」「準貸付」「借用」「買上」 

「交換」「所管換」「官有財産」「国有財産」「管理規則」など 
１４ 明治7（1874）年の 城外（京町新堀）への移転後、明治42

（1909）年に「錦山神社」から「加藤神社」へ改称した。当時の

九州日日新聞（明治42年4月5日）には、三百年会記念会にて発

表された変更理由の掲載がある。さらに現在地（城内本丸の櫨方

役所跡）へ加藤神社が移転したのは、昭和37（1962）年である。 
１５ 熊本県立第一高等学校（1984）。 
１６ 熊本市（2003）。 
１７ 国立国会図書館蔵（請求番号ＹＧ913-1616）。明治14（1881）

年に作成された写しで、鶴嶋（2015）に掲載あり。 
１８ 熊本博覧会は明治8（1875）年4月1日から60日間にわたり

錦山神社で開催された。東京文化財研究所（2004）に「熊本博覧

会」の掲載があり、「未タ見サルヲ見未タ知ラサルヲ知ル人間ノ楽

ミ之ヨリ大ナルハナシ当社陳列セル博覧ノ品類即チ其物ナリ今一

斑ヲ図写シテ之遠方未タ見知セサルノ人ニ寄ス亦吾カ楽ヲ推シテ

人ノ之ヲ楽ムヲ楽シムノミ遼豕ノ誹ハ敢テ辞スル処ニアラス博雅

ノ君子其レ之ヲ諒トセヨ 博覧会社」とある。「熊本博覧会」は乃

村工藝社グループ「博覧会資料COLLECTION」（管理コード：

1546）にも掲載がある 

（https://www.nomurakougei.co.jp/expo/exposition/detail?e_c

ode=1546）ほか、先行研究で一部言及がある。「奈良博覧会前史」

（https://www.library.pref.nara.jp/sites/default/files/nara

haku2018.pdf）、大貫涼子（2013）、野中勝利（2006）。 
１９「熊本鎮台敷地図」明治9（1876）年（熊本博物館蔵）。熊本市

（2019）に掲載あり。 
２０ 「千葉学校ハ当城東北ニ位シ今般囲込線内ニアツテ当県所轄ノ

中学校根元地所ハ人民ノ私有地ニシテ民費ヲ以買収シ建物ハ旧白

川県庁ヲ運転改築スル者ナリ依テ当今県庁ヨリ買上ノ義照会アリ

代価当否等協議中ナリ追テ事実ヲ詳ニシ上申ス可シ」とある。 
２１「熊本県窮民救助ノ為メ路線修築費需要伺」、同添付「熊本県下

道路修築ノ図」明治10（1877）年（国立国会図書館蔵）。松澤真

由美（2021・2022）に掲載あり。 
２２ 熊本市熊本城調査研究センター（2016）に記載。 
２３ 三斜法は、多角形からなる土地の面積を求めるために複数の三

角形に分割し、それぞれの三角形の面積を求め、それらを合計し

て全体の面積を算出する方法。明治15（1882）年2月に大蔵卿松

方正義から太政大臣三條実美へ提出された『地租改正報告書』（国

立国会図書館蔵）には「三斜丈量ノ図」が掲載されている。 
２４ 磯田（2022）「2 電信の始まり」に詳述あり。 
２５ 磯田（2022）「3 明治10年代の様相」に詳述あり。 
２６ 『熊本県公文類纂』明治大正期県政資料（自明治17年至明治

18年）、熊本県立図書館蔵 
２７ 地理局は地理事務を扱う内務省の内局が明治10（1877）年に

地理局に改称したもので、地籍・山林・量地・計算・文書の5課

を設置していた。 
２８ 熊本日日新聞社（1988）。 
２９ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、鈴木喬「第三編 古

城 第四章 熊本県庁」による。 
３０ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、花立三郎「第三編 

古城 第五章 第五高等中学校」による。 
３１ 公益財団法人永青文庫蔵。全11葉からなり、文久元（1861）

年以降に一群の絵図が作成されたと考えられる。熊本市熊本城調

査研究センター（2019）参照。 
３２ 熊本市熊本城調査研究センター（2019）（絵図・地図・写真）

P137-147に「熊本所分絵図」、同（史料・解説）P4第1図に「地

区の範囲と呼称」掲載。 
３３（官有財産管理規則）第七條 官有財産ノ貸付ハ左ノ期限ヲ超ユ

ルコトヲ得ス 第一 樹木培養ニ供スル土地ハ八十年以内 第二 農

工其ノ他ノ営業及住居ニ供スル土地ハ三十年以内 第三 土地森林

ノ使用権ハ十五年以内 第四 右ニ掲ケサル物件ハ三年以内 
３４（官有地取扱規則）第十一條 官ニ属スル公有地及公有水面ハ其

公用ヲ廃シタルニアラサレハ売払譲与交換又ハ貸付スルコトヲ得

ス但公衆ノ妨害トナラサル限リハ公用ニ供シタル儘有料又ハ無料

ニテ特ニ其使用ヲ許スコトヲ得 
３５ 木下(2020)。 
３６ 第六師団参謀部の迅速測図は「同じ縮尺図にもかかわらず、た

とえば等高線間隔は、5m毎と10m毎との双方を1図の中に含む」

などの指摘がある。井口悦男（2005）。 
３７ 第六師団参謀部の迅速測図は「図の精度は極めて低」いが、

「殆んど全平野域にわたっているところに資料価値の高さを見出

すことが出来る」との指摘がある。清水靖夫（1966）。 
３８「熊本第6号地図」明治22（1889）年 第六師団参謀部（熊本

市歴史文書資料室蔵） 
３９ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、増田民男「第三編 

古城 第六章 兵器支廠からグリーン地区へ 第一節 兵器支廠から

第六師団兵器部へ」による。 
４０ 熊本市都市政策研究所（2014）。 
４１ 野中（2014）。 
４２ 水野（2015）。 
４３ 水野（2015）。 
４４ 熊本城内配水池計画では2,635坪（約8,696㎡）の借地願が上

申されている。内容は以下のとおり。 

借地願 

熊本城内箱馬場天主臺跡 

一、坪数弐千六百参拾五坪 

右ハ熊本市唯一ノ高所ニシテ本市上水道配水池敷地トシテ最モ

適良ナル場所ニ有之候所同所ハ軍事上必要ナル所ナルヲ以テ御貸
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附相成難キ旨内務省ヘ御内牒ノ次第ヲ拝■シ甚タ遺憾ニ存候ノミ

ナラス同所ヲ措キ他ニ匹敵スヘキ場所ヲ発見セズ若シ強テ之ヲ求

ムレハ技術上経済上甚タ不利ナル場所ヲ撰定セサルへカラス斯ク

シテハ水道布設費ニ多額ノ増加ヲ来シ実施上頗ル困難を感スル次

第ニ付本市公益ノ為に特別ノ御詮議ヲ以テ借地御允許相成度設計

書並ニ図面添附以段奉願候也 

大正五年九月廿七日 

           熊本市長 依田昌兮 

陸軍大臣 大島健一殿 

出典：「陸軍省大日記 乙輯」（永存書類乙輯第2類第2冊）大正６ 
４５ 熊本城内２箇所に配水池を計画した理由について、当時の

「熊本市水道工事目論見書」（議第四一號）によれば、「市外飽田

郡出水村砂取ノ湧水」を「熊本城趾ノ高地（標高百二十四尺）ニ

設置スヘキ配水池」すなわち箱馬場に設置予定の「第一配水池」

へ送水し、そこから自然流下法により市内各所へ配水する計画だ

が、「京町ノ一区」だけは「特別高地」であるため、配水池の水を

さらに「師団司令部ノ傍ニ設ケタル小配水池（標高百七十二尺）」

すなわち天守台に設置予定の「第二配水池」にも送水し、ここか

ら自然流下法により配水する計画としている。第一配水池（2

面）は「長九十尺巾七十四尺深さ十四尺」、第二配水池（1面）は

「長三十四尺巾二十四尺深サ九尺」といずれも長方形で、「鉄筋混

凝土ヲ以テ側壁及環流壁ヲ築キ覆フニ鉄筋混凝土穹窿ヲ以テ」建

築する計画であった。 
４６ 内務省から陸軍省への「国有財産管理ノ件照会」には、「当省

所管神社境内地トシテ」「本丸町壹番ノ内 百九十八坪 第六師団

司令部附属地」とあるので、その面積は約653㎡である。また

「陸軍用地ヲ神社用地ニ管理換ノ件」には「現存スル立木共移管

相成度」とあり、樹木も移管されている。 
４７ 熊本縣警察本部警務部教養課（1961）掲載の、「熊本城稲荷神

社」による。 
４８ 熊本縣警察本部警務部教養課（1961）掲載の、「熊本大神宮」

による。 
４９ 戸塚誠司・小林一郎（1996）。 
５０ 熊本市三大事業記念国産共進会は、上水道事業の整備、市電開

通、歩兵第23連隊の移転完了、これら三大事業が成就したことを

記念して開催された。 
５１ 日本公園百年史1978「熊本県」『日本公園百年史―総論・各論

―』第一法規株式会社 
５２当時、熊本市と福岡市の間では逓信省貯金局支局の誘致をめぐ

って争奪戦が起きていた。九州日日新聞（昭和8年7月29日）

「貯金局支局熊本市に設置決定」 
５３ 図の「イロハニホヘトチリ」で示す場所が昭和9（1934）年の

土地交換の区画（国有地）である。現地にはその後、昭和11

（1936）年に熊本地方貯金支局（後の熊本市役所花畑町別館）が

建てられた。 
５４ 谷村計介銅像は、山下卯太郎が大正10（1921）年から5年間

募金を集めて完成し、昭和2（1927）に設置されたが、その後昭

和18（1943）年の金属供出で銅像は失われた。同地には現在、熊

本城阯保存会が昭和25（1950）年に建てた「特別史跡熊本城」の

碑がある（平成28年熊本地震で被災）。 
５５ 猪飼隆明氏ご教示。西南戦争六十年會（1937）P107。 
５６ 昭和13（1938）年11月、西南戦争60周年を記念して藤崎台

西段山の一端に「丁丑記念碑」が建てられた。その後、段山にお

ける防空壕掘削等により記念碑は傾き、昭和28（1953）年6・26

水害による崖崩で西北面の人家が倒壊、死者が発生した。当時、

南九州財務局により2度の応急工事が行われたものの地元からは

段山の除去を望む声が高まり、これに対して賛成・反対それぞれ

の意見が出された（「段山台地を取除く―“よい計画だ”“史跡

だ”の声も―」昭和28年11月8日新聞より）。段山は昭和8

（1933）年に史蹟に指定され、また「丁丑記念碑」が建てられた

場所でもあったため文化財保護委員会（現文化庁）や熊本城顕彰

会でも協議が行われ、除去計画が了承された。段山の除去で膨大

な土砂が発生するため、その処分方法も問題となったが、川尻新

国道建設の盛土として使用する案が出され、昭和29年に除去計画

が決定した（「段山台地を取払う―土壌は川尻国道建設に 二千二

百坪の新用地も―」（昭和29年5月27日：熊本日日新聞）。 
５７ 熊本日日新聞社編集局1990「銀杏城」『熊飽学』熊本日日新聞

社。 
５８ 木下泰葉氏ご教示。大正6（1917）年4月11日付『九州新

聞』には熊本市近郊の「桜の名所」として「御幸坂」を掲載。 
５９ 「行幸坂は観桜禁止」（九州日日新聞 昭和13年3月23日） 

「熊本市行幸坂の観桜は、昨年は師団で行幸坂一帯に露店や電飾

を許したので大賑わいを呈したが、本年も熊本市繁盛のため昨年

同様の許可を得ようと、熊本商工会議所中村理事が二十二日師団

司令部を訪れ懇談した。師団では本年は時局の関係上行幸坂の使

用を禁止し、露店はもちろん辨当を開き飲食することも厳重に取

締る方針で、その代り昨年同様坪井川畔は開放の許可を得たの

で、観桜橋を架し電飾をほどこし、夜桜を見物できることにな

り、春の市とともに大賑わいが期待されている。」熊本日日新聞社

（1993）。 
６０「熊本城行幸橋付近の桜と千徳百貨店の雪洞」（昭和12年4月

3日）、「熊本城の夜桜見物・露店」（同年4月4日）、「熊本城の夜

桜見物・露店の射撃場」（同年4月4日）いずれも楠田宗光氏撮

影、「熊日写真ライブラリー」HPに掲載あり。 
６１ 野中（2016）。 
６２ 野中（2014）。 
６３ 野中（2014）。 
６４ 野中（2014）。 
６５ 野中（2014）。 
６６ 小川翔大・岡田昌晃彰（2017） 
６７ 野中（2014）。仙台城跡では、大正14（1925）年に青葉山公園

が開園した。大阪城跡では、大正13（1924）年に外堀沿いの軍用

地の一部を借りて、大阪市が「大手前公園」を開園した。昭和天

皇の即位記念事業として公園整備に着手していたが、昭和6

（1931）年に天守閣と第四師団司令部庁舎を市民の募金150万円

で同時に建設し、「大阪城公園」となった。名古屋城跡は昭和5

（1930）年に宮内省から名古屋市へ下賜され、翌年に名古屋市が

「名城公園」を開園した。大阪城天守再建の影響から、熊本でも

天守再建の世論が高まったが、当時の第六師団留守参謀片山省太

郎は、天守再建には「同意を表し難し」との意見を陸軍省副官牛

島満宛てに提出している。なお当初の六鎮台（表1）のうち終戦

まで公園化されなかったのは熊本城跡と広島城跡のみであった。 
６８ 「熊本城一帯における主な出来事と熊本市近代化の歩み」欄の

出典は、鈴木（1977）、熊本市（2003）、熊本市熊本城調査研究セ

ンター（2016・2019・2020）。 
６９ アジア歴史資料センターは2011年11月の開設以来、「多い年

では1年間で10万件近くの目録データおよび200万以上の画像デ

ータ」をウェブ上で発信してきた。「2016年には200万件、3000

万画像」に達し、「2021年3月の時点で累計約3200万画像を提

供」している。国立公文書館アジア歴史資料センター（2021）。 

 

――――――― 

 

美濃口 紀子（熊本市都市政策研究所 研究員／文化財保護主幹） 

 

熊本大学文学部史学科考古学コース卒業。熊本市役所入庁後、文

化課（現文化財課）で埋蔵文化財の発掘調査等に従事（文化財保

護主事）。その後、熊本市立熊本博物館（考古学担当学芸員）や熊

本市熊本城調査研究センター（文化財保護主幹）を歴任し調査研

究や展示リニューアル等に従事。令和3（2021）年度より現職。 
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付表　本稿関係資料一覧

No. 和暦 西暦 月 日 資料名
差出
作成 宛所 内　　容 引　用　元

歴資
No.

1

明治
3

1870

9 5
熊本城廃隳
意見書

熊本藩知
事

弁官御中

臣護久謹按スルニ、兵制一変、火器長ヲ専ニセシヨリ昔時之金城湯池今巳ニ無用ノ贅
物ニ属セリ、加之、今日各地ノ城郭アルハ、応仁以来強族割拠、織田氏安土ノ築キア
ルニ始リ、諸豪相傚イ務テ塁壁ヲ高スルニ由ル、即戦国ノ餘物也、今也王化洪流三治
一致ノ際、乱世ノ遺址猶方隅ニ棊峙スルハ四海一家ノ宏謨ニ障礙アルニ近シ、熊本城
ハ加藤清正ノ築ク所、宏壮西陲ノ雄ト称ス、臣カ家祖以来倚テ以テ藩屏タリ、豈甘棠
ノ念無ラン哉、然ト云トモ維新ノ秋ニ膺リ、建国ノ形跡ヲ存シ、却テ管内固陋ノ民俗
ヲ養ヒ、以テ辺土ノ旧習ヲ一洗ス可ラス、願クハ天下ノ大體ニ依テ熊本城ヲ廃隳シ、
以テ臣民一心ノ微ヲ致シ、且以テ無用ヲ省キ実備ヲ尽サン、伏乞速ニ明断ヲ垂レヨ、
護久誠惶頓首敬白　庚午九月五日　熊本藩知事　弁官　御中

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A15070850400、『太政類典・第
一編・慶応三年～明治四年・第百七
巻』（国立公文書館）

207

2 4 23

東山西海両
道ニ鎮台ヲ
置キ兵部省
ノ管轄ニ属

太政官 兵部省

四年四月二十三日布告兵備ハ沿国ノ要安民ノ其方今ノ急務ニ候依之今般輦穀ノ下ヲ始
メ守衛警備ノ事次第ニ御施設ニ相成猶追々諸道ニ鎭台ヲ置兵務ヲ総括シ全国ヲ保護被
遊度思食ニ候条先ツ別紙ノ通東西ノ要地ニ於テ両鎮台ノ被置候事誌又兵部東山道鎭台
本営石巻分営福島盛岡西海道鎭台本営小倉分営博多日田

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A15070838700、『太政類典・第
一編・慶応三年～明治四年・第百六
巻』（国立公文書館）

―

3 4 24

熊本佐賀両
藩ノ兵ヲ西
海道鎮台ニ
出サシム

太政官 兵部省

四年四月二十四日兵部省ヘ達今般西海道鎮台ヲ被置候ニ付熊本佐賀両藩之兵一大隊
ツヽ差出候様可申達事誌又兵部

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A15070863500、『太政類典・第
一編・慶応三年～明治四年・第百八
巻』（国立公文書館）

―

4 4 24

今般西海道
鎮台設置に
付其藩兵１
大隊出張申

兵部省 熊本藩

今般西海道鎮台ヲ被置候ニ付其藩兵一大隊出張申付候事 辛未四月二十四日 兵部省 熊
本藩 右同文 辛未四月二十四日 兵部省

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C10070844700、『明治４年４月
～５月・陸軍諸達　利４』（防衛省
防衛研究所）

―

5 5 9

鹿児島熊本
佐賀三藩ニ
緩急事変ノ
際西海道鎮

支

兵部省 太政官

五月九日兵部省伺鹿児島藩二大隊熊本藩一大隊佐賀藩一大隊今般西海道鎮台被建置候
ニ付テハ緩急事変ノ節本営支営ヨリ何時出兵申付候儀モ可有之ニ付兼テ用意可致置旨
相達申度此段相伺候也四年五月九日但諸給養追テ何分ノ御沙汰有之迄ハ其藩ニテ給養
可致置旨モ可相達ト存候間是又申出仕候也御指令伺ノ通衆規淵鑑

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A15070863700、『太政類典・第
一編・慶応三年～明治四年・第百八
巻』（国立公文書館）

―

6 8 23

熊本県邸鎮
台建設等に
必要の件

兵部省 正院御中

送第百四十五号 別紙熊本県部之儀否可申出旨致承知候得御鎮台建設相ヨリ追ニ多分之
兵隊屯営之為メ是非必用之儀ニ所坐候間司法省書面之趣スヘハ坐候得旨当省ヘ御渡相
成度最初ヨリ右県出相議之上相約メ置候儀ニ而引渡之義当月二十五日已後ニ以了願ニ
於テ差支無之内ニ御答候間二十六、二十七日当日之内ヘ当省ヘ御渡ー間之ヨリ様其筋

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C10070874100、『明治４年　御
指令済書類』（防衛省防衛研究所）

―

7 11 23

全国城郭毀
廃ノ所置方
ヲ各鎮台ニ
心得シム

軍務局 陸軍省

全国城廓毀廃ノ所置方ヲ各鎮台ニ心得シム 軍務局ヨリ本省ヘ伺 全国城廓毀廃其外処
置方等諸縣ヨリ伺出候儀、都テ当分ノ処従前ノ向々ヘ御差置、或ハ城郭引渡等伺出ノ
砌ハ、其所管鎮台ヨリ伺出可申様附紙相達候間、此段相心得置、不受取候テ不叶儀ニ
候ハヽ、其台見込ヲ以テ番人両人程其地方官ヘ打合相雇、給料壱人ニ付一ヶ月金三両
ヲ高ニシテ其土地柄ニ寄リ、或ハ二両宛差遣シ候共、便宜ニ処置致シ地方官ヘ打合給
料取替置、年末鎮台ヨリ計算可致候事 右ノ通鎮台ヘ御布告相成候事　衆規渕鑑

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A03023307900、『公文別録・陸
軍省衆規渕鑑抜粋・明治元年～明治
八年・第三十二巻～第三十五巻』
（国立公文書館）

211

8 2 24

地券渡方規
則

大蔵省 府県

府県 今般地所永代売買被差許候二付 今後売買並譲渡之分地券渡方等別紙規則之通可
相心得事 壬申二月 大蔵省 地所売買譲渡二付地券渡方規則 第一 一 地所売買譲渡之
節地券相渡候二付而者於府県・・地券申受之儀願出候・・別紙雛形之通地券本紙並二
相告二・・書之押切御之上本紙・・右元帳ヘ綴込置可申事 第二 一 右元帳・・地券之

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A07060190300、『記録材料・地
租改正所内略記』（国立公文書館）

―

9 3 12

東京並ニ諸
鎮台条例諸
省ヘ廻達

陸軍省 諸省

諸省ヘ回達 今般東京並ニ諸鎮台条例上本致シ候ニ付為御心得御廻シ申候間各一部ツヽ
御領収有之至急御回覧周尾ヨリ御返却可有之候也 五年三月十二日 衆規淵鑑

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A03023161800、『公文別録・陸
軍省衆規渕鑑抜粋・明治元年～明治
八年・第十巻』（国立公文書館）

―

10 4 22

〔鎮西鎮台
より同城並
兵営等写真
を以届出〕

鎮西鎮台
本営

陸軍省秘
史局御中

当城并鎮台兵営等各分間絵図ヲ以て御届可致筈之処、絵図製作速ニ難成候間、即別紙
之通写真ヲ以テ御届申達候也

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04025281300、『明治５年 大
日記 壬申 ５月省中之部 辛下』
（防衛省防衛研究所）

P484-
16

11 5 7

病院条例の
儀に付伺

鎮西鎮台
陸軍省御
中

第一千五百四十三号 当台仮病院ノ義去冬十二月兵隊召集ノ砌不取敢当県医員両名雇入
少尉相当・・・壬申五月七日　鎮西鎮台　陸軍省御中

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04025275300、『明治５年　大
日記 壬申 5月省中之部 辛下』（防
衛省防衛研究所）

―

6 19

壬申御巡幸
雑録

― ――

十九日晴、夕七字驟雨雷鳴　朝第五字、行在所出御、熊本医学校へ臨御、生徒学課試
撿天覧、畢テ教師マンスフェールト拝謁被仰付、・・・洋学校へ臨御、生徒試撿教師
ゼーンス拝謁、・・・鎮西鎮台へ臨御、・・・熊本城中御巡覧、天守上階ニ於テ御小
休、・・・夫ヨリ城東一里許砂取村水前寺荘園へ臨幸・・・第六字行在所へ還幸

「公文録」明治五年『太政官期地方
巡幸史料集成』（国立公文書館）
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12 1 14

全国城郭及
軍事ニ関渉
スル地所建
物

太政官 陸軍省

陸軍省日誌明治六年第二号 一月十四日 太政官ヨリ御逹書写 全国城郭及軍事ニ関渉ス
ル地所建物是迄其省管轄之処今度別冊第一号之通陸軍必用之分改而管轄被仰付其余第
二号之通旧来之城郭陣屋等被廃候条附属之建物木石ニ至ル迄総テ大蔵省ヘ可引渡事 一
右管轄之土地ヘ屯営建築落成之上地所木石等有余ハ大蔵省ヘ可引渡地所不足スレハ更

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C08010387400、『明治６年季
陸軍省日誌 元 元丙　第1号従1月同
年第11号至3月』（防衛省防衛研究

―

13 3 ―

地所名称区
別

太政官 府県

〔第二百十八号布告〕府県 本年第百十四号地所名称区別ノ儀布告侯ニ付テハ於各府
県下官省使 寮司等従前御用地有之向者箇所限坪数取調地券相渡可申尤其御用ノ次第
柄委細取調具ニ大蔵省ヘ可申出候事 但券状雛形ノ儀ハ租税寮ヨリ可相達候事

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07040159000、『太政官日誌明
治６年第９３号』（防衛省防衛研究
所）

―

14 3 28
〔錦山神社
移転につい
て伺〕

陸軍中佐
田中春風

陸軍大輔
山縣有朋
殿

第四兵十六号之写シ 別紙田中中佐ゟ伺出候熊本城内ニ有之候神社引遷之羲ハ、申出之
通不体裁ニも有之候ハヽ、右引遷方之羲大蔵省江御掛合ニ被及度、此段申進候也 四月
十九日 野津少将 山県大輔殿 当熊本城之羲ハ、戊辰以来廃城之見込を以旧藩知事願済
之上、本丸一ノ天守下ヘ錦山神社造立之処、即本丸大手通リヲ参詣道トシ、両側ニ諸
商人茶肆・酒店等ヲ開キ、雑人参詣、日夜雑還甚不体裁、且不用心ニも有之候処、去
冬来当城ヲ本台トシ、二ノ丸ニ兵営建築之上ハ、右神社并ニ諸商家等本丸ニ有之候而
ハ益以不都合ニ候条、右神社速ニ他之地処引遷シ、諸商家悉為引払候様致度、至急御
詮議有之度、此段伺進候也 明治六年三月二十八日 陸軍中佐田中春風 陸軍大輔山県有
朋殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C08052154300、『明治６年　卿
官房　7月』（防衛省防衛研究所）
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15 7 7

旧熊本城内
錦山神社之
儀

叙従六位
正七位 立
野明貞

陸軍省

陸軍省日誌明治六年第二十九号 ○七月七日 御沙汰書写叙従六位 正七位 立野明貞 御
達書写 白川県管下肥後国旧熊本城内錦山神社之儀鎮台営中ニ属シ差支候趣ニ付テハ
可引移候尤入費之儀ハ其省定額之内ヨリ辧給可致此旨相達候事・・・

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C08010390500、『明治６年季
陸軍省日誌　利　利丙　第２７号従
７月同年第４７号至９月』（防衛省
防衛研究所）

―

【凡例】
JACAR（国立公文書館アジア歴史資料センター https://www.jacar.go.jp）「キーワード検索」を使用（キーワード例は註に記載）、「詳細情報」から以下の方法で資料収集を実施。
▶熊本城内の土地管理に関する近代の公文書等（建物管理は除く）を中心に収集し（440件）、作成年代が古い順に並べ、「No.」欄に本表での通し番号を示した（No.1～440）。
▶「和暦」「西暦」「月・日」「資料名」「差出・作成」「宛所」「内容」「引用元」「歴資No.」の欄について
・「和暦」「西暦」「月・日」・・・JACAR（国立公文書館アジア歴史資料センター）詳細情報の「資料作成年月日」欄などを参考に記載。
　　　　　　　　　　　　　　　　「資料作成年月日」欄がない場合、「内容」（description）や「閲覧」（公文書の画像）から筆者が記載。
・「資料名」「差出・作成」「宛所」・・JACAR（国立公文書館アジア歴史資料センター）詳細情報「件名標題」（title）、「作成者名称」欄などから記載。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　但しタイトルで内容が分かりにくい場合は、熊本市熊本城調査研究センター2019『特別史跡熊本城跡総括報告書歴史資料編（史料・解説）』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の近代史料（No.205～384）を参考に修正・加筆した。
・「内容」・・・原則としてJACAR（国立公文書館アジア歴史資料センター）詳細情報「内容」（description）にならい、冒頭300文字（テキスト化されたデータ）をそのまま掲載。
　　　　　　　　但し本稿の内容に関連が深い公文書の記載内容については（冒頭300文字以降でも）「閲覧」画面で内容を確認の上、適宜追記した。
　　　　　　　　また前述の『歴史資料編』に掲載がある資料については、その翻刻に従って文字の誤りを修正した。一方、『歴史資料編』に掲載がない資料については、
　　　　　　　　固有名詞（人名・地名など）のうち翻刻の明らかな誤字のみを筆者の判断で適宜修正し、さらに判読不可を示す「＠」「□」や省略部分は「・・」に統一した。
　　　　　　（例：「河東清正」は「加藤清正」、「犯護国館田郡」は「肥後国飽田郡」、「桜島場ノ兵器庫」は「桜馬場ノ兵器庫」など、誤字を訂正して掲載）。
　　　　　　　　城内の特定の場所（例：古城町、宮内町など）や土地貸付の用語（貸渡、貸下、準貸付など）のほか、本研究に関連が深い箇所は太字・下線引きとし、
　　　　　　　「表2」に一部抜粋・掲載した
・「引用元」・・・JACAR（国立公文書館アジア歴史資料センター）からの引用は「論文などへの引用例」に従った。それ以外（参考文献等からの引用等）は文献名を記した。
・「歴資No.」・・・熊本市熊本城調査研究センター2019『特別史跡熊本城跡総括報告書歴史資料編（史料・解説）』の近代史料（No.205～384）と一部掲載が重複するので照合できる
ように欄を設けた。なお同書の「熊本城関係文献資料目録」（P465-494）内には史料番号がないものも掲載されている。これらは「頁数-行数」で示す（例：P484-16）。
▶本表は2022年5月31日現在の検索結果である。
　JACAR（国立公文書館アジア歴史資料センター）の公開データは毎年追加され件数・画像数ともに増加しているため、検索時期によって結果が異なる場合がある。
▶「キーワード検索」では、各資料のうちデータ化されたテキスト（全文ではなく冒頭300文字のみ）について検索キーワードが該当した場合に、資料を発見することができる。
  したがって冒頭に目的の文言が含まれない（300字以降に登場する）場合や、固有名詞（人名・地名）の翻刻に誤りがある場合にはヒットしないため、注意が必要である。
  以上の理由から、今回の検索作業でも関係資料の全てを抽出・収集できたわけではない。

明治
4

1871

明治
5

1872

明治
6

1873
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１１ 存城は太政官達別冊第一号「諸国存城調書」（1873）、廃城は太

政官達別冊第二号「諸国廃城調書」（1873）による。森山英一

（2017）に掲載。 
１２ アジア歴史資料センター「ＪＡＣＡＲ」（Japan Center for 

Asia Historical Records National Archives of Japan）の説明

は、ホームページ「センターの概要と特徴」から一部引用する。 

https://www.jacar.go.jp/about/outline.html 

「アジア歴史資料センターは、インターネットを通じて、国の機

関が保管するアジア歴史資料（原資料＝オリジナル資料）を、パ

ソコン画面上で提供する電子資料センターであり、国立公文書館

において運営されて」いる。「ここでいうアジア歴史資料とは、近

現代の我が国とアジア近隣諸国等との関係に関わる歴史資料とし

て重要な我が国の公文書及びその他の記録のこと」である。「平成

13（2001）年11月30日に開設され」、「現在、アジア歴史資料セ

ンターでは、国立公文書館、外務省外交史料館、防衛省防衛研究

所戦史研究センターが保管するアジア歴史資料のうち、これらの

所蔵機関において電子化が行われたものから順次提供を受け、公

開している」。 
１３ アジア歴史資料センター データベース横断検索

https://www.jacar.archives.go.jp/gf/cgi/start 

【資料検索に使用したキーワード例】 

「存城」「廃城」「熊本城」「本丸」「二の丸」「天守」「宇土櫓」 

「天皇」「行幸」「千葉城」「古城」「宮内」「古京町」「新堀」 

「公園」「博覧会」「共進会」「招魂祭」「招魂社」「大演習」 

「藤崎台」「有終社」「偕行社」「谷村計介」「銅像」「記念碑」 

「内務省」「陸軍省」「大蔵省」「地理局」「地図」「測量」 

「西海道鎮台」「鎮西鎮台」「熊本鎮台」「第六師団」「乙輯」 

「鎮台病院」「衛戍病院」「加藤神社」「錦山神社」 

「神風連の変」「西南戦争」「日清戦争」「日露戦争」 

「国道」「県道」「里道」「兵器支廠」「道路」「電信分局」 

「熊本県」「熊本市」「陸軍省所轄地」「統計」「山崎練兵場」 

「歩兵第二十三連隊」「移転」「県庁」「市役所」「監獄」 

「軽便鉄道」「大日本軌道」「菊池軌道」「都市計画」「配水池」 

「街路」「市電」「橋」「堀跡」「濠」「埋め立て」「蓮堀」「養魚」

「午砲台」「土地」「貸渡」「貸下」「準貸付」「借用」「買上」 

「交換」「所管換」「官有財産」「国有財産」「管理規則」など 
１４ 明治7（1874）年の 城外（京町新堀）への移転後、明治42

（1909）年に「錦山神社」から「加藤神社」へ改称した。当時の

九州日日新聞（明治42年4月5日）には、三百年会記念会にて発

表された変更理由の掲載がある。さらに現在地（城内本丸の櫨方

役所跡）へ加藤神社が移転したのは、昭和37（1962）年である。 
１５ 熊本県立第一高等学校（1984）。 
１６ 熊本市（2003）。 
１７ 国立国会図書館蔵（請求番号ＹＧ913-1616）。明治14（1881）

年に作成された写しで、鶴嶋（2015）に掲載あり。 
１８ 熊本博覧会は明治8（1875）年4月1日から60日間にわたり

錦山神社で開催された。東京文化財研究所（2004）に「熊本博覧

会」の掲載があり、「未タ見サルヲ見未タ知ラサルヲ知ル人間ノ楽

ミ之ヨリ大ナルハナシ当社陳列セル博覧ノ品類即チ其物ナリ今一

斑ヲ図写シテ之遠方未タ見知セサルノ人ニ寄ス亦吾カ楽ヲ推シテ

人ノ之ヲ楽ムヲ楽シムノミ遼豕ノ誹ハ敢テ辞スル処ニアラス博雅

ノ君子其レ之ヲ諒トセヨ 博覧会社」とある。「熊本博覧会」は乃

村工藝社グループ「博覧会資料COLLECTION」（管理コード：

1546）にも掲載がある 

（https://www.nomurakougei.co.jp/expo/exposition/detail?e_c

ode=1546）ほか、先行研究で一部言及がある。「奈良博覧会前史」

（https://www.library.pref.nara.jp/sites/default/files/nara

haku2018.pdf）、大貫涼子（2013）、野中勝利（2006）。 
１９「熊本鎮台敷地図」明治9（1876）年（熊本博物館蔵）。熊本市

（2019）に掲載あり。 
２０ 「千葉学校ハ当城東北ニ位シ今般囲込線内ニアツテ当県所轄ノ

中学校根元地所ハ人民ノ私有地ニシテ民費ヲ以買収シ建物ハ旧白

川県庁ヲ運転改築スル者ナリ依テ当今県庁ヨリ買上ノ義照会アリ

代価当否等協議中ナリ追テ事実ヲ詳ニシ上申ス可シ」とある。 
２１「熊本県窮民救助ノ為メ路線修築費需要伺」、同添付「熊本県下

道路修築ノ図」明治10（1877）年（国立国会図書館蔵）。松澤真

由美（2021・2022）に掲載あり。 
２２ 熊本市熊本城調査研究センター（2016）に記載。 
２３ 三斜法は、多角形からなる土地の面積を求めるために複数の三

角形に分割し、それぞれの三角形の面積を求め、それらを合計し

て全体の面積を算出する方法。明治15（1882）年2月に大蔵卿松

方正義から太政大臣三條実美へ提出された『地租改正報告書』（国

立国会図書館蔵）には「三斜丈量ノ図」が掲載されている。 
２４ 磯田（2022）「2 電信の始まり」に詳述あり。 
２５ 磯田（2022）「3 明治10年代の様相」に詳述あり。 
２６ 『熊本県公文類纂』明治大正期県政資料（自明治17年至明治

18年）、熊本県立図書館蔵 
２７ 地理局は地理事務を扱う内務省の内局が明治10（1877）年に

地理局に改称したもので、地籍・山林・量地・計算・文書の5課

を設置していた。 
２８ 熊本日日新聞社（1988）。 
２９ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、鈴木喬「第三編 古

城 第四章 熊本県庁」による。 
３０ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、花立三郎「第三編 

古城 第五章 第五高等中学校」による。 
３１ 公益財団法人永青文庫蔵。全11葉からなり、文久元（1861）

年以降に一群の絵図が作成されたと考えられる。熊本市熊本城調

査研究センター（2019）参照。 
３２ 熊本市熊本城調査研究センター（2019）（絵図・地図・写真）

P137-147に「熊本所分絵図」、同（史料・解説）P4第1図に「地

区の範囲と呼称」掲載。 
３３（官有財産管理規則）第七條 官有財産ノ貸付ハ左ノ期限ヲ超ユ

ルコトヲ得ス 第一 樹木培養ニ供スル土地ハ八十年以内 第二 農

工其ノ他ノ営業及住居ニ供スル土地ハ三十年以内 第三 土地森林

ノ使用権ハ十五年以内 第四 右ニ掲ケサル物件ハ三年以内 
３４（官有地取扱規則）第十一條 官ニ属スル公有地及公有水面ハ其

公用ヲ廃シタルニアラサレハ売払譲与交換又ハ貸付スルコトヲ得

ス但公衆ノ妨害トナラサル限リハ公用ニ供シタル儘有料又ハ無料

ニテ特ニ其使用ヲ許スコトヲ得 
３５ 木下(2020)。 
３６ 第六師団参謀部の迅速測図は「同じ縮尺図にもかかわらず、た

とえば等高線間隔は、5m毎と10m毎との双方を1図の中に含む」

などの指摘がある。井口悦男（2005）。 
３７ 第六師団参謀部の迅速測図は「図の精度は極めて低」いが、

「殆んど全平野域にわたっているところに資料価値の高さを見出

すことが出来る」との指摘がある。清水靖夫（1966）。 
３８「熊本第6号地図」明治22（1889）年 第六師団参謀部（熊本

市歴史文書資料室蔵） 
３９ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、増田民男「第三編 

古城 第六章 兵器支廠からグリーン地区へ 第一節 兵器支廠から

第六師団兵器部へ」による。 
４０ 熊本市都市政策研究所（2014）。 
４１ 野中（2014）。 
４２ 水野（2015）。 
４３ 水野（2015）。 
４４ 熊本城内配水池計画では2,635坪（約8,696㎡）の借地願が上

申されている。内容は以下のとおり。 

借地願 

熊本城内箱馬場天主臺跡 

一、坪数弐千六百参拾五坪 

右ハ熊本市唯一ノ高所ニシテ本市上水道配水池敷地トシテ最モ

適良ナル場所ニ有之候所同所ハ軍事上必要ナル所ナルヲ以テ御貸



16 7 14

熊本城内神
社引祓料
布告案

陸軍省 司法省

陸軍省官宛 白川県六宛・・旧熊本城内神社・・営中ニ・・不都合ニ付・・県ヘ相達
ヘ処各引科当省ヨリ可相成旨去ル 七日御達相成ヘ然ニ処昨天申手全団城郭当省入用
之分引渡其他急皆大蔵に自引渡之節此渡当省入用之場庁ハ義代ニ而御引渡之義決定渡
ヘ左其城中人民此住之者引積料ニ現会大蔵・・相関度ニ付百十・・文願此神社引積ト

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C08052149700、『明治６年　卿
官房　７月』（防衛省防衛研究所）

―

17 7 17
諸県管内旧
城郭処分ノ
諮問

太政官 大蔵省

大蔵省考課状 城郭ノ部 明治六年七月ヨリ九月ニ至ル 目次 第一号 杉浦権大内史ヨリ
諸県管内旧城郭処分ノ諮問 第二号 陸軍省ヨリ新発田城引渡ノ商議 第三号 史官ヨリ
備后国三原城海軍省ヘ引渡ノ諮問 第四号 陸軍省ヨリ予州松山城借用ノ商議 第五号
陸軍省ヨリ広島城内住居貫属移転ノ商議 大蔵省考課状 城郭ノ部 明治六年七月ヨリ
九月ニ至ル 第一号 杉浦権大内史ヨリ諸県管内ノ旧城郭ハ現今貴省ニ於テ何等ノ調査
ナリセ願クハ其大略ヲ領様セント諮問セリ因テ旧城郭ハ県宮ノ申請ニ由リ県庁ニ充シ
ルノ外勝地名城ヲ除キ其他ハ廃城成規ニ準シ悉皆毀却ノ意見ナリト回答セリ七月十七
日

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A07061803700、『城郭ノ部』
（国立公文書館）

―

18 7 19

改訂鎮台条
例

太政官 ―

明治六年七月 改訂鎮台条例 ・・ 鎮台条例 第一条 凡ソ皇国域内ニ駐剳スル各種ノ
兵隊ハ別テ七軍管トナシ各鎮台ノ司令将官ヲシテ之ヲ統率セシムル事左ノ如シ ・・・
第六軍管ハ第十三師管（営所熊本）第十四師管（営所小倉）ヲ包括シ熊本鎮台ニ統率
ス ・・・熊本師官々内　千歳　飫肥　鹿児島　琉球　小倉師官々内　福岡　長崎

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09060000900、『明治４年与６
年に至る　規則条例』（防衛省防衛
研究所）

―

19 7 28

地租改正条
例 太政大臣

三條實美
―

第二百七十二號　今般地租改正ニ付旧来田畑貢納ノ法ハ悉皆相廃シ更ニ地券調査相済
次第土地ノ代価ニ隨ヒ百分ノ三ヲ以テ地租ト可相定旨被 仰出候条改正ノ旨趣別紙条
例ノ通可相心得且従前官庁並郡村入費等地代ニ課シ取立来候分ハ総テ地価ニ賦課可致
尤其金高ハ本税金ノ三ヶ一ヨリ超過スヘカラス候此旨布告候事 明治六年七月二十八日

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04017528500、『明治６年 太
政官布達３ 自７月至７月』（防衛
省防衛研究所）

―

20 9 1

熊本城月見
櫓取附塀以
下ヲ廃徹ス （熊本鎮

台）
（陸軍
省）

熊本城月見櫓取附塀以下ヲ廃撤ス 熊本鎮台ヨリ本省ヘ届 別紙会計官伺出、当城月見
櫓取附塀巳下何レモ大破、巳ニ崩落ノ個所モ有之、風雨等ノ節ハ別テ危ク片時モ難閣
ニ付、落札人ヘ去ル二十七日ヨリ毀除申付候条、此段御届申候也　六年九月一日〇別
紙略之〇衆規淵鑑

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A03023207100、『公文別録・陸
軍省衆規渕鑑抜粋・明治元年～明治
八年・第十三巻・明治四年～明治八
年』（国立公文書館）
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21 1 13

五鎮台所管
土地建物区
入費ヲ要ス
ルモノ該台
経営部ニ於
テ担当

陸軍省
五鎮台経
営部

五鎮台所管土地建物区入費ヲ要スルモノ該台経営部ニ於テ担当 仙臺 名古屋 大坂 廣
島 熊本 鎮台 各鎮台所管城堡ヲ除クノ外土地並ニ建物区入費相掛候分ハ修繕解崩等
之出費ニ準シ該台経営部ニ於テ担当可致候此旨相達候事衆規淵鑑

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A03023113600、『公文別録・陸
軍省衆規渕鑑抜粋・明治元年～明治
八年・第三巻・明治四年～明治八
年』（国立公文書館）

P485-4

22 4 9

熊本城内第
六経営部ヘ
電信

第一経営
部

熊本城内
第六経営
部

第千四百号 第一経営部より熊本城内第六経営部并広島鎮台第五経営部ヘ電信 JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C08052047900、『送達日記　加
２　６４　明治７年４月』（防衛省
防衛研究所）

―

23 4 18

錦山神社引
移営繕積金
之内８分通
御下渡の儀

白川県権
令安岡良
亮

陸軍大輔
津田出殿

錦山神社引移営繕凡積金之内八歩通御下渡ノ儀伺書 錦山神社引移之儀先般御達後遷
社之ケ所々相選候処熊本市・・新堀氏家甚三郎大木兼・・屋敷地之儀社地適当之地位
ニ有之且衆人挙テ懇望之ケ所ニ付右両家屋敷地置上還社之積取究申該就テハ神殿引移
之並地代価地形築立其他共悉皆取調候処入費金凡積一ト廉限別冊之通有之該依之入費
金繰替雅整該間先ツ以目論見金之内八歩通金九千二百四十六円御下段相成度御落成ニ
至リ入費確定之上詳細計算致シ仮殿始メ不用ニ属シ該品ハ悉皆入札ヲ以払下差引相立
追・・仕払精算帳ヲ以可申上該間前条至急御聞済有之度依之金高帳並廉絵図相添此段
相伺候也 明治七年四月十八日 白川県権令安岡良亮 陸軍大輔津田出殿 追而本文神社
之義ハ弘リ人民尊崇之社ニ附多少敵

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09121370000、『明治７年４月
諸県　９　２６』（防衛省防衛研究
所）

―

24 6 17

熊本鎮台砲
兵営建築地
及操練場等
入用に付官
庁地として
御渡の件

内務卿大
久保利

陸軍大輔
津田出殿

熊本鎮台砲兵営建築地及ヒ操練場等御入用ニ付、図面之通朱色点線之地二ケ所官庁
地トシテ御渡可申旨、過ル十日御掛合之趣致承知候、右者白川縣ヘ及照会置候間、申
出次第可及御報候条、此段申達置候也 明治七年六月書 内務卿大久保利通 陸軍大輔津
田出殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09120161900、『明治７年６月
諸省　９　１２』（防衛省防衛研究
所）

218

25 8 22

熊本城内歩
兵営落成に
ついて達

陸軍卿山
縣有朋

熊本鎮台

第二千七百九十六号　今般其台管下熊本城内歩兵営一大隊分落成候ニ付、其台ニ於テ
第六経営部より請取可申、尤第何大隊入営致候哉、其旨可届出候、此旨再相達候事 七
年八月廿二日 陸軍卿山県有朋 熊本鎮台

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04025666500、『明治７年 大
日記 諸鎮臺伺届弁諸達 ８月木 陸
軍第１局』（防衛省防衛研究所）
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26 8 31

熊本電信局
より佐賀電
信局まて電
機架設の義

伊藤工部
卿

山縣陸軍
卿殿

第四百九十三号 熊本電信局ヨリ佐賀電信局マテ電機架設之義今般伺済ニ相成御省ヘ一
応可及協議旨御指令有之就候処右ハ本月二十三日付官員場所致着之上凡・・ニテ落成
之ニ及御・・置候次第ニ有之・・テ為御心得右架県国西一義差進候也 七年八月三十一
日 伊藤工部卿 山縣陸軍卿殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09120193700、『明治７年８月
諸省　９　１４』（防衛省防衛研究
所）

―

27 10 2

白川県の熊
本鎮台用地
買上伺につ
いて照会

内務卿伊
藤博文

陸軍卿山
縣有朋殿

熊本鎮台用地之義に付、別紙之通白川縣ゟ申出候処、右地所之儀に付てハ御省より是
迄何等御打合之義無之、然ルニ差急キ御入用之義ニ可有之ト存候処、右代価等取調之
趣、到底本日熊本鎮台砲兵営建築地等之儀ニ付、及御懸合候趣ト同轍ニ属シ候儀ニ
付、御猶予相成候儀ニ有之候ヘハ、尚同県ヘ相達シ再調可為致候存候、依テ御入用之
有無并御都合等何分之御報有之度、別紙及図面相添、此段及御懸合候也 明治七年十月
二日 内務卿伊藤博文 陸軍卿山縣有朋殿 熊本鎮台用地御買上ノ儀伺書 一、金千四百
八拾五円六拾弐銭壱厘 建物代価見積高 是ハ本人ヨリ申立候代価之分 一、反別二反八
畝弐拾歩九厘 邸地代価見積高 此地代金二百二拾四円四拾八銭 是ハ右同断 合金千七
百拾円拾銭一厘 内金七拾三円拾銭一厘 再応申論見積代科価ノ内相減候分 残金千六百
三拾七円 右者当縣下熊本鎮台用地坪数七千九百六拾五坪五合・・・地所建物トモ悉皆
御買上之積・・・地所建物トモ陸軍省へ引渡可申哉・・・明治七年九月二十五日　白
川縣権令安岡良亮代理 白川縣権参事小関敬直 内務卿伊藤博文殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09120214900、『明治７年１０
月　諸省　９　１６』（防衛省防衛
研究所）
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28 10 2

熊本鎮台砲
兵営建築
地・練兵場
用地買上に
ついて照会

内務卿伊
藤博文
（印）

陸軍卿山
縣有朋殿

青第二千二百八十一号 過日来段々御打合有之候熊本鎮台砲兵営建築地並練兵場之儀
ニ付、白川縣ゟ同所居住之貫属邸宅買上候ヘハ、何等差支無之旨申出候、就テハ御引
渡可申之処、右地所建物等合金四万三千五百五拾餘円ヲ以買上度旨申出、及調査候処
不相当之廉不少、此侭差置候テハ将来一般之例規ニ関係致シ候間、今一応及権問取糺
申度、此段及御懸合候条、至急何分之御報有之度候也 明治七年十月二日 内務卿伊藤
博文（印） 陸軍卿山縣有朋殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09120213900、『明治７年１０
月　諸省　９　１６』（防衛省防衛
研究所） 221

29 10 2

熊本新築病
院地平均

第六経営
部司令官
勤務兼 陸
軍大尉勝
田四方蔵

陸軍卿山
縣有朋殿

但自今ハ明細書及図面相副可伺出候事 一合金九千百四十二円二十三銭二厘 右当熊
本新築病院地平均下水門柵等実際之景況ニ因テ入費概計取調書面之通ニ候間至急何分
之御指令相成度仍テ別冊積書相添此段相伺候也 七年十月二日 第六経営部司令官勤務
兼 陸軍大尉勝田四方蔵 陸軍卿山縣有朋殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04026050700、『明治７年 第
五局大日記 自九月至十月 第八課』
（防衛省防衛研究所）

―

30 10 12

新築砲兵
営・病院地
所の不要建
物売却伺

第六経営
部司令官
勤務兼陸
軍大尉勝
田四方蔵

陸軍卿山
県有朋殿

千六百八十九号 右新築砲兵営・病院地所縣官ゟ建物ヲも其侭引渡へくケ所ニ有之貫
属居宅、総テ不用ニ属シ候趣、就而者右建家処分之儀者該縣於テ為取計可申様、御指
令相成可然与奉存候也 七年十月廿三日 少将野津鎮雄代理 陸軍中佐土屋可成 当熊本
新築砲兵営病院地所内処々貫属住居家宅有之、今般右地所地方官ヨリ引渡之節、建物
ヲモ其侭引渡へく箇所モ有之候処、右建家総テ不用ニ属シ候物ニ付、於当地相当代価
ヲ以入札払下ケ申付、代金差纏第五局ヘ送達致シ可然儀、至急何分之御指令相成度、
此段相伺候也 七年七月十二日 第六経営部司令官勤務兼陸軍大尉勝田四方蔵 陸軍卿山
県有朋殿　・・・

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04026056100、『明治７年 第
五局大日記 自九月至十月 第八課』
（防衛省防衛研究所）
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31 10 24

〔白川県へ
錦山神社移
転営繕入費
について

陸軍卿山
縣有朋

白川縣

其縣下錦山神社移転営繕入費仮拂ヲ以本年五月中相渡置候所・・三ケ月分・・拂・・
勘定帖・・儀計算・・条至急勘・・此旨相達候事 明治七年十月二十四日 陸軍卿山県
有朋

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04025925400、『明治７年 大
日記 官省使府県 送達１０月土 陸
軍第一局』（防衛省防衛研究所）

P486-1

32 10 25

熊本鎮台砲
兵営・病院
建築地・練
兵場につい
て照会

陸軍大佐
小澤武雄

内務卿大
久保利通
殿大少丞
御中

第千九百八十五号 先般未追々及御掛合置候熊本鎮台砲兵営并病院建築地及練兵場之
儀、至極差急キ候処、右者鐘兼而御申越之趣も有之候得共、只今如何之御進退ニ相成
候哉、至急承知致度、此段及御掛合候也　明治七年十月廿五日　陸軍大佐小澤武雄
内務大少丞御中

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04025925900、『明治７年 大
日記 官省使府県 送達１０月土 陸
軍第一局』（防衛省防衛研究所）

223

33 10 27

熊本鎮台砲
兵営・病院
建築地・練
兵場渡方に
ついて照会

陸軍卿山
縣有朋

内務卿伊
藤博文殿

第千九百九十六号 第六軍管白川縣下熊本鎮台砲兵営并病院建築地及練兵場御渡方之
儀ニ付、追々及御懸合候処、右之内砲兵営建築并練兵場御渡相成候付、成規之通リ正
院へ上申可致様、一昨廿五日御回答之趣致承知候、然ル処、右練兵場之儀者於当省多
少商議之次第も有之候ニ付、追而何分及照会候迄御見合置有之度、尤病院建築地所之
儀者右砲兵営地一同御渡相成候様致度、此段及御懸合候也 明治七年十月廿七日 陸軍
卿山縣有朋　内務卿伊藤博文殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04025927000、『明治７年 大
日記 官省使府県 送達１０月土 陸
軍第一局』（防衛省防衛研究所） 224

明治
７

1874
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行うのではなく、都市の将来像を踏まえ、都市全体あるいは影響

する地域全体としての施設の配置や規模等の検討を行い、その必

要性の変更理由を明らかにした上で行われるべきである」とあ

る。熊本市では「長期未整備都市計画公園見直しガイドライン」

（H28.3）を策定して見直しに取り組んでおり、「熊本城公園」見

直しの2軸（必要性「A」・実現性「C」）からの判定結果は「B」

（計画変更候補）である。現状では城内立地の4神社部分が「未

整備」で熊本医療センター部分は既に除外済みだが、これら施設

のそもそもの設置経緯は近代や戦後まで遡るもので、今後の変更

や見直しはこれらの歴史的背景も充分把握した上で実施する必要

がある。 
９ 文献は註3に同じ。中でも熊本市熊本城調査研究センター

（2019）掲載の「熊本城関係文献資料目録」は本稿の出典とも重

複する資料が多い。そこで相互の資料・出典を照合・補完できる

よう、付表には熊本市熊本城調査研究センター（2019）の掲載番

号も併記した。また近代地図や古写真についても、同『歴史資料

編（絵図・地図・写真）』の掲載番号を本文中で引用した。 
１０ いわゆる廃城令は、明治6（1873）年太政官達「全国ノ城廓陣
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処分セシム」によって、兵部省管轄下にあった城郭が陸軍省管轄

の「存城」、大蔵省管轄の「廃城」に分けられたことを指す。 



34 10 30

熊本鎮台病
院建設地御
渡相成度旨
伺

内務卿伊
藤博文代
理 内務大
丞林友幸

陸軍卿山
縣有朋殿

第四ノ省百九十九号 第一局長 房長 青第二千四百九十五号上申案 熊本鎮台病院建設
地御渡相成度旨伺 熊本城二ノ丸鎮台病院建設地有之候総計七千九百六十五坪有之地
所御引渡相成度右ハ内務省ヘ及打合候処於同省何等差支無之旨回答申越候間図面相添
此段相伺候也 七年十月三十日 少将野津鎮雄代理 陸軍中佐土屋可成 黒第四千百八十
七号御下問之節図面差出有之候也 青第四百九十五号 第一月百七十九号 第四ノ省百九
十九号 熊本鎮台病院建設地トシテ総計七千九百六十五号坪五合之地所御渡可申旨去
ル九日絵回答相添御回答等御打合之趣致承知候既ニ白川県ヨリ申出有之度儀ニ而何等
差支無之候間例之通正院ヘ御上申有之度此段及御回答候也 七年十月二十八日 内務卿
伊藤博文代理 内務大丞林友幸 陸軍卿山縣有朋殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09120227300、『明治７年１０
月　諸省　９　１６』（防衛省防衛
研究所）

―

35 11 2

熊本鎮台砲
兵営・病院
建築地・練
兵場渡方に
ついて回答

内務卿伊
藤博文代
理内務大
丞林友幸
（印）

陸軍卿山
縣有朋殿

青第二千五百四十一号 熊本鎮台砲兵営并病院建築地及練兵場之儀、此間差支無之ニ
付御渡可申旨御回答ニ被及置候処、右之内練兵場之儀ハ、追テ何分之儀御申越有候
迄、御渡方見合置可申旨、去ル廿七日御掛合之趣致承知候、就而者先般来該縣ヘ相達
貫属移転方等夫々取調候儀ニ付、不用ト相心得可申旨該縣ヘ相達可申候間、重而御入
用之節ハ更ニ御申越有之候様致し度、此段及御回答候也 明治七年十一月二日 内務卿
伊藤博文代理内務大丞林友幸（印） 陸軍卿山縣有朋殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09120228800、『明治７年１０
月　諸省　９　１６』（防衛省防衛
研究所） 225

36 11 2

熊本鎮台病
院建設地御
渡相成度旨
伺

陸軍卿山
縣有朋

太政大臣
三條實美
殿

第二千〇八十三号 熊本鎮台病院建設地御渡相成度旨伺 第六軍管熊本鎮台病院建設地
同城二之丸内別紙図面朱線内乙丙丁戊七千九百六十五坪五合之地所官庁地トシテ御引
渡相成度右を内務省江及打合候処於同省何等差支無之旨回答申越之間図面相添此段相
伺候也 十一月二日 陸軍卿山県有朋 太政官三条実美殿 図面略ス 伺之趣聞届候条内務

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04025935300、『明治７年 大
日記 官省使府県 送達１１月土 陸
軍第一局』（防衛省防衛研究所）

―

37 11 7
地所名称区
別改定

太政官 府県

地所名称区別 明治七年十一月七日 第百二十号布告 明治六年三月第百十四号布告地所
名称区別左ノ通改定候条此旨布告候事 官有地 第一種 地券ヲ発セス地租ヲ課セス地
方税ヲ賦セサルヲ法トス・・一 皇宮地 皇居離宮等ヲ云 一 神地 伊勢神宮山陵官囘弊
社府県社及ヒ民有ニアラサル神地ヲ云 第二種 地券ヲ発シ地租ヲ課セス地方税ヲ賦セ
サルヲ法トス尤府県所用ノ地ハ地券ヲ発セス唯帳簿ニ記入ス・・但此地ニ在ル官舎ヲ
貨渡ス時ハ借地料ヲ賦スヘシ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A09050039800、『目賀田家文書
第５号』（国立公文書館）

―

38 11 7

熊本鎮台病
院建設ノタ
メ同城二ノ
丸地所官庁
地トシテ陸

内務省 陸軍省

内務省 熊本鎮台病院建設ノタメ同城二ノ丸別紙図面朱線内乙丙丁戊ノ地所合計七千
九百六十五坪五合官庁地トシテ陸軍省ヘ引渡方可取計此旨相達候事 大蔵省 熊本鎮台
病院建設ノタメ同城二ノ丸内七千九百六十五坪五合ノ地所官庁地トシテ陸軍省ヘ引
渡方可取計様内務省ヘ相達候条此旨可相心得事

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07040182300、『明治７年　太
政官日誌　自１３８号１０月１４日
至第１７６号１２月３１日』（防衛
省防衛研究所）

―

39 11 10

錦山神社移
転費毎３ヶ
月分遣払の
儀申上書

白川県権
令安岡良
亮

陸軍卿山
縣有朋殿

錦山神社移転貴毎三ケ月分 遺払之儀申上書 第五千百二十八号ヲ以御達相成候当県下
錦山神社移転営繕入費毎三ケ月分遺払高至急可申出旨御達ニ付別仕遺払高進達仕候尤
来十二月中ニハ落成之目途ニ付落成之上詳細精算帳ヲ次御届可仕候依而此段申上候也
明治七年十一月十日 白川県権令安岡良亮 陸軍卿山縣有朋殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09121519800、『明治７年１１
月　諸県　９　３３』（防衛省防衛
研究所）

―

40 11 12

熊本陸軍病
院建設地の
義申入

陸軍卿山
県有朋

内務卿代
理 内務
大丞林友
幸殿

第二千百九十七号 熊本鎮台病院建設地之儀過日以来御往復之末本月七日正院伺済ニ付
而者定而御省江も御達可有之候得共右地所別而取急候儀ニ付熊本鎮台江至急可引渡旨
地方官江早々御達有之度此段申入候也 明治七年十一月十二日 陸軍卿山県有朋 内務卿
代理 内務大丞林友幸殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04025946100、『明治７年 大
日記 官省使府県 送達１１月土 陸
軍第一局』（防衛省防衛研究所）

―

41 11 12

熊本新壱丁
目札辻官有
地ノ内ェ電
信局建築

租税課地
理掛

権令
権参事

租税課 地理掛 権令 権参事 熊本新壱丁目札辻官有地ノ内ェ電信局建築相成候筈ニテ
六日出張官員立会検査仕候処図面ノ通ニテ差支相見不申候尤朱引中里程元標建方有之
候得共前通ニ引直候得ハ里程ニ関シ以後ハ無之ニ付右場所図面ハ出張官員ェ被引渡追
テ其筋ヘハ御申立相成可然也奉伺候也

日本電信電話公社九州電気通信局
1971『九州の電信電話百年史』財団
法人電気通信共済会九州支部 ―

42 11 13

熊本鎮台砲
兵営建設地
御渡相成度
旨伺

陸軍卿山
県有朋

太政大臣
三条実美
殿

第二千二百十二号 熊本鎮台砲兵営建設地御渡相成度旨伺 第六軍管熊本鎮台砲兵営
建築地、別紙図面之通朱色点線内壱万零石七拾四坪三合余、官用地ト〆御渡相成度、
右内務省江及打合候、処何等差支無之旨回答申越候間、図面相添ヘ此段相伺候也 十一
月十三日 陸軍卿山県有朋 太政大臣三条実美殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04025947500、『明治７年大日
記 官省使府県 送達１１月土 陸軍
第一局』（防衛省防衛研究所）

226

43 11 14

熊本鎮台病
院建設地引
渡要請に対
する回答

内務卿代
理 林内務
大丞

山縣陸軍
卿殿

第四ノ省二百十四号 第一月二千三百八十三号 青第二千六百四十七号 熊本鎮台病院建
設地御渡可申儀ニ付御申越之趣致承知候右之過日正院其御達有之候ニ付其所白川県ヘ
相達至申候此段及御回答候也 明治七年十一月十四日 内務卿代理 林内務大丞 山縣陸
軍卿殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09120236600、『明治７年１１
月　諸省　９　１７』（防衛省防衛
研究所）

―

44 11 19
電信局地
一ヶ所建設
之儀

白川県権
令
安岡良亮
（印）

内務卿
伊藤博文
殿

電信局新築地之儀ニ付 申上候 書付 一電信局地 壱ヶ所 此地四拾坪 是者肥後国熊本
町新一丁目町端廣キ元高札場床ニ而従来無税官有地ニ有之候 右者當県管下肥後国熊本
ヨリ肥前国佐賀電信局ェ渉リ電線架設相成候ニ付熊本市中ニヲイテ電信局地一ヶ所建
設之儀兼テ御達相成居今般同寮官員出張協議ノ上前書之箇所便利之地ニテ且何等ノ故
障モ無之候間右ニ建築候儀ニ定メ仮リニ引渡置候就而以後官庁地ニ組入地券ハ御規則
之通取計可申候依之絵図面相添此段申上候也 明治七年十一月十九日 白川県権令 安岡
良亮（印） 内務卿 伊藤博文殿

日本電信電話公社九州電気通信局
1971『九州の電信電話百年史』財団
法人電気通信共済会九州支部

―

45 11 19

熊本鎮台砲
兵営建設地
御渡伺につ
いて回答

吏官
小澤陸軍
大佐殿

第五百十二号 青第二千六百七十号 熊本鎮台砲兵営建設地御渡之義御伺出之処第百弐
拾号地所名称区分之義モ布告相成候、就而ハ官庁地之称無之候条、御引直シ御差出可
有之、依テ別紙御伺書正副共一応及被返却候也 十一月十九日 吏官 小澤陸軍大佐殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04025425600、『明治７年 大
日記 正院左院式部寮日 １１月』
（防衛省防衛研究所）
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46 11 20

熊本鎮台砲
兵営建築地
所名称につ
いて回答

小澤陸軍
大佐

吏官御中

第二千二百七十三号 熊本鎮台砲兵営建設地所御渡相成度之儀伺出候処、右ハ第百廿
号地処名称区別之儀御公布相成候、就而ハ官庁地之称無之ニ付引直シ、更ニ可差出旨
ニ而伺書ノ御返却相成、委曲致承知候、右ハ全ク相違致候ニ付、此度更正別紙御廻申
候条、可然御取計有之度御答旁、此段申達候也 十一月廿日 小澤陸軍大佐 吏官御中

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04025953300、『明治７年 大
日記 官省使府県 送達１１月土 陸
軍第一局』（防衛省防衛研究所）
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47 11 22

熊本鎮台砲
兵営建設地
所御渡伺に
ついて照会

陸軍大佐
小沢武雄

吏官御中

第二千二百七十六号 熊本鎮台砲兵営建設地所御渡相成度旨本月十三日付を以伺出置
候処地所名称相違之旨を以右書面御返却相成候付名称相改一昨二十日差出置候然ル処
右者至極差急候儀ニテ已ニ同台よりも別紙写之通申出彼是着手方法之都合モ有之候間
至急御指令相成候様致度此段及御掛合候也 明治七年十一月二十二日 陸軍大佐小沢武

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04025953600、『明治７年 大
日記 官省使府県 送達１１月土 陸
軍第一局』（防衛省防衛研究所）

229

48 11 28

病院建設地
白川県より
可受取達し

陸軍少佐
和田勇馬

陸軍卿山
縣有朋殿

野津陸軍少将代理 七年十一月二十八日 陸軍少佐和田勇馬 陸軍卿山縣有朋殿 第四千
八十八号 熊本鎮台 其台病院建設地熊本城二ノ丸内別紙図面朱線内乙丙丁戊七千九百
六十五坪五合之地官庁地トシテ今般当省ヘ受取之儀正院羽化ギ済相成候条第

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04025789500、熊台より病院建
設地白川県より可受取達し（防衛省
防衛研究所）

―

49 12 24

電信局取設
につき白川
県へ差支有
無を取調

内務卿 大
久保利通
（印）

白川県

白川県 其県下肥後国飽田郡第一大区三小区熊本新一丁目別紙図面朱引之官用地四拾
坪今般電信局取設之趣工部省ヨリ打合有之其県ニ於差支有無取調至急可申出此段相
達候事 明治七年十二月廿四日 内務卿 大久保利通（印）

日本電信電話公社九州電気通信局
1971『九州の電信電話百年史』財団
法人電気通信共済会九州支部

―

50 12 27

内務省へ
当省管轄存
城内居住の
者居り至急
立退一件

陸軍卿山
縣有朋

内務卿

第二千五百五十七号 当省管轄存城内居住之者共兵営取設之節至急立退等之分ハ代地
下金等之御手順も有之移転之機宜ニ不適其者共之不幸ニ相成候向モ不少ニ付防禦線及
兵営練兵場所用確定之分着手之順次区分等可申進旨御懸合之趣致承知候右者着手之順
序等相定候ハハ城内居住貫属等之都合ハ勿論当省之運ヒニ於而モ亦極メテ好都合とハ
存候得共全国之防禦線ヲ確定いたし候迄ハ其順序区別ヲ判然相定ル事難相成乍去諸城
郭等当省所轄之地ハ追々兵営練兵場等取設之目的ニハ有之候得共防禦線確定之事者素
より容易ナラサル事業ニシテ一旦相定候後忽チ改正等之事ニ立至候而者民庶之苦情却
而今日ニ倍シ可申ニ付可相成ハ一タヒ確定之後容易ニ改正等之事無之ヲ欲シ候より殊
更鄭重ニ取調候事・・十二月二十七日　陸軍卿山縣有朋　内務卿宛

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04025980000、『明治７年 大
日記 官省府県 送達１２月土 陸軍
第一局』（防衛省防衛研究所）

―

51 2 2

電信局地所
引渡方ノ儀

内務卿大
久保利通
代理 内務
大丞 林友
幸（印）

白川県

書面之趣ハ昨年第百七拾三号公布ニ照準処分之儀ニ付引渡方ノ儀ハ追テ可相達候事 但
昨年十二月廿四日右地所差支有無取調差出候様相達候儀ハ書面ニ書載有之候ニ付更ニ
差出ニ不及候事 明治八年二月二日 内務卿大久保利通代理 内務大丞 林友幸（印）

日本電信電話公社九州電気通信局
1971『九州の電信電話百年史』財団
法人電気通信共済会九州支部

―

52 2 5

白川県下熊
本新一丁目
ニ於テ電信
局設置地所
御引渡伺

工部卿伊
藤博文代
理 工部大
丞吉井正
澄

太政大臣
三条実義
殿

第七号 熊本電信局設置致度候ニ付地所御渡相成度伺 白川縣管下肥後国飽田郡第一大
区三小区熊本新一丁目 一 地所四拾坪 但官有地 右者今般熊本電信局設置致度候ニ付
地位白川縣并内務省共照會致シ候處書面地所之儀ハ官用地ニモ有之孰レモ差支無之候
ニ付同様称呼ヲ以当省ェ御渡相成候様致度依テ絵図相添之段相伺候也 八年二月五日
工部卿伊藤博文代理 工部大丞吉井正澄 太政大臣三条実義殿

『公文録・明治八年・第七十九巻・
明治八年二月・工部省伺（布達）』
公01461100（国立公文書館）

―

53 2 12

熊本鎮台よ
り厩及錦山
神社修繕費
について伺

第七課
監督田中
光顕殿

一金六百七十六円三十三銭七厘　但熊本鎮台ヨリ伺之厩修繕費　一金千八百九十一
円十参銭九厘　但熊本・・神社修繕費右延金白川・・渡分　同金二千五百六十七円四
十五銭六厘　右ハ昨七年中・・之義ニ付監・・候旧額費ヨリ可仕払金筋ニ候処本年ニ
至リ・・可済ニ付・・右ニ引当置金額無之候取去義・・軍馬局建築費金額十万円
之・・掛出・・金四万三千百六円六十二銭七厘当課ヘ仮受致シ置内金二万円程第一工
兵方面・・返納之申立相成候共此金額ヲ以前述之金額ヘ繰込仕払候様何分之・・此段
相伺候也　二月十二日　第七課　監督田中光顕殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07060013200、『明治８年第５
局大日記自１月至３月乾第８課』
（防衛省防衛研究所）
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１１ 存城は太政官達別冊第一号「諸国存城調書」（1873）、廃城は太

政官達別冊第二号「諸国廃城調書」（1873）による。森山英一

（2017）に掲載。 
１２ アジア歴史資料センター「ＪＡＣＡＲ」（Japan Center for 

Asia Historical Records National Archives of Japan）の説明

は、ホームページ「センターの概要と特徴」から一部引用する。 

https://www.jacar.go.jp/about/outline.html 

「アジア歴史資料センターは、インターネットを通じて、国の機

関が保管するアジア歴史資料（原資料＝オリジナル資料）を、パ

ソコン画面上で提供する電子資料センターであり、国立公文書館

において運営されて」いる。「ここでいうアジア歴史資料とは、近

現代の我が国とアジア近隣諸国等との関係に関わる歴史資料とし

て重要な我が国の公文書及びその他の記録のこと」である。「平成

13（2001）年11月30日に開設され」、「現在、アジア歴史資料セ

ンターでは、国立公文書館、外務省外交史料館、防衛省防衛研究

所戦史研究センターが保管するアジア歴史資料のうち、これらの

所蔵機関において電子化が行われたものから順次提供を受け、公

開している」。 
１３ アジア歴史資料センター データベース横断検索

https://www.jacar.archives.go.jp/gf/cgi/start 

【資料検索に使用したキーワード例】 

「存城」「廃城」「熊本城」「本丸」「二の丸」「天守」「宇土櫓」 

「天皇」「行幸」「千葉城」「古城」「宮内」「古京町」「新堀」 

「公園」「博覧会」「共進会」「招魂祭」「招魂社」「大演習」 

「藤崎台」「有終社」「偕行社」「谷村計介」「銅像」「記念碑」 

「内務省」「陸軍省」「大蔵省」「地理局」「地図」「測量」 

「西海道鎮台」「鎮西鎮台」「熊本鎮台」「第六師団」「乙輯」 

「鎮台病院」「衛戍病院」「加藤神社」「錦山神社」 

「神風連の変」「西南戦争」「日清戦争」「日露戦争」 

「国道」「県道」「里道」「兵器支廠」「道路」「電信分局」 

「熊本県」「熊本市」「陸軍省所轄地」「統計」「山崎練兵場」 

「歩兵第二十三連隊」「移転」「県庁」「市役所」「監獄」 

「軽便鉄道」「大日本軌道」「菊池軌道」「都市計画」「配水池」 

「街路」「市電」「橋」「堀跡」「濠」「埋め立て」「蓮堀」「養魚」

「午砲台」「土地」「貸渡」「貸下」「準貸付」「借用」「買上」 

「交換」「所管換」「官有財産」「国有財産」「管理規則」など 
１４ 明治7（1874）年の 城外（京町新堀）への移転後、明治42

（1909）年に「錦山神社」から「加藤神社」へ改称した。当時の

九州日日新聞（明治42年4月5日）には、三百年会記念会にて発

表された変更理由の掲載がある。さらに現在地（城内本丸の櫨方

役所跡）へ加藤神社が移転したのは、昭和37（1962）年である。 
１５ 熊本県立第一高等学校（1984）。 
１６ 熊本市（2003）。 
１７ 国立国会図書館蔵（請求番号ＹＧ913-1616）。明治14（1881）

年に作成された写しで、鶴嶋（2015）に掲載あり。 
１８ 熊本博覧会は明治8（1875）年4月1日から60日間にわたり

錦山神社で開催された。東京文化財研究所（2004）に「熊本博覧

会」の掲載があり、「未タ見サルヲ見未タ知ラサルヲ知ル人間ノ楽

ミ之ヨリ大ナルハナシ当社陳列セル博覧ノ品類即チ其物ナリ今一

斑ヲ図写シテ之遠方未タ見知セサルノ人ニ寄ス亦吾カ楽ヲ推シテ

人ノ之ヲ楽ムヲ楽シムノミ遼豕ノ誹ハ敢テ辞スル処ニアラス博雅

ノ君子其レ之ヲ諒トセヨ 博覧会社」とある。「熊本博覧会」は乃

村工藝社グループ「博覧会資料COLLECTION」（管理コード：

1546）にも掲載がある 

（https://www.nomurakougei.co.jp/expo/exposition/detail?e_c

ode=1546）ほか、先行研究で一部言及がある。「奈良博覧会前史」

（https://www.library.pref.nara.jp/sites/default/files/nara

haku2018.pdf）、大貫涼子（2013）、野中勝利（2006）。 
１９「熊本鎮台敷地図」明治9（1876）年（熊本博物館蔵）。熊本市

（2019）に掲載あり。 
２０ 「千葉学校ハ当城東北ニ位シ今般囲込線内ニアツテ当県所轄ノ

中学校根元地所ハ人民ノ私有地ニシテ民費ヲ以買収シ建物ハ旧白

川県庁ヲ運転改築スル者ナリ依テ当今県庁ヨリ買上ノ義照会アリ

代価当否等協議中ナリ追テ事実ヲ詳ニシ上申ス可シ」とある。 
２１「熊本県窮民救助ノ為メ路線修築費需要伺」、同添付「熊本県下

道路修築ノ図」明治10（1877）年（国立国会図書館蔵）。松澤真

由美（2021・2022）に掲載あり。 
２２ 熊本市熊本城調査研究センター（2016）に記載。 
２３ 三斜法は、多角形からなる土地の面積を求めるために複数の三

角形に分割し、それぞれの三角形の面積を求め、それらを合計し

て全体の面積を算出する方法。明治15（1882）年2月に大蔵卿松

方正義から太政大臣三條実美へ提出された『地租改正報告書』（国

立国会図書館蔵）には「三斜丈量ノ図」が掲載されている。 
２４ 磯田（2022）「2 電信の始まり」に詳述あり。 
２５ 磯田（2022）「3 明治10年代の様相」に詳述あり。 
２６ 『熊本県公文類纂』明治大正期県政資料（自明治17年至明治

18年）、熊本県立図書館蔵 
２７ 地理局は地理事務を扱う内務省の内局が明治10（1877）年に

地理局に改称したもので、地籍・山林・量地・計算・文書の5課

を設置していた。 
２８ 熊本日日新聞社（1988）。 
２９ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、鈴木喬「第三編 古

城 第四章 熊本県庁」による。 
３０ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、花立三郎「第三編 

古城 第五章 第五高等中学校」による。 
３１ 公益財団法人永青文庫蔵。全11葉からなり、文久元（1861）

年以降に一群の絵図が作成されたと考えられる。熊本市熊本城調

査研究センター（2019）参照。 
３２ 熊本市熊本城調査研究センター（2019）（絵図・地図・写真）

P137-147に「熊本所分絵図」、同（史料・解説）P4第1図に「地

区の範囲と呼称」掲載。 
３３（官有財産管理規則）第七條 官有財産ノ貸付ハ左ノ期限ヲ超ユ

ルコトヲ得ス 第一 樹木培養ニ供スル土地ハ八十年以内 第二 農

工其ノ他ノ営業及住居ニ供スル土地ハ三十年以内 第三 土地森林

ノ使用権ハ十五年以内 第四 右ニ掲ケサル物件ハ三年以内 
３４（官有地取扱規則）第十一條 官ニ属スル公有地及公有水面ハ其

公用ヲ廃シタルニアラサレハ売払譲与交換又ハ貸付スルコトヲ得

ス但公衆ノ妨害トナラサル限リハ公用ニ供シタル儘有料又ハ無料

ニテ特ニ其使用ヲ許スコトヲ得 
３５ 木下(2020)。 
３６ 第六師団参謀部の迅速測図は「同じ縮尺図にもかかわらず、た

とえば等高線間隔は、5m毎と10m毎との双方を1図の中に含む」

などの指摘がある。井口悦男（2005）。 
３７ 第六師団参謀部の迅速測図は「図の精度は極めて低」いが、

「殆んど全平野域にわたっているところに資料価値の高さを見出

すことが出来る」との指摘がある。清水靖夫（1966）。 
３８「熊本第6号地図」明治22（1889）年 第六師団参謀部（熊本

市歴史文書資料室蔵） 
３９ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、増田民男「第三編 

古城 第六章 兵器支廠からグリーン地区へ 第一節 兵器支廠から

第六師団兵器部へ」による。 
４０ 熊本市都市政策研究所（2014）。 
４１ 野中（2014）。 
４２ 水野（2015）。 
４３ 水野（2015）。 
４４ 熊本城内配水池計画では2,635坪（約8,696㎡）の借地願が上

申されている。内容は以下のとおり。 

借地願 

熊本城内箱馬場天主臺跡 

一、坪数弐千六百参拾五坪 

右ハ熊本市唯一ノ高所ニシテ本市上水道配水池敷地トシテ最モ

適良ナル場所ニ有之候所同所ハ軍事上必要ナル所ナルヲ以テ御貸



54 7 28

公用土地買
上規則被定 太政大臣

三条実美
院省庁

第一三二号 院省庁 公用土地買上規則別紙ノ通相定候条此旨相達候事 明治八年七月二
十八日 太政大臣三条実美 公用土地買上規則 第一則 公用土地買上トハ国郡村市ノ保
護便益ニ供スルタメ院省使庁府見ニ於テ人民所有ノ土地ヲ買上ルヲ云フ 但国郡村市ノ
保護便益ニ供スル為メ人民ニテ鉄道電線上水等ノ大土工ヲ起ス時ハ其事業ニヨリ特別

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07040032400、『明治８年従６
月至１２月　太政官達　坤　第９３
号第１１８号』（防衛省防衛研究

―

55 10 9
砲兵営建築
地買上につ
いて伺

工兵第六
方面提理
代理 陸軍
大尉岩田
直晟
（印）

陸軍卿山
縣有朋殿

陸第二千四百三十六号扣 六方第七百九拾三号副 工四十四号 送第二千七百五拾四号ヲ
以、当方面熊本城ニ於テ砲兵一大隊営建築地所取調云々、御達ニ基キ則地所取調候
処、当城畔字古京町薬師坂上、華族細川護久并士族平野長明之両邸合併、坪数一万五
千六百六十三坪、右者土地乾燥ニシテ兵営建設適宜之地位ニ付、白川縣ヘ打合セ候
処、差支無之旨回答有之候間、官用地第二種之名称ヲ以、其筋ヨリ御引受相成度、仍
テ本年太政官日誌第九十八号 公用土地買上之御規則ニ照準需要并ニ地種番号等別紙
ニ記載シ図面相添、此段至急相伺候也 明治八年十月九日 工兵第六方面提理代理 陸軍
大尉岩田直晟（印） 陸軍卿山縣有朋殿 追而別紙図面紫色之ヶ所者、従前本省所轄ニ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04027354100、『大日記 砲兵
本支廠工兵各方面 １月木 陸軍省第
１局』（防衛省防衛研究所）
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56 10 24

熊本鎮台火
薬庫敷地官
有地に確定

内務局大
窪利通

陸軍局充

月第一〇二〇号 一第一八八三号 熊本鎮台火薬庫敷地候処ニ付泉県ヨリ申出候趣有之
本年六月三日付ヲ以テ別紙相除云々及御照会有之候処未タ筈御回報無之トモ当地所候
処ハ出野ニ有テ営所官用地ニ確定相成候趣有之状況候処官用地申地程収入ハ無之候ニ
付組入替之予定モ有之候条並別紙営所下相成候手続等詳細御取調至急御回報有之度候

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04026308100、『大日記 諸省
使庁来書 １０月 陸軍第１局』（防
衛省防衛研究所）

―

57 11 14
陸軍省所轄
諸城並土地
家屋貸渡方

陸軍省
工兵各方
面本署

○十一月十四日 号外 工兵各方面本署 当省所轄諸城並土地家屋一時不用ニ属スル場所
ハ賃銀ヲ課シ貸渡方別紙送第九百三十八号書面之通御指令有之依テ別紙送第四千八百
十六号之通在存城ノ府県ヘ相達置候条不都合無之様注意可致且借地料受取ノ都度工兵
方面 六年一月二十日制定十二年十月二十七日微兵令御改正 在勤ノ司契ヘ引渡可届出
此旨相達候事 別紙送第九百三十八号之送第四千八百十六号ハ即チ下文ナリ 但今後一
時不用地等新ニ借受度又ハ是迄ノ借受地返附致度願ノ者有之ニ於テハ該府県ノ申牒ヲ
得之ニ図区長ノ見込書相副可伺出候事

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C08070784700、『明治８年　陸
軍省達全書』（防衛省防衛研究所）

―

58 11 14

存城ニ孕メ
ル軍事関渉
ノ土地家屋
従来人民借
受ノ分ハ城
内同様無遺
漏可取調候
事

陸軍省 府県

○十一月十四日 号外 府県 其府県管下ニ於テ当省所轄城郭中従来人民住居ノ地所ハ追
テ引払方相達候迄 住居不苦云々明治六年第百八十八号ヲ以テ拝借地ト心得取税取纒メ
大蔵省ヘ可相納旨相達置候処来明治九年一月一日以来取納ノ儀ハ明細簿相副其地管轄
工兵方面ヘ可相納尚実際取調方ノ儀等左ノ条穎ニ基キ調査可致此旨更ニ相達候事 一借
地料ノ儀ハ隣地ニ比較取調尚工兵方面提理ト遂協議左ノ雛形ヲ摸シ取調表ヲ製シ工兵
方面ヲ経テ当省ヘ可差出事 一存城ニ孕メル軍事関渉ノ土地家屋従来人民借受ノ分ハ城
内同様無遺漏可取調候事 一借地料収納明細簿雛形ノ儀ハ従前同様可取調候事 一借地
料収納限月ノ儀ハ従来ノ成例ヨリ日数三十日繰上ケ可相納事

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C08070784800、『明治８年　陸
軍省達全書』（防衛省防衛研究所）

―

59 12 2

〔熊本鎮台
火薬庫敷地
について通
知〕

内務卿大
久保利通

陸軍卿殿

御省所轄熊本鎮台火薬庫敷地之義ニ付、白川縣ゟ伺出之趣モ有之、本年六月三日同十
月廿四日附再度及御照会候処、十月二十九日十一月十二日付再度御ノ之趣承知候右十
一月十二日付御候趣ニ依リ火薬庫敷地官有地第二入方本日県ヘ及指令候条此段為及御
通知候也 十一月二十八日 内務卿大久保利通 陸軍卿殿 別紙工兵第六付届ヘ相達ス 十
二月二日

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04026318400、『大日記 諸省
使諸省使庁之部 １２月月 陸軍省第
１局』（防衛省防衛研究所）

P486-
13

60 5 6
熊本県下花
岡山地に付
照会

陸軍大佐
小澤武雄

紙幣頭得
能良介殿

図面ハ別ニ御廻不申候此段及御回答候也 明治九年五月六日 陸軍大佐小澤武雄 紙幣頭
得能良介殿 土七百八十四号 熊本県管下鮑田郡横田村内花岡山埋葬地別紙図面書載之
面積去ル明治五年同所鎮台ヨリ元国川県ヘ打合越買上候地所ニ有之候処今般官有地第
三種ニ編入之儀正院ヘ上請致度右於御省御差支ハ無

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04026748000、『大日記 官省
使庁府県送達 5月土 陸軍省第1局』
（防衛省防衛研究所）

―

61 6 2
箱馬場建設
伺

工兵第六
方面提理
中佐大島
邦秀

陸軍卿山
縣有朋殿

第二百十六号陸第千五百廿二号第五ト弐百廿三号 伺之通 本年七月三十一日限決算可
致事 九年六月 第四局長 第五局副長 箱馬場建設之件伺 一、金百七拾円 五拾三銭六
厘 右者当熊本城鎮台本門前ニ於テ仮筥馬場結構致シ有之候処、今般右場所ニ躰操器械
取設候ニ付而ハ、取払申候ニ付、旧備前邸則砲兵第六大隊裏門前之空地、自然在来之
土塁有之候処ニ拠リ、略図之通馬場新設可致見込ニ付、入費取調候処、本行之通リ仍
而計費案等相添、此段相伺候也 追而本文御許可相成候ハゝ、砲兵営ニ病院新築入費残
金ヲ以仕払可申、此段添而相伺候也 九年六月二日 工兵第六方面提理 陸軍中佐大島邦
秀 陸軍卿山縣有朋殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04026891300、『大日記 自６
月１９日至９月 第５局第８課』
（防衛省防衛研究所）
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62 7 19

野砲営新築
地内建家御
買上之儀ニ
付伺

工兵第六
方面提理
中佐大嶋
邦秀

陸軍卿山
縣有朋殿

第三百八十九号 陸軍第千九百七十六号 第五ト三百六十号 伺之通 但金額之儀者砲兵
営・病院両建築残金ヨリ仕払、本年十月十日限リ決算可致事 九年九月 第四局長代理
第五局長代理 野砲営新築地内建家御買上之義ニ付伺 一、金五千百四拾円六拾銭弐厘
右者当熊本ニ於而、野砲営一大隊営新築地内細川護久所有之建家、先般献納致度旨申
出候ニ付而者、御手当金之見込伺出候処、去付三日陸第千二百九十五号ヲ以書面之趣
献納ヲ名トシ手当金ヲ要求スル云々、到底不都合之旨御指令之趣詳承仕、該縣へ打合
候処、献納之名義者取消、御買上之義者差支無之段、別紙写之通リ回答致候、尤御買
上代価之儀者同御指令中、但書之旨も有之、夫是取調候得共、当地市井之建物売買価
格ニ比較致候而も、別段不当之代価ニも無之様奉存候、依而此余減額ニ而者買収之協
議も調兼、且又他ニ可要地所も無之候ニ付、旁本行之金額ヲ以御買上相成度、依而該
縣へ往復書類相添、此段更ニ相伺候也 追而御買上建家図面、先般壱葉御収受相成候ニ
付、今般者壱葉差出申候也 九年七月十九日 工兵第六方面提理中佐大嶋邦秀 陸軍卿山
縣有朋殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04026907500、『大日記 自６
月１９日至９月 第５局第８課』
（防衛省防衛研究所）
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63 8 16

野砲一大隊
営新築地所
御買上の儀
伺

工兵第六
方面提理
中佐大嶋
邦秀

陸軍少輔
大山巌殿

第三百九十二号陸第千九百七十一号 伺之通 但金額之儀は砲岳営及病院建築残金之内
ヨリ仕払本年十月隈リ決算可到事 八月十六日内務省へ及懸合清水第四局長代理 第五
局長代理 内務省へ掛合案 熊本鎮台付属野砲営地之見込を以同県下細川護久邸等甲号
図面朱書内惣積り壱万弐千百令壱坪建物植物とし当省へ買上本営築設之為メ受領致度
内議ニ付乙号家図及代価調書等壱括相添御異存之有無及候問合候条至急御回答有之度
候也 追而本営建築之儀ハ甚至急候目途ニ付八・・・八月十五日 第四局長代理 野砲一
大隊営新築地所御買上の儀伺 一、金千八百六拾九円七拾〓銭五厘 右ハ・・・野砲一
大隊営新築地所御買上・・・九年七月十九日 工兵第六方面提理陸軍中佐大嶋邦秀

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04026907800、『大日記 自６
月１９日至９月 第５局第８課』
（防衛省防衛研究所）

―

64 8 17

熊本鎮台野
砲営地所買
上について
照会

陸軍卿代
理陸軍少
輔大山巌

内務卿大
久保利通
殿

千二百九十四号 熊本鎮台附属野砲営地之見込ヲ以、同縣下細川護久邸等甲号図面朱画
内、惣積壱万弐千百零壱坪、建物・植物共当省ヘ買上、本営築設之為メ受領致度ニ
付、乙号家図及代価調書等壱括相添、御省御差支有無及御問合候条、至急御回答有之
度候也 八月十七日 陸軍卿代理陸軍少輔大山巌 内務卿大久保利通殿　追本営建築之儀

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04026791700、『大日記 官省
使庁府県送達 ８月土 陸軍省第１
局』（防衛省防衛研究所）
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65 9 1

熊本鎮台附
属野砲営建
設地所御渡
相成度旨伺

陸軍少輔
大山巌

右大臣岩
倉具視殿

工千三百五十七号 熊本鎮台附属野砲営建設地御渡相成度旨伺 熊本鎮台附属野砲営建
設地ハ見込ヲ以、同縣下細川護久邸等別紙図面朱画内惣積壱万弐千百零壱坪并建物・
植物共当省買収ヲ以、本営築設之為メ所用致度旨、内務省ヘ及照会候処、異存無之旨
回答申越候条、官有地第二種之儀ヲ以御渡相成度、右ハ事実差急次第ニ付、早々何分
之御指令有之様致度、此段相伺候也 九年九月一日 陸軍卿山県有朋代理陸軍少輔大山
巌 右大臣岩倉具視殿 伺之趣聞届候事 明治九年九月八日（印）

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04026797700、『大日記 送達
の部 ９月土 陸軍省第１局』（防衛
省防衛研究所）
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66 9 22

熊本鎮台野
砲営地細川
邸地所建物
受取につい
て催促

渡辺陸軍
中佐

内務大少
丞御中

千四百三十五号 曽テ御引渡方伺済相成候熊本鎮台野砲営地ナル細川邸地所建物、該
縣ゟ可受旨工兵第六方面夫署ヘ及指揮候処、左之通同方面提理ゟ電報ニ而申出候付、
至急 渡方取計候様、同縣ヘ急速御下知相成度、此段及御催促候也 九月廿二日 渡邊陸
軍中佐 内務大少丞御中 本日熊本工兵第六方本署ゟ電報 細川邸地所建物伺済御達シ承
知セリ、未タ縣ヘ達シナキニ付、速ニ内務省之御催促アリタシ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04026804300、『大日記 送達
の部 ９月土 陸軍省第１局』（防衛
省防衛研究所）
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67 10 3

熊本県下加
藤神社及ヒ
元金沢城内
尾崎神社転

節貴

陸軍少輔
大山巌

内務卿大
久保利通
殿

工千四百九十六号 本年九月七日付ヲ以之知別下名古屋城郭内ニ有之素戔鳴神社及東照
宮之両社座貴金之義御照会ニ付粗御答申進致処同十五日同二十七日ニ付両御従トモ致
承知ノ最初之御来京ニ云両社引移ノ費用ハ管下人民ニ致候訳ニモ難別且多少費用モ相
置儀モ有之候ニ付相当之金員当省ヨリ下渡様該県今ヨリ締之申出ニ之致有之御勘弁致

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04026810100、『大日記 送達
の部 １０月土 陸軍省第１局』（防
衛省防衛研究所）

―

68 10 26

神風連の乱
報告

陸軍省
陸軍卿山
縣有朋殿

第九十二号 夫レ鎮台県庁ノ設タルヤ無朝ヲ輔翼シ万ミヲ保全シ専ラ禦侮治安ノ任ヲ可
尽ノ処及テ醜膚ニ阿順ニ固有ノ刀釵ヲ禁偉シ隠ニ邪教ノ蔓衍タ慫慂シ於ニ神皇ノ国土
ヲ彼ニ売与シ内地ニ雑居セシメントスルノミナラス畏クモ聖上ヲ外国ニ遷奉ナシ奉ラ
ントスルノ姦謀邪計願鎮シ其大逆無道神人共ニ怒スル所ノ国賊タル了更ニ弁ヨ待タサ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C08052381800、『明治９年　卿
官房　中西国事件密事日記１０月』
（防衛省防衛研究所）

―

69 11 8

熊本鎮台砲
兵営建築地
近接地交換
について照
会

陸軍卿山
縣有朋

内務卿大
久保利通
殿

土千七百十五号 熊本縣下熊本砲兵営建築地近接別紙図面紫色百七拾六坪ハ当省之所
轄地ニ候処、同図面中該縣管轄赤色之地所四百拾壱坪ト交換之儀、縣官ニ於テ希望ニ
付云々、其筋ゟ伺出候処、右交換致候上ハ当省之都合も亦不尠儀ニ付、紫色之地所并
古建物トモ返附ニ属シ、赤色之箇所ハ更ニ受領之上請致度、御省於テ御差支ハ無之
哉、図面之儀此段及御照会候也 十一月八日 陸軍卿山縣有朋　内務卿大久保利通殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04026831400、『大日記 送達
の部 １１月土 陸軍省第１局』（防
衛省防衛研究所）
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整備」で熊本医療センター部分は既に除外済みだが、これら施設

のそもそもの設置経緯は近代や戦後まで遡るもので、今後の変更

や見直しはこれらの歴史的背景も充分把握した上で実施する必要

がある。 
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複する資料が多い。そこで相互の資料・出典を照合・補完できる

よう、付表には熊本市熊本城調査研究センター（2019）の掲載番

号も併記した。また近代地図や古写真についても、同『歴史資料

編（絵図・地図・写真）』の掲載番号を本文中で引用した。 
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70 12 27

熊本城近接
地買上及道
路囲込等之
儀ニ付伺

工兵第六
方面提理
代理 陸軍
少佐別役
成義

陸軍卿山
縣有朋殿

陸第五拾三号等 第四ノ六工弐号 六方乾第五百五十号副 工三百七号 熊本城近接地買
上及道路囲込之儀ニ付伺 当熊本城郭及附属土地等軍事関渉必用之個所、民有ニ属スル
分并道路囲込等之儀、本年四月十五日附ヲ以、前提理大島中佐相伺候処、陸第千五十
五号ヲ以伺之赴、当分従前之侭可差置旨御指令有之候義ニ御坐候、然ルニ当地先般暴
動之際等ニ至テハ、惣警備上ニモ相関シ不都合相生シ候趣、尚篤ト取調候処、別紙図
面甲乙丙丁戊己ノ六邸ハ買上相成、黄色之道路囲込相成、至急本省所轄ニ不相成候而
ハ・ニ差支不尠、尤本文御許可之上ハ地方官ヘ照会、地価建物代価等詳細取調可申
出、依テ図面景況書相添、此段至急相伺候也 追而本文之義、来十年七月以降、予算ニ
組入置候得共、至急御許可相成候得ハ、別途金額御払出相成度、此段申添候也 明治九
年十二月廿七日 工兵第六方面提理代理陸軍少佐別役成義 陸軍卿山縣有朋殿 伺之趣、
公用土地買上規則ニ照準し詳細取調、至急可申出候事、十年一月十六日 住江常雄・田
中典儀ノ両邸・・・細川興増・長岡知暢ノ両邸・・・旧一日亭・・・続敏邸・・・

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04027353400、『大日記 砲兵
本支廠工兵各方面 １月木 陸軍省第
１局』（防衛省防衛研究所）

239

71 12 28
野砲営新築
地所変換之
儀ニ付伺

工兵第六
方面提理
代理 陸軍
少佐別役
成義

陸軍卿山
縣有朋殿

陸第三十七号扣 第四ノ六工壱号 六方乾第五百五十一号副 工第九十号 野砲営新築地
所之儀ニ付伺 当熊本野砲兵営ハ、既ニ旧細川護久邸地エ建築之儀御決定相成候処、先
般暴動後野砲兵営之儀ハ当分見合置、右機品ヲ用ヒ歩兵営并山砲兵営焼失跡建築可致
云々、送第三千七百六拾五号ヲ以、御指令相成、其後送第四千弐百拾壱号来月十九日
付ヲ以野砲営之儀も尚引続キ建築之見込ヲ以、着手可致義ト可相心得旨、再度御指令
相成候、然ルニ建築地所、成義赴任之上、実地点見致候処、則別紙之通ニ有之候間、
今一応於其筋御詮議之上、何分之御指令相成度、此段至急相伺候也 明治九年十二月二
十八日 工兵第六方面提理代理 陸軍少佐別役成義 陸軍卿山縣有朋殿 伺之趣、難聞届
候事　明治十年一月廿九日 杢礟兵営新築地所変換見込書 野砲兵営地細川護久邸ヲ山
崎練兵場ニ変換見込書 夫砲兵ヲ設置スルハ、其地方ニ適当トスルヤ否ヲ論究セサル可
ラザ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04027358700、『大日記 砲兵
本支廠工兵各方面 １月木 陸軍省第
１局』（防衛省防衛研究所）
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72 1 8

野砲営建築
掛官員御差
向相成度儀
ニ付伺

第六方面
提理代理
陸軍少佐
別役成義

陸軍卿山
県有朋殿

陸第百五十七号 第六方壱号副 工六拾号 野砲営建築掛官員御指向相成度儀ニ付伺 当
熊本暴動之節、焼失相成候歩兵・山砲両営、野砲営材品ヲ以至急建築可致旨、客年送
第三千七百六十五号ヲ以御指令有之、方今起工之際亦々野砲営之儀モ引続キ建築可致
旨、今般送第四千弐百十一号御指令之趣承知仕候、然ルニ方今之人員ニテハ歩兵・山
砲両営建築ニモ足合兼候場合ニ付、野砲営建築掛リ工役長以下官僚該事業ニ相応之人
員、至急御差向相成度、此段相伺候也 明治十年一月八日 工兵第六方面提理代理陸軍
少佐別役成義陸軍卿山県有朋殿 追テ御参考之為別紙現員表相添、此段中懸候也 伺之
趣、工役長ハ他営建築衛ニテ兼任シ、・・・

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04027355700、『大日記 砲兵
本支廠工兵各方面 １月木 陸軍省第
１局』（防衛省防衛研究所）
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73 1 18

野砲営仮厩
１棟新築費
伺

工兵第六
方面別役

陸軍卿殿

工第五十号 陸三千二百六十二号 野砲営仮厩壱棟新築入費伺 金六百弐拾七円拾八銭二
厘右ハ本月八日電信ヲ以一応伺済相成候熊本花畑ニ於テ野砲営仮厩壱棟新築入費金額
書面之通相及候間別紙計費図案相添此段相伺候也 追本文御許可之上ハ入費金額別途御
渡相成度候也 十二月廿日 工兵第六方面別役陸軍少佐陸軍卿殿 伺之通 十年一月十八

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04027354700、『大日記 砲兵
本支廠工兵各方面 １月木 陸軍省第
１局』（防衛省防衛研究所）

―

74 2 13

衛戍兵屯所
ニ付寝台取
設伺

第六方面
提理代理
陸軍少佐
別役成義

陸軍卿山
県有朋殿

陸第二百七十五号 工百三十六号 第六万九号 衛戍兵屯所ニ仕付寝台取設伺 当熊本衛
戍主衛兵屯所之義ハ該城宇土櫓修繕供用可致段客年八月二十一日付ヲ以テ相伺陸第二
千二百五十四号ヲ以御指令相成既ニ現今相用来候処仕付寝台取無之置寝台相用候テハ
不都合不少素ヨリ武装之侭休息為致候儀ニ付仕付寝台取設申度此段相伺候也 明治十年
一月二十二日 工兵第六方面提理代理陸軍少佐別役成義 陸軍卿山県有朋殿 伺之通二月

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04027368900、『大日記 砲兵
工兵の部 ２月木 陸軍省第１局』
（防衛省防衛研究所）

P487-
14

75 2 24

熊本電信分
局本日より
通信取扱 電信分局 本営御中

第六号 熊本電信分局之来今般同・・原町ヘ引渡シ本日ヨリ通信取扱ニ付此段御通知ニ
及候也 電信分局 本営御中

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09081752400、『来翰日記　附
伺届　１　明治１０年２月２４日～
明治１０年５月１日』（防衛省防衛
研究所）

―

76 2 24

熊本電信分
局の儀原町
へ引移の事
高麗橋電信

電信分局
征討総督
本営御中

熊本電信分局之儀的般同・・原町ヘ引移シ本日ヨリ報・・取扱候ニ付此段御報知
ニ・・及候也 二月二十四日 高麗橋 電信分局 征討総督本営御中

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09081810200、『諸方来翰綴
１　明治１０年２月１３日～明治１
０年５月１日』（防衛省防衛研究

―

77 3 3

〔熊本城測
量図写の回
想願〕 牧野少佐

原田大佐
殿

第百五十二号 熊本城之測量図四局ニ有ル筈ナリ至急写して御廻アリタシ以来何事モ神
戸陸軍参謀部宛ニテ御差白雉ルメレ 三月三日 牧野少佐 原田大佐殿 第百五十三号 九
州全団金五十双至急御送リアリタシ以来図面ハ・・書打ヲ致シ御差越アルヘシ 三月三
日 牧野少佐 原田大佐殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09081699100、『発翰日記　１
明治１０年２月２４日～１０年５月
２日』（防衛省防衛研究所）

P488-2

78 3 29

囚獄徒刑場
取設の節囚
人容積等の
儀伺

工兵第六
方面提理
代理陸軍
少佐別役
成義

陸軍卿山
県有朋代
理陸軍少
将井田譲
殿

工九百二十八号 囚獄並徒刑城取設之節囚人容積等之儀伺 当熊本鎮台附属囚獄並徒刑
場等従来旧花畑ニ取設有之候処先般悉皆焼失相成候ニ付不取敢錦山社前当時県庁ヨリ
借受之倉庫ヲ以仮ニ相充テ置候処右ハ全ク一時充用之義ニ而追々差支之兼モ有之候就
而ハ新築之儀取調可伺出之処該囚獄課官員其他徒刑場囚人等之容積取調方当署ニ於テ
見込兼候間右建築方法等夫々御指揮相成候様仕度此段相伺候也 明治十年三月二十九日
工兵第六方面提理代理陸軍少佐別役成義 陸軍卿山県有朋代理陸軍少将井田譲殿 伺之
趣別紙図面ニ依リ建築スヘキ見込ヲ以費額

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04027490400、『明治１０年
大日記砲工兵方面９月木陸軍省第１
局』（防衛省防衛研究所）

―

79 3 30

熊本近傍地
図御渡相成
度伺

第二局長
代理陸軍
中佐浅井
道博

陸軍卿山
県有朋殿
代理陸軍
中将西郷
従道殿

局第三百六十九号 ・・第六百十四号 地図御下渡相成度伺 熊本近傍図 三国ノ図 九州
ノ図 各二通り 右者当局ニ於テ入用候条御下ケ渡シ相成度此段相伺候也 第二局長代理
陸軍中佐浅井道博 十年三月 陸軍卿山県有朋殿代理陸軍中将西郷従道殿 伺之通参謀局
ヨリ可受取事 三月三十日

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04027202800、『大日記 省内
各局参謀近衛病院 教師軍馬局 ３月
水 陸軍省第１局』（防衛省防衛研
究所）

―

80 4 2

紙幣局出版
熊本近傍図
代価支払御
達の件

陸軍大佐
原田一道

陸軍大尉

第三拾号 別紙大・・有残幣局ニ百出版ミ熊本・・近国拾枚ミ代価可払出此旨右達候事
謀局長代理 明治十年四月二日 陸軍大佐原田一道 合計部 追ケ別紙一覧・・返部可致
分 別紙 熊本侍近ミ国拾板至急使用シ・・ヲ次テ払下方本両雇致野葉・・ヘ宛御ナ越
リ・・リノ承右・・枚左且中案法前最点少百生山降分衆入用シ飫本高休・・・・シ郎
八本部ヘ御引合物求リ両兵要御払下取計可中幺日左様左承別有ノ度リ也有ミ度リ也 残
幣局 四月一日 整理部 陸軍参謀局 宇件木員丈・・

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09080695600、『小日記　ロ
明治１０年１月４日～明治１０年１
２月２８日』（防衛省防衛研究所）

―

81 4 10

九州図、三
国図、熊本
近傍図他送
致の事

参謀部出
張所

総督本営
御中

第六百四十五号 一九州図 二十枚 一三国図 二十枚 一熊本近衛図 三十枚 一熊本南方
図 十枚 一熊本侍近図 二十枚 右図類此度乃御送・・候ニ付御厳手相成度候也 四月十
日 参謀部出張所 総督本営御中

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09081735800、『発翰日記　１
明治１０年２月２４日～１０年５月
２日』（防衛省防衛研究所）

―

82 4 11

石版並摺器
械御買上相
成度伺

陸軍大佐
原田一道

山県卿殿
代理西郷
中将殿

肆第千三百十二号 参送一第五百三十号 参利第六十八号 参第九十七号 石版并摺器械
御買上御成度儀付伺 一 石版 三十枚 此代価凡五百円余 一 同摺器械 一個 此代価凡
参百円位 右ハ是迄相用ヒ候石版并摺器械不足ノミナラス現今必用之熊本近傍図九州全
図色摺等始数種之地図巨多之枚数摺立殆磨減之至リ今後尚至急多数之品摺立候節ハ差

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04027224100、『大日記 省内
各局参謀近衛病院 教師軍馬局 ４月
水 陸軍省第１局』（防衛省防衛研

―

83 4 16

熊本近傍図
代価支払御
達の件

陸軍大佐
原田一道

会計部

第三拾四号 一金三十三陟也 右去紙幣百分譲客熊本傷近・・救代偵万残之通可仕
払・・・・左達疼事 参謀局長代理 明治十年四月十六日 陸軍大佐原田一道 会計部

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09080695900、『小日記　ロ
明治１０年１月４日～明治１０年１
２月２８日』（防衛省防衛研究所）

―

84 4 19

熊本鎮台か
らの城門守
則制定の届
出の通報
督

総督本営 第三旅団

発甲第五百二号 別紙之通リ城ツ当則相定候旨熊本鎮台ヨリ届出此ニ付為心得此旨相達
候事 明治十年四月十九日 総督本営 第三旅団 城門守則 第一条各柵門八復哨ヲ置キ厳
ニ通行ヲ改メ海陸軍定規ノ徽章アル者并印鑑所持ノ者ヲ除クノ外通行ヲ禁ス 第二条無
章無印鑑ノ輩通行セント・・スル者ハ所用ノ属スル地ニ送付スヘシ 第三条人力車ニテ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09084871000、『来翰綴　第１
号　明治１０年３月１０日～１０年
４月３０日』（防衛省防衛研究所）

―

85 4 ―

西海道全図
幾部にても
早急送る様
熊本本営よ

― ―

来第九十号 西海道全図幾部ニテモ早急送ル様熊本本営ヨリ申越ニ付其地ラ召ル分必用
之外至急送リ方在ルヘシ 同 西海道全図幾部テ・・早急送ル可シト熊本本営ヨリ申越
ニ付出来ノ・・幾部・・モ至急送リ方御依頼ニ及フ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09081621000、『電信其他原稿
大阪三橋楼　明治１０年３月１３日
～１０年４月４日』（防衛省防衛研

―

86 4 21

西海道全図
可送か御答
えを乞う
参謀局

東京参謀
部 参謀部
出張所

―

第六百七十二号 西海道全図可五十部出来タリ可送カ御答ヲ乞フ 四月二十一日午前十
一時十五分発 〃十一時三十分着 東京参謀部 参謀部出張所

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09081803100、『来翰日記　附
伺届　１　明治１０年２月２４日～
明治１０年５月１日』（防衛省防衛

―

87 4 23

熊本城内洋
学校に団本
営及び参謀
部を置く

陸軍省 ―

緒言 此ノ書明治十年四月十六日当団編成同月二十三日熊本城内洋学校内ニ団本営及ヒ
参謀部ヲ置キ事務開剏ノ日ヲ以テ始メ次テ鹿児島ニ回ワリ重富加治木ヲ衛テ団府ヲ略
敷根上ノ段福山ヲ越ヘ笠水通山ニ戦テ都ノ賊ニ侵入シ山ノ口ヲ落シ船引清武ヲ突貫シ
ケ宮崎ニ入リ広瀬・・ノ口都濃ヲ経ケ美々津川ニ対戦細島ヲ遇キ角川ニ戦ヒ延岡ニ侵

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09084962000、『日記　第２号
明治１０年４月１６日～１０年１０
月３日』（防衛省防衛研究所）

―

88 4 25

山崎練兵場
増地買上聞
届電報

熊本別役
少佐

西郷殿

工三百七十六号 山崎練兵場増地至急買上ケノ事聞届タリ十年四月廿五日 西郷中将別
役少佐工三百七十七号 陸九百四十六号 山崎練兵場続キ家屋焼失ニ付取広ケ方質打電
ニ及ヒ県官ヘ協議スム人民帰ラヌ内決定不致テハ差支アリ買上取計可然哉直クニ御指
令ヲ待ツ四月廿五日午後五時二十分進西郷殿 熊本別役少佐

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04027397900、『大日記 砲工
兵方面の部 ４月木 陸軍省第１局』
（防衛省防衛研究所）

―

89 5 1

国道六間県
道五間の道
幅に更正潰
地坪数可伺

熊本県権
令富岡敬
明

 区戸長

番外丙第四号 十五十六大区ヲ除外 区戸長 令般燹ニ罹リ候各区市街村落之義国道県道
ノ部分ニ関スル個所ハ先般公布ノ趣ニ因リ国道ハ六間県道ハ五間ノ道幅ニ更正ノ積ニ
候条目下家屋建築致シ候者ハ右成規ノ道幅ヲ存シ造可致就テハ右道敷潰地ニ為係ル坪
数等詳細取調至急可伺出此旨相達候事 但熊庁ヨリ測量標木ヲ建縄張相設ケ候条目下仮

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09083455900、『熊本県諸達
明治１０年４月２１日～１０年７月
２１日』（防衛省防衛研究所）

―

明治
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1877
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１１ 存城は太政官達別冊第一号「諸国存城調書」（1873）、廃城は太

政官達別冊第二号「諸国廃城調書」（1873）による。森山英一

（2017）に掲載。 
１２ アジア歴史資料センター「ＪＡＣＡＲ」（Japan Center for 

Asia Historical Records National Archives of Japan）の説明

は、ホームページ「センターの概要と特徴」から一部引用する。 

https://www.jacar.go.jp/about/outline.html 

「アジア歴史資料センターは、インターネットを通じて、国の機

関が保管するアジア歴史資料（原資料＝オリジナル資料）を、パ

ソコン画面上で提供する電子資料センターであり、国立公文書館

において運営されて」いる。「ここでいうアジア歴史資料とは、近

現代の我が国とアジア近隣諸国等との関係に関わる歴史資料とし

て重要な我が国の公文書及びその他の記録のこと」である。「平成

13（2001）年11月30日に開設され」、「現在、アジア歴史資料セ

ンターでは、国立公文書館、外務省外交史料館、防衛省防衛研究

所戦史研究センターが保管するアジア歴史資料のうち、これらの

所蔵機関において電子化が行われたものから順次提供を受け、公

開している」。 
１３ アジア歴史資料センター データベース横断検索

https://www.jacar.archives.go.jp/gf/cgi/start 

【資料検索に使用したキーワード例】 

「存城」「廃城」「熊本城」「本丸」「二の丸」「天守」「宇土櫓」 

「天皇」「行幸」「千葉城」「古城」「宮内」「古京町」「新堀」 

「公園」「博覧会」「共進会」「招魂祭」「招魂社」「大演習」 

「藤崎台」「有終社」「偕行社」「谷村計介」「銅像」「記念碑」 

「内務省」「陸軍省」「大蔵省」「地理局」「地図」「測量」 

「西海道鎮台」「鎮西鎮台」「熊本鎮台」「第六師団」「乙輯」 

「鎮台病院」「衛戍病院」「加藤神社」「錦山神社」 

「神風連の変」「西南戦争」「日清戦争」「日露戦争」 

「国道」「県道」「里道」「兵器支廠」「道路」「電信分局」 

「熊本県」「熊本市」「陸軍省所轄地」「統計」「山崎練兵場」 

「歩兵第二十三連隊」「移転」「県庁」「市役所」「監獄」 

「軽便鉄道」「大日本軌道」「菊池軌道」「都市計画」「配水池」 

「街路」「市電」「橋」「堀跡」「濠」「埋め立て」「蓮堀」「養魚」

「午砲台」「土地」「貸渡」「貸下」「準貸付」「借用」「買上」 

「交換」「所管換」「官有財産」「国有財産」「管理規則」など 
１４ 明治7（1874）年の 城外（京町新堀）への移転後、明治42

（1909）年に「錦山神社」から「加藤神社」へ改称した。当時の

九州日日新聞（明治42年4月5日）には、三百年会記念会にて発

表された変更理由の掲載がある。さらに現在地（城内本丸の櫨方

役所跡）へ加藤神社が移転したのは、昭和37（1962）年である。 
１５ 熊本県立第一高等学校（1984）。 
１６ 熊本市（2003）。 
１７ 国立国会図書館蔵（請求番号ＹＧ913-1616）。明治14（1881）

年に作成された写しで、鶴嶋（2015）に掲載あり。 
１８ 熊本博覧会は明治8（1875）年4月1日から60日間にわたり

錦山神社で開催された。東京文化財研究所（2004）に「熊本博覧

会」の掲載があり、「未タ見サルヲ見未タ知ラサルヲ知ル人間ノ楽

ミ之ヨリ大ナルハナシ当社陳列セル博覧ノ品類即チ其物ナリ今一

斑ヲ図写シテ之遠方未タ見知セサルノ人ニ寄ス亦吾カ楽ヲ推シテ

人ノ之ヲ楽ムヲ楽シムノミ遼豕ノ誹ハ敢テ辞スル処ニアラス博雅

ノ君子其レ之ヲ諒トセヨ 博覧会社」とある。「熊本博覧会」は乃

村工藝社グループ「博覧会資料COLLECTION」（管理コード：

1546）にも掲載がある 

（https://www.nomurakougei.co.jp/expo/exposition/detail?e_c

ode=1546）ほか、先行研究で一部言及がある。「奈良博覧会前史」

（https://www.library.pref.nara.jp/sites/default/files/nara

haku2018.pdf）、大貫涼子（2013）、野中勝利（2006）。 
１９「熊本鎮台敷地図」明治9（1876）年（熊本博物館蔵）。熊本市

（2019）に掲載あり。 
２０ 「千葉学校ハ当城東北ニ位シ今般囲込線内ニアツテ当県所轄ノ

中学校根元地所ハ人民ノ私有地ニシテ民費ヲ以買収シ建物ハ旧白

川県庁ヲ運転改築スル者ナリ依テ当今県庁ヨリ買上ノ義照会アリ

代価当否等協議中ナリ追テ事実ヲ詳ニシ上申ス可シ」とある。 
２１「熊本県窮民救助ノ為メ路線修築費需要伺」、同添付「熊本県下

道路修築ノ図」明治10（1877）年（国立国会図書館蔵）。松澤真

由美（2021・2022）に掲載あり。 
２２ 熊本市熊本城調査研究センター（2016）に記載。 
２３ 三斜法は、多角形からなる土地の面積を求めるために複数の三

角形に分割し、それぞれの三角形の面積を求め、それらを合計し

て全体の面積を算出する方法。明治15（1882）年2月に大蔵卿松

方正義から太政大臣三條実美へ提出された『地租改正報告書』（国

立国会図書館蔵）には「三斜丈量ノ図」が掲載されている。 
２４ 磯田（2022）「2 電信の始まり」に詳述あり。 
２５ 磯田（2022）「3 明治10年代の様相」に詳述あり。 
２６ 『熊本県公文類纂』明治大正期県政資料（自明治17年至明治

18年）、熊本県立図書館蔵 
２７ 地理局は地理事務を扱う内務省の内局が明治10（1877）年に

地理局に改称したもので、地籍・山林・量地・計算・文書の5課

を設置していた。 
２８ 熊本日日新聞社（1988）。 
２９ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、鈴木喬「第三編 古

城 第四章 熊本県庁」による。 
３０ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、花立三郎「第三編 

古城 第五章 第五高等中学校」による。 
３１ 公益財団法人永青文庫蔵。全11葉からなり、文久元（1861）

年以降に一群の絵図が作成されたと考えられる。熊本市熊本城調

査研究センター（2019）参照。 
３２ 熊本市熊本城調査研究センター（2019）（絵図・地図・写真）

P137-147に「熊本所分絵図」、同（史料・解説）P4第1図に「地

区の範囲と呼称」掲載。 
３３（官有財産管理規則）第七條 官有財産ノ貸付ハ左ノ期限ヲ超ユ

ルコトヲ得ス 第一 樹木培養ニ供スル土地ハ八十年以内 第二 農

工其ノ他ノ営業及住居ニ供スル土地ハ三十年以内 第三 土地森林

ノ使用権ハ十五年以内 第四 右ニ掲ケサル物件ハ三年以内 
３４（官有地取扱規則）第十一條 官ニ属スル公有地及公有水面ハ其

公用ヲ廃シタルニアラサレハ売払譲与交換又ハ貸付スルコトヲ得

ス但公衆ノ妨害トナラサル限リハ公用ニ供シタル儘有料又ハ無料

ニテ特ニ其使用ヲ許スコトヲ得 
３５ 木下(2020)。 
３６ 第六師団参謀部の迅速測図は「同じ縮尺図にもかかわらず、た

とえば等高線間隔は、5m毎と10m毎との双方を1図の中に含む」

などの指摘がある。井口悦男（2005）。 
３７ 第六師団参謀部の迅速測図は「図の精度は極めて低」いが、

「殆んど全平野域にわたっているところに資料価値の高さを見出

すことが出来る」との指摘がある。清水靖夫（1966）。 
３８「熊本第6号地図」明治22（1889）年 第六師団参謀部（熊本

市歴史文書資料室蔵） 
３９ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、増田民男「第三編 

古城 第六章 兵器支廠からグリーン地区へ 第一節 兵器支廠から

第六師団兵器部へ」による。 
４０ 熊本市都市政策研究所（2014）。 
４１ 野中（2014）。 
４２ 水野（2015）。 
４３ 水野（2015）。 
４４ 熊本城内配水池計画では2,635坪（約8,696㎡）の借地願が上

申されている。内容は以下のとおり。 

借地願 

熊本城内箱馬場天主臺跡 

一、坪数弐千六百参拾五坪 

右ハ熊本市唯一ノ高所ニシテ本市上水道配水池敷地トシテ最モ

適良ナル場所ニ有之候所同所ハ軍事上必要ナル所ナルヲ以テ御貸



90 5 31

兵営建築電
報にて伺

井田少将

熊本工兵
第六方面
本署別役
少佐

工五百〇六号 陸第千二百廿九号 花畑・・歩兵壱大隊営差支仍テ連隊営ヘ連接長岡細
川邸ヘ一大隊半永久営二万七千五百円ニテ至急建築致シタシ相伺電信ニテ御指令有タ
シ委細ハ郵便ニテ送ル五月廿八日熊本別役少佐井田少将殿 工五百〇七号 歩兵一大隊
屯営建築之義伺之通 金額別途相渡スベシ五月三十一日 井田少将熊本工兵第六方面本

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04027425400、『大日記 砲兵
工兵方面 ５月木 陸軍省第１局』
（防衛省防衛研究所）

―

91 6 8

熊本市街外
戦地相成場
所総督測量
件相達

熊本県権
令富岡敬
明

区戸長

番外乙第三十二号 区戸長 熊本市街并ニ田原坂木葉其外戦地相成候場所総督本営ヨリ
測量相成別紙雉形之標旗相用儀御逹有之候条旨為心得相逹候 明治十年六月八日 熊本
県権令富岡敬明

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09083461600、『熊本県諸達
明治１０年４月２１日～１０年７月
２１日』（防衛省防衛研究所）

―

92 6 18

熊本城実測
図面差出す
べきか問合
せの件

工兵第六
方面本署

軍団参謀
部 福田
大尉殿

過日来当地測量施行有之候処熊本城之義ハ先般工兵第六方面ニ於テ実測致シ・・来相
成候図面有之候趣ニ付若所用可相成者ニ候・・同城・・ケ・・右之図面ヲ基礎ナ・・
ニ修飾致・・候テハ如何・・不然モ地形考察測站中撰・・等之・・導ニ・・可相成ト
存候ニ付入用・・・・・・工兵方同江申談シ右図面為差出申哉此段及問合候也 六月十

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09083219600、『雑綴　印鑑書
類　ロ６　明治１０年５月２日～１
０年７月１０日』（防衛省防衛研究

―

93 6 19

実測調整の
熊本城図面
至急差出依
頼

軍団参謀
部

工兵第六
方面本署

先般其本署ニ於テ実測調整相成候熊本城図面入用ニ付至急御差出本年度此段申入候也
六月十九 軍団参謀部 工兵第六方面本署 追テ本文図面十軍団測量掛製図入用ニ付成文
撰写ノ誤無之・・一葉御差出相成度候

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09083220000、『雑綴　印鑑書
類　ロ６　明治１０年５月２日～１
０年７月１０日』（防衛省防衛研究

―

94 6 25

西海道全図
を廻す 陸軍少将

井田譲
前島内務
少輔殿

六月二十五日 土千六十二号 士官学校ニ於テ出・・之九・・全・・二・・御送附・・
致旨御照会之処同校・・・・調製之・・面・・無之今般当省参謀局ヲ於テ出・・之分
ト・・・・ニ付別紙西海・・全・・・・・・通及御廻付候若シ該・・ニテ相達・・相
成度此段御回答・・申入候也 明治

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04027629300、『大日記 諸向
送達 ６月土 陸軍省第１局』（防衛
省防衛研究所）

―

95 6 29

西海道全図
送付有之度
云々

前島内務
少輔

井田陸軍
少将殿

別紙ハ日百四十七号ニ詳ナリ 右裁判所へ達ス 月四百九十一号壱千七拾六号 過日申進
候西海道全図御送付被下候処尚参照之義有之候間薩日隅実測図壱葉御送付被下度此段
更ニ及御依頼候也 十年六月二十九日 前島内務少輔 井田陸軍少将殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04026955100、『大日記 諸省
来書 ７月月 陸軍省第１局』（防衛
省防衛研究所）

―

96 6 29

不用地貸渡
の儀に付
云々

内務省 陸軍省

月四百七十八号 壱千四十六号 御省所轄地之内一時不要之ヶ所御省・・封条例等ニ拠
リ御処分相成候付而ハ今般更ニ受領地ヲ除之外一時不用之地家貸渡規則存城包轄之府
県江御達シ相成候義ニ付云々御協議之趣了承右御省所轄地之内一時不用之地家人民之
請求ニ応シ御貸渡相成候義ハ御省限御処分相成可然義ト存候依而該地家拝借料之義ハ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04026953600、『大日記 各省
来書 ６月月 陸軍省第１局』（防衛
省防衛研究所）

―

97 7 22

熊本城郭内
並山崎練兵
場地所等買
上の金額伺

工兵第六
方面提理
代理 陸軍
少佐別役
成義

陸軍卿代
理 陸軍
少将井田
譲殿

工七百六十一号 陸第千六百七十号 熊本城郭内並山崎練兵場地所建物等買上代価概計
金額伺 金三万五千五百八十二円 右ハ当城郭内並山崎練兵場地所建物等買上代価取調
候処概計金員本行ノ通相及候然ルニ右買上規則ニ照準シ正規許可ノ上金額伺出払渡可
申筈ニ候処今般非常ノ際城郭内ハ今以警備縁内ニテ地所建物共現ニ所用致居候義ニ付
地所建物買上ノ義ハ林内務少輔県官等ヘモ遂協議置候右代価至急人民へ不払渡候テハ
此節柄忽チ難渋ノ赴ニ付格別ノ御詮議ヲ以概計金額ニテ御許可相成候様致度此段相伺
候也 追テ土地買上規則ニ照準ノ実測図等取調

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04027467900、『明治１０年
大日記砲工兵方面８月木陸軍省第１
局』（防衛省防衛研究所）

―

98 8 8

熊本県管轄
地引渡達に
基づく土地
返付受領処

内務卿大
久保利通

陸軍卿山
縣有朋代
理 陸軍
少将井田
譲殿

一第千四百三十四号 熊地五百九十八号 熊本県下熊本砲兵営接近御省用地百七十六坪
三合五百及ヒ古家一棟今般返附該県管轄地四百十一坪九百御省於テ受領相成度ニ付引
渡方等可取計旨太政官御達有之拠テ其旨族県ヘ相達置候間御返時及ヒ御受領其族県御
打合之上御取計可有之此段及御通哉候也 明治十年八月八日 内務卿大久保利通 陸軍卿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09120323200、『明治１０年８
月　諸省　１１』（防衛省防衛研究
所）

―

99 8 10

本署取設入
費伺

工兵第六
方面陸軍
少佐

井田陸軍
少輔殿

工八百三十六号 陸千八百十九号 当方面本署取設入費伺一金七百九十四円五十銭 右ハ
去月十五日電信ヲ以テ一応伺済当本署取設ノ義ハ今般熊本本城警備線内地所ト併セテ
買上建物ノ内別紙図面黒線ノ建物有之候ニ付城郭内元櫨方櫓跡空地へ運転シ朱線ノ通
増築致シ取設申度尤右増築ノ木材瓦石モ悉ク古物残物相用可相成丈費用ヲ減省シ取調

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04027474900、『明治１０年
大日記砲工兵方面８月木陸軍省第１
局』（防衛省防衛研究所）

―

100 8 25

製図雇之者
軍団附属被
命長嶺少佐
出張先へ被
遣度

参謀局長
代理 陸軍
大佐原田
一道

陸軍中将
鳥尾小弥
太殿

製図雇之者軍団附属被命長嶺少佐出張先、被差遣度儀ニ付伺 製図雇 中野鉄太郎 同
若林平三郎 同 福田甚太郎 右之者業・・当局製図定雇之者ニ御・・候処熊本出張長嶺
陸軍少佐ヨリ測量図調整方・・人少ニ付差越候・・申越候間右三名征討軍団附属被命
至急同人出張先ヘ候差遺度此段相伺候也 追テ御許可相成候三人旅費日当等御渡相成度

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09081229300、『伺書綴　既済
未決之部　明治１０年５月２日～１
０年１０月２９日』（防衛省防衛研

―

101 8 25

熊本県窮民
救助ノ為メ
路線修築費
需用伺

内務卿大
久保利通

太政大臣
三條實美
殿

明治十年九月 内藤正明 調査局 別紙内務省上申熊本県管内窮民救助ノ為メ道路更正修
繕ノ義経伺ノ為メ多少ノ時クリ移ス此ハ・・召・・・・就・・・・・・・・六・・迥
セシムル筋ニ付賑恤金百五十五円ノ内ヲ以テ渡ノ・・林内務・・・・取計・・・・可
旨・・・・置相成との然・・御・・・・案左ニ・・伺・・也 御指令案 上申之趣

『公文録・明治十年・第五十四巻・
明治十年十月・内務省伺（三）』公
02061100（国立公文書館）

―

102 10 19

熊本城外従
来所轄地の
内道路敷地
返ニ属スル
分返附之義
ニ付上申

工兵第六
方面提理
代理陸軍
少佐別役
成義

陸軍卿山
縣有朋代
理陸軍中
将西郷従
道殿

陸第二千三百拾五号扣 第六万百二十三号副 工千二十九号 熊本城外従来所轄地ノ内道
路敷地ニ属スル分返附ノ儀ニ付上申 先般可差上申仕置候、従来所轄当城下馬橋外花畑
旧病院地ノ内五百弐拾壱坪壱合七勺、及此度練兵場南隅地弐百九拾九坪、別紙図面黄
色ノ通今般熊本縣ニ於テ道路変換ニ付、右敷地ニ引受度旨照会有之候、然ルに此度練
兵場地所買添ノ為メ、在来之道路囲込ヶ所モ不尠候ニ付、右者双方便宜之為メ新旧交
換之都合ニ有之、素ゟ実地差支等之儀無之候間、該縣照会之通御返附相成候様仕度、
別紙実測図面相添、此段申進候也 追テ本文該縣ヨリ今般内務省へ上申度候趣ニ付、為
念此段添テ申進候也 明治十年十月十九日 工兵第六方面提理代理陸軍少佐別役成義 陸
軍卿山縣有朋代理陸軍中将西郷従道殿 申出之通地所返附之義、太政官へ届置候
条

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04027506200、『明治１０年
大日記砲工兵方面１１月陸軍省第１
局』（防衛省防衛研究所）
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103 11 5

〔内務省へ
熊本城畔道
路について
照会〕

陸軍卿山
県有朋代
理陸軍中
将西郷従
道

内務卿大
久保利通
殿

熊本城畔当省所轄旧花畑元仮病院地之内及同所練兵場之内、別紙図面書載之通地方官
へ引受候跡所拡メ度段工兵第六方面本署へ照会致候旨・・明治十年十一月五日 陸軍卿
山県有朋代理陸軍中将西郷従道 内務卿大久保利通殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04027733900、『大日記 送達
の部 １１月土 陸軍省第１局』（防
衛省防衛研究所）

P488-
16

104 11 5
熊本城畔地
返付届

陸軍卿山
県有朋代
理陸軍中
将西郷従
道

太政大臣
三條實美
殿

熊本城畔地返付御届 熊本城畔当省所轄旧花畑元病院仮設地之内、五百弐拾壱坪壱合
七勺及同所練兵場之内二百九十九坪、別紙図面黄色之二ヶ所、熊本縣ニ而道路取拡メ
ノ為メ受取度旨申出候付、内務省ヘ返付致候間、地図ニ葉相副、此段御届申候也 十年
十一月五日 陸軍卿山県有朋代理陸軍中将西郷従道 太政大臣三條實美殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04027734000、『大日記 送達
の部 １１月土 陸軍省第１局』（防
衛省防衛研究所）

330

105 11 14

官舎貸付方
法取設に付
届

工兵第六
方面提理
代理 陸軍
少佐別役
成義

陸軍卿山
県有朋代
理 陸軍
中将西郷
従道殿

工千百二十号 官舎貸付方法取設ニ付御届 当城警備線内ニ於テ今般買上ノ家屋将校官
舎ニ相充修繕料徴収等ノ儀去ル六月陸第千三百八十二号ヲ以当分伺済ニ付右貸付方法
並屋舎番号等別紙ノ通相定熊本鎮台へモ通知ニ及置候間此段御届申候也 工兵第六方面
提理代理 明治十年十一月十四日 陸軍少佐別役成義 陸軍卿山県有朋代理 陸軍中将西
郷従道殿 官舎貸与方法 工兵第六方面 官舎貸与方法 一、官舎ハ各其官等ニ応シ居室

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04027521800、『明治１０年
大日記砲兵工兵の部１２月木陸軍省
第１局』（防衛省防衛研究所）

―

106 11 14

輜重兵１小
隊営建築入
費伺

工兵第六
方面提理
代理 陸軍
少佐別役
成義

陸軍中将
西郷従道
殿

工千三十一号 陸第二千四百九十五号 輜重兵一小隊営建築入費伺 一金二万九千七百七
円四十七銭六厘 右ハ去月二十九日電報ヲ以テ伺出当台輜重兵ノ義ハ方今野砲兵へ仮ニ
屯在致居候処明十一年四月徴兵後屯在可致家屋無之候ニ付右時日迄ニ竣功ヲ期シ元錦
山神社馬場へ別紙図面ノ通砲置建永久営建築可致見込ヲ以入費概計取調候処金額前書
ノ通相成候間図面計費案仕法案相添此段相伺候也 追テ本文御許可相成候上ハ速ニ着手

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04027522700、『明治１０年
「大日記砲兵工兵の部１２月木陸軍
省第１局』（防衛省防衛研究所）

―

107 11 15

第１、２圜
区内景況書
差出の件

工兵第六
方面 陸軍
少佐別役
成義

陸軍省

明治十年十一月十五日 事件大目 第三圜区内景況 工兵第六方面 陸軍少佐別役成義 一
当方面第三圜区内景況書別紙差出候 明治十年十一月十五日 工兵第六方面内景況月報
工兵第六方面第一圜区内景況 工兵営建設ノ件 工兵現員ハ二小隊ノ三分二ニシテ即今
千葉学校跡県庁所轄ノ建物ヘ仮ニ屯在セリ而シテ諸建物ハ追テ買求ヲ要ス可シ来十一

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C10050111000、『明治１１年
急報前報　諸官庁』（防衛省防衛研
究所）

―

108 11 16
熊本鎮台建
築入費伺

工兵第六
方面提理
代理 陸軍
少佐別役
成義

陸軍卿代
理陸軍中
将西郷従
道殿

工第五百四拾七号 熊本鎮台建築入費伺 一、金壱万六千九百六拾七円九銭五厘 右者去
月四日電報ヲ以伺出、熊本鎮台新築図面計費取調候所、別紙之通相及候、武庫主管職
工場ノ儀ハ焼眉之急ヲ凌ヘキ家屋有之候間、追而着手可致見込ニ有之候、且倉庫之如
キハ警備線ノ内買上邸之内、在来堅牢之牢之分可致転築候、則図面計費案仕法案相
添、此段相伺候也 追而本文御許可相成候ハゝ、金額ハ本年度額外常費之内ヲ以仕払申
度候間、速ニ御送金相成候様致度、此段添而相伺候也 十年十一月十六日 工兵第六方
面 少佐別役成義 陸軍卿代理陸軍中将西郷従道殿 伺ノ通 但、金額ハ別途可下渡
事

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04027524200、『明治１０年
大日記砲兵工兵の部１２月木陸軍省
第１局』（防衛省防衛研究所）

331

109 11 20

〔熊本城畔
地返付につ
いて〕

内務卿大
久保利通

陸軍卿山
縣有朋殿

熊地四百五十五号 熊本城畔御省所轄旧花畑元仮病院地ノ内、五百弐拾壱坪壱合七勺及
同所練兵場之内弐百九拾九坪、道路取拡メ之為メ御返付之段、・・・熊本県御引渡御
承度此段及御廻答候也 十年十一月二十日 内務卿大久保利通 陸軍卿山縣有朋殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09120378600、『明治１０年１
１月　諸省　１４』（防衛省防衛研
究所）

P488-
18

110 12 10

戦地測量官
員派出の儀
伺

参謀局長
代理陸軍
大佐原田
一道

山縣陸軍
卿殿

肆第三千五百八十五号 西南戦地測量之為メ官員派出之義ニ付伺 西南旧戦地測量トシ
テ先般来当局官吏数名出張従事致居候処何分之地ニシテ人員不足ニ付更ニ当局官吏四
五名教導団工兵隊附下士三四名借用協議之上併セテ該地之出張為致度此段伺也 参謀局
長代理 明治十年十二月七日陸軍大佐原田一道 山縣陸軍卿殿 伺之通 十二月十日 参二
百五十九

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04027336700、『大日記 省内
各局参謀近衛病院 教師軍馬局 １２
月水 陸軍省第１局』（防衛省防衛
研究所）

―

111 12 －

司令長官ノ
官舎御新築
相成以下諸
官舎ハ断々
新

第四局長
陸軍少将
井田譲

陸軍卿山
縣有朋殿

本年二月鹿児島暴挙之際熊本鎮台下市街大抵兵燹ニ罹リ諸将校居宅無之甚差支候ニ付
陸軍所轄地内在来之家屋ヲ以テ仮ニ右官舎ニ充用致居候へ共甚タ不都合之趣ニ相会候
ニ付到底将官以下諸官舎御新設不相成ては差支不少ト存候然ルニ右諸官舎一時御新設
相成候ハヽ随て費用モ夥多ニテ実際金額支出ニ差支候義モ可有之仍て先司令長官ノ官

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07041070300、『参大日記編冊
補遣　明治１１．６．８～３１．
１．６』（防衛省防衛研究所）

―
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112 1 26

箱馬場御取
設の義伺

熊本鎮台
司令長官
陸軍少将
谷干城

陸軍卿山
県有朋殿

五第五百三十七号 熊二百五十七号 箱馬場御取設之義ニ付伺 予備砲・・第三大隊・・
馬・・及・・仕・・之為メ・・馬場御取設相成候様此段相伺候也 明治十一年一月二十
六日 熊本鎮台司令長官 陸軍少将谷干城 陸軍卿山県有朋 伺之通 但取設之義工兵第六
方面本署ヘ相達候事 六月二十二日 ・・五十八

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04028112700、『明治１１年
大日記鎮台の部 ６月末乾 陸軍省第
１局』（防衛省防衛研究所）

―

113 2 23

測量器械御
渡方伺

熊本鎮台
司令長官
陸軍少将
谷干城

陸軍卿山
縣有朋殿

五第九百四十六号 天三第五百六十六号 ・・四十八号 測量器械御渡方之義ニ付伺
一・・九年六月五日付ヲ以テ工兵隊・・用之器械・・之通リ御渡方相伺御・・同年七
月一日五第三百六十一号ヲ以テ乗馬具六・・三分ハ・・届其他・・次調製之・・
渡・・御指令ニ付・・現・・堡築造・・ノ為メ測量器械入用ニ付・・送方工兵第四方

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04028055100、『明治１１年
大日記６管鎮臺の部 ４月末乾 陸軍
省第１局』（防衛省防衛研究所）

―

114 3 18

写真代価渡
方伺

熊本鎮台
司令長官
陸軍少将
谷干城

陸軍卿山
県有明殿

明治十二年三月十一日 陸軍少将野津鎮雄代理陸軍中佐岡本兵四郎 陸軍卿山県有明殿
第三五七号 伍第一二六七号 伺之通 十一年四月 第五局長代理　追テ本文御許可之上
ハ非常費ヲ以仕払可申見込ニ付当局ヘモ御達相成度候也　写真代価御渡方伺 今般御省
ヘ着出候客年戦場中当城周線製図用之為メ写真為則大阪八十八枚之代価金二七三円七

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04028266800、『明治１１年
大日記乾各鎮台 自３月１９日至５
月１０日 第５局第８課』（防衛省

―

115 7 15

第１、２圜
区内景況書
差出の件

工兵第六
方面陸軍
少佐別役
成義

陸軍省

明治十一年七月十五日 事件大目 第一第二圜区内景況 工兵第六方面 陸軍少佐別役成
義 一当方面第一第二圜区内景況書別紙差出候 工兵第六方面第一圜区内景況 第一条
熊本鎮台ニ属スル火薬庫弾薬庫兵器庫共是迄前報ニ上申スル如ク至急建築ヲ要ス可キ
者ナリ 第二条 下馬橋架設之件本年六月二十八日計費図按等取調上申中ナリ 第三条

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C10050111300、『明治１１年
急報前報　諸官庁』（防衛省防衛研
究所）

―

116 7 16

別紙熊本鎮
台伺の件 舊征討軍

団事務所

陸軍卿代
理陸軍大
輔大山巌
殿

発第二百六号 別紙伍第百四百九十六号熊本鎮台伺并陸第七百廿二号エ兵第四方面本署
伺ニ付御照会之趣致承知候右ハ熊本鎮台伺之趣別紙記載之通石碑皆面ヘ記載方増加相
成候様御指令相成度父兄姓名ハ相除候方御意見之通ニテ可然其他ハ甲号雛形之通ニテ
可然存候将又工兵第四方面本署伺之義ハ海軍兵及警視補等之石碑ハ当該省局ニテ石碑

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09080743800、『西南事件　明
治１０年６月４日～明治１１年１２
月１４日』（防衛省防衛研究所）

―

117 7 27

熊本鎮台警
備要地及練
兵場増設
云々

地理局長
桜井勉

陸軍大少
佐

月六百五号 熊本鎮台警備要地及練兵場増設地トシテ熊本県・・記飽田郡・・・・
町・・致ケ町ニ於テ官・・地十五万五千〇四十四坪六合ハタ之内民・・地分ハ・・買
上之上・・テ・・有之成度ニ付六月十八日附ヲ以テ陸軍々・・内務・・ヘ御照会
之・・右ハ附属別冊之内附箋之・・ニ一応ル取調・・相添此段及御照会候也 十一年七

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04027901300、『明治１１年
大日記諸省来書 ８月 陸軍省第１
局』（防衛省防衛研究所）

―

118 7 27

熊本鎮台警
備用地等と
して民有地
買収照会に

地理局長
桜井勉

陸軍大少
佐御中

一第千百七十九号 第五八四号 陸軍鎮台警備要地及鎮兵場増訳地トシテ熊本県下肥後
国飽田郡古城町外数ケ町ニ於官民有地於五一万五千〇四十四坪何合八月之内民生地分
ハ御買収之上合テ御所用相成度ニ付六月十八日附ヲ以テ陸軍卿ヨリ内務卿御照会之候
処有ハ附属別冊之内附義御廉ニ一応御取調御申越相成度書記相添此段及御照会候也 十

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09120480600、『明治１１年７
月　８月　諸省　６』（防衛省防衛
研究所）

―

119 8 26

西海道全図
等差廻依頼

地理局長
代理 内務
省書記官
宮島信吉

陸軍省御
中

一第千三百四十三号 一西海道全国 一部 一鹿児島県実測図 一部 右ハ昨年中貴局ニ於
テ御印刷相成候由右在本局ニテ一見致度誠モ有之候間各全部図等差廻・・ス度此段及
此依頼候也 十一年八月二十六日 地理局長代理 内務省書記官宮島信吉 陸軍省 御中

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09120487000、『明治１１年７
月　８月　諸省　６』（防衛省防衛
研究所）

―

120 9 20

西海道全図
等受領通知 地理局長

桜井勉
陸軍中佐
渡辺央殿

一第一百五十八号 昨十年貴省ニ於テ御郎刷相成度西海道全国并鹿児島・・実測国当局
免今之ノ為御且相成度此段御照会及ヒ佐更速御詮議御送付相成度居外以右・・謝・・
及御回答候也 明治十一年九月二十日 地理局長桜井勉 陸軍中佐渡辺央殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09120497800、『明治１１年９
月　１０月　諸省　７』（防衛省防
衛研究所）

―

121 9 20

病院倉庫増
設伺

熊本鎮台
司令長官
陸軍少将
谷干城代
理陸軍中

陸軍卿山
県有朋

五第四千百七十三号 近八十号 病院倉庫・・ニ付・・一棟建設之義伺 当・・病院伺
庫・・ニ付・・被服ホ素ヨリ・・納・・差支居候・・当今ニ致リ備付品モ追ニ定額之
通相渡・・ニ付テハ尚更・・ニテ貯蔵方実際・・・・候条別紙図面之通更ニ御建設相
成候様致度此段相伺候也 熊本鎮台司令長官 陸軍少将谷・・代理 陸軍中佐樺山資紀

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04028454100、『明治１２年
大日記 省内外 諸局 参謀 監軍本部
及教師 ３月水 陸軍省第１局』（防

―

122 10 18

肥後地方測
量電信線路
借用の件水
路局申出

水路局長
海軍大佐
柳楢悦

海軍卿川
村純義殿

水第五百五十九号ノ八 電信線路借用之義工部省ヘ御照会相成度義ニ付申出 肥後地方
経度之義是迄確実之施測無之候ニ付兼テ同地沿海測量之為メ当局ヨリ測量士官出張罷
在候ニ付今般同地与東京之間電気ヲ以経度連接測量施行仕度候ニ付来ル十一月五日ヨ
リ三週日連夜九時ヨリ十時迄之間熊本ヨリ赤羽ニ迄ル電信線路借用致度候ニ付右之義

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09120497800、『明治１１年９
月　１０月　諸省　７』（防衛省防
衛研究所）

―

123 10 19

熊本赤羽間
電信線路借
用方工部省
掛合の義水
路局上申

水路局長
海軍大佐
柳楢悦

海軍卿川
村純義殿

十月十九日 別紙往入第三千三百十九号水路局上申之義・・同局ヨリ直ニ恐ニテ途ケ可
然義ト存候間左之通御指令可相成候哉奉伺候 御指令案 上申之趣其局ヨリ可及照会候
事 明治十一年十月二十二日 水第五百五十九号ノ八 電信線路借用之儀工部省御照会相
成度義ニ付申出 肥後地方経度之義是迄確実之施測無之候ニ付兼テ同地河海測量ノ為メ
当局ヨリ測量士官出張罷在候ニ付今般同地与東京之間電気ヲ以経度連接測量施行仕度
ニ付来ル十一月五日ヨリ三週日連夜九時ヨリ十時迄之間熊本ヨリ赤羽ニ迄ル電信線路

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09101381300、『公文原書　巻
７８　本省公文　明治１１年１０月
２２日～明治１１年１０月２４日』
（防衛省防衛研究所）

―

124 11 2

土地家屋人
民ェ貸渡規
則

陸軍省 ―

土地家屋 逹甲第二十二号 十一年十一月二日号外逹 土地家屋人民エ貸渡規則 第一条
陸軍省所轄ノ地所（建物）貸借ハ各地方願人ノ希望ニ拠リ陸軍ニ於テ目下不用ノモノ
ヲ活動シ一時ノ権宜ヲ以テ当分其（府県）エ貸地ニ附シタルモノナレハ何時返附セシ
ムルコトモアルヘシ且此規則将来民法上ニ関スル何分ノ公布ニ抵触ヲ生スルコトアヲ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09060318300、『陸軍省大日記
明治１１年　規則條例』（防衛省防
衛研究所）

―

125 11 22

地理局長
熊本鎮台警
備要地等の
官有地坪数

地理局長
桜井勉

陸軍大少
佐御中

北第八四 一第千九百四十一号 熊本鎮台警備更地及練兵場・・誤地之義ニ付本月十四
日付ヲ以陸軍卿ヨリ内務卿ヘ御照会之処右在別紙内訳書ニテハ相成官用地官占地合テ
六万九千四百二十八坪四合一勺ニ有之熊本県申出ニテハ合計七万四千六百七十六坪七
合勺ニ有之候間一応御取調御申越有之致依テ書該相添此段及御照会候也 十一年十一月

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09120518400、『明治１１年１
１月　１２月　諸省　３』（防衛省
防衛研究所）

―

126 11 28

肥後地方経
度電信測量
満期止業の
義水路局届

水路局長
海軍大佐
柳楢悦

海軍卿川
村純義殿

水第六百三十一号 肥後地方経度電信測量満期ニ付止業候御届 肥後熊本与東京之間電
気ヲ以経度連接測量之義ニ付テ・・通月十八日上申仕リ往第三千三百十九号御指令之
趣・・有之電信局ヘ照会之上右連接測量之施業候処昨夜ニテ満期ニ付即止業候条此段
御届仕候也 明治十一年二十八日 水路局長 海軍大佐柳楢悦 往入第三千八百号 海軍卿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09101468100、『公文原書　巻
８８　本省公文　明治１１年１１月
２７日～明治１１年１１月３１日』

―

127 12 17

熊本鎮台警
備要地等面
積坪数相違
に付取調要

地理局長
桜井勉

陸軍少将
小沢武雄
殿

一第三千百四号 十五八四 熊本鎮台警備要地及練兵場増記地・・ニ付本月七日付後以
御回答之趣了承知於局積十五万五千四十四坪六合八之内民当地八万五千六百十四坪二
百七千ヲ引去リ官有地残積六万積六万九千四百二十八坪四合去百ニ候要別紙熊本県中
牒桓計ニ局ハ官ヨリ地七万四千六百七十六坪七一六百之候・・召之若引五千二百四十

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09120523200、『明治１１年１
１月　１２月　諸省　３』（防衛省
防衛研究所）

―

128 1 17

官有地陸軍
所轄地に属
し候分坪数
差遣の儀に

熊本県令
富岡敬明

内務卿伊
藤博文殿
代理 内
務少輔林
友幸殿

一十内務省ヨリ行 奇第二十七号 宝有地陸軍地ニ属シ候分坪数通逓之義ニ付上申 宛年
五月四日付偶第三百五十七号御江上申致急ヘ熊本城郭警備要地及山崎練兵場増官地之
内官至地ニ係ル博数取調上申致急候処警備要地之内養菱地道数二廉ニテ重復之坪数ヨ
リ之因而小以会計共事途ヲ生シ候ニ付更ニ別紙取調進達至致シ候条宛年上申致至之坪

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09120558500、『明治１２年従
１月至３月　諸省　３』（防衛省防
衛研究所）

―

129 2 4

熊本鎮台警
備要地及練
兵場増設坪
数の件

地理局長
桜井勉

陸軍少将
小沢武雄
殿

一第百二十六号 和一月九十三号 比五八四 熊本鎮基警備要地及練兵場増設地坪数粒
高之逓之候ニ付昨年十二月十七日付走処及御照会ヨリ処太シ別紙旨之通承応熊本及ヨ
リヤ出候ニ付実会候処冬御照会シ坪数トハ高逓ヨリ之官何レヲ以テ確実シモノト致シ
可就名ニ此趣御取調御申趣相成度此段及御回答候也 十二年二月四日 地理局長桜井勉

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09120543400、『明治１２年従
１月至３月　諸省　３』（防衛省防
衛研究所）

―

130 2 24

熊本鎮台警
備要地坪数
差違の儀に
付云々

地理局長
桜井勉

陸軍中佐
浅井道博
殿

月百三十号 一第三百四十号 熊本鎮台警備要地及練兵場増設地坪数差違之儀ニ付本月
十四日付ヲ以御回答有之候処右ニ付昨年十二月十七日本年二月四日両度ニ差廻置候書
類御返却有之度此段及御照会候也 十二年二月二十四日 地理局長桜井勉 陸軍中佐浅井
道博殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04028332600、『明治１２年
大日記諸省来書 ３月 陸軍省第１
局』（防衛省防衛研究所）

―

131 2 24

熊本鎮台警
備要地及練
兵場増設地
坪数に付及

地理局長
桜井勉

陸軍中佐
浅井道博
殿

一第三百四十号 地五八四 熊本鎮台警備要地及練兵場増致地坪数曽・・之儀ニ付昨年
十二月十七日本年二月四日方度ニ差回並ノ書額御返却間之度此段及御照会候也 十二年
二月二十四日 地理局長桜井勉 陸軍中佐浅井道博殿 第四検八十八号

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09120551000、『明治１２年従
１月至３月　諸省　３』（防衛省防
衛研究所）

―

132 3 12

熊本県申牒
官民有地仕
訳書写別紙
一括差廻候

地理局長
桜井勉

陸軍中佐
浅井道博
殿

一第四百六十二号 地五八四 熊本鎮台警備要地之儀ニ付熊本県申牒平民置地仕課書之
写可差廻旨本月四日附御申趣了承然別紙一・・差廻候御飯収至之度此段及御廻答候也
十二年三月十二日 地理局長桜井勉 陸軍中佐浅井道博殿 第四検百二十号

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09120558400、『明治１２年従
１月至３月　諸省　３』（防衛省防
衛研究所）

―

133 6 5
熊本城内荒
蕪之地へ植
樹致度義伺

熊本鎮台
司令長官
陸軍少将
曽我祐準

陸軍卿西
郷従道殿

第九百三十五号 伍第二千七十八号 伺之通 但、其台定額金之内ヲ以テ可支払事 第一
局長 第五局長 追テ本文之趣、参謀本部ヘモ御照会相成可燃存候也 熊本城内荒蕪之地
ヘ植樹致度義伺 当熊本城之義ハ郭内荒蕪之空地多ク、殊ニ兵燹後ハ些力ニ在来之樹木
モ過半枯涸ニ属シ、啻ニ外観之美ヲ欠クノミナラス、炎熱ノ地ニシテ絶テ避暑之便無
之、加ルニ一朝事有ルノ時ハ守備上要メニ損害等不少候、依テハ将来其ノ利便ヲ得候
様、松・杉・檜等苗木凡一万本空地ニ樹植致度、此段伺候也 十二年六月五日 熊本鎮
台司令長官陸軍少将曽我祐準 陸軍卿西郷従道殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04028732100、『明治１２年
大日記 近校団所軍馬囚獄 自９月１
日至１０月３１日 第５局第８課』
（防衛省防衛研究所）

332

134 1 13

〔熊本城内
樹植致度
伺〕

熊本鎮台
司令長官
陸軍少将
曽我祐凖

陸軍卿西
郷従道殿

熊本城内荒蕪之地ヘ樹植致度義伺 当熊本城之義ハ郭内荒蕪之空地多ク、・・ 逐テ本
文御許可之上ハ苗木代金三百五十・・途御下渡相成度・・工兵第六方面本署ヘハ照
会・・ニ有之候此段・・テ申進候也 伺之趣来十三年度中ニ於テ・・明治十三年一月十
三日・・工兵第六方面ヘ達・・

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04029263700、『明治１３年
大日記 鎮台の部 １月 木乾 陸軍省
総務局』（防衛省防衛研究所）

P489-2

135 1 19

熊本区古京
町二の丸中
丸等地所受
領交換伺

工兵第六
方面提理
代理陸軍
歩兵少佐
安田有則

陸軍卿西
郷従道殿

五第二二九号 六方第十号 工百二十号 熊本県下熊本区古京町二ノ丸本丸等ニテ地所受
授更換之儀伺 右京町ノ一 図面・・乙之分 面積三百十六坪六合五・・ 右・・新・・
門ヨリ・・坂新道ニ通スル県道曩ニ熊本県ニテ変換ノ見込ニ間ヘ新道・・トメ同県所
轄ノ処在来建物存在将校及舎ニ・・テ有之ヲ以テ・・開設ニ及ハサルニ付此・・見込
相止 儀該県協議 付今般受領相成度 同町 図面 戊之分 面積六十

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04029553300、『明治１３年
大日記 砲工の部 ２月 木坤 陸軍省
総務局』（防衛省防衛研究所）

―

136 1 27

地所貸渡の
義伺

工兵第六
方面提理
代理陸軍
歩兵少佐
安田有則

陸軍卿西
郷従道殿

五第一〇七号 会甲第八十五号 工ノ六・・ 六・・第一号 工四十四号 山崎町花畑工兵
作業場協東側空地貸渡之義伺 熊本区山崎町花畑工兵作業・・協東側空地百四十坪五合
同区堀端町片岡・・宰・・拝借致度・・出之趣ヲ以別紙相添熊本県・・議・・之・・
調・・御貸渡・・差支筋・・之・・存・・ニ付御許可相成度依テ別紙・・図面相添此

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04029545600、『明治１３年
大日記 砲工の部 １月 木坤 陸軍省
総務局』（防衛省防衛研究所）

―
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１１ 存城は太政官達別冊第一号「諸国存城調書」（1873）、廃城は太

政官達別冊第二号「諸国廃城調書」（1873）による。森山英一

（2017）に掲載。 
１２ アジア歴史資料センター「ＪＡＣＡＲ」（Japan Center for 

Asia Historical Records National Archives of Japan）の説明

は、ホームページ「センターの概要と特徴」から一部引用する。 

https://www.jacar.go.jp/about/outline.html 

「アジア歴史資料センターは、インターネットを通じて、国の機

関が保管するアジア歴史資料（原資料＝オリジナル資料）を、パ

ソコン画面上で提供する電子資料センターであり、国立公文書館

において運営されて」いる。「ここでいうアジア歴史資料とは、近

現代の我が国とアジア近隣諸国等との関係に関わる歴史資料とし

て重要な我が国の公文書及びその他の記録のこと」である。「平成

13（2001）年11月30日に開設され」、「現在、アジア歴史資料セ

ンターでは、国立公文書館、外務省外交史料館、防衛省防衛研究

所戦史研究センターが保管するアジア歴史資料のうち、これらの

所蔵機関において電子化が行われたものから順次提供を受け、公

開している」。 
１３ アジア歴史資料センター データベース横断検索

https://www.jacar.archives.go.jp/gf/cgi/start 

【資料検索に使用したキーワード例】 

「存城」「廃城」「熊本城」「本丸」「二の丸」「天守」「宇土櫓」 

「天皇」「行幸」「千葉城」「古城」「宮内」「古京町」「新堀」 

「公園」「博覧会」「共進会」「招魂祭」「招魂社」「大演習」 

「藤崎台」「有終社」「偕行社」「谷村計介」「銅像」「記念碑」 

「内務省」「陸軍省」「大蔵省」「地理局」「地図」「測量」 

「西海道鎮台」「鎮西鎮台」「熊本鎮台」「第六師団」「乙輯」 

「鎮台病院」「衛戍病院」「加藤神社」「錦山神社」 

「神風連の変」「西南戦争」「日清戦争」「日露戦争」 

「国道」「県道」「里道」「兵器支廠」「道路」「電信分局」 

「熊本県」「熊本市」「陸軍省所轄地」「統計」「山崎練兵場」 

「歩兵第二十三連隊」「移転」「県庁」「市役所」「監獄」 

「軽便鉄道」「大日本軌道」「菊池軌道」「都市計画」「配水池」 

「街路」「市電」「橋」「堀跡」「濠」「埋め立て」「蓮堀」「養魚」

「午砲台」「土地」「貸渡」「貸下」「準貸付」「借用」「買上」 

「交換」「所管換」「官有財産」「国有財産」「管理規則」など 
１４ 明治7（1874）年の 城外（京町新堀）への移転後、明治42

（1909）年に「錦山神社」から「加藤神社」へ改称した。当時の

九州日日新聞（明治42年4月5日）には、三百年会記念会にて発

表された変更理由の掲載がある。さらに現在地（城内本丸の櫨方

役所跡）へ加藤神社が移転したのは、昭和37（1962）年である。 
１５ 熊本県立第一高等学校（1984）。 
１６ 熊本市（2003）。 
１７ 国立国会図書館蔵（請求番号ＹＧ913-1616）。明治14（1881）

年に作成された写しで、鶴嶋（2015）に掲載あり。 
１８ 熊本博覧会は明治8（1875）年4月1日から60日間にわたり

錦山神社で開催された。東京文化財研究所（2004）に「熊本博覧

会」の掲載があり、「未タ見サルヲ見未タ知ラサルヲ知ル人間ノ楽

ミ之ヨリ大ナルハナシ当社陳列セル博覧ノ品類即チ其物ナリ今一

斑ヲ図写シテ之遠方未タ見知セサルノ人ニ寄ス亦吾カ楽ヲ推シテ

人ノ之ヲ楽ムヲ楽シムノミ遼豕ノ誹ハ敢テ辞スル処ニアラス博雅

ノ君子其レ之ヲ諒トセヨ 博覧会社」とある。「熊本博覧会」は乃

村工藝社グループ「博覧会資料COLLECTION」（管理コード：

1546）にも掲載がある 

（https://www.nomurakougei.co.jp/expo/exposition/detail?e_c

ode=1546）ほか、先行研究で一部言及がある。「奈良博覧会前史」

（https://www.library.pref.nara.jp/sites/default/files/nara

haku2018.pdf）、大貫涼子（2013）、野中勝利（2006）。 
１９「熊本鎮台敷地図」明治9（1876）年（熊本博物館蔵）。熊本市

（2019）に掲載あり。 
２０ 「千葉学校ハ当城東北ニ位シ今般囲込線内ニアツテ当県所轄ノ

中学校根元地所ハ人民ノ私有地ニシテ民費ヲ以買収シ建物ハ旧白

川県庁ヲ運転改築スル者ナリ依テ当今県庁ヨリ買上ノ義照会アリ

代価当否等協議中ナリ追テ事実ヲ詳ニシ上申ス可シ」とある。 
２１「熊本県窮民救助ノ為メ路線修築費需要伺」、同添付「熊本県下

道路修築ノ図」明治10（1877）年（国立国会図書館蔵）。松澤真

由美（2021・2022）に掲載あり。 
２２ 熊本市熊本城調査研究センター（2016）に記載。 
２３ 三斜法は、多角形からなる土地の面積を求めるために複数の三

角形に分割し、それぞれの三角形の面積を求め、それらを合計し

て全体の面積を算出する方法。明治15（1882）年2月に大蔵卿松

方正義から太政大臣三條実美へ提出された『地租改正報告書』（国

立国会図書館蔵）には「三斜丈量ノ図」が掲載されている。 
２４ 磯田（2022）「2 電信の始まり」に詳述あり。 
２５ 磯田（2022）「3 明治10年代の様相」に詳述あり。 
２６ 『熊本県公文類纂』明治大正期県政資料（自明治17年至明治

18年）、熊本県立図書館蔵 
２７ 地理局は地理事務を扱う内務省の内局が明治10（1877）年に

地理局に改称したもので、地籍・山林・量地・計算・文書の5課

を設置していた。 
２８ 熊本日日新聞社（1988）。 
２９ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、鈴木喬「第三編 古

城 第四章 熊本県庁」による。 
３０ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、花立三郎「第三編 

古城 第五章 第五高等中学校」による。 
３１ 公益財団法人永青文庫蔵。全11葉からなり、文久元（1861）

年以降に一群の絵図が作成されたと考えられる。熊本市熊本城調

査研究センター（2019）参照。 
３２ 熊本市熊本城調査研究センター（2019）（絵図・地図・写真）

P137-147に「熊本所分絵図」、同（史料・解説）P4第1図に「地

区の範囲と呼称」掲載。 
３３（官有財産管理規則）第七條 官有財産ノ貸付ハ左ノ期限ヲ超ユ

ルコトヲ得ス 第一 樹木培養ニ供スル土地ハ八十年以内 第二 農

工其ノ他ノ営業及住居ニ供スル土地ハ三十年以内 第三 土地森林

ノ使用権ハ十五年以内 第四 右ニ掲ケサル物件ハ三年以内 
３４（官有地取扱規則）第十一條 官ニ属スル公有地及公有水面ハ其

公用ヲ廃シタルニアラサレハ売払譲与交換又ハ貸付スルコトヲ得

ス但公衆ノ妨害トナラサル限リハ公用ニ供シタル儘有料又ハ無料

ニテ特ニ其使用ヲ許スコトヲ得 
３５ 木下(2020)。 
３６ 第六師団参謀部の迅速測図は「同じ縮尺図にもかかわらず、た

とえば等高線間隔は、5m毎と10m毎との双方を1図の中に含む」

などの指摘がある。井口悦男（2005）。 
３７ 第六師団参謀部の迅速測図は「図の精度は極めて低」いが、

「殆んど全平野域にわたっているところに資料価値の高さを見出

すことが出来る」との指摘がある。清水靖夫（1966）。 
３８「熊本第6号地図」明治22（1889）年 第六師団参謀部（熊本

市歴史文書資料室蔵） 
３９ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、増田民男「第三編 

古城 第六章 兵器支廠からグリーン地区へ 第一節 兵器支廠から

第六師団兵器部へ」による。 
４０ 熊本市都市政策研究所（2014）。 
４１ 野中（2014）。 
４２ 水野（2015）。 
４３ 水野（2015）。 
４４ 熊本城内配水池計画では2,635坪（約8,696㎡）の借地願が上

申されている。内容は以下のとおり。 

借地願 

熊本城内箱馬場天主臺跡 

一、坪数弐千六百参拾五坪 

右ハ熊本市唯一ノ高所ニシテ本市上水道配水池敷地トシテ最モ

適良ナル場所ニ有之候所同所ハ軍事上必要ナル所ナルヲ以テ御貸



137 2 10

〔熊本城其
他修繕計費
について照
会〕

陸軍卿
工兵第六
方面提理
宛

別紙伍第四千百九十九号熊本鎮台ゟ伺出之趣、朱書之通及指令候条該城修繕并ニ浴
室・洗濯場仮取設之見込ヲ以テ、御諸計費・図面等詳細取調、至急被申出、此旨及照
会候也・・・

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04029549300、『明治１３年
大日記 砲工の部 ２月 木坤 陸軍省
総務局』（防衛省防衛研究所）

P489-3

138 2 10

城郭実測図
面差出廉照
会

・・井歩
兵大佐

工兵方面
本署 佐
官御中

工七十四号 ・・存城・・之時・・地・・・・参謀本部ニ於テ需用之・・条・・・・
内・・別紙・・例ニ・・準シ・・・・此段及御照会候也 十三年二月十日 ・・井歩兵
大佐 ・・工兵方面本署 佐官 製図・・例 一料紙・・濃・・ 一本・・二・・三ノ・・
郭面積数記入・・事 一・・地ニ孕メル受領証アル士該・・地全ク民方地貸度地色・・

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04029548800、『明治１３年
大日記 砲工の部 ２月 木坤 陸軍省
総務局』（防衛省防衛研究所）

―

139 2 16

熊本県下二
ノ丸本丸等
地所の儀

参謀本部
副官 陸軍
歩兵中佐
斉藤正言

陸軍歩兵
大佐浅井
道博殿

別紙伍第二二九号工兵第六位方面提理ヨリ伺出熊本県下熊本区古京町二ノ丸本丸等ニ
テ地所受授交換之義ハ別紙団面中乙丁戍庚ノ分ハ同様理伺出之通ニテ可然壬辛之分ハ
往ニ城郭石垣ノ保存ニモ関係致候地所ニ有之候故返附不相成方可然トノ本部意見ニ有
之候此段及御答候也 明治十三年二月十六日 参謀本部副官 陸軍歩兵中佐斉藤正言 陸

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09122319100、『明治１３年従
１月至６月　参謀本部　１５』（防
衛省防衛研究所）

―

140 2 19

砲射的場開
設の伺

工兵第六
方面提理
代理陸軍
歩兵少佐
安田有則

陸軍卿西
郷従道殿

総木工第三九九号砲兵射的場開設之義伺 一金一万四百六十二円七十五銭八厘 熊本鎮
台砲兵射的場取設ニ付撰定受領之義今般伺出帳就而ハ土地受領相成惟上ハ夫々開設可
致見込ヲ以テ取調能処本行之金額ニ相及ノ条御許可之上ハ曽テ御達相成ノ当署額外営
繕費之内ヲ以テ支払施行致度依テ図面并ニ計費支払案相添此段相伺候也追而訣地ハ人

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04029650100、『大日記 砲工
の部 ６月木坤 陸軍省総務局』（防
衛省防衛研究所）

―

141 2 24

熊本城地受
領返付等の
儀伺と照会
案等

工兵第六
方面

陸軍省

明治十三年二月二十四日 卿 房長 総務局長 伍第二二九号 工兵第六方面ヨリ熊本城地
受領返付等ノ儀伺ト照会案等 主任局長 副長及次長 主任課長 別紙伍第二二九号之件
審案仕候処参謀本部之主見モ有之通別紙上面乙丁式庚ヶ所御聞届相成可然存候第五第
六条辛壬之ヶ所ハ該性之崖径ニシテ必須之地ニヨリ候条御聞届不相成御可然ト存候仍

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09070623000、『明治１３年
第５号審按　７　従１月至３月』
（防衛省防衛研究所）

―

142 3 3

工兵隊築橋
の件伺

熊本鎮台 陸軍省

明治十三年三月三日 卿 房長 総務局長 肆第六八七号 熊本鎮台ヨリ工兵隊築橋之件伺
主任局長 副長及次長 主任課長 別紙肆第六八七号伺之件審案仕候処架橋等ニ・・ハ工
兵隊ニ於テ候必用ニ・・付伺之通リ御指令相成可然存候仍而意見及上申候也

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09070440400、『明治１３年
第４号審按　２　３月～４月』（防
衛省防衛研究所）

―

143 3 24

電柱通路障
碍に付申進

熊本鎮台
司令官 陸
軍少将曽
我祐凖

陸軍卿大
山巖

総水熊第一五四号 電信柱通路障碍之義ニ付申進 昨秋季筑後上書・・赤坂・・ニ
於・・演習・・之際・・軍路中・・国玉名郡御以・・ミ・・ニ係ル治・・ミ電信
柱・・ニ路侍ヨリ通路内ニ指出・・樹・・ミ之カ為メニ・・・・ヲ・・抑シ現ニ
砲・・ノ如キハ其路面本輪ヲ載ルニ・・ルモ電柱之為ニ通・・ニ困ミ止ムヲ・・ス

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04029323100、『明治１３年
大日記 鎮台の部 ３月木乾 陸軍省
総務局』（防衛省防衛研究所）

―

144 3 27

肥後地方電
信柱障害の
義に付上申

熊本鎮台 参謀本部

明治十三年三月二十七日 卿 房長 総務局長 肆第二五一号 熊本鎮台ヨリ肥後地方電信
柱障害之義ニ付上申 主任局長 副長及次長 主任課長 別紙肆第二五一号之件審案仕候
処該地方ハ総テ道路狭隘ニ付行軍ホ之・・電信柱之為メ通過可差支ト候存得共一応参
謀本部ヨリ左之趣ヲ以御照会之上何分其筋ヨリ御照会相成可然因テ御照会案取調及上

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09070430100、『明治１３年
第４号審按　２　３月～４月』（防
衛省防衛研究所）

―

145 4 13

熊本鎮台射
的場敷地の
義反別及官
林立木代価

地理局長
桜井勉

陸軍書記
官御中

一第一四〇二号 地一〇七 熊本鎮台大砲射的場敷地之義ニ付御回答之趣了承然ル処官
有地ニ係ル分別紙之通熊本県ヨリ本省ヘ林申有之猶木調査候処留々陸軍卿ヨリ内務卿
ヘ御照会之節御返致シ別紙書額及別トハ職カ相違有之且官林立木代価之義ハ如何相成
候哉大蔵省ヘ御納付トハ存候得其何等御照会中御明記無之候条為念御問合及候条為条

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09120701000、『明治１３年３
月　４月　諸省院　５』（防衛省防
衛研究所）

―

146 4 15

電信柱移植
方其筋へ照
会相成度申
入

参謀本部
長 山縣有
朋

陸軍卿
大山巖殿

陸軍省受領 貮第一〇〇七号 総水参第二三二号 別紙肆第一二五一号熊本鎮台ヨリ申出
電信柱通路障碍ノ義ハ独リ第六軍管ノミナラス他ノ軍管ニモ・・有之就テハ国道県道
ニ沿ヒ柱立有之候電信柱ハ明治九年六月八日太政官第六十号・・之路幅ヲ損セス里道
ニ在テハ道幅之制定有之ト雖モ其幅一間以上アルニ於テハ電信柱ヲ以テ之ヲ狭窄ナラ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04029059800、『大日記 省内
外局参謀監軍軍医部 ４月水 陸軍省
総務局』（防衛省防衛研究所）

―

147 4 19

該地方道路
電信柱障害
の義に付上
申

熊本鎮台 参謀本部

明治十三年四月十九日 卿 房長 総務局長 肆第一二五一号熊本鎮台ヨリ該地方道路電
信柱障害ノ義ニ付上申 主任局長 副長及次長 主任課長 別紙肆第一二五一号上申之件
ハ参謀本部意見之趣モ有之御召左之趣以工部省・・・・照会相成可然存候因テ御照会
案取調及上申候也 工部省ヨリ御照会案 筑後国三池那ヨリ肥後国玉名郡ニ係ル沼道之

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09070447100、『明治１３年
第４号審按　２　３月～４月』（防
衛省防衛研究所）

―

148 4 29

熊本大砲射
的場反別等
の義に付照
会

内務省 陸軍省

明治十三年四月二十九日 卿 房長 総務局長 一第一四〇二号 内務省ヨリ熊本大砲射的
場反別等之義ニ付照会 主任局長 副長及次長 主任課長 別紙一第一四〇二号照会之件
ニ付テハ当局ヨリ工兵第一方面ヨリ及・・・・候処別紙之通・・回取調兼之趣候召内
務地理局ヘ左之通回答相成度因テ回答案取調及上申候也 回答案 熊本鎮台太砲射的場

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09070157500、『明治１３年
第１号審按　３８　従４月至６月』
（防衛省防衛研究所）

―

149 6 28

古京町有終
社脇南側空
地及砲兵第
三大隊営西
岸下空地貸
渡之義

工兵第六
方面提理
代理陸軍
歩兵少佐
安田有則

陸軍卿大
山巖殿

陸軍省受領伍第一六三九号六方第六十四号 副総木工第四六二号 古京町有終社脇南側
空地及砲兵第三大隊営西岸下空地貸渡之義伺熊本区古京町有終社脇南側空地百九拾五
坪及砲兵第三大隊営西岸下空地チ九百三拾坪零五合同区中坪井町士族西信次ヨリ拝借
致度旨願出之趣ヲ以別紙相添熊本県ヨリ協議有之候間取調候処御貸渡相成候而差支之
筋無之被存ニ付御許可相成度依而別紙写并図面相添此段相伺候也 明治十三年六月二十
八日 工兵第六方面提理代理陸軍歩兵少佐安田有則 陸軍卿大山巖殿 伺之通 七月十七
日 陸軍卿 処轄地拝借願熊本県下熊本区古京町有終社南側空地陸軍御処轄地面積百九
拾五坪自今荒地ニ属居候ニ付開拓致悉皆園地ト為シ該地内ニ四間方位掘立小屋を建築

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04029667700、『大日記 砲工
の部 ７月木坤 陸軍省総務局』（防
衛省防衛研究所）

―

150 7 28

〔千葉城工
兵営東崖下
空地貸渡之
義伺〕

工兵第六
方面提理
代理陸軍
歩兵少佐
安田有則

陸軍卿大
山巖殿

千葉城工兵営東崖下空地貸渡之義伺 熊本千葉城工兵営東崖下空地千五百八十六坪、同
区東阿弥陀寺町弐番地寄留士族横山貞雄ヨリ拝借致度旨願出之趣ヲ以、別紙相添熊本
縣より協議有之候間、取調候処御貸渡相成候ヲ差支之筋無之候存候ニ付御許可相成度
依テ別紙写并図面相副此段相伺候也 明治十三年七月二十八日 工兵第六方面提理代理
陸軍歩兵少佐安田有則 陸軍卿大山巖殿 伺之趣難聞届候事 十月二十八日 陸軍省御所
轄地拝借願熊本鎮台工兵営熊本県肥後国熊本区千葉城東北裏川端陸軍省御所地荒地ニ
属居当時御不用地ニ候為在候ハ本年八月ヨリ来ル明治十四年七月迄満一ヶ年間別紙明
細書之通借地料金上納ヲ以拝借候仰付候下候様奉願

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04029730500、『明治１３年
大日記砲工 １０月木坤 陸軍省総務
局』（防衛省防衛研究所）

P489-4

151 8 27

工兵営東崖
下空地貸渡
に関し本部
の意見回答

参謀本部
副官 陸軍
歩兵中佐
斉藤正言

陸軍歩兵
中佐児島
益謙殿

二第三一九五号 別紙伍第一八九九号工兵第六方面本署ヨリ伺出千葉城工兵営東岸下空
地貸渡之義右ハ工兵営ニ近接之地所ニ有之候故・・帰上並ニ肥料之臭気等営内ニ透入
致・・生之妨害ニモ可相成ニ付貸渡不相成方可然トノ本部意見ニ有之候此段及御回答
候也 明治十三年八月二十七日 参謀本部副官 陸軍歩兵中佐斉藤正言 陸軍歩兵中佐児

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09122345900、『明治１３年従
７月至１２月　参謀本部　１６』
（防衛省防衛研究所）

―

152 8 28

熊本城にの
丸云々の達 工兵第六

方面
大山陸軍
卿

総木工第五二八号 工兵第六方面 熊本県下熊本城二ノ丸及近接地別紙図紫色之ケ
所・・積四百五坪壱合七勺之官有地ハ・・事必用ニ付・・・・同図面中赤色之ケ所弐
百七拾四坪七合弐勺之地ハ必用見込無之ニ付返附之義今般太政官伺・・相成候
条・・・・可取斗此旨相達候事 十三年八月廿八日 大山陸軍卿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04029685300、『明治１３年
大日記砲工の部 ８月木坤 陸軍省総
務局』（防衛省防衛研究所）

―

153 8 28

熊本城二の
丸云々の達 大山陸軍

卿
工兵第六
方面

総木工第五二八号 工兵第六方面 熊本県下熊本城二ノ丸及近接地別紙図紫色之ケ
所・・積四百五坪壱合七勺之官有地ハ・・事必用ニ付・・・・同図面中赤色之ケ所弐
百七拾四坪七合弐勺之地ハ必用見込無之ニ付返附之義今般太政官伺・・相成候
条・・・・可取斗此旨相達候事 十三年八月廿八日 大山陸軍卿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04029685300、『明治１３年
大日記砲工の部 ８月木坤 陸軍省総
務局』（防衛省防衛研究所）

P489-5

154 9 3

隊中貯蓄金
を以て測量
器具等購求
の伺

熊本鎮台
司令官高
島少将代
理陸軍歩
兵大佐野

陸軍卿大
山巌殿

四第四四〇四号 会甲第千六百六十号 天九第三八号 総木・・第三八三号 砲兵隊々中
貯・・金ヲ以測量及製・・用器具購求之義ニ付伺 アリメートニウエラトリエ ・・板
三脚・・附属 測鎖 鉄串 ・・附・・串 ・・球 右神速測量用器具 ・・引道具 長定規
三角定規 ・・止未突尺 ・・引板 右製・・用器具 携帯・・板 鉗子磁石 垤止・・突

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04029483300、『明治１３年
大日記鎮台部 １０月木乾 陸軍省総
務局』（防衛省防衛研究所）

―

155 9 14

測量器械備
付の伺

熊本鎮台
司令官代
理陸軍歩
兵大佐野
崎貞澄

陸軍卿大
山巌殿

四第四五二七号 会甲第千六百九十二号 天九第一一六号 総木熊第三八四号 測量器械
備付之義ニ付伺 当台参謀部ニ是・・測量・・械備付・・間々指支不少候間更ニ当台準
備金ヲ以テ別紙品目之通購求・・度此段相伺候也 熊本鎮台司令官代理 十三年九月十
四日 陸軍歩兵大佐野崎貞澄 陸軍卿大山巖殿 伺之通 十月二日 品目 アリダートニユ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04029483400、『明治１３年
大日記鎮台部 １０月木乾 陸軍省総
務局』（防衛省防衛研究所）

―

156 9 28

測量及製図
用器具請求
の件伺

熊本鎮台 陸軍省

十三年九月二十八日 卿 房長 総務局長 肆第四四〇四号熊本鎮台ヨリ測量及製図用器
具請求之件伺 主任局長 副長及次長 主任課長 別紙肆第四四〇四号伺之件審案仕候処
右ハ・・授上入用之物品ニ付御聞届相成可然存候仍テ左ニ御指令案取調及上申候也 御
指令案 伺之通

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09070549300、『明治１３年
第４号審按　５　９月～１０月』
（防衛省防衛研究所）

―

157 9 29

測量器械備
付の義に付
伺

熊本鎮台 陸軍省

明治十三年九月二十九日 卿 房長 総務局長 肆第四五二七号熊本鎮台ヨリ測量器械備
付ノ儀ニ付伺 主任局長 副長及次長 主任課長 別紙肆第四五二七号伺ノ件審案候処測
量器械備付ノ儀各鎮台ヘ御許可ノ先例モ有之然付候御聞届相成可然ト存候仍テ左ニ御
指令案取調及上申候也 御指令案 伺之通 但売却代価ハ会計局ヘ可相納事

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09070555100、『明治１３年
第４号審按　５　９月～１０月』
（防衛省防衛研究所）

―

158 10 5

熊本城二ノ
丸等地所引
渡等の件熊
本県へ通達

松方内務
卿

陸軍卿大
山巌殿

１０月５日　松方内務卿　熊本城二ノ丸等地所引渡等の件熊本県へ通達実施の通知
一第三五五三号 当地第三百十七号 熊本県下熊本城二ノ丸及近接古京町ニ於テ合面積
四百五十一合七日之地貴省用地ニ引渡又貴省不用地二百七十四坪七合二勺ハ当省受取
之義候太政官御達ニ付別紙旨熊本願ヘ相達真候条御更授相成度此段及御通都候也 明治

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09120747700、『明治１３年９
月　１０月　諸省院使　８』（防衛
省防衛研究所）

―

159 10 27

熊本記念碑
建設隣地貸
渡

工兵第六
方面提理
代理陸軍
歩兵少佐
安田有則

陸軍卿大
山巖殿

総木工第七六三号 別紙ノ通熊本県ヨリ照会申越候ニ付夫ニ取調候処該地ノ義ハ以前熊
本有終社員川上操六外両名エ御貸渡シ相成居候即記念碑建設地ノ隣地ニテ即今不用ニ
属シ居且今般願意ニ於テモ素ヨリ将来ヲ奨励シ順逆ヲ識別セシムルノ素意ニシテ外等
園等ノ借地トハ自ラ其生質ヲ異ニシ其上重大ノ建物ニモ無之後来ノ妨ト相成候筋トモ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04029751500、『明治１３年
大日記砲工の部 １１月木坤 陸軍省
総務局』（防衛省防衛研究所）

―

160 10 29

熊本山崎町
地貸渡の伺

工兵第六
方面提理
代理陸軍
歩兵少佐
安田有則

陸軍卿大
山巌殿

総木工第七四六号 熊本県下熊本区山崎町字花畑北石垣下地所貸渡ノ義ニ付伺別紙共熊
本県下熊本区山崎町字花畑北石垣下所轄地面積四百九十三坪六合三タハ熊本県下熊本
区古城堀端町九十三番地片・・奉宰ヨリ拝借願出候趣ヲ以テ熊本県ヨリ照会相成候右
地所ハ熊本鎮台工兵作業場引渡シ線外ニテ該場ハ接続ノ事故鎮台江モ及照会候処差支

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04029749800、『明治１３年
大日記砲工の部 １１月木坤 陸軍省
総務局』（防衛省防衛研究所）

―

161 10 29

輜重兵前道
路還付方伺

工兵第六
方面提理
代理陸軍
歩兵少佐
安田有則

陸軍卿大
山巌殿

陸軍省受領 五第三〇二二号 総木工第七七五号 輜重兵営前道路還付方ノ義ニ付伺 別
紙之通熊本県ヨリ再応照会申越候ニ付熊本鎮台江モ及照会候処該台ニ於テハ還付相成
候而モ差支ノ筋無之云々回答有之候右ハ厩橋ヨリ岩根橋迄接続ノ公道ニシテ厩橋ヨリ
棒安阪迄ハ熊本県所有地該阪下ニテ中断シ岩根橋迄ハ陸軍所轄地ト相成通行ノ便ハ勿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04029770000、『明治１３年
大日記砲工の部 １２月木坤 陸軍省
総務局』（防衛省防衛研究所）

―
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行うのではなく、都市の将来像を踏まえ、都市全体あるいは影響

する地域全体としての施設の配置や規模等の検討を行い、その必

要性の変更理由を明らかにした上で行われるべきである」とあ

る。熊本市では「長期未整備都市計画公園見直しガイドライン」

（H28.3）を策定して見直しに取り組んでおり、「熊本城公園」見

直しの2軸（必要性「A」・実現性「C」）からの判定結果は「B」

（計画変更候補）である。現状では城内立地の4神社部分が「未

整備」で熊本医療センター部分は既に除外済みだが、これら施設

のそもそもの設置経緯は近代や戦後まで遡るもので、今後の変更

や見直しはこれらの歴史的背景も充分把握した上で実施する必要

がある。 
９ 文献は註3に同じ。中でも熊本市熊本城調査研究センター

（2019）掲載の「熊本城関係文献資料目録」は本稿の出典とも重

複する資料が多い。そこで相互の資料・出典を照合・補完できる

よう、付表には熊本市熊本城調査研究センター（2019）の掲載番

号も併記した。また近代地図や古写真についても、同『歴史資料

編（絵図・地図・写真）』の掲載番号を本文中で引用した。 
１０ いわゆる廃城令は、明治6（1873）年太政官達「全国ノ城廓陣

屋等存廃ヲ定メ存置ノ地所建物木石等陸軍省ニ管轄セシム」並び

に「全国ノ城廓陣屋等存廃ヲ定メ廃止ノ地所建物木石等大蔵省ニ

処分セシム」によって、兵部省管轄下にあった城郭が陸軍省管轄

の「存城」、大蔵省管轄の「廃城」に分けられたことを指す。 



162 11 10

熊本山崎町
花畑下地貸
渡伺

工兵第６
方面本署

参謀本部

明治十三年十一月十日 卿 房長 総務局長 伍第三〇二三号工兵第六方面本署熊本山崎
町花畑下地貸渡伺 主任局長 副長及次長 主任課長 別紙之件ハ房長ヨリ篇参謀本部照
会之ラ何分御指令相成可然存候因テ案文取調及上申候也照会案 別紙伍第三〇二三号之
通工兵第六方面本署ヨリ伺出就テ之御部何分之義意見致承知致此段及御照会候也

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09070700500、『明治１３年
第５号審按　１０　従１０月至１２
月』（防衛省防衛研究所）

―

163 11 19

熊本内城内
へ人民願に
依り記念碑
建設に付地

工兵第６
方面本署

参謀本部

明治十三年十―月十九日 卿 房長 総務局長伍第三〇一七号工兵第六方面本署ヨリ熊本
内城内、人民願ニ依リ記念碑建設ニ付地所貸渡伺 別紙之件ハ参謀本部ニ於ハ当支参之
見込ニ付明・・永代之係ルテ次テ一応鎮台司令官可取下問之ニト召之候的・・右ハ右
一係害之幺紅ハ何時可取除キ御・・約ニテ召之候条別紙御下問ニハ及召発ト取度就テ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09070701800、『明治１３年
第５号審按　１０　従１０月至１２
月』（防衛省防衛研究所）

―

164 11 26

熊本輜兵営
外道路地返
却伺

工兵第６
方面

参謀本部

明治十三年十一月二十六日 卿 房長 総務局長 伍第三〇二二号 工兵第六方面熊本輜兵
営外道路地返却伺 主任局長 副長及次長 主任課長 別紙之件審案仕候処参謀本部ニ於
テモケレ支無旨ニ付返附之義太政官御届相成可然ト存候仍テ左ニ 但返附之義太政官取
調候条千励御可引渡事 熊本鎮台通牒案 熊本城輜重兵営外廷根県通リ棒安坂下迄之通

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09070697200、『明治１３年
第５号審按　１０　従１０月至１２
月』（防衛省防衛研究所）

―

165 11 27

熊本人民従
軍戦死者記
念碑

児島歩兵
中佐

熊本鎮台
佐官　御
中

総木・・第四四六号 先般熊本・・終社員ニテ建設相成・・記念・・熊本県人民十条
之・・軍・・支シ戦死・・者・・メ記念碑建設致度・・人民・・今般許可相成・・条
記念此段及御通牒候也 十三年十一月二十七日 児島歩兵中佐 熊本鎮台 佐官　御中

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04029508400、『明治１３年
大日記各鎮台 １１月木乾 陸軍省総
務局』（防衛省防衛研究所）

―

166 11 30

土地売買譲
渡規則

太政官 ―

第五十二號 土地売買譲渡規則別紙ノ通相・・候條之・・布告候事 但明治八年六月第
百六號布告并同年十月第百五拾三號布告廃止候事 土地売買譲渡規則 第一條 凡ソ所有
ノ土地ヲ売渡シ譲渡サント欲スル者ハ売渡譲渡証文ニ地券ヲ受ケ之ヲ買受人又ハ譲受
人ヘ附興スヘシ 但一筆ノ土地ヲ分割シテ奥書割印ヲ受ケント欲スル者ハ・・

『太政類典・第四編・明治十三年・
第五十二巻・民法・婚姻』太
00757100（国立公文書館）

―

167 12 21

熊本城輜重
兵営外の所
轄地返付の
通牒に対す

内務卿松
方正義

陸軍卿大
山巌殿

一第五五四五号 工ノ省内即一二二号 陸地第一八八号 熊本県下熊本城輜主兵営磐根橋
通ク御省所轄地之内五百之十坪六勺通路ノ為返附之儀御通牒之趣了承則該県江更前方
相達候条此旨御承知相成度此段及御回答候也 明治十三年十二月二十一日 内務卿松方
正義 陸軍卿大山巌殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09120772300、『明治１３年１
１月　１２月　諸省　９』（防衛省
防衛研究所）

―

168 1 22

鎮台警備通
行留に付新
道開設の処
連続道路遮

内務権大
書記官西
村捨三

陸軍佐官
御中

一第二八九号 総月二九六号 熊第九七三号 熊本県下肥後国熊本区厩橋ヨリ棒安坂并埋
門ヲ経テ古京町及京町ホヘ通スル道路之義ハ明治十年熊本鎮台警備之為メ通行ヲ留メ
五百三十七坪六勺新道開設御省用地ニ緬入相成居候処右之連続セル道路ヲ遮断セシモ
ノニテ不都合ニ付返付之義田県ヨリ工兵第六方面及照会候処於回所ハ何無支貫之見込

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09120781100、『明治１４年従
１月至３月　諸省院使　開拓使被廃
３９　３』（防衛省防衛研究所）

―

169 11 16

熊本県の工
兵第6方面所
轄地の借用
申入

熊本県
工兵第六
方面本署
御中

御所轄地之内本県囚獄ト山砲営トノ召並ニ願庁北裏・・・・内之・・地・・・・
面・・九百七十・・○・・合五千御指之名熊本・・・・・・・・町・・・・・・・・
印分願出処各・・御急支・・・・・・・・借用為致度ニ付・・・・之御回答相成度別
紙願・・各面御一通相添此段入御照会候也 明治十四年十一月十六日 熊本県 工兵第六

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07080653600、『明治１５年１
月１２月　「大日記　廻議．意見．
参火」自１号至１４２号』（防衛省

―

170 12 23

熊本県庁北
裏空地貸渡
の義に付伺

工兵第六
方面提理
代理 陸軍
歩兵少佐
安田有則

陸軍省大
山巌殿

伍第四号 熊本県庁北裏狛壁下之空地二ヶ所貸渡之義ニ付伺 右者熊本県囚獄之山砲
兵営と之間并同県北裏狛壁下之空地借用之義同県より協議申越候ニ付熊本鎮台へも
及協議候処支障無之旨別紙写之通回答申越候処別紙各面中紫色「イロ」之地所者其営
ニ近接シ彼是支障可有之其他ハ印よりリ印ニ至ル合積五百二十三坪七合五勺之地所ニ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07080653500、『明治１５年１
月１２月　「大日記　廻議．意見．
参火」自１号至１４２号』（防衛省

―

171 1 19

熊本県庁北
手空地貸渡
伺

工兵第六
方面

陸軍省

明治十五年一月十九日 卿 房長 総務局長 伍第四号 工兵第六方面ヨリ熊本県庁北手空
地貸渡伺 主任局長 副長及次長 主任課長 別紙之件参謀本部意見之通御貸渡相成可然
存候仍テ工兵第六方面ハ御指令案取調及上申候也 御指令案 伺之通

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09070916000、『明治１５年
第４号審按　従１月至３月』（防衛
省防衛研究所）

―

172 2 4

陸軍所轄地
拝借願及明
細書

源川得員 陸軍省

明細書 熊本県熊本区古京町・・崖下番地 陸軍御所轄地朱線内面積百七十坪二合 ・・
一月借地料金三銭 但別紙測量図一葉 一 水溜リ 一ケ所 一 家屋無之 一 樹木無之 各
之通ニ御雇候事 熊本県熊本区新堀町三十一番地 明治十五年二月四日 源川得員 同件
同区同町二十八番地 保証人湯井松・・・・

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07080670200、『明治１５年１
月１２月　「大日記　廻議．意見．
参火」自１号至１４２号』（防衛省

―

173 3 24

熊本区古京
町所轄地の
貸渡に関す
る伺

工兵六方
面提理代
理 陸軍歩
兵少佐安
田有則

陸軍卿大
山巌殿

伍第七〇〇号 熊本区古京町所轄地御貸渡之義ニ付伺 熊本県熊本区古京町・・崖下番
地面積為七十坪二合ノ地所同県・・区新堀町源川得員ヨリ借用致度旨出願之趣該県ヨ
リ照会有之調査候処当地・・用之目途ヨリ無之候ニ付・・一ケ年間之期約ヲ以テ御貸
下ニ相成度此段相伺候也 工兵第六方面提理代理 明治十五年三月二十四日 陸軍歩兵少

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07080670000、『明治１５年１
月１２月　「大日記　廻議．意見．
参火」自１号至１４２号』（防衛省

―

174 6 9

棒安坂下倉
庫引渡の件 工兵第六

方面
陸軍省

明治十五年六月九日 卿 房長 総務局長 伍第一二七九号 工兵第六方面伺棒安坂下倉庫
引渡ノ件 主任局長 副長及次長 主任課長 別紙之件ハ御許可相成可然仍テ御指令案並
熊本鎮台ヘ御逹案取調及上申候也 御指令案 伺之通 但受領之儀熊本鎮台ヘ相逹候事
御逹案 熊本城内棒安坂下倉庫其台ヘ引渡方工兵第六方面本署ヨリ伺出聞届候条該台ヘ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09070953800、『明治１５年
第５号審按　従４月至６月』（防衛
省防衛研究所）

―

175 6 14

城郭実測図
等の調整、
提出の通知

工兵六方
面提理代
理 陸軍歩
兵少佐安
田有則

陸軍歩兵
中佐児鳥
益謙殿

方第二百八十号 各存城郭実測図及其城願接近之附属地図ニモ参謀本部ニ於テ需用之義
申進候条当所管内城部図面各正副二築宛製調可差出旨本年二月十日附送第七九二号ヲ
以御照会之趣致了承以聞会轄内各存城図面正副二築宛都合始築調製差進候間御願収相
成度此段申進候也 追テ製図御例ニ本丸二ノ丸三之丸号城郭面積数記入之申ヨリ有之候

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C10072747500、『明治１５年従
１月至６月　工兵各方面』（防衛省
防衛研究所）

―

176 12 28

故陸軍伍長
谷村計介ノ
紀功碑ヲ
東京靖国神

前熊本鎮
台司令官
陸軍中将
谷干城

陸軍卿大
山巌殿

三月二日陸軍省稟候故陸軍伍長谷村計介紀功碑建設場所之儀ニ付前熊本鎮台司令官谷
中将ヨリ別紙ノ通願出候処是迄靖国神社附属地内ニ於テ衆人ノ功績ヲ併紀セル標碑ハ
建設差許候儀有之候得共今般願出ノ如キ一ケ人ノ為メニ設クル石碑等許可致候例ハ無
之抑同境内之儀ハ恰モ公園ト相類似セルモノニ付当省限リ許可致候訳ニモ至リ兼候間

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A15110680400、『公文類聚・第
七編・明治十六年・第六十一巻・土
地・土地諸則～雑載』（国立公文書

―

177 2 14

所轄地賃渡
地返納後栽
培代御下付
の伺

工兵第六
方面提理
代理 陸軍
歩兵少佐
安田有則

陸軍卿大
山巌殿

 工ノ地方五九号 六方第十三号 会甲第二百九十二号 ・・・・第一八六号 所轄地貸渡
地返納後裁培代・・下附可相成哉否・・之義伺 所轄地熊本区山崎練兵場傍荒無地積面
四千六百餘坪同区新二丁目長崎仁平明治十二年八月以降

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04030688100、『明治１６年
大日記 砲工方面 ３月木坤 陸軍省
総務局』（防衛省防衛研究所）

―

178 4 4

熊本旧古城
地受取の件

熊本鎮台 陸軍省

明治十六年四月四日 同五日照会 卿 房長 総務局長 肆第七七八号 熊本鎮台ヨリ伺熊
本旧古城地受領之件 別紙之件ハ参謀本部ニ於テ受領相成可然旨意見ニ付工兵第二方面
御左之通照会相成可然存候因テ案文取調意見申進候也 照会按 別紙肆第七七八号之通
熊本鎮台ヨリ上申相成候願テハ該地並城壕墻共受領之上当少ハ入用迄ハ・・成之通熊

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09071451900、『明治１６年
４号審按　４８　１６　３月～４
月』（防衛省防衛研究所）

―

179 7 18

陸軍所轄地
貸下之儀に
付伺

工兵第二
方面提理
工兵中佐
別役成義

陸軍卿大
山巌殿

五第一一七五号 会甲千百二十三号 二工ノ五百五十三号 総水工第五二五号 陸軍所轄
地貸下之儀ニ付伺 陸軍処轄地熊本区古城堀埋跡地千〇五十九坪一ヶ月金二十六銭五厘
借地料ヲ・・メ拝借之儀熊本県下熊本区新二丁目長
・・・長崎伊太郎・・・長崎次郎

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04030759600、『明治１６年
大日記 砲工 ８月未坤 陸軍省総務
局』（防衛省防衛研究所）

―

180 9 3

熊本古京町
所轄地貸下
の伺

工兵第二
方面提理
工兵中佐
別役成義

陸軍卿大
山巌殿

五第一三七五号 工ノ地第二二二号 二工一ノ六百十六号 総木工第六三三号 熊本古京
町所轄地御貸下之儀伺 肥後国熊本区古京町陸軍処轄地面積千七百四十七坪并ニ建家一
棟右ハ熊本偕行社幹事山口素臣副幹事阪元純熈

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04030773600、『明治１６年
大日記 砲工部 ９月未坤 陸軍省総
務局』（防衛省防衛研究所）

―

181 10 4

熊本県庁敷
地受領方
云々申入

志水少佐
工兵第一
方面佐官
御中

総水工第六七一号 熊本県履・・熊本古城地受・・・・・・ニ付該・・ヨリ回答之
趣・・・・・・本年六月八日附ヲ以テ・・熊本鎮台上申・・・・第モ有之候・・該周
囲・・・・地ノ之当省・・御取調何分・・有之度此段申入候也 十六年十月四日 ・・
官房・・長心

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04030784200、『明治１６年
大日記 砲工部 １０月木坤 陸軍省
総務局』（防衛省防衛研究所）

―

182 11 17

渡邉騎兵伍
長調馬の際
誤て人力車
を破壊に付
償

熊本鎮台 陸軍省

明治十六年十一月十七日 二十日付 卿 総務局長 房長 肆第三三五九号 熊本鎮台ヨリ
渡辺騎兵伍長調馬之際誤テ人力車ヲ破壊ニ付弁償金ノ件伺 主任局長 副長及次長 主任
課長 別紙肆第三三五九号伺之件審案仕候処軍馬局ニ於テ調馬掛調騎ノ際車夫ヲ触倒シ
薬価診察料等官費ヲ以テ支給シ先例々之 候間伺之趣御許可相成応費中雑費ヨリ支出可

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09071599400、『明治１６年
４号審按　４８　２３　１１月』
（防衛省防衛研究所）

―

183 1 22

熊本花岡山
埋葬地へ石
碑建設の件

工兵第二
方面

陸軍省

明治十七年一月二十二日 二十六日付 卿 房長 総務局長 伍第一三五五号 工兵第二方
面伺熊本花岡山埋葬地ヘ石碑建設ノ件 主任局長 副長及次長 主任課長 別紙之件番按
候処同方面伺出ノ位・・ヘ石碑建設スルトモハ埋葬人ノ体上ヲ通過ナシ人情ニ戻リ且
ハ費額モ相嶌シ・・・・寧ロ別紙岡面朱書付箋ノケ所ヘ石碑建設シ全体ノ敷石及ヒ玉

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09072336100、『明治１７年
第５号審按　従１月至４月』（防衛
省防衛研究所）

―

184 4 30

熊本鎮台接
近地（新堀
町）買収の
伺

工兵第二
方面提理
別役成義

陸軍卿山
縣有朋殿

・・ 工ノ地第一二八号 二工・・百五十二号 熊本鎮台接近地買収・・領等之儀伺 熊
本城郭外濠熊本区旧新堀門前左・・受領民地ハ買収相成候様致度此段書類図面相添相
伺候也 十七年四月二十日 工兵第二方面提理別役成義

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04031463200、『明治１７年
大日記 鎮台 ５月木乾 陸軍省総務
局』（防衛省防衛研究所）

―

185 5 3

熊本城内殉
難碑設置地
拝借人交替
の件

工兵第二
方面

陸軍省

明治十七年五月三日 五日付 卿 総務局長 房長 伍第五五六号 工兵第二方面伺熊本城
内殉難碑設置地拝借人交替之件 主任局長 副長及次長 主任課長 別紙伍第五五六号之
件審按仕候処該地ハ・・テ無年期無供料ニテ貸渡相成居ハ場所ニ付存供人交挽候也
争・・支無之ト・・存候・・御許可相成可然存・・仍テ御指令按取調及上申候也 御指

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09072357700、『明治１７年
第５号審按　従５月至８月』（防衛
省防衛研究所）

―

186 5 24

熊本県在庁
字古城の塁
濠受領の儀
差支に付再

内務卿松
方正義

陸軍卿西
郷従道殿

一第一六七三号 陸地第二八号 熊本県在庁字古城兵備上必須ノ地ニ付塁壕御受領之義
御照会有之候処該石塁ノ上ニハ家屋塀・・等建設目下該県於テ使用致居候儀ニ有之右
ハ御取除或ハ地形変換等ノ儀ニハ無之単ニ塁壕保存ノ一点ニ有之趣果シテ然ハ右塁壕
保存方該県ヘ相達今後石塁等変換ヲ要スル時ハ熊本鎮台ヘ協議ノ上処分致候様取計候

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09121145100、『明治１７年従
５月８月迄　諸省院庁』（防衛省防
衛研究所）

―

187 5 26

熊本県下の
地所受領に
関する件

地理局長
桜井勉

陸軍佐官
御中

一第一六八五号 工ノ地第一五七号 地二〇五二号 熊本県下熊本区新堀町三十九田及四
十一田三十六当之内六十七百八十七坪七六三百五方熊本工兵第二方面出張所ヨリ受領
致度越熊本県御照会之ニ付同歴ヨリ支障無之旨該出張所ヘ回答致置候趣ニ候場其貴省
ヨリハ今以何等御照会無之目下如何之御都合ニ相成居候成一応承知致度此段及御照会

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09121136700、『明治１７年従
５月８月迄　諸省院庁』（防衛省防
衛研究所）

―

188 6 14

熊本県在庁
地受領の件

参謀本部
長代理 参
謀本部次
長曽我祐
準

陸軍卿川
村純義殿

参火第八七号 二第 号 熊本県在庁地受領之儀ニ付客年中御協議之末内務省ヘ御照会相
成候処尚又別紙一第一六七三号内務省束示之趣可承致候右者塁壕陸軍営轄地ト相成候
共工事施行等之節ハ熊本県ヘ照会致候得者至閊有之至度又塁壕保存ニ付テモ軍備上ノ
意岡ヲ以テスルト否トハ大ニ区別有之殊ニ該地ノ如キハ将来熊本城ノ守備上ニ於テ関

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09122510400、『明治１７年従
１月至１２月　参謀本部』（防衛省
防衛研究所）

―

明治
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1881
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明治
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１１ 存城は太政官達別冊第一号「諸国存城調書」（1873）、廃城は太

政官達別冊第二号「諸国廃城調書」（1873）による。森山英一

（2017）に掲載。 
１２ アジア歴史資料センター「ＪＡＣＡＲ」（Japan Center for 

Asia Historical Records National Archives of Japan）の説明

は、ホームページ「センターの概要と特徴」から一部引用する。 

https://www.jacar.go.jp/about/outline.html 

「アジア歴史資料センターは、インターネットを通じて、国の機

関が保管するアジア歴史資料（原資料＝オリジナル資料）を、パ

ソコン画面上で提供する電子資料センターであり、国立公文書館

において運営されて」いる。「ここでいうアジア歴史資料とは、近

現代の我が国とアジア近隣諸国等との関係に関わる歴史資料とし

て重要な我が国の公文書及びその他の記録のこと」である。「平成

13（2001）年11月30日に開設され」、「現在、アジア歴史資料セ

ンターでは、国立公文書館、外務省外交史料館、防衛省防衛研究

所戦史研究センターが保管するアジア歴史資料のうち、これらの

所蔵機関において電子化が行われたものから順次提供を受け、公

開している」。 
１３ アジア歴史資料センター データベース横断検索

https://www.jacar.archives.go.jp/gf/cgi/start 

【資料検索に使用したキーワード例】 

「存城」「廃城」「熊本城」「本丸」「二の丸」「天守」「宇土櫓」 

「天皇」「行幸」「千葉城」「古城」「宮内」「古京町」「新堀」 

「公園」「博覧会」「共進会」「招魂祭」「招魂社」「大演習」 

「藤崎台」「有終社」「偕行社」「谷村計介」「銅像」「記念碑」 

「内務省」「陸軍省」「大蔵省」「地理局」「地図」「測量」 

「西海道鎮台」「鎮西鎮台」「熊本鎮台」「第六師団」「乙輯」 

「鎮台病院」「衛戍病院」「加藤神社」「錦山神社」 

「神風連の変」「西南戦争」「日清戦争」「日露戦争」 

「国道」「県道」「里道」「兵器支廠」「道路」「電信分局」 

「熊本県」「熊本市」「陸軍省所轄地」「統計」「山崎練兵場」 

「歩兵第二十三連隊」「移転」「県庁」「市役所」「監獄」 

「軽便鉄道」「大日本軌道」「菊池軌道」「都市計画」「配水池」 

「街路」「市電」「橋」「堀跡」「濠」「埋め立て」「蓮堀」「養魚」

「午砲台」「土地」「貸渡」「貸下」「準貸付」「借用」「買上」 

「交換」「所管換」「官有財産」「国有財産」「管理規則」など 
１４ 明治7（1874）年の 城外（京町新堀）への移転後、明治42

（1909）年に「錦山神社」から「加藤神社」へ改称した。当時の

九州日日新聞（明治42年4月5日）には、三百年会記念会にて発

表された変更理由の掲載がある。さらに現在地（城内本丸の櫨方

役所跡）へ加藤神社が移転したのは、昭和37（1962）年である。 
１５ 熊本県立第一高等学校（1984）。 
１６ 熊本市（2003）。 
１７ 国立国会図書館蔵（請求番号ＹＧ913-1616）。明治14（1881）

年に作成された写しで、鶴嶋（2015）に掲載あり。 
１８ 熊本博覧会は明治8（1875）年4月1日から60日間にわたり

錦山神社で開催された。東京文化財研究所（2004）に「熊本博覧

会」の掲載があり、「未タ見サルヲ見未タ知ラサルヲ知ル人間ノ楽

ミ之ヨリ大ナルハナシ当社陳列セル博覧ノ品類即チ其物ナリ今一

斑ヲ図写シテ之遠方未タ見知セサルノ人ニ寄ス亦吾カ楽ヲ推シテ

人ノ之ヲ楽ムヲ楽シムノミ遼豕ノ誹ハ敢テ辞スル処ニアラス博雅

ノ君子其レ之ヲ諒トセヨ 博覧会社」とある。「熊本博覧会」は乃

村工藝社グループ「博覧会資料COLLECTION」（管理コード：

1546）にも掲載がある 

（https://www.nomurakougei.co.jp/expo/exposition/detail?e_c

ode=1546）ほか、先行研究で一部言及がある。「奈良博覧会前史」

（https://www.library.pref.nara.jp/sites/default/files/nara

haku2018.pdf）、大貫涼子（2013）、野中勝利（2006）。 
１９「熊本鎮台敷地図」明治9（1876）年（熊本博物館蔵）。熊本市

（2019）に掲載あり。 
２０ 「千葉学校ハ当城東北ニ位シ今般囲込線内ニアツテ当県所轄ノ

中学校根元地所ハ人民ノ私有地ニシテ民費ヲ以買収シ建物ハ旧白

川県庁ヲ運転改築スル者ナリ依テ当今県庁ヨリ買上ノ義照会アリ

代価当否等協議中ナリ追テ事実ヲ詳ニシ上申ス可シ」とある。 
２１「熊本県窮民救助ノ為メ路線修築費需要伺」、同添付「熊本県下

道路修築ノ図」明治10（1877）年（国立国会図書館蔵）。松澤真

由美（2021・2022）に掲載あり。 
２２ 熊本市熊本城調査研究センター（2016）に記載。 
２３ 三斜法は、多角形からなる土地の面積を求めるために複数の三

角形に分割し、それぞれの三角形の面積を求め、それらを合計し

て全体の面積を算出する方法。明治15（1882）年2月に大蔵卿松

方正義から太政大臣三條実美へ提出された『地租改正報告書』（国

立国会図書館蔵）には「三斜丈量ノ図」が掲載されている。 
２４ 磯田（2022）「2 電信の始まり」に詳述あり。 
２５ 磯田（2022）「3 明治10年代の様相」に詳述あり。 
２６ 『熊本県公文類纂』明治大正期県政資料（自明治17年至明治

18年）、熊本県立図書館蔵 
２７ 地理局は地理事務を扱う内務省の内局が明治10（1877）年に

地理局に改称したもので、地籍・山林・量地・計算・文書の5課

を設置していた。 
２８ 熊本日日新聞社（1988）。 
２９ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、鈴木喬「第三編 古

城 第四章 熊本県庁」による。 
３０ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、花立三郎「第三編 

古城 第五章 第五高等中学校」による。 
３１ 公益財団法人永青文庫蔵。全11葉からなり、文久元（1861）

年以降に一群の絵図が作成されたと考えられる。熊本市熊本城調

査研究センター（2019）参照。 
３２ 熊本市熊本城調査研究センター（2019）（絵図・地図・写真）

P137-147に「熊本所分絵図」、同（史料・解説）P4第1図に「地

区の範囲と呼称」掲載。 
３３（官有財産管理規則）第七條 官有財産ノ貸付ハ左ノ期限ヲ超ユ

ルコトヲ得ス 第一 樹木培養ニ供スル土地ハ八十年以内 第二 農

工其ノ他ノ営業及住居ニ供スル土地ハ三十年以内 第三 土地森林

ノ使用権ハ十五年以内 第四 右ニ掲ケサル物件ハ三年以内 
３４（官有地取扱規則）第十一條 官ニ属スル公有地及公有水面ハ其

公用ヲ廃シタルニアラサレハ売払譲与交換又ハ貸付スルコトヲ得

ス但公衆ノ妨害トナラサル限リハ公用ニ供シタル儘有料又ハ無料

ニテ特ニ其使用ヲ許スコトヲ得 
３５ 木下(2020)。 
３６ 第六師団参謀部の迅速測図は「同じ縮尺図にもかかわらず、た

とえば等高線間隔は、5m毎と10m毎との双方を1図の中に含む」

などの指摘がある。井口悦男（2005）。 
３７ 第六師団参謀部の迅速測図は「図の精度は極めて低」いが、

「殆んど全平野域にわたっているところに資料価値の高さを見出

すことが出来る」との指摘がある。清水靖夫（1966）。 
３８「熊本第6号地図」明治22（1889）年 第六師団参謀部（熊本

市歴史文書資料室蔵） 
３９ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、増田民男「第三編 

古城 第六章 兵器支廠からグリーン地区へ 第一節 兵器支廠から

第六師団兵器部へ」による。 
４０ 熊本市都市政策研究所（2014）。 
４１ 野中（2014）。 
４２ 水野（2015）。 
４３ 水野（2015）。 
４４ 熊本城内配水池計画では2,635坪（約8,696㎡）の借地願が上

申されている。内容は以下のとおり。 

借地願 

熊本城内箱馬場天主臺跡 

一、坪数弐千六百参拾五坪 

右ハ熊本市唯一ノ高所ニシテ本市上水道配水池敷地トシテ最モ

適良ナル場所ニ有之候所同所ハ軍事上必要ナル所ナルヲ以テ御貸



189 6 30

熊本鎮台近
傍地の買
収・受領

内務省 陸軍省

明治十七年六月三十日 七月一日付 卿 総務局長 房長 一第一九九四号 内務省ヨリ回
答 熊本鎮台近傍地受領之件 主任局長 副長及次長 主任課長 別紙之件内務省ニ於而差
支無之旨回答ニ付太政官ヘ左之通御上請相成可然存候因而案文取調及上申候也 御上請
案 熊本県下肥後国熊本区新堀町ニ於而別紙国官民省地合面積九百四十三坪三合七勺五

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09071795800、『明治１７年
第１号審按　６月より８月に至』
（防衛省防衛研究所）

―

190 7 ―

熊本県下官
民有地引渡
の件

内務卿山
縣有朋

陸軍卿西
郷従道殿

一第二三九一号 太地第三三三号 熊本県下肥渡国熊本区新堀町官民有地面積九百四十
三坪三合七夕五勺御頷収之義達有之候条右地所引渡方本日出来該県ヘ相達置候此段及
御通牒候也 明治十七年七月 内務卿山縣有朋 陸軍卿西郷従道殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09121156000、『明治１７年従
５月８月迄　諸省院庁』（防衛省防
衛研究所）

―

191 8 13

熊本県庁所
在地の陸軍
省領収分の
坪数取調回

地理局長
桜井勉

陸軍卿官
房長児島
益謙殿

一第二五五八号 地三七九 熊本県庁在所字古城異壕地部分今回貴省御領収分義達相成
候処右御領収相成ヘキ部分地坪不分明ニテハ該県達方都合モ有之候間坪数御取調至急
御回答有之度此段及御照会候也 十七年八月十三日 地理局長桜井勉 陸軍卿官房長児島
益謙殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09121159300、『明治１７年従
５月８月迄　諸省院庁』（防衛省防
衛研究所）

―

192 8 19

熊本古城地
今般塁濠の
部分当省受
領に付移牒

西郷陸軍
卿

山県参謀
本部長

総水・・第二八六号 熊本・・受領相成度此段及御通牒候也 十七年八月十九日 西郷陸
軍卿 山県参謀本部長

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04031185000、『明治１７年
大日記 局参監近医軍憲兵 ８月水
陸軍省総務局』（防衛省防衛研究

―

193 9 29

熊本県下横
手村官有荒
蕪地へ花岡
埋葬地番舎

内務書記
官

陸軍佐官
御中

一第三三〇六号 工ノ地第二七五号 総月第二三八号 熊地乙三一〇号 熊本県下肥後国
飽田郡横手村字北平八百九十一番官有荒蕪地六十五坪一合三勺八才熊本鎮台花岡山埋
葬地番舎建設敷地トシテ受領ノ旨工兵第二方面ヨリ同県ヘ照会相成同県ニ於テ差支チ
キ趣及回答置候由本年七月中上申相成候得共貴省ヨリハ今ニ何等御申越無之目今如何

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09121173000、『明治１７年９
１０月分　諸省院庁』（防衛省防衛
研究所）

―

194 11 7

熊本県庁所
在地の陸軍
省領収の部
分坪数問合

地理局長
桜井勉

陸軍卿官
房長児島
益謙殿

一第四〇三六号 地六六九二号 熊本県庁在所字古城塁壕地貴省御領収可相成部分坪数
不分明ニ付去ハ月申地第三七九号ヲ以及御照会置候処合ニ御回答無之然ルシ右ニ付今
回熊本県ヨリ禀議ニ次第有之面積七千九百二十一坪三合五タ五第ト記載分明ニ付該県
ヘ成規之通達方可取計難得共此段為念及御照会候条折返シ御回答間合度候也 明治十七

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09121188400、『明治１７年１
１月　１２月　諸省院庁』（防衛省
防衛研究所）

―

195 11 14

熊本古城累
壕積数の儀
に付照会

内務省地
理局

陸軍省

明治十七年十一月十四日 十四日付 卿 総務局長 房長 一第四〇三六号 内務地理局ヨ
リ熊本古城累壕積数之儀ニ付照会 主任局長 副長及次長 主任課長 別紙一第四〇三六
号之件ハ当局ヨリ工兵第二方面ヘ取調之義協議中ニ候処漸ク判然致候間左之通回答相
成度仍テ案文取調及上申候也 回答案 熊本県庁所在字古城塁壕地当省ヘ受領可致坪数

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09071890400、『明治１７年
第１号審按　１１月』（防衛省防衛
研究所）

―

196 12 20

花岡山陸軍
墓地番舎取
設の件

熊本鎮台 陸軍省

明治十七年十二月二十日 二十四号 卿 房長 総務局長 肆第一三〇六号 熊本鎮台伺 花
岡山陸軍墓地番舎取設ノ件 主任局長 副長及次長 主任課長 別紙肆第一三〇六号伺之
件審案仕候処実際不・・止・・ニ付御許可相成該費用ハ本年度諸・・金ノ内ヨリ支弁
相成可然存候仍る左ニ御指令案候工兵第二方面ヘ御達按取調及上申候也 御指令案 伺

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09072322600、『明治１７年
第４号審按　１２月』（防衛省防衛
研究所）

―

197 12 22

徴兵看護卒
教場取設の
件

熊本鎮台 陸軍省

明治十七年十二月二十二日 二十四号 卿 房長 総務局長 肆第三五九三号 熊本鎮台伺
徴兵看護卒教場取設ノ件 主任局長 副長及次長 主任課長 別紙肆第三五九三号熊本鎮
台伺出ノ件番按仕候処各地陸軍病院トモ末タ在場ノ設置・・之ニ付積数・・軍医本部
ヘ打合試候処東京陸軍病院ハ十七坪ニシテ各地陸軍病院ハ僅・・九坪位ニ有之御官近

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09072322500、『明治１７年
第４号審按　１２月』（防衛省防衛
研究所）

―

198 12 27

県庁周囲濠
壘陸軍省引
渡

熊本工兵
第二方面
出張所

熊本県

証　熊本区古城町周囲濠塁地　此面積七千九百弐拾壱坪三号五勺五才　右正ニ領収
候也　明治十七年十二月廿七日　熊本工兵第二方面出張所　熊本県御中

熊本県公文類纂15-22〔土地〕〔雑
款〕明治大正期県政資料「県庁周囲
濠壘陸軍省引渡」〔自明治１７年至
明治１８年〕 （熊本県立図書館）

―

199 1 31

熊本古城周
囲塁壕熊本
県へ貸渡方
回答

参謀本部
副官茨木
惟昭

陸軍卿官
房長児嶋
益謙殿

参火第一六号 別紙伍第七八号熊本古城周囲塁壕同県・・貸渡方工兵第二方面ヨリ伺出
之趣ハ同方面伺出之通相成可然本部意見ニ有之候条此段及御回答候也 明治十八年一月
三十一日 参謀本部副官茨木惟昭 陸軍卿官房長児嶋益謙殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09122527400、『明治１８年従
１月至１２月　参謀本部』（防衛省
防衛研究所）

―

200 7 10

県庁建物等
買上の義上
申

熊本県令
富岡敬明

内務卿伯
爵山縣有
朋殿
陸軍卿伯
爵大山巌

総火第四五号 県庁建物等御買上之儀上申 一金四万五千円 此内 金三万九千四十六円
四十一銭三厘 是ハ県庁並ニ警察署倉庫官舎建物一切ノ代金並監獄支署移転料等別表合
計ノ通 金五千九百五十三円五十八銭七厘 是ハ県庁移転ニ係ル敷地九千五百五十坪買
上代一坪ニ付金五十銭並ニ該地在来ノ民家移転料及ヒ地形直シ等一切ノ諸費 右熊本県

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07060128300、『明治１９年
大日記　陸軍省総務局　２月火』
（防衛省防衛研究所）

―

201 7 25

県庁建物買
上の件

熊本県 陸軍省

明治十八年七月二十五日 二十八日行 壱第二七八三号 熊本県上申 県庁建物御買上ノ
件 別紙壱第二七八三号 熊本県上申ノ件審案仕候処右地所建物共本省ニ於テ必用ニハ
ル関代金支出ノ目途無之ニ付御該可趣相成存候間左ノ通一応内務省ヨリ御協議相成度
依テ案文取調及上申候也 御照会案 熊本県庁建物買上等ノ義別紙ノ通同県ヨリ申出候

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03030001900、『壹大日記編冊
補遺　１　３　明治１８年分』（防
衛省防衛研究所）

―

202 11 14

陸軍省所轄
地拝借願と
明細書

前崎唯四
郎

熊本県令
富岡敬明

明細書 一熊本県囚獄ト山砲営トノ召・・地一ケ所 ・・面・・四百四十六・・五・・
一県庁北裏・・・・内・・地一ケ所 ・・面積百九十七・・五・・ 一懲役作地引続
ノ・・紀念服・・地一ケ所 ・・面積三百・・拾六・・ 合・・九百七十・・○二・・
五・・ ・・一ケ月・・地・・・・二十四・・三リ 百・・ニ付・・・・五厘ノ割 但別

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07080653800、『明治１５年１
月１２月　「大日記　廻議．意見．
参火」自１号至１４２号』（防衛省

―

203 12 11

小銃射的場
地受領相成
度義伺

工兵第二
方面提理
別役成義
代理 工兵
第二方面

陸軍卿伯
爵大山巌
殿

総木工第七二五号 小銃射的場地御受領相成儀ニ付伺 一地積十二町六反八畝十二歩五
合七反一畝十七歩五合 官有地 十一町九反六畝二十五歩 民有地 右者別紙肆第二七三
号熊本鎮台伺小銃射的場地買収見込ヲ以テ取調之義房長ヨリ申来候ニ付熊本県ニ照会
之上取調候処別表之通ニシテ該地本省エ受領方支障価ニシテ相当価格ト被存候条官有

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07060206000、『明治１９年
大日記　陸軍省総務局　２月木坤』
（防衛省防衛研究所）

―

204 12 26

陸軍省所轄
土地家屋貸
渡規則

陸軍大臣
伯爵大山
巌

陸軍省

達乙第百六十七号 陸軍省所轄土地家屋貸渡規則別冊之通相定候条此旨相達候事 但明
治十一年達甲第二十二号達土地家屋人民エ貸渡規則ハ廃止ス 明治十八年十二月二十六
日 陸軍大臣伯爵大山巌 陸軍省所轄土地家屋貸渡規則 陸軍省所轄土地家屋貸渡規則
第一条 陸軍省所轄ノ土地家屋等一時使用セサルモノハ此規則ニ因リ人民ニ貸渡スヘシ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09050108100、『明治１８年
陸軍省達　従第１３３号至１７４号
乙号　正』（防衛省防衛研究所）

―

205 1 11

熊本花岡山
埋葬地碑石
之儀

工兵第二
方面提理
別役成義

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

総木工第五二号 熊本花岡山埋葬地碍石之儀再伺 熊本花岡山埋葬地遺骨埋替及標石取
設方ニ付昨年十一月中伺出候如同年十二月十七日付伍第一六〇四号ヲ以テ最前御指令
之文字改到可致旨御指揮相成承知仕候依テ遺骨埋替等ハ吏々取計可然ル受碍石ハ既ニ
十七年十二月十六日伍第一四九四号御指令之通文・・彫刮・・建設ニ至ル迄全リ工ヲ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07060188500、『明治１９年
大日記　陸軍省総務局　１月木坤』
（防衛省防衛研究所）

―

206 2 23

県庁建物等
買上に付受
領の件云々
達

工兵第二
方面

陸軍大臣

総木工第七一七号 工兵第二方面 別紙一第二七八三号熊本県上申之趣聞届朱書之通及
指令候条該敷地合面積八千四百三十五坪六合四夕五才及別表之建物ホ同県ヘ打合可致
受領此旨相達候事 但本文建物買収並ニ移転費ホ金四万五千・・其方面定額営繕費増額
トシテ下渡候条同県ヘ可致交付事 十九年二月二十三日 陸軍大臣 別紙 ・・・・第四

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07060205200、『明治１９年
「大日記　陸軍省総務局　２月木
坤』（防衛省防衛研究所）

―

207 4 16

全国旧砲台
地ノ内存置
ヲ要セサル
モノ其他不

陸軍大臣
伯爵大山
巌

内閣総理
大臣伯爵
黒田清隆
殿

陸軍省送達送甲第七八四号夫レ軍隊ノ教育ハ須臾モ怠ル可カラサルハ論ヲ候タス我カ
陸軍ニ在テモ曩ニ監軍ヲ被置教育を任セラレタルモトキ意ト外ナラス当テ本邦ノ兵備
ハ歩兵十八聯隊ト若干ノ騎砲工兵等ニ過キサリシモ逐年兵制ノ改革ニ随ヒ隊数増設今
ヤ歩兵二十八聯隊騎兵二大隊砲兵七聯隊工兵六大隊半輜重兵六大隊ニ及ヒ尚ホ本年ヨ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A15111737600、『公文類聚・第
十三編・明治二十二年・第十三巻・
兵制四・庁衙及兵営城堡附・兵器馬

―

208 6 3

国道第１１
号路線中久
留米以南道
路更正の儀

内務大臣
伯爵山縣
有朋

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

総第四四一号 熊乙第二一七号 国道第十一号路線中福岡県下久留米以南道路更正之儀
去ル明治十五年中及許可置候処今般該工事竣功候旨該両県ヨリ届出候条別紙図面二葉
相添此段及御通牒候也 明治十九年六月三日 内務大臣伯爵山縣有朋 陸軍大臣伯爵大山
巌殿 第四八九号 丘乙第二〇一号ノ二 国道第十一号路線中福岡県下山家ヨリ久留米ニ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09121244400、『明治１９年自
３月至１２月　省院庁　６』（防衛
省防衛研究所）

―

209 7 10

熊本より県
庁建物等買
上の義上申

熊本県令
富岡敬明

内務局伯
爵山縣有
朋殿
陸軍卿伯
爵大山巌

総火第四五号 県庁建物等御買上之儀上申 一金四万五千円 此内 金三万九千四十六円
四十一銭三厘 是ハ県庁並ニ警察署倉庫官舎建物一切ノ代金並監獄支署移転料等別表合
計ノ通 金五千九百五十三円五十八銭七厘 是ハ県庁移転ニ係ル敷地九千五百五十坪買
上代一坪ニ付金五十銭並ニ該地在来ノ民家移転料及ヒ地形直シ等一切ノ諸費 右熊本県

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07060128300、『明治１９年
大日記　陸軍省総務局　２月火』
（防衛省防衛研究所）

―

210 7 22

官有物貸下
及払下代、
免許及手数
料、雑収入
細

熊本県令
富岡敬明

大蔵大臣
伯爵松方
正義殿

明治二十年度第二部歳入予算書面之通相違無之候也 熊本県令富岡敬明 大蔵大臣伯爵
松方正義殿 明治十九年七月二十二日 明治二十年度 第二部 歳入予算明細表 熊本県
（表）目 歳入科目 予算高 二十年度 十九年度 前年度ニ対スル比較ノ差 増 減 事由
円 円 円 円 第四款 官有物貸下及払下代 第一項 貸下料 第一 地所貸下料 節見込高

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A10110904700、『各省予算報告
書・明治二十年度歳入出予算十一・
歳入第二部五』（国立公文書館）

―

211 8 11

登記法ヲ定
メ船舶売買
書入質手続
土地売買譲
渡規則及地
券証印税則
其他本法ニ
牴触ノ法律
規則廃止

睦仁

内閣総理
大臣伯爵
伊藤博文
内務大臣
伯爵山縣
有朋
大蔵大臣
伯爵松方
正義
司法大臣
伯爵山田

朕登記法ヲ裁可シ茲ニ之ヲ公布セシム 睦仁 内閣総理大臣伯爵伊藤博文 内務大臣伯爵
山縣有朋 大蔵大臣伯爵松方正義 司法大臣伯爵山田顕義 法律第一号 登記法 第一章
総則 第一条 地所建物船舶ノ売買譲与質入書入ノ登記ヲ請ントスル者ハ本法ニ従ヒ地
所建物ハ其所在地船舶ハ其定繋場ノ登記所ニ登記ヲ請フ可シ 第二条 地所建物船舶ノ
売買譲与質入書入ノ登記ハ始審裁判所長之ヲ監督ス可シ 第三条 登記事務ハ治安裁判
所ニ於テ之ヲ通扱フモノトス治安裁判所遠隔ノ地方ニ於テハ郡区役所其他司法大臣指
定スル所ニ於テ之ヲ取扱ハシム 第四条 登記所ノ位置及其管轄ノ区域ハ司法大臣之ヲ
定ム 第五条 登記官吏ハ登記事務取扱ニ付テハ始審裁判所長

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A03020000200、『御署名原本・
明治十九年・法律第一号・登記法ヲ
定メ船舶売買書入質手続土地売買譲
渡規則及地券証印税則其他本法ニ牴
触ノ法律規則廃止』（国立公文書
館）

―

212 10 6

陸軍所轄地
貸渡の内満
期返納地及
継続貸渡地

熊本鎮台
監督部長
井出正栄
熊本鎮台
監督部計

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

陸軍所轄地貸渡之内本年六月満期返納地及同七月以降継続貸渡地別表之通御以間此段
届候也 明治十九年十月六日 熊本鎮台監督部長井出正栄 熊本鎮台監督部計算課長・・
藤啓 陸軍大臣伯爵大山巌殿 （表） 陸軍所轄地本年七月ヨリ継続貨渡地処及家屋取調
表 地名 地積 一ケ月借地料 年限 貸渡人姓名 熊本県肥後熊本区古城町一番地ノ内 百

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C10073101500、『明治１９年
各監督部』（防衛省防衛研究所）

―

213 2 3

熊本鎮台歩
兵第二十三
聯隊ヲ熊本
区花畑新営

官報 ―

二月三日官報抄録熊本県鎮台歩兵第二十三聯隊第二大隊ハ去月二十四日熊本県熊本区
花畑新営ニ移転セリ二十年二月三日

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A15111318200、『公文類聚・第
十一編・明治二十年・第十二巻・兵
制門二・陸海軍官制二・庁衙及兵

―

明治
18

1885

明治
19

1886

明治
20

1887
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（H28.3）を策定して見直しに取り組んでおり、「熊本城公園」見
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整備」で熊本医療センター部分は既に除外済みだが、これら施設

のそもそもの設置経緯は近代や戦後まで遡るもので、今後の変更

や見直しはこれらの歴史的背景も充分把握した上で実施する必要

がある。 
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（2019）掲載の「熊本城関係文献資料目録」は本稿の出典とも重

複する資料が多い。そこで相互の資料・出典を照合・補完できる

よう、付表には熊本市熊本城調査研究センター（2019）の掲載番

号も併記した。また近代地図や古写真についても、同『歴史資料

編（絵図・地図・写真）』の掲載番号を本文中で引用した。 
１０ いわゆる廃城令は、明治6（1873）年太政官達「全国ノ城廓陣
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の「存城」、大蔵省管轄の「廃城」に分けられたことを指す。 



214 4 15

熊本鎮台砲
兵第六聯隊
第三大隊ヲ
桜馬場新営

官報 ―

四月十五日官報抄録熊本鎮台砲兵第六聯隊第三大隊ハ去ル四日桜馬場新営ニ移転セリ
（陸軍省）

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A15111319200、『公文類聚・第
十一編・明治二十年・第十二巻・兵
制門二・陸海軍官制二・庁衙及兵

―

215 6 9
師団監督部
事務取扱方
之件

熊本鎮台
監督部長
井出正章
代理第六
師団監督
部・・・
・課長岡
村宣温

陸軍省総
務局次長
児島益謙
殿

伍第八四四号 第六師団監督部 師団監督部事務所取扱方之件 明治二十一年七月十三日
副官ヨリ回答按 師団監督部ノ師団ニ於ル事務取扱区域之義ニ付御協議之趣了承右ハ定
額及ヒ給与上ニ付師団長ヨリ陸運省ニ照会若クハ申請スヘキ事件アリテ監督部通牒ア
ル時ハ監督部条例第十八条ニ拠リ意見ヲ開陳スルニ止リ可然又同条例第二十一条ノ場
合ニ在リテハ其件案ヲ呈するト否トハ協議ノ上適宜御取計可然存候此段及御答候也旧
鎮台会計部ハ司令官ニ直属セシヲ以テ経理給養ニ関係之事件ニシテ司令官ヨリ上申下
達之文書ハ総テ該部ニ於テ草案ヲ呈シ候処監督部条例御発布以後ハ草案ヲ呈セス意見
ノシ陳述致来候ルニ今般師団条例之発布監督部ハ師団ノ支部ニ置レタルニ因リ経理給
養ニ関係之事件ハ総テ草案ヲ司令部ノ議案紙ニ認メ呈スヘキ旨

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050050400、『明治２１年
伍大日記　７月』（防衛省防衛研究
所）

―

216 6 22

熊本鎮台陸
軍省所轄土
地家屋等貸
渡及返付の

熊本鎮台
監督部長
井出正章
代理熊本
鎮台監督

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

熊本鎮台陸軍省所轄土地家屋等深川将養外五広継続貸渡及返附等別紙之通ニ候間此段
及報告候也 明治二十年六月二十二日 熊本鎮台監督部長井出正章代理熊本鎮台監督部
計算謀長遠藤啓 陸軍大臣伯爵大山巌殿 熊本鎮台陸軍省所轄土地家屋継続貸渡及返地
取調書 地名 地積 借料金 貸渡年限 拝借人 熊本県肥後国熊本区古京町北崖下空地 百

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C10050364000、『明治２０年
編冊　各監督部』（防衛省防衛研究
所）

―

217 7 6

私費道路橋
梁渡津等賃
銭請求差止
方を稟定ス

熊本県 内務省

七月六日熊本県ヨリ近衛鎮台充員及後備郡召集ノ節等私費道路橋梁渡津等賃銭請求差
止方ヲ稟定ス官報抄録去月二十日熊本県ヨリ内務省ヘ明治十九年十月陸軍省令甲第三
十九号陸軍召集条例第二十八条第三項ノ主旨タルヤ兵員ニ通行敏速ヲ期スルニ外ナラ
サルヘク思考致候就テハ従来人民私費ヲ以テ開設セル道路橋梁渡津等ニ於テ賃金請求

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A15111431400、『公文類聚・第
十一編・明治二十年・第三十四巻・
運輸門四・河渠・橋道一』（国立公

―

218 7 8

勅令第二十
八号ニ依リ
国道路線ヲ
定ム

内務省告
示

―

七月八日内務省告示第三号本年勅令第二十八号ニ依リ国道路線左ノ通相定ム二十年七
月八日四十五号東京ヨリ横須賀鎮守府ニ達スル路線地名管轄名国名日本橋一号横浜神
奈川県武蔵金沢同同横須賀同相模四十六号東京ヨリ呉鎮守府ニ達スル路線地名管轄名
国名日本橋四号海田広島県安芸呉同同四十七号東京ヨリ佐世保鎮守府ニ達スル路線地

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A15111431000、『公文類聚・第
十一編・明治二十年・第三十四巻・
運輸門四・河渠・橋道一』（国立公

―

219 3 10

地所継続貸
渡の義に付
届

熊本鎮台
監督部長
井出正章

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

熊監発甲第八二号 熊本県・・本・・古城町一番地之内空地預借入別紙・・回部ヨリ継
続相借出願之趣ヲ以該県ヨリ照会越候処別之差支之廉助ル・・之義三月来ル明治二十
二年三月起右継続之処留置・・・・此段御届仕候也 明治二十一年三月十日 熊本鎮台
監督部長井出正章 陸軍大臣伯爵大山巌殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C10060017200、『明治２１年
編冊　各監督部』（防衛省防衛研究
所）

―

220 4 9

古城内熊本
県廰建家本
丸内へ転築
落成に付御

熊本鎮台
監督部長
井出正章

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

熊監発第五〇号 古城内元熊本県庁建家本丸内ヘ転築落成候ニ付一昨七日当部并ニ司
契部糧倉陣営経理部共転移候間此段及御届候也 明治二十一年四月九日 熊本鎮台監督
部長井出正章 陸軍大臣伯爵大山巌殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C10060017000、『明治２１年
編冊　各監督部』（防衛省防衛研究
所）

―

221 4 11

古建物下渡
の件

熊本鎮台
監督部長
井出正章

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

伍第五六八号 熊本鎮台監督部 古建物下渡方之件 明治二十一年四月二十五日 伺之趣
相当代価ヲ以テ仏下ベシ 古遺物下渡方之儀ニ付伺 熊本偕行社幹事副長ヨリ古家屋無
代価下渡之儀前紙之通願出ノ処右建物之内甚内村工兵作業地内ニ有之分ハ去ル明治十
九年二月工兵第二方面ヨリ伺済ヲ以テ工・・兵作業材料格納所用トシテ前工兵隊ヘ御

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050027900、『明治２１年
伍大日記 ４月』（防衛省防衛研究
所）

―

222 5 12

陸軍軍団配
備表ヲ定ム

勅令按 ―

勅令按　朕陸軍国隊配備ノ件ヲ裁可シ茲ニ之ヲ公布セシム御名御璽明治二十一年五月
十二日勅令第三十一号総理大臣陸軍大臣陸軍常備国体配備表師団歩兵・・兵砲兵工兵
輜重兵諸隊衛成地旅団名称司令部所在地名称司令部所在地聯隊大隊聯隊大隊大隊第一
東京第一東京第一第一第一第一第一東京第十五髙・・中第二佐倉第二佐倉第三東京第

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A15111509700、『公文類聚・第
十二編・明治二十一年・第十一巻・
兵制一・兵制総』（国立公文書館）

―

223 5 12

陸軍管区ヲ
制定ス

勅令按 ―

勅令按朕陸軍管区制定ノ件ヲ裁可シ茲ニ之ヲ公布セシム御名御璽明治二十一年五月十
二日勅令第三十二号総理大臣陸軍大臣陸軍管区表師管旅管大隊区警備隊区管府県第一
第一麻布東京麻布区麹町区神田区日本橋区京橋荏原九南豊島郡赤坂区四谷区小石川区
牛込区芝区東多摩郡伊豆七島神奈川・・・・郡筑築郡西多摩郡南多摩郡北多摩郡埼玉

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A15111509800、『公文類聚・第
十二編・明治二十一年・第十一巻・
兵制一・兵制総』（国立公文書館）

―

224 5 12

鎮台条例ヲ
廃止シ師団
司令部条例
ヲ制定ス

勅令按 ―

明治二十一年五月 師団司令部条例制定鎮台条例廃止旅団司令部条例制定大隊区司令部
条例制定衛戍条例制定陸軍団隊配備表制度陸軍管区表制定之件 陸軍大臣伯爵大山巌
左之通奉仰允裁候也師団司令部条例旅団司令条例制定鎮台条例廃止大隊区司令部条例
衛戍条例陸軍団隊配備表陸軍管区表別紙之通制定相成度 勅令案 朕鎮台条例ヲ廃止シ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A15111513000、『公文類聚・第
十二編・明治二十一年・第十二巻・
兵制二・陸海軍官制一』（国立公文

―

225 7 23

肥後国熊本
郵便局同電
信局ヲ合併
ス

逓信省告
示

―

七月二十三日逓信省告示第百十九号来八月一日ヨリ肥後国熊本区熊本郵便局熊本電信
局ヲ合併シ熊本郵便電信局ト称シ同日ヨリ其事務ヲ取扱ハシム二十一年七月二十三日

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A15111615100、『公文類聚・第
十二編・明治二十一年・第三十九
巻・運輸二・郵便通信二』（国立公

―

226 9 28

陸軍々隊ヲ
増設ス

官報 ―

九月二十八日官報抄録本年十二月第五師団歩兵第二十一聯隊、第二十二聯隊、第六師
団歩兵第二十三聯隊、第二十四聯隊ヘ各ヽ第三大隊ヲ第一師団騎兵第一大隊、工兵第
一大隊ヘ各ヽ第三中隊ヲ輜重并第一大隊第一中隊、第二中隊ヘ各ヽ一小隊ヲ第二師団
工兵第二大隊、第三師団、工兵第三大隊ヘ各ヽ第二中隊ノ内二小隊ヲ第四師団工兵第

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A15111511500、『公文類聚・第
十二編・明治二十一年・第十一巻・
兵制一・兵制総』（国立公文書館）

―

227 11 1

第六師団工
兵第六大隊
ヲ移転ス

官報 ―

十一月一日官報抄録第六師団工兵第六大隊ハ熊本城郭内千葉城ヘ仮ニ移転ス二十一年
十一月一日

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A15111528900、『公文類聚・第
十二編・明治二十一年・第十五巻・
兵制五・庁衙及兵営・兵器馬匹及艦

―

228 12 10

衛生材料廠
及看護学修
業兵教育所
に係る新築

会計局長 医務局長

二第三七五六号　衛生材料廠及看護学修業台教育所ニ係ル新築及模様替之儀ニ付申進
戦時衛生材料追々準備致候ニ就テハ近衛各師団ニ衛生材料廠之建設ヲ要シ且今般被相
達候陸軍病院条例ニ依リ各衛戍病院内ニ看護専修業兵教育所之建設ヲ要シ・・・・衛
生材料廠ハ本年度内ニ於テ大坂師団ニ一棟ヲ新築シ他ハ後年度ニ譲リ看護学修業兵教

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C06080635500、『明治２１年
貳大日記 １２月』（防衛省防衛研
究所）

―

229 2 11

大日本帝国
憲法の制定

睦仁

内閣総理
大臣伯爵
黒田清
隆、枢密
院議長伯

朕祖宗ノ遺烈ヲ承ケ万世一系ノ帝位ヲ践ミ朕カ親愛スル所ノ臣民ハ即チ朕カ祖宗ノ恵
撫慈養シタマヒシ所ノ臣民ナルヲ念ヒ其ノ康福ヲ増進シ其ノ懿徳良能ヲ発達セシメム
コトヲ願ヒ又其ノ翼賛ニ依リ与ニ倶ニ国家ノ進運ヲ扶持セムコトヲ望ミ乃明治十四年
十月十二日ノ詔命ヲ履践シ茲ニ大憲ヲ制定シ朕カ率由スル所ヲ示シ朕カ後嗣及臣民及

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A03020029600、『御署名原本・
明治二十二年・憲法二月十一日・大
日本帝国憲法』（国立公文書館）

―

230 2 25

兵営湯呑所
移転の件

第六師団
監督部長
井出正章

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

伍第一三一号 第六師団監督部 砲兵第六連隊本部湯呑所移転之件 明治二十二年二月二
十五日 伺之趣聞届ケ難シ右移転不致トモ敢而差支無之見込ニ有之候付御聞届不相成方
可然存候也 陸軍省受領 伍第一三一号 熊監発甲第二七号 砲兵第六連隊本部湯呑所移
転之義ニ付伺 砲兵第六連隊本部付属湯呑所之義ハ其位置本部背後ノ入口ニ接シ而シテ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050111400、『明治２２年
伍大日記 ２月』（防衛省防衛研究
所）

―

231 2 25

看護学校修
業兵教育所
取設の件

第六師団
監督部長
井出正章

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

伍第二一八号 第六師団監督部 看護学修業兵教育所建設之件 議按 明治二十二年三月
六日 伺之通 看護学修業兵教育所建設方之義ニ付伺 一金九百六十一円五十三銭 内 金
九十一円五十三銭 熊本衛戍病院看護卒室リ看護学修業兵教育所ニ変換費 金四百四十
三 小倉衛戍病院看護卒室リ新築費 金三百三十三福岡衛戍病院看護卒室リ新築費 右当

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050116300、『明治２２年
伍大日記 ３月』（防衛省防衛研究
所）

―

232 3 22

土地台帳規
則

睦仁

内閣総理
大臣伯爵
黒田清隆
大蔵大臣
伯爵松方

朕土地台帳規則ヲ裁可シ茲ニ之ヲ公布セシム 睦仁 内閣総理大臣伯爵黒田清隆 大蔵大
臣伯爵松方正義 勅令第三十九号 土地台帳規則 第一条 土地台帳ハ地租ニ関スル事項
ヲ登録ス 第二条 市ノ土地台帳ハ府県庁ニ於テ町村ノ土地台帳ハ島庁郡役所ニ於テ之
ヲ設ケ其事務ヲ取扱フヘシ 第三条 登記所ニ於テ土地所有ノ移転及質入ノ登記ヲ為シ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A03020037300、『御署名原本・
明治二十二年・勅令第三十九号・土
地台帳規則』（国立公文書館）

―

233 7 18

存置を要せ
さる城郭及
び不用土地
等売却の件

工兵局
会計局御
中

総総第三四五号　至急　二第三七八号　総務局　存置ヲ要セサル城郭及不用土地家屋
等売却之件　議案　明治二十二年七月二十五日　工兵両方面ヘ御達案　其方面管理之
別記城郭砲台地等所管監督部ヘ引渡スヘシ　陸軍省送達送乙第二三六七号　各師団監
督部ヘ御達案（第四師団監督部ヲ除ク）　別紙之通所其部ヘ引渡方工兵方面ヘ相達候

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C06080856200、『明治２２年
貳大日記 ８月』（防衛省防衛研究
所）

―

234 7 18

貸渡地所家
屋受領済御
届

第六師団
監督部長
井出正章
代理第六
師団監督

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

熊監発甲第二二一号 貸渡地所家屋受領済御届 古城内旧熊本警察署跡陸軍所轄地所家
屋之儀去ル二十年八月熊監発甲第二三九号伺出伍第一七二八号御指令ニ依リ同年九月
ヨリ満二ケ年間ノ定約ヲ以テ第五高等中学校ヘ貸渡中之処今般返附致来候間此段御届
致候也 明治二十二年七月十八日 第六師団井出正章代理 第六師団井出監督部陣営課長

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C10060173200、『明治２２年
編冊　各監督部　陸軍省』（防衛省
防衛研究所）

―

235 7 29

地震による
城内石垣各
兵舎等損害
報告

第六師団
井出監督
部長

大山陸軍
大臣

伍第八九九号 当地昨夜十一時半地震甚タシ、城内石垣及ヒ各兵営其他諸建物等損害最
モ多シ、小倉・福岡其外各地ノ景況未タ分ラズ、不取敢此旨上申ス、委細ハ後ヨリ、
人馬怪我ナシ 明治二十二年七月廿九日 第六師団井出監督部長 大山陸軍大臣

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C10060173400、『明治２２年
編冊　各監督部　陸軍省』（防衛省
防衛研究所）

335

236 7 30

土地収用法
制定公用土
地買上規則
廃止

睦仁

内閣総理
大臣伯爵
黒田清隆
内務大臣
伯爵松方

朕土地収用法ヲ裁可シ茲ニ之ヲ公布セシム 睦仁 内閣総理大臣伯爵黒田清隆 内務大臣
伯爵松方正義 法律第十九号 土地収用法 第一章 総則 第一条 公共ノ利益ノ為メノ工
事ニシテ必要アルトキハ此法律ノ定ムル所ニ依リ損失ヲ補償シテ土地ヲ収用又ハ使用
スルコトヲ得 土地ノ使用ハ三年以内ニ限ル但一年以上ニ亘リ又ハ使用ノ為メ土地ノ形

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A03020031800、『御署名原本・
明治二十二年・法律第十九号・土地
収用法制定』（国立公文書館）

―

237 7 31 震災損害届

第六師団
監督部長
井出正章
（印）

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

伍第九三一号 熊監発甲第二三五号 震災損害届 一昨廿九日不取敢電報ヲ以テ上申致置
候通リ、去ル廿八日午後第十一時三十五分俄然大地震動、其勢頗ル激烈為ニ当城内石
垣或ハ岸等数ヶ所壊崩、各官衙各兵営及兵器弾薬庫其他官舎諸建物等損害少カラズ、
経理部主管以下奔走尽力セシト雖モ、夜半ノ震災加フルニ大小ノ震動鳴動続々起リ来
リ、人心恐々人力ノ為ス能ハズ、空シク夜ノ明ヲ俟テ取調ニ着手候ニ、一トシテ震害
ニ罹ラサルナク、容易取調難出来、漸ク本日ニ至リ略目途相立候間、実査ノ概況別冊
ヲ以テ及御届候也 尚修繕費用ノ儀ハ詳細取調、追テ上申可致為念申添候也 明治廿二
年七月三十一日 第六師団監督部長井出正章（印） 陸軍大臣伯爵大山巌殿 追テ小倉・
福岡・対馬警備隊、福元育成所、長崎分遣隊等取調候処、犱レモ幸ニ損所無之旨申来
候也

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050216000、『明治２３年
伍大日記 ２月』（防衛省防衛研究
所）
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１１ 存城は太政官達別冊第一号「諸国存城調書」（1873）、廃城は太

政官達別冊第二号「諸国廃城調書」（1873）による。森山英一

（2017）に掲載。 
１２ アジア歴史資料センター「ＪＡＣＡＲ」（Japan Center for 

Asia Historical Records National Archives of Japan）の説明

は、ホームページ「センターの概要と特徴」から一部引用する。 

https://www.jacar.go.jp/about/outline.html 

「アジア歴史資料センターは、インターネットを通じて、国の機

関が保管するアジア歴史資料（原資料＝オリジナル資料）を、パ

ソコン画面上で提供する電子資料センターであり、国立公文書館

において運営されて」いる。「ここでいうアジア歴史資料とは、近

現代の我が国とアジア近隣諸国等との関係に関わる歴史資料とし

て重要な我が国の公文書及びその他の記録のこと」である。「平成

13（2001）年11月30日に開設され」、「現在、アジア歴史資料セ

ンターでは、国立公文書館、外務省外交史料館、防衛省防衛研究

所戦史研究センターが保管するアジア歴史資料のうち、これらの

所蔵機関において電子化が行われたものから順次提供を受け、公

開している」。 
１３ アジア歴史資料センター データベース横断検索

https://www.jacar.archives.go.jp/gf/cgi/start 

【資料検索に使用したキーワード例】 

「存城」「廃城」「熊本城」「本丸」「二の丸」「天守」「宇土櫓」 

「天皇」「行幸」「千葉城」「古城」「宮内」「古京町」「新堀」 

「公園」「博覧会」「共進会」「招魂祭」「招魂社」「大演習」 

「藤崎台」「有終社」「偕行社」「谷村計介」「銅像」「記念碑」 

「内務省」「陸軍省」「大蔵省」「地理局」「地図」「測量」 

「西海道鎮台」「鎮西鎮台」「熊本鎮台」「第六師団」「乙輯」 

「鎮台病院」「衛戍病院」「加藤神社」「錦山神社」 

「神風連の変」「西南戦争」「日清戦争」「日露戦争」 

「国道」「県道」「里道」「兵器支廠」「道路」「電信分局」 

「熊本県」「熊本市」「陸軍省所轄地」「統計」「山崎練兵場」 

「歩兵第二十三連隊」「移転」「県庁」「市役所」「監獄」 

「軽便鉄道」「大日本軌道」「菊池軌道」「都市計画」「配水池」 

「街路」「市電」「橋」「堀跡」「濠」「埋め立て」「蓮堀」「養魚」

「午砲台」「土地」「貸渡」「貸下」「準貸付」「借用」「買上」 

「交換」「所管換」「官有財産」「国有財産」「管理規則」など 
１４ 明治7（1874）年の 城外（京町新堀）への移転後、明治42

（1909）年に「錦山神社」から「加藤神社」へ改称した。当時の

九州日日新聞（明治42年4月5日）には、三百年会記念会にて発

表された変更理由の掲載がある。さらに現在地（城内本丸の櫨方

役所跡）へ加藤神社が移転したのは、昭和37（1962）年である。 
１５ 熊本県立第一高等学校（1984）。 
１６ 熊本市（2003）。 
１７ 国立国会図書館蔵（請求番号ＹＧ913-1616）。明治14（1881）

年に作成された写しで、鶴嶋（2015）に掲載あり。 
１８ 熊本博覧会は明治8（1875）年4月1日から60日間にわたり

錦山神社で開催された。東京文化財研究所（2004）に「熊本博覧

会」の掲載があり、「未タ見サルヲ見未タ知ラサルヲ知ル人間ノ楽

ミ之ヨリ大ナルハナシ当社陳列セル博覧ノ品類即チ其物ナリ今一

斑ヲ図写シテ之遠方未タ見知セサルノ人ニ寄ス亦吾カ楽ヲ推シテ

人ノ之ヲ楽ムヲ楽シムノミ遼豕ノ誹ハ敢テ辞スル処ニアラス博雅

ノ君子其レ之ヲ諒トセヨ 博覧会社」とある。「熊本博覧会」は乃

村工藝社グループ「博覧会資料COLLECTION」（管理コード：

1546）にも掲載がある 

（https://www.nomurakougei.co.jp/expo/exposition/detail?e_c

ode=1546）ほか、先行研究で一部言及がある。「奈良博覧会前史」

（https://www.library.pref.nara.jp/sites/default/files/nara

haku2018.pdf）、大貫涼子（2013）、野中勝利（2006）。 
１９「熊本鎮台敷地図」明治9（1876）年（熊本博物館蔵）。熊本市

（2019）に掲載あり。 
２０ 「千葉学校ハ当城東北ニ位シ今般囲込線内ニアツテ当県所轄ノ

中学校根元地所ハ人民ノ私有地ニシテ民費ヲ以買収シ建物ハ旧白

川県庁ヲ運転改築スル者ナリ依テ当今県庁ヨリ買上ノ義照会アリ

代価当否等協議中ナリ追テ事実ヲ詳ニシ上申ス可シ」とある。 
２１「熊本県窮民救助ノ為メ路線修築費需要伺」、同添付「熊本県下

道路修築ノ図」明治10（1877）年（国立国会図書館蔵）。松澤真

由美（2021・2022）に掲載あり。 
２２ 熊本市熊本城調査研究センター（2016）に記載。 
２３ 三斜法は、多角形からなる土地の面積を求めるために複数の三

角形に分割し、それぞれの三角形の面積を求め、それらを合計し

て全体の面積を算出する方法。明治15（1882）年2月に大蔵卿松

方正義から太政大臣三條実美へ提出された『地租改正報告書』（国

立国会図書館蔵）には「三斜丈量ノ図」が掲載されている。 
２４ 磯田（2022）「2 電信の始まり」に詳述あり。 
２５ 磯田（2022）「3 明治10年代の様相」に詳述あり。 
２６ 『熊本県公文類纂』明治大正期県政資料（自明治17年至明治

18年）、熊本県立図書館蔵 
２７ 地理局は地理事務を扱う内務省の内局が明治10（1877）年に

地理局に改称したもので、地籍・山林・量地・計算・文書の5課

を設置していた。 
２８ 熊本日日新聞社（1988）。 
２９ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、鈴木喬「第三編 古

城 第四章 熊本県庁」による。 
３０ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、花立三郎「第三編 

古城 第五章 第五高等中学校」による。 
３１ 公益財団法人永青文庫蔵。全11葉からなり、文久元（1861）

年以降に一群の絵図が作成されたと考えられる。熊本市熊本城調

査研究センター（2019）参照。 
３２ 熊本市熊本城調査研究センター（2019）（絵図・地図・写真）

P137-147に「熊本所分絵図」、同（史料・解説）P4第1図に「地

区の範囲と呼称」掲載。 
３３（官有財産管理規則）第七條 官有財産ノ貸付ハ左ノ期限ヲ超ユ

ルコトヲ得ス 第一 樹木培養ニ供スル土地ハ八十年以内 第二 農

工其ノ他ノ営業及住居ニ供スル土地ハ三十年以内 第三 土地森林

ノ使用権ハ十五年以内 第四 右ニ掲ケサル物件ハ三年以内 
３４（官有地取扱規則）第十一條 官ニ属スル公有地及公有水面ハ其

公用ヲ廃シタルニアラサレハ売払譲与交換又ハ貸付スルコトヲ得

ス但公衆ノ妨害トナラサル限リハ公用ニ供シタル儘有料又ハ無料

ニテ特ニ其使用ヲ許スコトヲ得 
３５ 木下(2020)。 
３６ 第六師団参謀部の迅速測図は「同じ縮尺図にもかかわらず、た

とえば等高線間隔は、5m毎と10m毎との双方を1図の中に含む」

などの指摘がある。井口悦男（2005）。 
３７ 第六師団参謀部の迅速測図は「図の精度は極めて低」いが、

「殆んど全平野域にわたっているところに資料価値の高さを見出

すことが出来る」との指摘がある。清水靖夫（1966）。 
３８「熊本第6号地図」明治22（1889）年 第六師団参謀部（熊本

市歴史文書資料室蔵） 
３９ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、増田民男「第三編 

古城 第六章 兵器支廠からグリーン地区へ 第一節 兵器支廠から

第六師団兵器部へ」による。 
４０ 熊本市都市政策研究所（2014）。 
４１ 野中（2014）。 
４２ 水野（2015）。 
４３ 水野（2015）。 
４４ 熊本城内配水池計画では2,635坪（約8,696㎡）の借地願が上

申されている。内容は以下のとおり。 

借地願 

熊本城内箱馬場天主臺跡 

一、坪数弐千六百参拾五坪 

右ハ熊本市唯一ノ高所ニシテ本市上水道配水池敷地トシテ最モ

適良ナル場所ニ有之候所同所ハ軍事上必要ナル所ナルヲ以テ御貸



238 8 3

地震報告及
武庫火薬庫
の火薬損害
無し報告

第六師団
監督部長
井出正章

陸軍大臣

伍第九二一号 熊本 陸軍大臣 井出監督部長 今午前二時十分震動強ク、為メニ武庫・
火薬庫ニ応用セル城内西出丸ニ在ル十間ニ三間ノ櫓一棟、石垣ト共ニ崩潰セリ、右石
垣櫓共崩潰ノ懸念アルヲ以テ火薬ハ仮小屋ヲ設ケ、前日之レ移シタルニ依リ損害ナ
シ、尤モ砲兵隊ヨリ預リノ大小榴弾ノ火薬、慥カニ分カラザレドモ、凡ソ四五十斤程
損害セシ趣キナリ 明治廿二年八月三日

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C10060173500、『明治２２年
編冊　各監督部　陸軍省』（防衛省
防衛研究所）

345

239 8 7
震災ニ関ス
ル諸報告

第六師団
軍医部・
衛戍病
院・第六
師団監督
部

明治天皇

「震災ニ関スル諸報告 第六師団軍医部」 一、這回震災ノタメ負傷セシ者ハ別表ニ掲
グル如ク、歩兵第十三聯隊ニ於テ兵卒一名、兵舎ノ階梯ヨリ飛下シ為ニ腰部ヲ打撲シ
即時入院セシモ、漸々快方ニ赴ケリ・・明治廿二年八月七日「震災破損所概調書 第六
師団監督部」師団司令部　一、本衙棟煉瓦凡弐拾八間及壁凡百弐拾坪破損・・「震災
破損所概調書付録　第六師団監督部」壱号 石垣破壊 凡 長二十間 高五間 百坪・・六
拾九号 石垣破壊 凡 長十間 高三間半 三拾五坪 面積合計三千零六拾弐坪六合・・

『震災ニ関スル諸報告』、識別番号
50272（宮内公文書館）

356

240 8 19
城郭修築保
存之件

第六師団
監督部長
井出正章

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

伍第九七四号 庁名 第六師団監督部 件名 城郭修築保存之件 議按 明治二十二年十二
月五日 伺之趣、本年度ニ於テ金九千七百八十七円五拾弐銭六厘増額候条、該金額ヲ以
テ緊急ノ修繕ヲ為シ、其他ハ可成節約ヲ旨トシ費用取調更ニ伺出ヘシ 十二月九日 熊
監発甲第二五二号 城郭修築保存之義ニ付伺請 当熊本城ハ、肥後守加藤氏慶長六年或
ハ四年築城之土エヲ起シ、同十二年竣工、・・今ヲ距ル二百八十余年間、城郭垣壁等
風雨震災ニ今回ノ如キ大破壊落セシヲ聞カス、・・修築費用、概算金七万三千五百餘
円ヲ要ス、況ヤ全郭保存修築ノ・・今ニシテ保存費額ノ為メ名城ノ旧跡ヲ失フハ遺憾
限リナシ、依テ目下急務ノ修築費用別途御下附ノ上、尚後来保存修築ノ御計画有之
度、至急何分之御指揮有之度候也 尚々此度震災ニ罹ル修築費用概算並ニ損所絵図面相
添候也 明治二十二年八月十九日　第六師団監督部長井出正章（印） 陸軍大臣伯爵大
山巌殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050188900、『明治２２年
伍大日記 １２月』（防衛省防衛研
究所）

361

241 9 6

偕行社敷地
拝借の件

第六師団
監督部長
井出正章

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

伍第一〇二六号 第六師団監督部 偕行社敷地拝借之件 明治二十二年九月十七日 偕行
社及殉難者記念碑敷地ニ限リ伺之通 偕行社敷地等拝借之義ニ付伺 従来偕行社拝借敷
地及其付属地之義ハ数度ノ出願ニ係リ借用年限等不判明ノ分モ有之折柄今般会計局主
務課ヨリ従来拝借ニ係ル分ハ此際更ニ図面等添付可伺出旨通牒之次第モ有之候就テハ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050165100、『明治２２年
伍大日記 ９月』（防衛省防衛研究
所）

―

242 9 10

熊本震災に
係る修繕費
別途下付協
議案

会計局長
（印）

大蔵大臣
伯爵松方
正義
（印）

弐第ニ一〇四号 会四第一二六号　熊本震災ニ係ル修繕費別途下付之義ニ付、左按之通
大蔵大臣ヘ御協議相成度候也 明治二十二年九月十日　会計局長（印） 大蔵大臣ヘ御
協議案　去ル七月廿八日、熊本地方激震地盤壊裂等之為メ、熊本城石垣及建物等大ニ
損害ヲ蒙リ、・・修繕費金拾万七千五百八拾三円三拾九銭ノ多額ヲ要シ候処、・・臨
時別途下付之義、至急詮議相成度、別紙計算書相添及協議候也 送甲第一六六三号 九
月十九日

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C06080899500、『明治２２年
貳大日記 １１月』（防衛省防衛研
究所）
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243 11 6

熊本県熊本
市参事會熊
本県熊本市
条例ヲ設ク

熊本市長
杉村大八

内務大臣
伯爵山縣
有朋殿

市進第七四號 本市會ニ於テ選挙区域に関スル條例ノ件別紙ノ通議決・・ニ付許可ヲ請
フ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A15112164500、神奈川県横浜
市、熊本県熊本市、福岡県小倉町条
例ヲ設ク（国立公文書館）

―

244 12 9

作業場増地
買収の件

第六師団
監督部長
吉沢直行
代理第六
師団監督

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

伍第一五三四号 第六師団監督部 ・・・・兵作業場増地置・・ノ件 議按 明治二十三
年一月二十日 伺之通 一月二十三日 陸丙第一二七号 二十二年十二月二十八日送甲第
二三〇四号ヲ以テ肥後国飽田郡島崎村及模手村友民有地国込並置・・之件ニ付照会之
趣了・・右・・本日其旨地方庁ヘ刻・・取計・・条此段及回答・・也 明治二十三年一

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050199500、『明治２２年
貳大日記 １１月』（防衛省防衛研
究所）

―

245 2 7

作業場買収
地受領済の
件

第六師団
監督部長
吉沢直行
代理第六
師団監督

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

伍第二九八号 第六師団監督部 歩炮兵作業場買収地交領・・・・件 議按 明治二十三
年三月六日 内閣ヘ被告案 熊本県肥・・国鉋田郡島・・村及・・年村ニ於テ官民省地
舎面積一・・三千七百三十五・・六・・四タ・・炮兵作業場トシテ官省地ハ回・・民
省地ハ買・・シ・・内務省協議・・・・省ヘ致・・領ノ条及報告ノ也 三月七日 陸軍

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050224600、『明治２３年
伍大日記 ３月』（防衛省防衛研究
所）

―

246 2 25
地所貸渡の
件

第六師団
監督部長
吉沢直行

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

伍第三二一号 第六師団監督部 地所貸渡之件 提出 二十三年七月十七日 執行 年 月
日 伺之通 七月二十日 熊監三甲第四三号 熊本城字梅屋敷貸渡之義ニ付伺 一 地積三
百三十三坪五合拝借人河ノ正次郎 但三ケ年間貸渡借地科一ケ年金九十六銭 右地所各
兵営ニ電気灯点灯御用出願致置候ニ付テハ該御用允許相成候上ハ機械設置之為メ拝借
出願之趣ヲ以テ熊本県知事ヨリ照会・・候然ルニ右各隊所用之灯火ヲ電気灯ニ変換之
儀御認可相成候上ハ該機械場ノ如キハ所轄地内ニ有之候・・ハ有事ノ日ニ於テハ左弁
益不少且該地ハ目下不用ニ有之候間尚工兵第二方面ヘモ遂協議候処同方面ニ於テモ意
存無之旨回答越候間他ニ使用之御計画

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050232000、『明治２３年
伍大日記 ３月』（防衛省防衛研究
所）

―

247 4 7

熊本偕行社
へ地所貸渡
の件

第六師団
監督部長
吉沢直行

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

伍第五一八号 第六師団監督部 熊本偕行社地所貸渡ノ件 提出 二十三年四月二十一日
執行 年月日 伺之通 地所貸渡方之義ニ付伺 態本偕行社敷地之義ハ曽テ貸渡相成居候
処追々騎兵並ニ憲兵隊等御設置相成随テ将校之人員モ増加シ集会等之節ハ家屋狭隘ニ
シテ差支候ニ付徃々ハ増築之見込ニ有之然ルニ目下其余地無之ニ依リ宮内町旧工兵

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050240300、『明治２３年
伍大日記 ４月』（防衛省防衛研究
所）

―

248 6 20
熊本市条例
ヲ設ク

内務大臣
伯爵西郷
従道

内閣総理
大臣伯爵
山縣有朋
殿

熊・・第一五二号　別紙市條例御裁可ノ件上奏書進達ス　明治廿三年六月廿日　内務
大臣伯爵西郷従道　内閣総理大臣伯爵山縣有朋殿　市條例御裁可ノ件　熊本縣熊本市
ニ於テ選挙区域外四件ニ関スル條例ヲ議決シ別紙ノ通許可ヲ稟請スルニ及へり依テ之
ヲ審査スルニ何レモ相當ノ規・・ト被存候ニ付御裁可被為財度議決書写相添謹テ上奏
ス　明治廿三年六月四日　内務大臣伯爵西郷従道　市進第七四號　本市甲會ニ於テ選
挙区域ニ関スル條例ノ件別紙ノ通議決ニ付許可ヲ請フ　熊本縣熊本市参事會　明治廿
二年十一月六日　熊本縣熊本市長　杉村大八　内務大臣伯爵山縣有朋殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A15112164500、『公文類聚・第
十四編・明治二十三年・第六十九
巻』（国立公文書館）

―

249 6 24
新営費中流
用之義ニ付
伺

第六師団
監督部長
吉澤直行

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

伍第八六二号 庁名 第六師団監督部 件名 新営費中流用之義ニ付伺 提出 二十三年八
月十四日 伺之通 八月十六日 伍第八八二号 熊監発第八六号 本年度新営費各所新営予
算御達高之義ハ、金三千百三拾六円七拾五銭ニ有之候、然ルニ実際工事ニ着手致候
処、昨年震災ノ為メ地盤ニ破損ヲ生セシ箇所不尠、加之移転改築ヲ要スルモノゝ中ニ
ハ破損腐朽ノ材料亦少シトセス、因テ其地形ヲ鞏固ニシ、且ツ新材ニ取換等ノ為メ多
額ノ費用ヲ要シ、実際該予算額ニテハ不足相生シ候、然ル処同項中熊本輜重廠倉庫一
棟、新営予算高金五千百八拾壱円三拾銭ハ最初目的通ノ仕法ヲ以テ競争入札施行候
処、金千三百五拾七円三拾銭ノ残餘相生シ候ニ付、之ヲ以テ右各所新営ノ不足ヲ補填
之義御許可相成度、別紙流用計算書相添。此段相伺候也 明治廿三年六月廿四日 第六
師団監督部長 古澤直行（印） 陸軍大臣伯爵大山巌殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050268800、『明治２３年
伍大日記 ８月』（防衛省防衛研究
所）
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250 7 1
参謀本部歴
史草案

参謀総代
熾仁親王

第一師団
長男爵山
地元治
殿・・・
第六師団
男爵野崎
貞澄殿

乙七月一日参地第三四八号第一（道路偵察報之件）軍事必須ノ件ヲ蒐集シ作戦上交通
運輸ノ基礎ト為スハ主トシテ当本部ノ計画スル処ニ有之就テハ参謀官具他当該官ノ実
査ニ成ル者或ハ現ニ野砲隊ノ実験ヲ歴タル者等ハ左ノ道路調査標準ニ基キ別紙二十万
分一図ニ記入シ本年十月十日ヲ期シ報告スヘシ右送達ス明治二十三年七月一日参謀総
長熾仁親王第一師団長男爵山地元治殿第二師団長男爵佐久間佐馬太殿第三師団長男爵
黒川通軌殿第四師団長子爵高島鞍之助殿第五師団長子爵野津道貫殿第六師団長男爵野
崎貞澄殿追テ全管内調査未済ニ候分ハ差向已成分丈ケ本文ノ期ニ報告スル義ト心得ヘ
シ国道県道（図上二線道路）其他野砲隊ノ通過シ得ヘキ道路ハ二十万分一ノ地図ニ左
ノ符号ニ準シ夫々記入スルモノトス

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C15120033500、『参謀本部歴史
草案（１２～１４）　明治２２～２
４　８／２９　（宮崎史料）』（防
衛省防衛研究所）

―

251 7 21

官有地特別
処分規則

睦仁
内務大臣
伯爵西郷
従道

朕官有地特別処分規則ヲ裁可シ茲ニ之ヲ公布セシム 睦仁 内務大臣伯爵西郷従道 勅令
第百三十五号 官有地特別処分規則 第一条 内務大臣ハ左ノ場合ニ限リ官有地ヲ競争ニ
付セス随意ノ契約ヲ以テ貸渡又ハ売渡スコトラ得 一 直接公用ニ供スル為又ハ公共ノ
利益トナル事業ノ為府県郡市町村及公共組合又ハ其他ノ起業者ニ官有地ヲ貸渡又ハ売

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A03020073600、『御署名原本・
明治二十三年・勅令第百三十五号・
官有地特別処分規則』（国立公文書

―

252 8 10

砲兵営内地
所囲込の件

第六師団
監督部長
曽山庸

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

受領番号 伍第四九七号 庁名 第六師団監督部 件名 砲兵営内ノ地所囲込ノ件 提出 二
十六年八月二十四日 執行 年 月 日 御指令案 伺之通 熊監三甲第一〇四号 野戦砲兵
第六連隊之儀営内狭隘ニシテ本年度ニ於テ該隊兵器庫新営御許可アルモ之ヲ建設スヘ
キ余地ナノ依テ元官舎敷地古城町之一区ヲ囲込之上之ニ建設計画ニ相成居候然ルニ熊

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050496600、『明治２６年
伍大日記　８月』（防衛省防衛研究
所）

―

253 8 18

陸軍省所轄
土地家屋貸
渡規則ヲ廃
ス

内閣 陸軍省

八月十八日陸軍省令第二十三号明治十八年十二月達甲第五十二号乙第百六十七号陸軍
省所轄土地家屋貸渡規則ヲ廃ス二十三年八月十八日但現今貸渡中ノモノハ満期マテ該
規則ニ拠ルヘシ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A15112157900、『公文類聚・第
十四編・明治二十三年・第六十六
巻』（国立公文書館）

―

254 8 22
熊本段山地
所授受済の
件

第六師団
監督部長
吉澤直行

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

伍第九六三号 第六師団監督部 熊本臨山地所授受済ノ件 提出 二十三年九月十三日 内
閣ヘ報告案 熊本県飽田郡島崎村大字宮内字段山当省所轄地面積二百〇式坪新道県並
設・・地トシテ返付及同所在・・官有道県・・地面積百九十六坪囲・・当省ヘ受領之
義内務省協議ニ付・・受・・条及報告・・也 陸軍省送達 送甲第一五七四号 九月十三
日 熊監三甲第一二八号 熊本県飽田郡島崎村大字宮内字段山陸軍所轄地之内新道・・
設地トシテ返付及所在・・道・・・・地受領之件熊監三甲第七〇号伺出伍第四七四号
御指令ニ基キ・・地所熊本県ト・・受・・・・・・ニ付此段申進・・也 明治二十三年
八月二十二日 第六師団監督部長吉沢直行 陸軍大監伯爵大山巌殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050275600、『明治２３年
伍大日記 ９月』（防衛省防衛研究
所）

―
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１ 令和元年官報号外第139号（2019年10月16日）で追加指定さ

れたJT跡地とNHK跡地を含む。令和元年度第3回特別史跡熊本城

跡保存活用委員会（11月13日開催）資料4「特別史跡熊本城跡の

追加指定について」の記載（追加指定後の指定地面積：577,891 

㎡）による。 
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ールコート（熊本城公園）や熊本博物館及び宇土やぐら（熊本城

公園）などを含んでおり、この条例の制定によってそれまでの

「熊本城内バレーコート使用条例」や「熊本博物館条例」などは
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る研究」『日本建築学会九州支部研究報告』第47号 

（73）山崎荘太朗・伊藤重剛（2012）「旧陸軍第六師団煉瓦造兵器

庫の建築に関する研究」『日本建築学会九州支部研究報告』第51

号 

（74）野中勝利（2017）「近代の弘前公園における所有と管理の変

遷及びその背景」『公益社団法人日本都市計画学会 都市計画報告

集』No.16  

(75) 野中勝利（2014）「近代の小田原城址における所有と利用の

変遷及び風致保存の思想」『ランドスケープ研究（オンライン論文

集）』 

（76）熊本県立第一高等学校（1984）『隈本古城史』 

（77）第五高等学校開校五十年記念會（1939）『五高五十年史』凸

版印刷株式會社 

関する都市計画の見直しの考え方には「都市施設の配置の変更や

規模の縮小、廃止は、個別の箇所や区間のみを対象とした検討を

行うのではなく、都市の将来像を踏まえ、都市全体あるいは影響

する地域全体としての施設の配置や規模等の検討を行い、その必

要性の変更理由を明らかにした上で行われるべきである」とあ

る。熊本市では「長期未整備都市計画公園見直しガイドライン」

（H28.3）を策定して見直しに取り組んでおり、「熊本城公園」見

直しの2軸（必要性「A」・実現性「C」）からの判定結果は「B」

（計画変更候補）である。現状では城内立地の4神社部分が「未

整備」で熊本医療センター部分は既に除外済みだが、これら施設

のそもそもの設置経緯は近代や戦後まで遡るもので、今後の変更

や見直しはこれらの歴史的背景も充分把握した上で実施する必要

がある。 
９ 文献は註3に同じ。中でも熊本市熊本城調査研究センター

（2019）掲載の「熊本城関係文献資料目録」は本稿の出典とも重

複する資料が多い。そこで相互の資料・出典を照合・補完できる

よう、付表には熊本市熊本城調査研究センター（2019）の掲載番

号も併記した。また近代地図や古写真についても、同『歴史資料

編（絵図・地図・写真）』の掲載番号を本文中で引用した。 
１０ いわゆる廃城令は、明治6（1873）年太政官達「全国ノ城廓陣

屋等存廃ヲ定メ存置ノ地所建物木石等陸軍省ニ管轄セシム」並び

に「全国ノ城廓陣屋等存廃ヲ定メ廃止ノ地所建物木石等大蔵省ニ

処分セシム」によって、兵部省管轄下にあった城郭が陸軍省管轄

の「存城」、大蔵省管轄の「廃城」に分けられたことを指す。 



255 10 8
建物公売之
義ニ付伺

第六師団
監督部長
吉澤直行

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

伍第一一〇七号 庁名 第六師団監督部 件名 建物公売之件ニ付伺 提出 二十三年十月
二十六日 伺之通 十月廿一日 但、石瓦等総テ売却スヘシ 熊監三第一四七号 古城町元
熊本縣庁及警察署地所家屋共、先年陸軍省ヘ受領爾後、縣庁跡家屋并土地之義ハ夫々
御処分済之処、警察署跡ハ今尚存在セリ、然ルニ該家屋タル麁造且旧藩巳来之達物ニ
ンテ、経年ノ久シク柱根等ハ勿論全体腐朽頽敗ニ及ヒ、加フルニ昨年之震災ニ付テモ
亦若干ノ損所ヲ増加シ、到底保存之目途無之ニ依リ、処分方可伺出見込之折柄、去月
二十三日ノ暴風雨ニ付テハ甚敷傾斜ヲ生シ、将サニ転倒ニ無シタル部分モ有之、尤図
中赤色ノ壱棟ハ稍堅牢ナルヲ以テ便宜使用之為メ之ヲ保置シ、餘ハ石瓦ヲ除キ此際公
売候様致度、此段相伺候也　明治二十三年十月八日 第六師団監督部長吉澤直行（印）
陸軍大臣伯爵大山巌殿 追而屋根瓦ハ各種相混同シ、普通修繕ノ用二適ササルノ部類モ
有之

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050284100、『明治２３年
伍大日記 １０月』（防衛省防衛研
究所）

369

256 11 24

官有財産管
理規則

睦仁

内閣総理
大臣伯爵
山縣有
朋・内務
大臣伯爵

朕官有財産管理規則ヲ裁可シ茲ニ之ヲ公布セシム 睦仁 内閣総理大臣伯爵山縣有朋 内
務大臣伯爵西郷従道 司法大臣伯爵山田顕義 大蔵大臣伯爵松方正義 陸軍大臣伯爵大山
巖 逓信大臣伯爵後藤象二郎 外務大臣子爵青木周藏 海軍大臣子爵樺山資紀 文部大臣
芳川顕正 農商務大臣陸奥宗光 勅令第二百七十五号 官有財産管理規則 第一条 此ノ規

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A03020087600、『御署名原本・
明治二十三年・勅令第二百七十五
号・官有財産管理規則』（国立公文

―

257 11 24

官有地取扱
規則

睦仁

内閣総理
大臣伯爵
山縣有
朋・内務
大臣伯爵

朕官有地取扱規則ヲ裁可シ茲ニ之ヲ公布セシム 睦仁 内務大臣伯爵西郷従道 勅令第二
百七十六号 官有地取扱規則 第一条 官有地ノ売買譲与交換及貸付ハ内務大臣之ヲ処理
ス 第二条 官有地ニ関スル願書ノ指令契約ノ締結登記ノ請求収入ノ徴収及収納並訴訟
ハ内務大臣地方長官ヲシテ之ヲ取扱ハシムヘシ 第三条 各庁ニ於テ官有地ヲ使用セン

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A03020087700、『御署名原本・
明治二十三年・勅令第二百七十六
号・官有地取扱規則』（国立公文書

―

258 2 24

土地面積更
生の件

第六師団
監督部長
心得曽山
庸代理同
部第一課

陸軍次官
正・・粘

伍第九六号 第六師団監督部 土地面積更正之件 二十五年二月二十四日 回答案
・・・・・・甲第一七号申出之趣了承土地其帳之義ハ訂正方・・支・・・・・・
得・・度・・財産目録之義ハ已ニ其・・ヘ提出後ニ付・・・・更ニ方予取計・・・・
ハ返・・二十四年度中校財産増減報告之義理由ヲ付シ右同時ニ報告相成可・・此段及

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050388100、『明治２５年
伍大日記　２月』（防衛省防衛研究
所）

―

259 3 31

陸軍省 土地
之部

陸軍大臣
子爵高島
鞆之助

―

官有財産目録 土地之部 陸軍大臣子爵高島鞆之助 陸軍省所管有財産総目録 明治二十
四年三月三十一日現在 土地之部 金二百七十九万六千四十円四十七銭也 内訳 金三十
二万八千三十四円十四銭四厘 近衛監督部管理 金八十四万二千八百十一円四十一銭五
厘 第一師団監督部管理 金二十七万八千百四十七円八十銭七厘 第二師団監督部管理

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A07062453600、『記録材料・官
有財産目録』（国立公文書館）

―

260 4 9

熊本憲兵隊
本部敷地買
収の件

第六師団
監督部長
吉澤直行

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

伍第一〇九号 第六師団監督部 熊本憲兵隊本部数地買収之件 提出 二十四年三月二日
執行 年 月 日 伺之通 三月三日 ・・一内第一一号本年二月十九日送甲第四三八号ヲ
以テ熊本憲兵隊本部数地之像ニ付照会之趣了承右ハ本日其旨地方庁ヘ及訓令時間此段
及回答候也 明治二十四年二月二十四日 内務大臣伯爵西郷・・・・ 陸軍大臣伯爵大山

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050317300、『明治２４年
伍大日記　３月』（防衛省防衛研究
所）

―

261 5 11

官有財産管
理規則第十
六条に依調
製すへき目

軍務局長
会計局長

陸軍省

会第三五五号　至急　陸軍省受領二第一一三六号　官有財産管理規則第十六条ニ依リ
調製スヘキ目録様式之義ニ付左案之通工兵両方面東京大阪両砲兵工廠、各監督部、憲
兵司令部屯田兵司令部千住製絨所ヘ御達相成度候也　明治二十四年五月十一日　軍務
局長　会計局長　御達案　官有財産管理規則第十六条ニ依リ調製スヘキ目録様式別冊

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C06081391700、『明治２４年
貳大日記 ５月』（防衛省防衛研究
所）

―

262 5 26

将校集会所
当番室用其
他地所貸渡
の件

第六師団
監督部長
心得曽山
庸代理同
部第一課

陸軍大臣
子爵高島
鞆之助殿

伍第四三八号 第六師団監督部 将校集会所当番室用其他地所貸渡之件 提出 二十四年
六月四日 執行 年 月 日 伺之通六月五日 熊監三甲第九一号 将校集会所当番室用其
他地所貸渡之義ニ付伺 歩兵第十三連隊将校集会所ハ本隊ト隔離シ彼是不便ニ付将校
私費ヲ以テ別紙図面朱書之箇所ヘ当番室及馬繋所下厠之三箇取設度ニ付該地所借用致

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050341400、『明治２４年
伍大日記　６月』（防衛省防衛研究
所）

―

263 7 9

地所囲込の
件

第六師団
監督部長
心得曽山
庸

陸軍大臣
子爵高島
鞆之助殿

受領番号 伍第五七四号 庁名第六師団塩督部 件名 地所囲込之件 提出 二十四年七月
十七日 執行 年 月 日 伺之通 熊監三甲第一一二号 歩兵第二十三連隊管内ヘ地所囲込
之儀こ付伺 歩兵第二十三連隊花畑兵営内ヘ今般同連隊第三大隊営新築こ付而ハ営内狭
隘トナり是迄狭窄射撃こ使用場斫ノ如キハ建設家屋ノ敷地ト相成殆ト余地無之然ルこ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050348600、『明治２４年
伍大日記　７月』（防衛省防衛研究
所）

―

264 9 12

将校集会所
物置場用地
貸渡の件

第六師団
監督部長
心得曽山
庸

陸軍大臣
子爵高島
鞆之助殿

受領番号 伍第七二二号 庁名 第六師団監督部 件名 将校集会所ノ物置場用地貸渡ノ
件 提出 二十四年五月二十二日 執行 年 月 日 御指令按 伺之通 九月二十四日 熊監
三甲第一三〇号 将校集会所ノ物置場用地所貸渡之儀ニ付伺 将校集会所ニハ従来物置
場之設置無之候処学術研究等之為メ要スル将校共用ノ書籍其他物品漸々嵩三格護方差

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050360500、『明治２４年
伍大日記　９月』（防衛省防衛研究
所）

―

265 2 10

土地面積更
生の件

第六師団
監督部長
曽山庸代
理第六課
長橋口兼

陸軍次
官・・・
・・・殿

伍第九六号 第六師団監督部 土地面積更正之件 二十五年二月二十四日 回答案
・・・・・・甲第一七号申出之趣了承土地其帳之義ハ訂正方・・支・・・・・・
得・・度・・財産目録之義ハ已ニ其・・ヘ提出後ニ付・・・・更ニ方予取計・・・・
ハ返・・二十四年度中校財産増減報告之義理由ヲ付シ右同時ニ報告相成可・・此段及

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050388100、『明治２５年
伍大日記　２月』（防衛省防衛研究
所）

―

266 6 24

帝国議会ヘ
提出スヘキ
官有財産増
減異動報告

農商務書
記官

内閣書記
官御中

甲第二五号官有財産管理規則第十七条ニ拠リ帝国議会ニ報告セラルヘキ増減異動報告
方付テハ曩ニ目録編製ノ例ニ倣ヒ更ニ報告書調製標準御一定可相成御見込ニ候哉否取
調着手ノ都合モ有之ニ付キ予メ御意見之程致承知度此段及御問合候也明治二十五年六
月二十一日農商務書記官内閣書記官御中農丙二号明治二十五年六月各省ヘ照会案拝啓

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A15112482400、『公文類聚・第
十六編・明治二十五年・第二十四
巻・財政九・国債・貨幣・官有財

―

267 1 9

楠樹根盗材
の義に付届

第六師団
監督部長
曽山庸

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

熊監三甲第一号 楠樹根盗伐之儀ニ付届 宮内町旧工兵営跡ニ生立セル楠樹根量目凡二
百貫目盗伐セシ痕跡発見セシ旨掛官ヨリ届出候間此段御届申進候也 明治二十六年一月
九日 第六師団監督部長曾山庸 陸軍大臣伯爵大山巌殿 遂テ熊本憲兵隊及警察署ヘハ当
部ヨリ通知致置候間此段申添候也

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C10060365900、『明治２６年分
編冊　各監督部　製絨所』（防衛省
防衛研究所）

―

268 4 26

家屋崩壊の
義に付申進

第六師団
監督部長
曽山庸

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

熊監三甲第六一号 家屋崩壊之儀ニ付申進 一仮厨夫用厠 一棟 右者熊本衛戍病院庖厨
所付属仮厨夫用厠トシテ建設有之候処経年ノ久シキ全屋敗頽常ニ危険存居候処終ニ顛
倒崩壊致候間此段申進候也 明治二十六年四月二十六日 第六師団監督部長曾山庸 陸軍
大臣伯爵大山巌殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C10060368500、『明治２６年分
編冊　各監督部　製絨所』（防衛省
防衛研究所）

―

269 5 4
旧社存立樟
樹下渡の件

熊本県知
事松平正
直

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

一第八六三号 熊本県 旧社存立樟樹下渡之件 高級副官ヨリ熊本県知事ヘ申進案 旧社
地存立樟樹下渡之義送三第一○七二号ヲ以テ御上申相成度右ハ特別下渡之義ハ詮議
ニ・・ヒ及ノ条・・人候ヘ可我御示・・相成度此段申進候也 送甲第一七○四号 送三
第一○九七二号 旧社地存立樟樹御下渡之義ニ付上申 県下熊本市字井川淵町鎮座県社
藤崎八旙宮之儀ハ県内屈指ノ名社ニシテ今ヲ距ル九百六十一年即承平五年ノ創建ニ係
リ廃藩置県ノ際迄ハ諸筒一切藩費支弁ニ属シ祭典・・ル盛大ナリシモ尓后漸ク氏子ノ
負・・ニ帰シ加之明治十年ノ従社殿悉皆兵・・ニ・・リ尋テ該地鎮一兵備線ニ・・在
スルヲ以テ遂ニ御省ノ御取轄地ノ相成乃チ社地ヲ今ノ取ニ換置スルニ当リ松梅桜榊等
ノ小木ハ陸軍工兵第六方面ノ交付金ニテ移・・候

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03030784900、『壹大日記　明
治２６年５月』（防衛省防衛研究
所）

―

270 6 15

大坂城内貯
水池管線変
更の件

第四師団
監督部長
堀忠次

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

受領番号 伍第三八五号 庁名 第四師団監督部 件名 大阪城内貯水池ヘ池管布設線変更
之件 提出 二十六年六月二十八日 執行 年 月 日 伺之通 六月二十九日 四監甲第五五
二号 大阪城内貯水池ヘ池管取設線変更之義ニ付伺 大阪市水道貯水池ハ大阪城内之取
設ケ送水管ハ別紙図面工監線之通布設方曽テ御許可相成度候処這般工事之都合ニヨリ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050487700、『明治２６年
｢伍大日記　６月』（防衛省防衛研
究所）

―

271 6 30

楠樹根盗材
の義に付報
告

第六師団
監督部長
曽山庸

陸軍次官
児玉源太
郎殿

熊監三甲第八八号 熊本市宮内町旧工兵営蹄則チ藤﨑神社跡一番地内ニ存立スル楠根別
紙之通リ屡々盗伐ニ罹リ候ニ付其時々憲兵隊ハ勿論地方警察署ヘス通牒シ盗伐者ヲ捜
索スルモ来タ其所在ヲ得ス然ルニ該楠樹之儀ハ数年ヲ経タル大木ニシテ其数七本目通
リ概ネ三丈九尺余乃至一丈五尺余位ノモノニ有之尤モ其害ヲ蒙リタルハ東南端ニテル

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C10060368000、『明治２６年分
編冊　各監督部　製絨所』（防衛省
防衛研究所）

―

272 6 30

熊本市梅屋
敷陸軍所轄
地電灯会社
へ継続貸渡

第六師団
監督部長
曽山庸

陸軍省副
官山内長
人殿

熊監三甲第八七号 熊本市梅屋敷陸軍所轄地電灯会社ヘ継続貸渡之件ニ付本月十五日
付熊監三甲第八〇号ヲ以テ大臣ヘ上申候処右ハ行違之廉有之候ニ付該書類一先御返却
相成度此段及御依頼候也 明治二十六年六月三十日 第六師団監督部長曾山庸 陸軍省副
官山内長人殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C10060367700、『明治２６年分
編冊　各監督部　製絨所』（防衛省
防衛研究所）

―

273 8 10

砲兵営内地
所囲込の件

第六師団
監督部長
曽山庸

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

受領番号 伍第四九七号 庁名 第六師団監督部 件名 砲兵営内ノ地所囲込ノ件 提出 二
十六年八月二十四日 執行 年 月 日 御指令案 伺之通 熊監三甲第一〇四号 野戦砲兵
第六連隊之儀営内狭隘ニシテ本年度ニ於テ該隊兵器庫新営御許可アルモ之ヲ建設スヘ
キ余地ナノ依テ元官舎敷地古城町之一区ヲ囲込之上之ニ建設計画ニ相成居候然ルニ熊

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050496600、『明治２６年
伍大日記　８月』（防衛省防衛研究
所）

―

274 11 24
転倒家屋木
柵等物品ニ
編入之件

第六師団
監督部長
片山中行
代理同部
第一課長
小川維時

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

伍第七三四号 庁名 第六師団監督部 件名 転倒家屋木柵等物品ニ編入之件 提出 二十
六年 月 日 御指令案 伺之通 十二月一日 熊監三甲第一四四号 転倒家屋木柵等物品ニ
編入致度儀ニ付伺 一、歩兵第十三連隊営北側百間石垣上板打木柵 八拾六間 一、歩兵
第廿三聯隊第三大隊営弾薬庫周囲木柵及柵門 弐拾六間 一、第六師団司令部予備厩付
属厠壱棟 五合・・此際物品へ編入ノ上売却致度、・・明治廿六年十一月廿四日 第六
師団監督部長片山中行代理同部第一課長小川維時（印）陸軍大臣伯爵大山巌殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050516400、『明治２６年
伍大日記　１２月』（防衛省防衛研
究所）

370

275 3 19
地所貸下期
限の件

内務大臣
伯爵井上
馨

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

壱第一四一○号 熊本縣 地所貸下期限ノ件 二十七年三月二十四日 高級副官ヨリ第六
師団監督部長ヘ通牒案 熊本縣飽田郡島崎村九州鉄道会社・・貸下地期限・・方之義会
社・・長？・・・・ヨリ出願ニ付熊本県上申・・・・熊・・三甲第一○六号右上申ニ
依リ別紙之通御指令相成候条此段及御通牒候也 送乙第五四九号 内務省ヘ御照会案 当
省所轄熊本縣飽田郡島崎村地所・・列・・・・・・畝十八・・・・・・・・
期・・・・ヲ以テ九州鉄道会社ヘ貸・・・・処・・・・官省財産・・・・規則ニ依リ
期限契約之義ニ付別紙熊本縣軍・・申越於貴省ハ・・・・・・・・之候牒申省意
見・・・・候・・認可相成度別紙書類・・係及照会候也 追テ本文・・・・
見・・・・・・・・別紙指令書・・捺印・・・・書類・・共ニ返却・・・・候也 送甲
第二八三八号 御指令案 熊本縣 其縣下・・・・国飽田郡島崎村陸軍省所轄地之内九州
鉄道会社ニ於テ使用期限定メ方・・・・本年八月二十二日付送二第三五四八号・・申
之件・・ニ他候条第六師団監督部

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03030841600、『壹大日記 明
治２７年３月』（防衛省防衛研究
所）

―
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１１ 存城は太政官達別冊第一号「諸国存城調書」（1873）、廃城は太

政官達別冊第二号「諸国廃城調書」（1873）による。森山英一

（2017）に掲載。 
１２ アジア歴史資料センター「ＪＡＣＡＲ」（Japan Center for 

Asia Historical Records National Archives of Japan）の説明

は、ホームページ「センターの概要と特徴」から一部引用する。 

https://www.jacar.go.jp/about/outline.html 

「アジア歴史資料センターは、インターネットを通じて、国の機

関が保管するアジア歴史資料（原資料＝オリジナル資料）を、パ

ソコン画面上で提供する電子資料センターであり、国立公文書館

において運営されて」いる。「ここでいうアジア歴史資料とは、近

現代の我が国とアジア近隣諸国等との関係に関わる歴史資料とし

て重要な我が国の公文書及びその他の記録のこと」である。「平成

13（2001）年11月30日に開設され」、「現在、アジア歴史資料セ

ンターでは、国立公文書館、外務省外交史料館、防衛省防衛研究

所戦史研究センターが保管するアジア歴史資料のうち、これらの

所蔵機関において電子化が行われたものから順次提供を受け、公

開している」。 
１３ アジア歴史資料センター データベース横断検索

https://www.jacar.archives.go.jp/gf/cgi/start 

【資料検索に使用したキーワード例】 

「存城」「廃城」「熊本城」「本丸」「二の丸」「天守」「宇土櫓」 

「天皇」「行幸」「千葉城」「古城」「宮内」「古京町」「新堀」 

「公園」「博覧会」「共進会」「招魂祭」「招魂社」「大演習」 

「藤崎台」「有終社」「偕行社」「谷村計介」「銅像」「記念碑」 

「内務省」「陸軍省」「大蔵省」「地理局」「地図」「測量」 

「西海道鎮台」「鎮西鎮台」「熊本鎮台」「第六師団」「乙輯」 

「鎮台病院」「衛戍病院」「加藤神社」「錦山神社」 

「神風連の変」「西南戦争」「日清戦争」「日露戦争」 

「国道」「県道」「里道」「兵器支廠」「道路」「電信分局」 

「熊本県」「熊本市」「陸軍省所轄地」「統計」「山崎練兵場」 

「歩兵第二十三連隊」「移転」「県庁」「市役所」「監獄」 

「軽便鉄道」「大日本軌道」「菊池軌道」「都市計画」「配水池」 

「街路」「市電」「橋」「堀跡」「濠」「埋め立て」「蓮堀」「養魚」

「午砲台」「土地」「貸渡」「貸下」「準貸付」「借用」「買上」 

「交換」「所管換」「官有財産」「国有財産」「管理規則」など 
１４ 明治7（1874）年の 城外（京町新堀）への移転後、明治42

（1909）年に「錦山神社」から「加藤神社」へ改称した。当時の

九州日日新聞（明治42年4月5日）には、三百年会記念会にて発

表された変更理由の掲載がある。さらに現在地（城内本丸の櫨方

役所跡）へ加藤神社が移転したのは、昭和37（1962）年である。 
１５ 熊本県立第一高等学校（1984）。 
１６ 熊本市（2003）。 
１７ 国立国会図書館蔵（請求番号ＹＧ913-1616）。明治14（1881）

年に作成された写しで、鶴嶋（2015）に掲載あり。 
１８ 熊本博覧会は明治8（1875）年4月1日から60日間にわたり

錦山神社で開催された。東京文化財研究所（2004）に「熊本博覧

会」の掲載があり、「未タ見サルヲ見未タ知ラサルヲ知ル人間ノ楽

ミ之ヨリ大ナルハナシ当社陳列セル博覧ノ品類即チ其物ナリ今一

斑ヲ図写シテ之遠方未タ見知セサルノ人ニ寄ス亦吾カ楽ヲ推シテ

人ノ之ヲ楽ムヲ楽シムノミ遼豕ノ誹ハ敢テ辞スル処ニアラス博雅

ノ君子其レ之ヲ諒トセヨ 博覧会社」とある。「熊本博覧会」は乃

村工藝社グループ「博覧会資料COLLECTION」（管理コード：

1546）にも掲載がある 

（https://www.nomurakougei.co.jp/expo/exposition/detail?e_c

ode=1546）ほか、先行研究で一部言及がある。「奈良博覧会前史」

（https://www.library.pref.nara.jp/sites/default/files/nara

haku2018.pdf）、大貫涼子（2013）、野中勝利（2006）。 
１９「熊本鎮台敷地図」明治9（1876）年（熊本博物館蔵）。熊本市

（2019）に掲載あり。 
２０ 「千葉学校ハ当城東北ニ位シ今般囲込線内ニアツテ当県所轄ノ

中学校根元地所ハ人民ノ私有地ニシテ民費ヲ以買収シ建物ハ旧白

川県庁ヲ運転改築スル者ナリ依テ当今県庁ヨリ買上ノ義照会アリ

代価当否等協議中ナリ追テ事実ヲ詳ニシ上申ス可シ」とある。 
２１「熊本県窮民救助ノ為メ路線修築費需要伺」、同添付「熊本県下

道路修築ノ図」明治10（1877）年（国立国会図書館蔵）。松澤真

由美（2021・2022）に掲載あり。 
２２ 熊本市熊本城調査研究センター（2016）に記載。 
２３ 三斜法は、多角形からなる土地の面積を求めるために複数の三

角形に分割し、それぞれの三角形の面積を求め、それらを合計し

て全体の面積を算出する方法。明治15（1882）年2月に大蔵卿松

方正義から太政大臣三條実美へ提出された『地租改正報告書』（国

立国会図書館蔵）には「三斜丈量ノ図」が掲載されている。 
２４ 磯田（2022）「2 電信の始まり」に詳述あり。 
２５ 磯田（2022）「3 明治10年代の様相」に詳述あり。 
２６ 『熊本県公文類纂』明治大正期県政資料（自明治17年至明治

18年）、熊本県立図書館蔵 
２７ 地理局は地理事務を扱う内務省の内局が明治10（1877）年に

地理局に改称したもので、地籍・山林・量地・計算・文書の5課

を設置していた。 
２８ 熊本日日新聞社（1988）。 
２９ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、鈴木喬「第三編 古

城 第四章 熊本県庁」による。 
３０ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、花立三郎「第三編 

古城 第五章 第五高等中学校」による。 
３１ 公益財団法人永青文庫蔵。全11葉からなり、文久元（1861）

年以降に一群の絵図が作成されたと考えられる。熊本市熊本城調

査研究センター（2019）参照。 
３２ 熊本市熊本城調査研究センター（2019）（絵図・地図・写真）

P137-147に「熊本所分絵図」、同（史料・解説）P4第1図に「地

区の範囲と呼称」掲載。 
３３（官有財産管理規則）第七條 官有財産ノ貸付ハ左ノ期限ヲ超ユ

ルコトヲ得ス 第一 樹木培養ニ供スル土地ハ八十年以内 第二 農

工其ノ他ノ営業及住居ニ供スル土地ハ三十年以内 第三 土地森林

ノ使用権ハ十五年以内 第四 右ニ掲ケサル物件ハ三年以内 
３４（官有地取扱規則）第十一條 官ニ属スル公有地及公有水面ハ其

公用ヲ廃シタルニアラサレハ売払譲与交換又ハ貸付スルコトヲ得

ス但公衆ノ妨害トナラサル限リハ公用ニ供シタル儘有料又ハ無料

ニテ特ニ其使用ヲ許スコトヲ得 
３５ 木下(2020)。 
３６ 第六師団参謀部の迅速測図は「同じ縮尺図にもかかわらず、た

とえば等高線間隔は、5m毎と10m毎との双方を1図の中に含む」

などの指摘がある。井口悦男（2005）。 
３７ 第六師団参謀部の迅速測図は「図の精度は極めて低」いが、

「殆んど全平野域にわたっているところに資料価値の高さを見出

すことが出来る」との指摘がある。清水靖夫（1966）。 
３８「熊本第6号地図」明治22（1889）年 第六師団参謀部（熊本

市歴史文書資料室蔵） 
３９ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、増田民男「第三編 

古城 第六章 兵器支廠からグリーン地区へ 第一節 兵器支廠から

第六師団兵器部へ」による。 
４０ 熊本市都市政策研究所（2014）。 
４１ 野中（2014）。 
４２ 水野（2015）。 
４３ 水野（2015）。 
４４ 熊本城内配水池計画では2,635坪（約8,696㎡）の借地願が上

申されている。内容は以下のとおり。 

借地願 

熊本城内箱馬場天主臺跡 

一、坪数弐千六百参拾五坪 

右ハ熊本市唯一ノ高所ニシテ本市上水道配水池敷地トシテ最モ

適良ナル場所ニ有之候所同所ハ軍事上必要ナル所ナルヲ以テ御貸



276 4 13

歩兵第23連
隊兵舎及附
属家外新営
工事竣成に

第六師団
監督部長
片山中行

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

熊監三甲第一四四号 建物履歴表之儀ニ付申進 歩兵第二十三連隊兵舎及附属家外一廉
新営工事竣成候ニ付営繕事務規程第二十条ニ依リ別紙履歴表進達候也 明治二十七年四
月十三日 第六師団監督部長片山中行 陸軍大臣伯爵大山巌殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C10060563900、『明治２７年
編冊　各監督部』（防衛省防衛研究
所）

―

277 4 27
所轄地継続
使用願の件

熊本県知
事松平正
直

熊本電燈
会社長河
野政次郎

・・・・ハ御指令・・共ニ四月二十七日内務省ヘ返却ス 第三六九号付属 命令書 熊本
縣熊本市・・人町十五番地 熊本電燈会社長 河野政次郎 陸軍省所在地住・・使用・・
許可候ニ付左之通確守スヘシ 第一条 使用許可地ハ熊本縣熊本市字梅屋敷地坪三百三
十三坪土合ニシテ別紙当面記載之区域内トス 第二条 使用・・期ハ明治二十六年三月
ヨリ同五十六年二月ニテ三十ケ年トス 第三条 使用目的ハ電燈機械据付及事務所建築
ノ場所トス 特ニ許可ヲ得ルニアラサレハ・・地ヲ当初ノ目的以外ニ使用スルコトヲ得
ス 第四条使用料ハ前納トシ一ケ年金九十六・・トス其納額ハ納入先支出ニ推定スルニ
ヨリ・・・・日迄ニ完納スヘシ 第五条使用・・限内ト命モ法律勅令ノ施行ニ依リ又ハ
軍事上及公益上官ニ於テ必要ト認メタルトキハ・・時ニテモ無償ニテ本命令之ノ条項
ヲ増減変更シ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03030846700、『壹大日記 明
治２７年４月』（防衛省防衛研究
所）

―

278 5 11

仏国伯爵ヘ
リドヂュル
フォ－ル外
１名大坂へ

覧

仏国公使
シヤンキ
ウィチ

山内陸軍
省官房長
殿

官第三二号　回答案　拝復貴国伯爵ヘリドヂュルフォール氏及伯爵ユノルステン氏大
阪並熊本城一覧被致義ニ付御依頼之趣敬承右ハ差支無之候ニ付其筋通達致置候間右様
ハ承知相成度此段貴答申進候也　五月十一日　第四、六師団ヘ通牒案　右同氏大阪
（熊本）城一覧之義仏国公使ヨリ依頼有之承諾相成候条可然御取計相成度此段及御通

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C06081949500、『明治２７年乾
貳大日記５月』（防衛省防衛研究
所）

―

279 7 9

軍事上緊急
ノ必要ニ因
リ購入シタ
ル政府ノ物
件貸付売渡
方

睦仁

海軍大臣
伯爵西郷
従道
陸軍大臣
伯爵大山
巌

朕軍事上緊急ノ必要ニ因リ購入シタル政府ノ物件ニ関スル件ヲ裁可シ茲ニ之ヲ公布セ
シム 睦仁 海軍大臣伯爵西郷従道 陸軍大臣伯爵大山巖 大蔵大臣渡邊國武 勅令第九十
二号 軍事上緊急ノ必要ニ因リ購入シタル政府ノ物件ヲ貸付ケ又ハ売渡ス場合ニ於テハ
官有財産管理規則第四条、第六条及第七条ニ依ラサルコトヲ得

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A03020178200、『御署名原本・
明治二十七年・勅令第九十二号・軍
事上緊急ノ必要ニ因リ購入シタル政
府ノ物件貸付売渡方』（国立公文書
館）

―

280 8 30

第６師管地
図御渡方照
会

留守第６
師団参謀
長石橋健
蔵

参謀本部
副官大生
定孝殿

留参発第二号 臨着第五三四号 ニ十一・・分一第六師団地図（山口、豊浦、厳原、中
津、小倉、唐津、大分、熊本、長崎、福・・、延岡、八代、野・・・・、・・江、宮
崎、鹿児島、離島、関 門嶽、・・島、屋久島、中島、宝島、奄

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C06061168800、『明治２７年自
７月２７日至９月２５日 臨着書類
綴 庶』（防衛省防衛研究所）

―

281 9 12

暴風雨の為
当熊本所轄
地内建物等
別紙の通破

第六師団
監督部長
片山中行

陸軍大臣
伯爵大山
巌殿

熊監三甲第四〇六号 本月十一日午前第一時頃ヨリ同第七時三十分頃迄之間ニ於テ暴風
雨之為メ当熊本所轄地内諸建物等別紙之通破損相生候間此段及報告候也 逐而本文破損
ニ対スル修繕費ハ本年度予算額内ヲ以テ支弁シ得ヘキ見込ニ有之候此段申副候也 明治
二十七年九月十二日 第六師団監督部長片山中行 陸軍大臣伯爵大山巌殿 記 一輜重兵

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C10060566000、『明治２７年
編冊　各監督部』（防衛省防衛研究
所）

―

282 2 6

仮病室建築
の件

第六師団
長事務取
扱大沼渉

陸軍大臣
伯爵西郷
従道代理
陸軍次官
児玉源太

第六一号 朝第七五四号 留守第六師団司令部 仮病室建築之件 二十八年二月 御指令案
（電報） 留六発第一〇七号申請之件予算書 金額内ニテ病室床一尺以上ヲ上ゲ且ツ 熊
本福岡ヘ屍室一棟ツツヲ増シ建設スヘシ 但熊本ハ土地清潔法ニ注意スヘシ 二月十八
日 本件費用金一万五千四百五円二十八銭 五厘ノ内ニテ支弁差支無之尚不足金四千 四

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C06022191500、『明治２８年２
月 ２７ ８年戦役日記 乙』（防衛
省防衛研究所）

―

283 7 25

避病室建設
の件 黒木師団

長
大山大臣

第三三三号　朝第四七四八号　第六師団　避病室建設之件　二十八年七月　電報御指
令案　熊本予備病院ヘ避病室増築ノ件　申請之通認可ス　七月二十五日　第六師団監
督部ヘ御達案　（電報）　熊本予備病院ヘ四十名入避病室四棟増築ノ件師団長申請之
通認可ス　右増築取計ヒ進テ計算書図面取調差出スベシ　七月二十五日　本件費用概

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C06022467900、『明治２８年７
月 ２７ ８年戦役日記 完』（防衛
省防衛研究所）

―

284

明治
29

1896

10 9

砲２より
熊本支署大
阪砲兵工廠
派出所材料

第六師団
監督部長
片山中行

砲兵第二
方面本署
長税所篤
文代理同
署員楢岡

受領番号 伍第六八二号 庁名 砲兵第二方面本署 件名 熊本支署大阪砲兵工廠派出所材
料庫所轄替ノ件 提出 二十九年十月 日 執行 年 月 日 御指令按 伺之趣当該監督部、
打会使用スベシ 十月二十三日 第六師団監督部、御達按 熊本城東岳ノ丸別紙・・面紅
色ノ倉庫大坂砲兵工廠派出所材料倉庫トシテ使用之義砲兵第二方面本署長ヨリ伺出聞

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050676000、『明治２９年
伍大日記　１０月』（防衛省防衛研
究所）

―

285 6 22

熊本洗馬町
憲兵屯所敷
地決定の件

臨時陸軍
建築部長
男爵野田
豁通

陸軍大臣
子爵高島
鞆之助殿

参第六〇六号 臨時陸軍建築部 熊本市洗馬町憲兵屯所敷地決定ノ件 提出三十年六月
日 執行 年 月 日 御指令按 伺之通 陸軍省受領 参第六〇六号 臨建工家第六四八号
熊本市洗馬町憲兵屯所敷地決定之儀伺 熊本県熊本市山崎練兵場内 一陸軍用地二百四
十七坪一合 右本年度ニ於テ要スル熊本市洗馬町憲兵屯所敷地トシテ前記官有地内ニ御

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07041399000、『参大日記　明
治３０年６月』（防衛省防衛研究
所）

―

286 9 13

輜重兵第12
大隊１中隊
藤崎台廠舎
へ移転の件

第六師団
長男爵茨
木惟昭

陸軍大臣
子爵高島
鞆之助殿

輜重兵第十二大隊第一中隊ハ新設兵営落成時日遷延候ニ付テハ熊本市内藤崎台廠舎ニ
本日移転為致候間此段及報告候也 明治三十年九月十三日 第六師団長男爵茨木惟昭 陸
軍大臣子爵高島鞆之助殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C10061286600、『明治３０年
編冊　官４　第６．７師団』（防衛
省防衛研究所）

―

287 1 19

４督より 第
４師団司令
部構内水道
布設の件

第四師団
監督部長
吉田公宗

陸軍大臣
子爵桂太
郎殿

受領番号 伍 第六三号 庁名 第四師団司令部 件名 第四師団司令部構内、水道敷設之
件 提出 三十一年二月 日 執行 年 月 日 御指定按 伺之通 二月九日 陸軍省受領 伍
第六三号 四監建第一二号 第四師団司令部構内ヘ水道敷設ノ義ニ付伺 一金・・百円五
銭五厘 第四師団司令部構内ノ井水ハ不良ニリ飯料、通レ兼徒来困却ノ析柄・・ニ大

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050793600、『明治３１年
伍大日記　２月』（防衛省防衛研究
所）

―

288 4 4

熊本城本丸
内陸地測量
標建設の義
協議に付承

第六師団
監督部長
片山中行

陸軍大臣
子爵桂太
郎殿

熊監一甲第四〇三号 熊本県熊本市本丸町一番地（熊本城 本在内）ニ拾テ陸地測量標
建ノ儀陸地測量部出張員ヨリ協議有之侯ニ付承認侯条此段及報告侯也 明治三十一年四
月四日 第六師団監督部長片山中行 陸軍大臣子爵桂太郎殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C10061922200、『明治３１年
官房５号編冊　各監督部　２冊の
２』（防衛省防衛研究所）

―

289 4 14

熊本県管内
陸軍省所轄
地内へ別紙
の通３等３

陸地測量
部長藤井
包総

陸軍大臣
子爵桂太
郎殿

熊本県管内貴省御所轄地内ヘ別紙取調書之通三等三角点建設致候間此段御届候也 明治
三十一年四月十四日 陸地測量部長藤井包総 陸軍大臣子爵桂太郎殿 一三角点敷取調書
・・・・葉 但熊本県熊本部長・・・・・・ニ係ルモノ 右進逹候也 明治三十一年四月
七日 陸地測量官松本三日松(表)三角点敷地取調書 三角点 等級 番号 名称 府県 国

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C10061502100、『明治３１年
官房２号編冊　１／４冊　本省．臨
時軍用水道布設部．参謀本部』（防

―

290 5 1
土地交換
（１）

熊本県知
事大浦兼
武

陸軍次官
中村雄次
郎殿

第二十三聯隊営及該営国南ニ沿フテ幅拾五間ノ地并ニ憲兵屯所敷地ヲ除キタル面積ニ
相当スル墺地ヲ大江村野戦砲兵第六聯隊付近ニ於テ差出シ且ツ騎兵営諸建物及練兵場
内障碍飛越場ノ建造物ヲ其他ヘ移転ヲ為ス事 二元輜重廠ノ建物悉皆及元砲兵方面支署
建物中官ニ於テ指示スル建物ヲ野戦砲兵第六聯隊移転跡地ヘ移転ヲ為ス事 三熊本城
内ニ別紙図面褪赫色ノ通リ道路ヲ并設シ且ツ橋梁ヲ架設スル事 四移転工事ノ着手ハ交
換許可ノ月ヨリ八ヶ月以内トシ作成ノ期限ハ着手ノ月ヨリ十二ヶ月以内トス 送甲第一
七四一号 七月十六日 副官ヨリ第六師団営繕部長ヘ通牒按 熊本市字山崎町当省用地ト
民有地ト交換ノ義ニ付本年三月送乙第九五四号ヲ以テ御通牒置ゝ処其後市会ノ議決ヲ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04013563400、『壹大日記 明
治３１年１２月』（防衛省防衛研究
所）

―

291 5 30
土地交換
（２）

第六師団
参謀長山
根武亮

経理局長
男爵野田
豁通
陸軍次官
中村雄次
郎殿

可トス 交換地所ノ所有權ハ移転工事成功ノ上其引渡アル時ニ於テ之ヲ移転スルモノト
ス 右所有權移転ノ時期ハ他ノ都合アルニ於テハ何レノ塲合ヲ以テ其時期ト為スモ差支
ナシ 一・・一 一・・一 一・・一 ・・・・・・ニ添付 謹白陳者過般滞京中御諮詢有
之候熊本市山崎練兵塲交換ノ件帰熊後篤ト取調左ニ数段ニ分千現状報告併セテ意見上
申仕候御電覧ヲ賜ラハ幸甚之至ニ候 第一段兵器支廠移転地ハ砲兵第六連隊旧營ノ全部
ヲ用ヒズトモ其西辺ノ一部及古城其他ノ土地ヲ併用スレハ其地区充分ナリト信ス即チ
甲号図ノ如ク新道ヲ設ケ旧 營空地ヲ両分シ東方ヲ練兵塲トシテ之ヲ存シ西方ヲ兵器支
廠トスレノ其交通便利ニシテ其囲郭モ火災等ニ対シテ安全ナリ其面積ハ第一所定ノ区
画（図上八ノ部）若

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04013563500、『壹大日記 明
治３１年１２月』（防衛省防衛研究
所）

―

292 9 28
兵器支廠設
置の件

軍務局長
経理局長
人事課長

陸軍省

二第二四一三号　軍第二五号　兵器支廠設置ノ件　新設師団所在地並舞鶴兵器支廠設
置ニ付左案之通御達相成度　軍務局長　経理局長　人事課長　明治三十一年十月ヨリ
弘前、金沢、姫路、丸亀、小倉、舞鶴兵器支廠ヲ置ク　但当分ノ内弘前兵器支廠ハ仙
台兵器支廠内金沢兵器支廠ハ名古屋兵器支廠内、姫路兵器支廠ハ大阪兵器支廠内、丸
亀兵器支廠ハ広島兵器支廠内、小倉兵器支廠ハ熊本兵器支廠ニ於テ事務ヲ取扱フ　陸
達第八十一号　金沢、姫路、小倉兵器分廠ハ当該兵器支廠設置ノ日ヨリ廃候止シ当該
兵器支廠ノ派出所トス

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C06082900400、『明治３１年乾
貮大日記９月』（防衛省防衛研究
所）

―

293 12 17
土地交換
（３）

内務大臣
侯爵西郷
従道

熊本県

三甲第一〇七九号 法第三三号 一第一三六号 熊本県 土地交換ノ件 第六号・・ヘ御達
按 熊本県熊本市字山崎町所在 当省用地ト民有地ト交換之義同県知事ヨリ・・申ニ依
リ別紙・・第一〇九九号之通リ内務大臣ヨリ・・・・・・訓令・・之候条・・・・工
事竣工之上・・・・交換方取計フベシ 高級・・・・・・第六師団参謀長ヘ通牒案 熊
本県熊本市字山崎町所在当省用地ト民・・地ト交換之儀ニ付・・・・之通リ第六師
団・・・・・・ヘ 御達・・・・・・条為・・・・・・及御通牒候也 送乙第四〇三四
号 訓第一〇九九号 熊本県 ・・県下熊本市所在別紙調書甲印ノ地所ト乙印ノ地所ト交
換可相成候条別記条件ヲ付シ官有地取扱・・・・第二条ニ依リ願書指令方取計フヘシ
但乙号ノ地所熊本市ノ所有ニ帰シ移転工事竣工ノ上ハ当地ノ授受ヲ為シ地種組

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04013563300、『壹大日記 明
治３１年１２月』（防衛省防衛研究
所）

―
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関する都市計画の見直しの考え方には「都市施設の配置の変更や

規模の縮小、廃止は、個別の箇所や区間のみを対象とした検討を

行うのではなく、都市の将来像を踏まえ、都市全体あるいは影響

する地域全体としての施設の配置や規模等の検討を行い、その必

要性の変更理由を明らかにした上で行われるべきである」とあ

る。熊本市では「長期未整備都市計画公園見直しガイドライン」

（H28.3）を策定して見直しに取り組んでおり、「熊本城公園」見

直しの2軸（必要性「A」・実現性「C」）からの判定結果は「B」

（計画変更候補）である。現状では城内立地の4神社部分が「未

整備」で熊本医療センター部分は既に除外済みだが、これら施設

のそもそもの設置経緯は近代や戦後まで遡るもので、今後の変更

や見直しはこれらの歴史的背景も充分把握した上で実施する必要

がある。 
９ 文献は註3に同じ。中でも熊本市熊本城調査研究センター

（2019）掲載の「熊本城関係文献資料目録」は本稿の出典とも重

複する資料が多い。そこで相互の資料・出典を照合・補完できる

よう、付表には熊本市熊本城調査研究センター（2019）の掲載番

号も併記した。また近代地図や古写真についても、同『歴史資料

編（絵図・地図・写真）』の掲載番号を本文中で引用した。 
１０ いわゆる廃城令は、明治6（1873）年太政官達「全国ノ城廓陣

屋等存廃ヲ定メ存置ノ地所建物木石等陸軍省ニ管轄セシム」並び

に「全国ノ城廓陣屋等存廃ヲ定メ廃止ノ地所建物木石等大蔵省ニ

処分セシム」によって、兵部省管轄下にあった城郭が陸軍省管轄

の「存城」、大蔵省管轄の「廃城」に分けられたことを指す。 



294 3 6
島崎村段山
の貸渡

第六師団
監督部長
片山中行
代理同部
第一課長
高田章三

陸軍大臣
子爵桂太
郎殿

熊監一甲第二二四号 肥後国飽託郡島崎村大字段山陸軍省所轄地使用之義ニ付別紙二
第一二二号之通熊本県知事ヨリ上申ニ対シ意見可申出旨送乙第四五五号ヲ以テ陸軍省
副官ヨリ申越有之依テ取調候処右地所一万千七百七拾七坪（内七百八坪ハ九州鉄道会
社ヘ貸渡）ハ工兵第六大隊之作業場ニ候処該隊大江村ヘ移転ノ際大江村ニ於テ更ニ作
業場トシテ地積二万五千九百四拾坪ヲ充当セテレ候ニ付段山作業場ハ尓来不用ニ属シ
且目下有之見込無文依テ当師団ニ於テ要否問合候処右地所他ニ応用スルモ教育上差支
無文旨回答致来候ニ付右地所ノ内九州鉄道会社ヘ貸渡ノ七百八坪ヲ除キ残一万千六拾
九坪ヲ無料参拾年間御貸渡相成可然存候也此段上申候也 明治三十二年三月六日 第六
師団監督部長片山中行代理同部第一課長髙田章三 陸軍大臣子爵桂太郎殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C10062049300、『明治３２年自
１月至６月　１号編冊』（防衛省防
衛研究所）

―

295 4 10

兵器支廠建
物移転

第六師団
監督部長
片山中行

陸軍大臣
子爵桂太
郎殿

受領番号 伍第三九三号 庁名 第六師団監督部 件名 熊本陸軍兵器支廠建物移転ノ件
提出 三十二年四月 日 執行 年 月 日 御指令按 伺之通 四月十八日 陸軍省受領 伍第
三九三号 熊監一甲第四九八号 熊本陸軍兵器支廠建物移転之義ニ付伺 熊本市山崎町陸
軍省所轄地ト大江村民有地ト交換之件ニ付客年十二月送乙第四〇三四号ヲ以テ御達有

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050894300、『明治３２年
伍大日記　４月』（防衛省防衛研究
所）

―

296 4 12

雇工務顧問
フランツバ
ルツェル大
坂熊本両城

鉄道作業
局長官松
本荘一郎

陸軍次官
中村雄次
郎殿

鉄道作業局長ヘ回答按 雇工務顧問普魯西国人フランツバルツエル氏去月ノ内九州地方
出張ノ序ヲ以テ同人妻同伴大坂熊本ノ両城内并ニ大坂砲兵工廠同兵器本廠観覧許可御
照会之処右両城観覧ハ差支無之ニ付第四第六ノ両師団ヘ相達置候大阪砲兵工廠ノ義ハ
来ル二十二日（金曜日）ニ於テ観覧セハ差支無之候得共其他ノ日時ニ於テハ許可不相

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C10062266400、『明治３２年
陸軍官衙観覧書綴　観覧』（防衛省
防衛研究所）

―

297 4 12

宮内町・古
京町貸渡地
の返付

第六師団
監督部長
片山中行

陸軍大臣
子爵桂太
郎殿

受領番号 伍第四一六号 庁名 第六師団監督部 件名 貸地返付為致度件 提出 三十二年
四月 日 執行 年 月 日 御指令按 四月二十一日 伺之趣返地之義関届候条偕行社達方
ハ其部ニ於テ取計フベシ 四月二十一日 陸軍省受領 伍第四一六号 熊監一甲第四九九
号 貸地返付為致度義ニ付伺 陸軍省所轄地熊本市宮内町並古城町ノ内別紙図面朱点内

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050895000、『明治３２年
伍大日記　４月』（防衛省防衛研究
所）

―

298 8 23

山崎練兵場
処地に関し
弁護士鑑定
せしむる件

第六師団
陸軍省経
理局

経第二九号　陸軍省受領二第二二六三号　経理局　熊本市亀山崎練兵場敷地ニ関シ弁
護士ニ鑑定セシメ及謝儀支出ノ件　曩ニ御許可相成居候第六師団下熊本市旧山崎廉平
場ト飽託郡大江村地所ト交換ノ件ニ付旧山崎在住ノ地主等苦情ヲ唱ヘ原価買戻シ起訴
ノ企ヲ為シ專ラ其運動ニ着手致居候趣ニ就テハ当時概地所買上ノ性質等法律上ノ研究

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C06083134700、『明治３２年乾
貳大日記８月』（防衛省防衛研究
所）

―

299 11 21

６督より
不用建物売
却の件

第六師団
監督部長
片山中行

陸軍大臣
子爵桂太
郎殿

受領番号 伍第一一八〇号 庁名 第六師団監督部 件名 不用建物売却ノ件 御指令按 伺
之通 十二月八日 陸軍省受領伍第一一八〇号 熊監一甲第一二九七号 不用建物売却之
義ニ付伺 今般熊本陸軍兵器支廠建物ヲ旧野砲兵営管地跡ニ移転ニ付右跡地ニ存在スル
相成且孰レモ腐・・ニ瀕シ将来応用之見込無之候ニ付此際売却致候此段相伺候也 明治

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07050950700、『明治３２年
伍大日記　１２月』（防衛省防衛研
究所）

―

300

明治
33

1900

3 10
熊本騎兵営
移転工事延
期の件

内務大臣
侯爵西郷
従道
（印）

陸軍大臣
子爵桂太
郎殿

省第五〇号 受領 三月十七日 結了 三月三十日 提出年月 明治三十三年三月十七日 立
案局課番号 経三甲第三一一号 受領番号 壱第三〇号 庁名 内務省 件名 熊本山崎兵営
移転工事延期ノ件 御回答按 熊本市山崎練兵場敷地ト同市・・地ト交換ニ付建物移転
期限ニ関シ熊本県知事ヨリ・・・・之・・ヲ以テ本月十日熊甲第三一号照会之趣了承
右ハ・・・・省別ニ異存無之候条・・・・返戻此段及回答候也 陸軍省送達 送甲第五
二三号 三月十九日 高級副官ヨリ第六師団・・・・部長ヘ通牒按 熊本市交換地内ヘ移
転建物之内崎兵営建物移転ハ本年三月末日迄締切延期之・・熊本県知事ヨリ内務大臣
ヘ照会有之候度右ハ本月十六日電報御回答之趣ニ依リ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04013682600、『壹大日記 明
治３３年３月』（防衛省防衛研究
所）

―

301 11 20
用地使用の
件

熊本県知
事徳久恒
範

陸軍田尾
人男爵児
玉源太郎
殿

壹第一〇八七号 熊本県 用地使用之件 御指令案 伺之趣当省之内詮議ニ及ヒ難シ 十二
月四日 四第四八五四号 陸軍省用地使用ノ義ニ付伺 熊本市南千反畑町観聚館内 肥後
水産協会副会長 加藤正誼 右陸軍省用地ノ内熊本市古城外堀養魚ノ為メ使用ノ義別紙
ノ通リ願出候ニ付第六師団監督部長ヘ及協議候処公益事業ト被認ヲ以テ異議ナキ旨ノ
回答有之県下殖産奨励上ニ就テモ不尠便益有之候間御差支無之候得ハ別紙命令書ノ条
件ヲ付シ願意御許容相成候様致度事情ヲ具シ此段相伺候也 明治三十四年十一月廿日
熊本県知事徳久恒範 陸軍大臣男爵児玉源太郎殿 使用ニ付命令書 熊本県市郡南千反畑
町観聚館内 肥後水産協会副会長 使用人 加藤正誼 陸軍省用地溜池ヲ試用セシムルニ
付本命令書ヲ下付ス

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04013795600、『壹大日記 明
治３４年１２月』（防衛省防衛研究
所）

―

302 12 25

道路河川調
査報告地図
用済返却

第六師団
長伊瀬知
好

参謀総長
侯爵大山
巌殿

三秘第三七九号第一 十二月十九日 総務部長ヨリ第六師団参謀長ヘ案 客年十二月三発
第二一七号ヲ以テ道路調査報告御進達相成候処左記ノ地図用済ニ付及御返却候也 二万
分一 鹿児島、延岡、熊本、八代、長崎、宮崎、 追テ山川路ノ偵察目算測図外三点ハ
当部ヘ留置候間申添候也 二十万分一地図ヲ除キ他ノ書類ハ当部ニ保管ス 第三部 三秘

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C09122882900、『明治３５年自
９月至１２月　秘密日記　参秘号』
（防衛省防衛研究所）

―

303 5 28

所轄地還付
の件

熊本県知
事徳久恒
範

陸軍大臣
寺内正毅
殿

肆第四三七号 第六師団経理部 所・・地・・付之件 受領 六月十九日 結了 六月二十
日 提出年月 明治三十五年六月十九日 立案局課番号 ・・・・四第三九一号 連帯局長
連帯課長 立案局課ノ校合者 庶務課長 ヨリ熊本県知事ヘ通牒案 ・・者所轄熊本・・
内通・・シ・・・・・・並ヘ・・道ニ編入才・・・・・・之義ニ付・・シ・・・・大

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07071812100、『明治３５年
肆大日記　６月』（防衛省防衛研究
所）

―

304 6 17

所轄地還付
の件

内務大臣
男爵 内海
忠勝

陸軍大臣
寺内正毅
殿

省第二〇号 陸軍省受領 一第六四六号 熊甲第七七号 貴省所轄熊本城内通路ノ内面積
千八百九十七坪八合ヲ国道ニ同面積四千七百八十九坪一合ヲ里道ニ編入方ノ趣熊本県
知事ヨリ稟請侯就テハ於貴省御支障無之候得ハ該地至急還付方取計相成度此段及照会
候也 明治三十五年六月十七日 内務大臣男爵 内海忠勝 陸軍大臣 寺内正毅殿 追テ第

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04013838600、『壹大日記 明
治３５年８月』（防衛省防衛研究
所）

―

305 7 31
熊本城内通
路引渡之義
ニ付報告

第六師団
経理部長
黒川秀行

陸軍大臣
寺内正毅
殿

肆第一三三九号 六経営第四二〇号 熊本城内通路引渡之義ニ付報告 熊本城通路之内公
共道路ニ編入之義、熊本縣知事ヨリ禀請ニ付、該地所引渡方送乙第一四七七号ヲ以テ
御逹相成居候処、今般其筋へ引渡済ニ付、別紙実測図面並反別調書相添へ、此段及報
告候也 追テ熊本縣知事ヨリ禀請ノ本文御逹坪数ハ最新概略ノ丈量ナリシヲ以テ、実測
ノ結果別紙調書之通り相違致候間、為念申添候也 明治三十五年七月三十一日 第六師
団経理部長黒川秀行（印） 陸軍大臣寺内正毅殿・・報第一三三九号 第六師団経理都
熊本城内通路引渡ノ件・・庶務課長ゟ内務省総務局地理課長へ通牒案 当省所轄熊本城
内通路ノ由、面積千八百九拾七坪八合国道ニ、同面積四千七百八拾九坪壱合ヲ里道ニ
編入ニ付、・・右面積ハ実測之結果別紙調書ノ通実動相生シ候ニ付、四反別ヲ以テ地
方庁へ引渡シタル旨、第六師団経理部ヨリ申出候条、此段及御通牒候也 送甲第一〇〇
八九号

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07071823400、『明治３５年
肆大日記　８月』（防衛省防衛研究
所）
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306 8 26
熊本市山崎
町地所道路
敷還付之件

内務大臣
男爵 内海
忠勝

陸軍大臣
寺内正毅
殿

一第八八一号 熊甲第一〇〇号 熊本市山嵜町別紙図面ノ地所道路敷ニ編入方熊本県知
事ヨリ禀請御処貴省ニ於テ・・・・無之・・・・還付相成度此段及照会候也 明治三十
五年八月二十六日 内務大臣男爵内海忠勝 陸軍大臣寺田正毅 追テ別紙図面ハ御返付相
成度・・ 内務省 熊本市山崎町ノ地所道路敷ニ還付之件 経建甲第五四八号 御回答案
熊本市山崎町所在当省用地還付方熊甲第一〇〇号照会之件・・之・・・・第六師団司
令部ヘ還付方達置候条承知相成度此段及回答候也 追テ別紙図面及御返却候也 送甲第
一一六一号 第六師団司令部ヘ御達案 熊本市山崎町所在当省用地之内別紙図面ノ道路
敷其筋ヘ還付候条熊本県ヘ引渡スヘシ 送甲第一九七五号

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04013842400、『壹大日記 明
治３５年９月』（防衛省防衛研究
所）

―

307 8 26
熊本旧城内
道路敷受授
之件

内務大臣
男爵 内海
忠勝

陸軍大臣
寺内正毅
殿

壱第八八二号 熊軍第一〇一号 熊本旧城内公共道路改修計画上別紙図面之通り、甲号
地反別壱反弐畝三歩ハ当所轄地ヘ組入レ、乙号地反別八畝五歩ハ更ニ国道敷ニ編入
方、熊本縣知事ヨリ第六師団ヘ協議済之上稟請候処、於貴省御支障無之候哉承知致
度、此段及照会候也 明治三十五年八月二十六日 内務大臣男爵 内海忠勝（印） 陸軍
大臣寺内正毅殿 壱第八八二号 内務省 熊本旧城内道路敷受授之件・・御回答案 熊本
旧城内公共道路改修計画上、旧道路敷ヲ当省ヘ受領、新道路敷還付之儀、熊甲第一〇
一号照会之件、支障無之ニ付、受授方第六師団司令部ヘ令達置候条、承知有之度、此
段及回答候也 送甲第一一六二号 第六師団司令部ヘ御達按 熊本旧城内公共道路改修計
画上、別紙図面之通リ甲号地反別壱反弐畝三歩ハ当省用地ニ受領、乙号地反別八畝五
歩ハ道路敷トシテ還付方、熊本縣へ打合授受スヘシ 送乙第一九七八号

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04013842500、『壹大日記 明
治３５年９月件』（防衛省防衛研究
所）

373

308 9 25

地図出版の
件 参謀本部

総務部長
井口省吾

陸軍省総
務局庶務
課長村山
邦彦殿

参第七号　陸軍省受領二第一七九八号　参謀本部参日第五四五号第二　別紙記載之地
図ハ陸地測量部ニ於テ来ル二十日付ヲ以テ出版致候ニ付各三部及御送付候条内務省ヘ
定数御送附相成度且該図著作権登録之儀モ並セテ同省ヘ御通知有之度此段申進候也
明治三十五年九月二十五日　参謀本部総務部長　井口省吾　陸軍省総務局庶務課長
村 邦彦殿 著作権 録 細書 著作物 分 形 京都大 知

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C06083697400、『明治３５年坤
貳大日記９月』（防衛省防衛研究
所）

―

309 9 26
地所并石垣
等下付稟請

熊本県知
事徳久恒
範（印）

陸軍大臣
寺内正毅
殿

壱第九九七号 二第一〇〇九号 地所並石垣等下付禀請 第十一号国道ノ終点ハ本縣熊本
市山崎町下馬橋ニ止リシヲ、旧城内南坂ノ道路ヲ改修スルノ必要相生セシ為メ、該終
点ヲ第六師団司令部入口マデ拡張シ、目下専ラ工事中ニ有之候処、該道路改修計画ノ
儀ハ埋立ノケ所多ク、其最高点ノ所ハ弐拾六尺餘ニシテ、切取ノ土料ヲ以テ之ヲ補填
スルモ其五分ノ一ダニ及バズ、就テハ境内其他第六師団ニ於テ故障ナキ所ヨリ運搬シ
ツゝアルモ、尚未ダ充分ナラズ、又右改修工事ノ結果、該道路付近ニ於テ追加工事ヲ
要スルモノモ多端ニ有之、土石ノ供給何分不足ヲ告ケ困難少カラズ候条、別紙図面中
舛形ノ一部、則甲乙号ノ石垣及其内側ノ地所ハ、舉テ本縣ヘ御引渡相成候様致度、此
段禀請候也 明治三十五年九月廿六日 熊本縣知事徳久恒範（印） 陸軍大臣寺内正毅殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04013856700、地所並石垣下付
の件（防衛省防衛研究所）
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１１ 存城は太政官達別冊第一号「諸国存城調書」（1873）、廃城は太

政官達別冊第二号「諸国廃城調書」（1873）による。森山英一

（2017）に掲載。 
１２ アジア歴史資料センター「ＪＡＣＡＲ」（Japan Center for 

Asia Historical Records National Archives of Japan）の説明

は、ホームページ「センターの概要と特徴」から一部引用する。 

https://www.jacar.go.jp/about/outline.html 

「アジア歴史資料センターは、インターネットを通じて、国の機

関が保管するアジア歴史資料（原資料＝オリジナル資料）を、パ

ソコン画面上で提供する電子資料センターであり、国立公文書館

において運営されて」いる。「ここでいうアジア歴史資料とは、近

現代の我が国とアジア近隣諸国等との関係に関わる歴史資料とし

て重要な我が国の公文書及びその他の記録のこと」である。「平成

13（2001）年11月30日に開設され」、「現在、アジア歴史資料セ

ンターでは、国立公文書館、外務省外交史料館、防衛省防衛研究

所戦史研究センターが保管するアジア歴史資料のうち、これらの

所蔵機関において電子化が行われたものから順次提供を受け、公

開している」。 
１３ アジア歴史資料センター データベース横断検索

https://www.jacar.archives.go.jp/gf/cgi/start 

【資料検索に使用したキーワード例】 

「存城」「廃城」「熊本城」「本丸」「二の丸」「天守」「宇土櫓」 

「天皇」「行幸」「千葉城」「古城」「宮内」「古京町」「新堀」 

「公園」「博覧会」「共進会」「招魂祭」「招魂社」「大演習」 

「藤崎台」「有終社」「偕行社」「谷村計介」「銅像」「記念碑」 

「内務省」「陸軍省」「大蔵省」「地理局」「地図」「測量」 

「西海道鎮台」「鎮西鎮台」「熊本鎮台」「第六師団」「乙輯」 

「鎮台病院」「衛戍病院」「加藤神社」「錦山神社」 

「神風連の変」「西南戦争」「日清戦争」「日露戦争」 

「国道」「県道」「里道」「兵器支廠」「道路」「電信分局」 

「熊本県」「熊本市」「陸軍省所轄地」「統計」「山崎練兵場」 

「歩兵第二十三連隊」「移転」「県庁」「市役所」「監獄」 

「軽便鉄道」「大日本軌道」「菊池軌道」「都市計画」「配水池」 

「街路」「市電」「橋」「堀跡」「濠」「埋め立て」「蓮堀」「養魚」

「午砲台」「土地」「貸渡」「貸下」「準貸付」「借用」「買上」 

「交換」「所管換」「官有財産」「国有財産」「管理規則」など 
１４ 明治7（1874）年の 城外（京町新堀）への移転後、明治42

（1909）年に「錦山神社」から「加藤神社」へ改称した。当時の

九州日日新聞（明治42年4月5日）には、三百年会記念会にて発

表された変更理由の掲載がある。さらに現在地（城内本丸の櫨方

役所跡）へ加藤神社が移転したのは、昭和37（1962）年である。 
１５ 熊本県立第一高等学校（1984）。 
１６ 熊本市（2003）。 
１７ 国立国会図書館蔵（請求番号ＹＧ913-1616）。明治14（1881）

年に作成された写しで、鶴嶋（2015）に掲載あり。 
１８ 熊本博覧会は明治8（1875）年4月1日から60日間にわたり

錦山神社で開催された。東京文化財研究所（2004）に「熊本博覧

会」の掲載があり、「未タ見サルヲ見未タ知ラサルヲ知ル人間ノ楽

ミ之ヨリ大ナルハナシ当社陳列セル博覧ノ品類即チ其物ナリ今一

斑ヲ図写シテ之遠方未タ見知セサルノ人ニ寄ス亦吾カ楽ヲ推シテ

人ノ之ヲ楽ムヲ楽シムノミ遼豕ノ誹ハ敢テ辞スル処ニアラス博雅

ノ君子其レ之ヲ諒トセヨ 博覧会社」とある。「熊本博覧会」は乃

村工藝社グループ「博覧会資料COLLECTION」（管理コード：

1546）にも掲載がある 

（https://www.nomurakougei.co.jp/expo/exposition/detail?e_c

ode=1546）ほか、先行研究で一部言及がある。「奈良博覧会前史」

（https://www.library.pref.nara.jp/sites/default/files/nara

haku2018.pdf）、大貫涼子（2013）、野中勝利（2006）。 
１９「熊本鎮台敷地図」明治9（1876）年（熊本博物館蔵）。熊本市

（2019）に掲載あり。 
２０ 「千葉学校ハ当城東北ニ位シ今般囲込線内ニアツテ当県所轄ノ

中学校根元地所ハ人民ノ私有地ニシテ民費ヲ以買収シ建物ハ旧白

川県庁ヲ運転改築スル者ナリ依テ当今県庁ヨリ買上ノ義照会アリ

代価当否等協議中ナリ追テ事実ヲ詳ニシ上申ス可シ」とある。 
２１「熊本県窮民救助ノ為メ路線修築費需要伺」、同添付「熊本県下

道路修築ノ図」明治10（1877）年（国立国会図書館蔵）。松澤真

由美（2021・2022）に掲載あり。 
２２ 熊本市熊本城調査研究センター（2016）に記載。 
２３ 三斜法は、多角形からなる土地の面積を求めるために複数の三

角形に分割し、それぞれの三角形の面積を求め、それらを合計し

て全体の面積を算出する方法。明治15（1882）年2月に大蔵卿松

方正義から太政大臣三條実美へ提出された『地租改正報告書』（国

立国会図書館蔵）には「三斜丈量ノ図」が掲載されている。 
２４ 磯田（2022）「2 電信の始まり」に詳述あり。 
２５ 磯田（2022）「3 明治10年代の様相」に詳述あり。 
２６ 『熊本県公文類纂』明治大正期県政資料（自明治17年至明治

18年）、熊本県立図書館蔵 
２７ 地理局は地理事務を扱う内務省の内局が明治10（1877）年に

地理局に改称したもので、地籍・山林・量地・計算・文書の5課

を設置していた。 
２８ 熊本日日新聞社（1988）。 
２９ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、鈴木喬「第三編 古

城 第四章 熊本県庁」による。 
３０ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、花立三郎「第三編 

古城 第五章 第五高等中学校」による。 
３１ 公益財団法人永青文庫蔵。全11葉からなり、文久元（1861）

年以降に一群の絵図が作成されたと考えられる。熊本市熊本城調

査研究センター（2019）参照。 
３２ 熊本市熊本城調査研究センター（2019）（絵図・地図・写真）

P137-147に「熊本所分絵図」、同（史料・解説）P4第1図に「地

区の範囲と呼称」掲載。 
３３（官有財産管理規則）第七條 官有財産ノ貸付ハ左ノ期限ヲ超ユ

ルコトヲ得ス 第一 樹木培養ニ供スル土地ハ八十年以内 第二 農

工其ノ他ノ営業及住居ニ供スル土地ハ三十年以内 第三 土地森林

ノ使用権ハ十五年以内 第四 右ニ掲ケサル物件ハ三年以内 
３４（官有地取扱規則）第十一條 官ニ属スル公有地及公有水面ハ其

公用ヲ廃シタルニアラサレハ売払譲与交換又ハ貸付スルコトヲ得

ス但公衆ノ妨害トナラサル限リハ公用ニ供シタル儘有料又ハ無料

ニテ特ニ其使用ヲ許スコトヲ得 
３５ 木下(2020)。 
３６ 第六師団参謀部の迅速測図は「同じ縮尺図にもかかわらず、た

とえば等高線間隔は、5m毎と10m毎との双方を1図の中に含む」

などの指摘がある。井口悦男（2005）。 
３７ 第六師団参謀部の迅速測図は「図の精度は極めて低」いが、

「殆んど全平野域にわたっているところに資料価値の高さを見出

すことが出来る」との指摘がある。清水靖夫（1966）。 
３８「熊本第6号地図」明治22（1889）年 第六師団参謀部（熊本

市歴史文書資料室蔵） 
３９ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、増田民男「第三編 

古城 第六章 兵器支廠からグリーン地区へ 第一節 兵器支廠から

第六師団兵器部へ」による。 
４０ 熊本市都市政策研究所（2014）。 
４１ 野中（2014）。 
４２ 水野（2015）。 
４３ 水野（2015）。 
４４ 熊本城内配水池計画では2,635坪（約8,696㎡）の借地願が上

申されている。内容は以下のとおり。 

借地願 

熊本城内箱馬場天主臺跡 

一、坪数弐千六百参拾五坪 

右ハ熊本市唯一ノ高所ニシテ本市上水道配水池敷地トシテ最モ

適良ナル場所ニ有之候所同所ハ軍事上必要ナル所ナルヲ以テ御貸



310 9 27
藤崎台借用
ノ件ニ付上
申

熊本県知
事徳久恒
範（印）

陸軍大臣
寺内正毅
殿

壱第一〇〇六号 二第二二五八号 藤崎台借用ノ件ニ付上申 第六師団所轄元藤崎神社跡
ハ十年兵乱後為要害、熊本城地ニ組入相成、爾後工兵作業場ニ相成候処、是又廃止、
当時ハ全不用ニテ只其中ニ監獄建物有之、其他ハ荒蕪ニ属居候由ニ承リ同地ハ高台ニ
テ市之大半ヨリ本妙寺花岡山等一体ヲ見通本縣熊本公園ニ左適当之場所ニ有之於今日
ハ公園モ必用物ニ相成可成大演習前ニ右公園取設度御差支無之限右敷地本縣ニ借用仕
度左監獄建物ハ於本縣移転可致至急何分ノ義御詮議相成度此段上申仕候也 明治三十五
年九月二十七日 熊本縣知事徳久恒範 陸軍大臣寺内正毅 熊本縣 藤崎台借用ノ件 総務
課長・・第六師団参謀長ヘ申進案 別紙一第一〇〇六号熊本縣知事上申ニ係ル・・調書
上使用区域ヲ示シタル図面・・・去ル七日送乙第二二二九號・・・御貸渡不相成様御
取計相成度意見ヲ具シ此段及御回答・・也・・・明治三十五年十月十一日第六師団参
謀長山本信行 陸軍総務長官石本新六殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04013855900、『壹大日記 明
治３５年１０月』（防衛省防衛研究
所）

P491-
11

311 9 30
陸軍省用地
譲与之件二
付稟請

熊本県知
事徳久恒
範

陸軍大臣
寺内正毅
殿

壹第一〇一九号 二第二二四三号 陸軍省用地譲与ノ件ニ付稟請 第十一号国道ノ終点ヨ
リ陸軍所轄地内ヘ通スル下馬橋ノ位置変換シ其終点ヲ第六師団司令部門前迄延長セシ
メ候ニ就テハ隨テ附近ノ道路モ多少拡張修繕ヲ加ユルモノ必要相生シ歩兵第廿三連隊
敷地柵外余地北西壹坪ヲ以テ右拡張道路敷ニ充用セハ交通上ノ便益ハ勿論稍完全ノ道
路ト相成候条御差支無之候ハヽ道路敷ヘ御譲与相成度此段稟請候也 明治三十五年九月
卅日 熊本県知事徳久恒範 陸軍大臣寺内正毅殿 追テ本件ハ第六師団経理部長ヘ一応照
会候処何等支障無之旨回答ニ接シ候此段申添候 電文訳十月三日午后三時十分坪井発
仝四時五十分着 陸軍大臣宛熊本県知事 客年三十日二第二二四三号稟請陸軍一所轄地
ヲ道路敷ニ充用件電報御指令ヲ請

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04013855000、『壹大日記 明
治３５年１０月』（防衛省防衛研究
所）

―

312 11 1

特別大演習
に付熊本県
下へ行幸の
件

宮内大臣
子爵田中
光顕

陸軍大臣
寺内正毅
殿

丙第四九七号 壹第一一三四号 十一月四日 来ル七月熊本県下行幸御発車ニ付御発着割
及府内御道筋別紙之通ニ候條此段及御通知候也 明治三十五年十一月一日 宮内大臣子
爵田中光顯 陸軍大臣寺内正毅殿 発着割 十一月七日 午前七時十五分 御発車 仝七時
四十分 新橋停車場御発車 午後五時卅五分 名古屋停車場御着車 御泊名古屋離宮 仝八

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04013858000、『壹大日記 明
治３５年１１月』（防衛省防衛研究
所）

313 6 10

陸軍所轄地
貸下願進達
×付　〇下
訂正

鹿児島県
知事千頭
清臣

陸軍大臣
寺内正毅
殿

府第七号 受領番号壱第五六二号 県名鹿児島県 件名鹿児島市山下町用地ヲ同市長ヨリ
貸下出願ノ件 工・・第一八号高級副官ヨリ築城部本部長ヘ通牒案 別紙壱第五六二号
鹿児島県進達鹿児島市長ヨリ当省用地貸下願出ノ件何分ノ義御申出相成度此段及御通
牒候也 追テ別紙ハ用済御返戻相成度候也 同官ヨリ第六師団参謀長ヘ間合案 鹿児島市

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04013934300、『壹大日記 明
治３６年１１月』（防衛省防衛研究
所）

―

314 9 25

各種地図著
作権登録に
関する件

陸地測量
部

参謀本部
総務部御
中

・・・・甲第一〇九号 参謀本部 庶日第四〇三号ノ一 九月二十五日 別紙明細書之地
図本月三十日附ヲ以テ出版致候間著作権登録方御取計相成度納図相添此段及進達候也
明治三十六年九月二十五日 陸地測量部参謀本部総務部御中 著作権登録明細書 一著作
物ノ題号 二万分一地形図 熊本近傍一号 大津 熊本近傍二号 陣内 熊本近傍四号 七滝

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07060288800、『明治３６年
陸軍省大日記　庶日号　二』（防衛
省防衛研究所）

―

315 8 26

熊本予備病
院第２分院
新築の件

留守第六
師団経理
部長中谷
浩

陸軍大臣
寺内正毅
殿

第四三三号 満坤第四四六七号 経建臨第九九○号 熊本予備病院第二分院新築之件 御
指令案 伺之通但費用ハ臨時軍事費ノ支弁トシ陸軍会計監督部ヘ請求スヘシ 本費ハ第
二十六回ヨリ支弁 六経・・第四一九号 熊本陸軍予備病院第二分院新築之義ニ付伺 熊
本陸軍予備病院第一分院之義ハ目下後送患者増加之為メ全部収容済ニ有之候処尚日々

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03025916000、『明治３７年
満大日記９月自１日 至１５日』
（防衛省防衛研究所）

―

316 10 28

渡廊下建設
の件

留守第六
師団経理
部長中谷
浩

陸軍大臣
寺内正毅
殿

肆第六三五号 留守第六師団経理部 渡廊下建設之件 番号 経建臨第一四一号 受領 明
治三十七年十一月一日 提出 明治 年 月 日 総務局 受領 明治 年・・月二日 結了 明
治 年十月一日 連帯局長 連帯課長 審案筆記者 御指令案 伺之通 但・・用
ハ・・・・・・・・所・・・・ヨリ支・・・・義相成度ヘシ 九月三十日 本条費用

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07072059600、『明治３８年
肆大日記 １０月』（防衛省防衛研
究所）

―

317 11 18

配食所建設
の件

留守第六
師団経理
部長中谷
浩

陸軍大臣
寺内正毅
殿

満坤第七三四四号 留守第六師団経理部 幹食所建設ノ件 御指令案 伺ノ趣特ニ認可ス
本件至費ハ・・仕払済ト・・ 別紙ハ当課ニ留置 経理局建築課 経十一月二十四日 六
経管第五四六号 配食所建設之儀ニ付伺 熊本予備病院（本院）庖厨所ヘハ俊来配食所
ノ設備無之単ニ長サ七尺五寸巾三尺ノ配食棚一ヶ所有之候処戦況ニ伴ヒ一時ニ傷病者

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03027776500、『明治３７年
満大日記 １２月 自１日～至１０日
参冊之内 上』（防衛省防衛研究

―

318 11 18

衛兵所建設
の件

留守第六
師団経理
部長中谷
浩

陸軍大臣
寺内正毅
殿

満坤第七三四三号 留守第六師団経理部 衛兵所建設ノ件 経建臨第一六一五号 御指令
案 伺之趣特ニ認可ス 副官ヨリ留守第六師団経理部長ヘ申牒案 熊本予備病院配食所
及・・兵所ハ至急建築ノ必要ヲ生シ経伺ノ遑無之趣ヲ以テ実施后認可ノ儀六経管第五
四六号及同第五四七号ヲ以テ御伺出相成候処本件工事ノ性質トシテ経伺ノ遑ナキ緊急

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03027782200、『明治３７年
満大日記 １２月 自１日～至１０日
参冊之内 上』（防衛省防衛研究

―

319 2 1

警鐘台建設
の件

留守第六
師団経理
部長中谷
浩

陸軍大臣
寺内正毅
殿

満肆第九一号 留守第六師団経理部 第二六二号 経建臨第二一一一号 警鐘台建設之件
副官ヨリ留守第六師団経理部長ヘ通牒案 熊本予備病院ヘ警鐘台建設之義六経管第三七
号ヲ以テ御伺出相成候処右ハ建築ノ必要ヲ認メサルニ依リ認可不相成候 満発第一○七
一号 六経管第三七号 陸軍大臣 寺内正毅 警鐘台建設之儀ニ付伺 明治三十七年満発第

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03026192600、『明治３８年
満大日記 ２月上』（防衛省防衛研
究所）

―

320 4 28

屍室其他建
設の件

留守第六
師団経理
部長中谷
浩

陸軍大臣
寺内正毅
殿

満坤第一八九七号 留守第六師団経理部 屍室其他建設之件 経建臨第二七三六号 指令
案 伺之通 但費用ハ臨時軍事費トシ陸軍会計監督部ヘ請求スヘシ 六月十四日 本件費
用シテ・・・・二条ハ・・・・・・ヨリ支弁 三十八年 六経管第二五二号 明治三十八
年四月二十八日 留守第六師団経理部長 中谷・・ 陸軍大臣 寺内正毅 屍室其他建設之

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03026479200、『明治３８年
満大日記 ６月下』（防衛省防衛研
究所）

―

321 11 15

仮建物処分
の件

留守第六
師団経理
部長中谷
浩

陸軍大臣
寺内正毅
殿

満肆第四七号 留守第六師団経理部 仮建物処分ノ件 経建臨第四○六九号 御指令案 伺
之通 本費三四円八一六・・・・一般予算・・・・・・ノ・・・・ 六経管第六六六号
留守第六師団係理部長 中谷・・ 陸軍大臣 寺内正毅 仮建物処分方之・・ニ付伺 熊本
偕行社生物ハ予テ・・本予・・病院用トシテ借上使用中之処逐口収容患者減少ノ結

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03026898900、『明治３９年
満大日記 １月全』（防衛省防衛研
究所）

―

322 3 29
陸軍省用地
の一部還付
の件

熊本県知
事押川則
吉

陸軍大臣
寺内正毅
殿

壱第四四五号 熊本県陸軍省用地ノ一部還付ノ件 副官ヨリ第六師団経理部長ヘ別紙壱
第四四五号之通熊本県知事ヨリ当省用地ノ一部ヲ道路敷ニ還付方稟請有之候条支障有
無遂調査何分ノ儀申出相成度追テ別紙ハ回答ノ際返戻相成度陸軍省送達送乙第九一九
号 土第二八五号壱第四四五号道路敷ヘ譲与之件ニ付稟請本県熊本市木ノ下町ヨリ飽託
郡花園村本妙寺ヘ通スル里道中四十年度ヨリ県税ノ補助ヲ受ケ地元村ニ於テ開鑿スル
事ニ相成居候処右ハ実測ノ結果島崎村地内ニ於ケル御所轄旧城内射的場ノ崖下九州鉄
道路線ニ沿ヒ別紙図面ノ通リ面積六百四拾五坪右開鑿線路ニ相・・候条該道路敷ヘ御
譲与相成度此段稟請候也明治四十年三月二十九日熊本県知事押川則吉陸軍大臣寺内正
毅殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04014230600、『壹大日記 明
治４０年４月』（防衛省防衛研究
所）

―

323 11 29

衛生材料庫
新設の件

第六師団
経理部長
日疋信亮

陸軍大臣
寺内正毅
殿

肆第二〇一七号 第六師団経理部 熊本衛戍病院衛生材料庫新設ノ件 番号 経・・六〇
六七号 受領 明治四十年十二月三日 提出 明治 年 月 日 大臣官吏 受領 明治 年十二
月十七日 結了 明治 年 十二月二十四日 連帯局長 連帯課長 審案筆記者 御指令案 伺
之趣・・之通心得ヘシ 一、配置ハ后・・ヲ願・・シ被服庫ノ西方或ハ北方ニ設ケ后方

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07072313700、『明治４０年
肆大日記　１２月』（防衛省防衛研
究所）

―

324 3 30
陸軍営繕費
補充資金特
別会計法

睦仁

内閣総理
大臣公爵
西園寺公
望
陸軍大臣
子爵寺内
正毅
大蔵大臣
松田正久

朕帝国議会ノ協賛ヲ経タル陸軍営繕費補充資金特別会計法ヲ裁可シ茲ニ之ヲ公布セシ
ム 睦仁 内閣総理大臣侯爵西園寺之・・ 陸軍大臣子爵寺内正毅 大蔵大臣松田正久 法
律第四十号 陸軍営繕費補充資金特別会計法 第一條 陸軍営繕費補充資金ヲ置キ其ノ歳
入歳出ハ一般ノ会計ト区分シ特別ノ会計ヲ設置ス 第二條 陸軍営繕費補充資金ハ陸軍
ニ於ケル土地建造物ヨリ生スル収入及附属雑収入ヲ以テ之ニ充ツ 第三條 陸軍営繕費
補充資金ハ左ノ目的ニ使用ス 一 陸軍ニ於ケル土地建造物ノ利用ニ要スル諸費 二 陸
軍ニ於ケル土地建造物ノ営繕費補充 第四條 陸軍営繕費補充資金ヲ使用セムトスルト
キハ其ノ金額ヲ一般ノ歳入ニ組入レ一般ノ歳出トシテ払出

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A03020744600、『御署名原本・
明治四十一年・法律第四十号・陸軍
営繕費補充資金特別会計法』（国立
公文書館）

―

325 7 22
熊本軽便鉄
道軌道延長
の件

内務次官
一木喜徳
郎

陸軍次官
男爵石本
新六殿

壹第二四三号 内務省熊本軽便鉄道軌道延長ノ件 次官ヨリ内務次官ヘ回答案熊本軽便
鉄道株式会社ヨリ熊本市新鍛冶屋町ヨリ草葉町ニ至ル間軌道敷設ノ義出願ニ関シ熊甲
第二〇号ノ内ヲ以テ照会ノ趣了承右ハ軌道ヲ敷設スヘキ道路ノ幅員ヲ単線ニアリテハ
六間以上複線ニアリテハ七間以上トスルニ於テハ異存無之候陸軍省送達陸普第九七二
号二月二十九日追テ別紙命令書案及図面及返戻候軌道ヲ敷設スベキ道路、幅員ヲ単線
ニアリテハ六間以上複線ニアリテハ七間以上トスルニ於テハ異存無之候モ貴部ノ意見
承知致度工兵課参謀本部第三部御中内務省熊甲第二〇号ノ内二月二十日今般熊本軽便
鉄道鉄道株式会社ヨリ熊本市新鍛冶屋町ヨリ草葉町ニ至ル　　　　（明治41年熊本県
知事　道路の拡構）

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04014694000、『壹大日記 明
治４３年１１月』（防衛省防衛研究
所）

―

326 8 20
菊池軌道敷
設の件

陸軍次官
男爵石本
新六

内務次官
一木喜徳
郎殿

壹第一二五二号 内務省 菊池軌道敷設ノ件 次官ヨリ内務次官ヘ回答案 熊本県菊池郡
隈府町城敬寛外二十名ヨリ菊池軌道布設出願ニ関シ熊甲第五〇号ノ内ヲ以テ照会ノ趣
了承右ハ命令書案中左記ノ通改ムルニ於テハ支障無之意見ニ候 追テ別紙図面及命令書
及返戻候 左記 陸普第三九七〇号 八月廿日 一、第四条第四号第二項中「四間以上」
ヲ「六間以上」ニ「三間以上」ヲ「三間半以上」ニ「国県道ニ於テハ三間半以上」ヲ
「国道ニ於テハ四間半以上県道ニ於テハ四間以上」ニ改ム 二、條第四号 第三項中
「五間半以上」ヲ「七間以上」ニ「国県道ニ於テハ五間以上」ヲ「国道ニ於テハ五間
半以上県道ニ於テハ五間以上」ニ改ム 三、同條第五号第二項中「車体外一側ニ各二間
以上」

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04014694100、『壹大日記 明
治４３年１１月』（防衛省防衛研究
所）

―

327 9 1

兵器庫新増
築の件 陸軍省経

理局
陸軍省

二第二一二四号　経理局　兵器庫其他新増築ノ件　明治四十一年九月一日　第三乃至
第六、第十（残留）、第十一師団経理部ヘ御達案　本年度内ニ於テ（名古屋兵器支廠
及熱田兵器製造所構内兵器庫其他）ヲ別紙明細之通工事施行ノ目的ヲ以テ設計ノ上至
急伺出ヘシ但シ本工事ニ係ル細部ノ設計ニ関シテハ兵器支廠長ト協議スヘシ　陸軍省

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C06084560100、『明治４１年乾
貳大日記９月』（防衛省防衛研究
所）

―
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ールコート（熊本城公園）や熊本博物館及び宇土やぐら（熊本城

公園）などを含んでおり、この条例の制定によってそれまでの

「熊本城内バレーコート使用条例」や「熊本博物館条例」などは

廃止された。熊本市（1995）。 
８「都市計画運用指針（国土交通省）」Ⅳ-2-2 Ⅰ）2. 都市施設に

No.1 

（68）野中勝利（2007）「1873年の「廃城」と城址の公園化に関

する研究」『（社）日本都市計画学会 都市計画論文集』 No.42-3  

（69）小野芳朗（2011）「岡山招魂社創建と「公園」の空間変容」

『日本建築学会計画系論文集』第76集 第659号 

（70）石橋雅子・伊藤重剛（2015）「旧熊本貯金支局の建築に関す

る研究」『日本建築学会九州支部研究報告』第54号 

（71）今村洋一（2009）「都市部における旧軍用地の転用用途につ

いて－軍都５都市を事例として－」『日本建築学会大会学術講演梗

概集』 

（72）右近和磨・伊藤重剛（2008）「旧第六師団兵営の建築に関す

る研究」『日本建築学会九州支部研究報告』第47号 

（73）山崎荘太朗・伊藤重剛（2012）「旧陸軍第六師団煉瓦造兵器

庫の建築に関する研究」『日本建築学会九州支部研究報告』第51

号 

（74）野中勝利（2017）「近代の弘前公園における所有と管理の変

遷及びその背景」『公益社団法人日本都市計画学会 都市計画報告

集』No.16  

(75) 野中勝利（2014）「近代の小田原城址における所有と利用の

変遷及び風致保存の思想」『ランドスケープ研究（オンライン論文

集）』 

（76）熊本県立第一高等学校（1984）『隈本古城史』 

（77）第五高等学校開校五十年記念會（1939）『五高五十年史』凸

版印刷株式會社 
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規模の縮小、廃止は、個別の箇所や区間のみを対象とした検討を

行うのではなく、都市の将来像を踏まえ、都市全体あるいは影響

する地域全体としての施設の配置や規模等の検討を行い、その必

要性の変更理由を明らかにした上で行われるべきである」とあ

る。熊本市では「長期未整備都市計画公園見直しガイドライン」

（H28.3）を策定して見直しに取り組んでおり、「熊本城公園」見

直しの2軸（必要性「A」・実現性「C」）からの判定結果は「B」

（計画変更候補）である。現状では城内立地の4神社部分が「未

整備」で熊本医療センター部分は既に除外済みだが、これら施設

のそもそもの設置経緯は近代や戦後まで遡るもので、今後の変更

や見直しはこれらの歴史的背景も充分把握した上で実施する必要

がある。 
９ 文献は註3に同じ。中でも熊本市熊本城調査研究センター

（2019）掲載の「熊本城関係文献資料目録」は本稿の出典とも重

複する資料が多い。そこで相互の資料・出典を照合・補完できる

よう、付表には熊本市熊本城調査研究センター（2019）の掲載番

号も併記した。また近代地図や古写真についても、同『歴史資料

編（絵図・地図・写真）』の掲載番号を本文中で引用した。 
１０ いわゆる廃城令は、明治6（1873）年太政官達「全国ノ城廓陣

屋等存廃ヲ定メ存置ノ地所建物木石等陸軍省ニ管轄セシム」並び

に「全国ノ城廓陣屋等存廃ヲ定メ廃止ノ地所建物木石等大蔵省ニ

処分セシム」によって、兵部省管轄下にあった城郭が陸軍省管轄

の「存城」、大蔵省管轄の「廃城」に分けられたことを指す。 



328 9 4

熊本軽便鉄
道敷設の件

内務次官
一木喜徳
郎

陸軍次官
男爵石本
新六殿

壹第一三八二号 内務省 熊本軽便鉄道敷設ノ件 次官ヨリ内務次官ヘ回答案 熊本県熊
本市西唐人町ヨリ同県鹿本郡山鹿町ニ至ル間軽便軌道敷設ノ義出願ニ関シ熊甲第九四
号ヲ以テ照会ノ趣了承右ハ命令書案中左記二条ヲ加フルニ於テハ異存無之候 追テ別紙
図書及返戻候 左記 陸普第四四〇九号 九月廿一日 第二条 軌道ヲ敷設スル道路ハ左ノ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04014693900、『壹大日記 明
治４３年１１月』（防衛省防衛研究
所

―

329 9 25

兵器庫新築
の件

第六師団
経理部長
日疋信亮

陸軍大臣
子爵寺内
正毅

肆第一、七〇三号 第六師団経理部 兵器庫新築ノ件 番号 経建甲第一四四三号 受領
明治四十一年九月二十八日 提出 明治 年 月 日 大臣官房 受領 明治 年十月二十三日
結了 明治 年十月二十九日 連帯局長 連帯課長 審案筆記者 御指令案 追書共伺之通
但シ費用ハ臨時軍事費ノ支弁ト心得ヘシ 十月二十六日 肆第一七〇三号 九月二十八日

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07072480300、『明治４１年
肆大日記　１０月』（防衛省防衛研
究所）

―

330 10 13

戊申詔書

睦仁 ―

戊申詔書 朕惟フニ方今人文日ニ就リ月ニ将ミ東西相倚リ彼此相済シ以テ其ノ福利ヲ共
ニス朕ハ爰ニ益々国交ヲ修メ友義ヲ惇シ列国ト与ニ永ク其ノ慶ニ頼ラムコトヲ期ス顧
ミルニ日進ノ大勢ニ伴ヒ文明ノ恵沢ヲ共ニセムトスル固ヨリ内国運ノ発展ニ須ツ戦後
日尚浅ク庶政益々更張ヲ要ス宣ク上下心ヲ一ニシ忠実業ニ服シ勤倹産ヲ治メ惟レ信惟

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C14020145900、『勅諭勅語綴
昭和10.６』（防衛省防衛研究所）

―

331 3 30

陸軍営繕費
補充資金特
別会計ノタ
メニスル陸
軍ニ於ケル
土地ノ貸付
ニ関スル件

睦仁

内閣総理
大臣兼大
蔵大臣侯
爵桂太郎
陸軍大臣
子爵寺内
正毅
内務大臣
法学博士

朕陸軍営繕費補充資金特別会計ノ為ニスル陸軍ニ於ケル土地ノ貸付ニ関スル件ヲ裁可
シ茲ニ之ヲ公布セシム 睦仁 内閣総理大臣兼大蔵大臣侯爵桂太郎 陸軍大臣子爵寺内正
毅 内務大臣法学博士男爵平田東助 勅令第七十号 陸軍営繕費補充資金特別会計ノ為ニ
スル陸軍ニ於ケル土地ノ貸付ハ陸軍大臣之ヲ処理ス 貸付ニ関スル願書ノ指令、契約ノ
締結、収入ノ徴収及訴訟並随意契約ニ依ル有料貸付又ハ有料使用ニ関スル評価等ハ陸
軍大臣陸軍経理部長又ハ築城部本部長ヲシテ之ヲ取扱ハシム 陸軍ニ於ケル土地ヲ開墾
セムコトヲ請フ者アルトキハ有料ニテ其ノ貸付ヲ為スコトヲ得 附則 本令ハ明治四十
二年四月一日ヨリ之ヲ施行ス 陸軍ニ於ケル土地ニシテ本令

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A03020793800、『御署名原本・
明治四十二年・勅令第七十号・陸軍
営繕費補充資金特別会計ノタメニス
ル陸軍ニ於ケル土地ノ貸付ニ関スル
件』（国立公文書館）

―

332 4 5

陸軍営繕費
補充資金特
別会計施行
規則

陸軍省経
理局

会計検査
院

陸軍省受領二第七六一号経理局営繕費補充資金特別会計施行規則設定ノ件明治四十二
年三月　副官ヨリ会計検査院ヘ陸軍営繕費補充資金特別会計施行規則別冊ノ通被定候
条及通牒候陸軍省送達陸普第一四五二号　陸達案陸達第号　陸達第二十八号　陸軍営
繕費補充資金特別会計施行規則左ノ通定ム　陸軍営繕費補充資金特別会計施行規則

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C06084720100、『明治４２年乾
貳大日記４月』（防衛省防衛研究
所）

―

333 8 7

露国俘虜改
葬の件
（10）

第六師団
長男爵西
島助義

陸軍大臣
子爵寺内
正毅殿

第六師団司令部留庶発第一四五号　陸軍省受領一第七六二号　露国陸海軍人軍属遺骸
移送ニ関スル報告　明治四十二年八月七日　第六師団長男爵　西島助義　陸軍大臣子
爵　寺内正毅殿　熊本県館託郡黒髪村字小峰陸軍墓地ニ埋葬シアル明治三十七八年戦
役ノ際当師管ニ於テ死没セシ伍長ウイクトルマネゼフ以下十三名ノ露国陸海軍人軍属

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C06084902300、『明治４３年乾
の下　貳大日記１月』（防衛省防衛
研究所）

―

334 9 6

桜馬場ノ兵
器庫敷地地
均工事の件

第六師団
経理部残
留主計正
湯浅儀太
郎

陸軍大臣
子爵寺内
正毅殿

肆第一五七五号 第六師団経理部 桜馬場ノ兵器庫敷地々平均工事ノ件 番号 経建甲第
八一六号 受領 明治四十二年九月九日 提出 明治四十二年九月九日 大臣官房 受領 明
治四十二年九月二十一日 結了 明治四十二年十月一日 連帯局長 連帯課長 番案筆記者
御指令案 伺之通 九月二十二日 陸軍省受領肆第一五七五号 九月九日 六経残・・第四

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07072674800、『明治４２年
肆大日記　１０月』（防衛省防衛研
究所）

―

335 12 15

軌道会社軌
道延長の件

内務次官
法学博士
一木喜徳
郎

陸軍大臣
男爵石本
新六殿

省第五〇号 一第三三六四号 内務省 大日本軌道株式会社（熊本支社）市内軌道延長
ノ件 鉄日第一二三号 次官ヨリ内務次官ヘ回答案 大日本軌道株式会社熊本市内軌道延
長ノ件ニ関シ閣甲第五四三号ノ内ヲ以テ照会ノ趣異存無之候 陸普第五四七五号 追テ
別紙図書及返戻候 本軌道延長出願ノ件異存無之候得共貴部ノ意見承知致度 工兵課 参

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04014576500、『壹大日記 明
治４２年１２月』（防衛省防衛研究
所）

―

336 3 19

土地交換に
関する件

第六師団
経理部長
日疋信亮

陸軍大臣
子爵寺内
正毅殿

肆第七一一号 第六師団経理部 土地交換ニ関スル件 番号 経建甲第四〇八号 受領 明
治四十三年五月十七日 提出 明治四十三年五月十九日 大臣官房 受領 明治 年五月二
十四日 結了 明治 年八月十一日 連帯局長 連帯課長 審案筆記者 内務大臣ヘ御照会案
熊本県飽託郡広畑村通称帯山附近ノ地形ハ軍隊演習地トシテ最適当ナルヲ以テ別紙調

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07072844900、『明治４３年
肆大日記 ８月』（防衛省防衛研究
所）

―

337 5 30

土地貸下の
件

第六師団
経理部長
進藤秀松

陸軍大臣
子爵寺内
正毅殿

四第一一一五号 第六師団経理部 土地貸下ノ件 番号 経建甲第四三〇号 受領 明治四
十三年五月三十日 提出 明治四十三年五月三十一日 大臣官房 受領 明治年六月二日
結了 明治年六月十日 連帯局長 連帯課長 審案筆記者 御指令案 伺之通 六月四日 陸
軍省受領 四第一一一五号 五月三十日 六経・・第三八二号 土地貸下之義ニ付伺 第六

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07072820400、『明治４３年
肆大日記 ６月』（防衛省防衛研究
所）

―

338 9 20

土地貸下の
件

第六師団
経理部長
進藤秀松

陸軍大臣
子爵寺内
正毅殿

肆第一七二二号 第六師団経理部 番号 経建甲第七四八号 受領 明治四十三年九月二十
六日 提出 明治四十三年九月二十七日 大臣官房 受領 明治 年九月二十八日 結了 明
治 年十月十三日 御指令案 伺ノ通 九月二十九日 六経・・・・第六四一号 陸軍省受
領 肆第一七二二号 九月二十六日 土貸下ノ義ニ付伺 明治四十三年九月二十日 第六師

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07072874500、『明治４３年
肆大日記 １０月』（防衛省防衛研
究所）

―

339 11 2

土地貸下

古京町の崖
ヲ開鑿し大

道

第六師団
経理部長
進藤秀松

陸軍大臣
子爵寺内
正毅殿

肆第一九二三号 第六師団経理部 土地貸下ノ件 番号 経建甲第八六二号 受領 明治四
十三年十一月五日 提出 明治四十三年十一月十一日 大臣官房 受領 明治 年十一月十
五日 結了 明治 年十一月二十八日 御指令案 伺ノ通 十一月二十一日 六経・・第七五
八号 陸軍省受領 肆第一九二三号 十一月五日 土地貸下ノ義ニ付伺 明治四十三年十一

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C07072888400、『明治４３年
肆大日記 １１月』（防衛省防衛研
究所）

―

340 5 12

陸軍ニ於ケ
ル土地建造
物ヲ貸渡ス
トキ随意契
約ニ依ルコ
トヲ得ル件

睦仁

内閣総理
大臣兼大
蔵大臣侯
爵桂太郎
陸軍大臣
子爵寺内
正毅

朕陸軍ニ於ケル土地建造物ヲ貸渡ストキ随意契約ニ依ルコトヲ得ルノ件ヲ裁可シ茲ニ
之ヲ公布セシム 睦仁 内閣総理大臣兼大蔵大臣公爵桂太郎 陸軍大臣伯爵寺内正毅 勅
令第百五十六号 陸軍ニ於ケル土地建造物ヲ貸渡ストキ見積貸付料一年三百円以内ニシ
テ貸付期限三年ヲ超エサル場合ニ限リ随意契約ニ依ルコトヲ得

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A03020903900、『御署名原本・
明治四十四年・勅令第百五十六号・
陸軍ニ於ケル土地建造物ヲ貸渡スト
キ随意契約ニ依ルコトヲ得ル件』
（国立公文書館）

―

341 7 7

熊本常設招
魂祭壇建設
敷地として
陸軍用地使
用の件

熊本県知
事川路利
恭

陸軍省副
官竹嶋音
次郎殿

一第七二二号 熊本県 招魂祭壇敷地トシテ陸軍用地使用ノ件 主務局長 経建甲第五四
七号 明治４４年８月３日 明治４４年８月７日 副官ヨリ熊本県知事ヘ 熊本常設招魂
祭壇建設敷地トシテ当省用地使用ニ関スル別紙禀請書・・客７月７日土第八二五号申
越ニ依リ及返戻候也 陸普第二八二九号 ８月７日 一第七二二号 招魂祭壇敷地トシテ
用地使用ノ件 熊本県 明治４４年４月４日 付土第八二五号禀請陸軍省用地無料使用ノ
件聞屆ク 明治４４年 陸軍大臣伯爵 寺内正毅 内務大臣男爵 平田東助 内務省理第三
六一号 御申出ニ依リ及返戻候也 明治４４年７月２６日 内務省 陸軍省御中 一第七二
二号 熊本県 招魂祭壇敷地トシテ用地使用ノ件

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031326600、『永存書類乙輯
第２類　第１冊　明治４４年』（防
衛省防衛研究所）

―

342 7 12
熊本市所在
湧水無料使
用の件

内務大臣
法学博士
男爵平田
東助

陸軍大臣
子爵寺内
正毅

一第一二七二号 熊本県 湧水無料使用ノ件 主務局長 経建甲第四五九号 明治４４年６
月２７日 明治４４年８月２９日 内務大臣ヘ御照会案 別紙土第五八九号熊本県知事禀
請ニ係ル当省用地内湧水無料使用ノ件支障無之候条貴省ニ於テ異存無之候得ハ指令書
ヘ捺印ノ上書類ト共ニ返却相成度候也 陸普第二五〇七号 ７月６日 連署御指令案 明
治４４年６月２３日土第五八九号禀請陸軍省用地湧水無料使用ノ件聞届ク ７月１４日
右支障ナキ回答ノ上 第六師団経理部ヘ御達案 其ノ部管理ニ係ル陸軍用地内湧水無料
使用ノ儀別紙熊本県知事禀請ノ件聞届置候条此旨心得ヘシ但シ別紙ハ用済返戻ヲ要ス
陸普第二六〇九号 ７月１４日 経建受７月１３日

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031368600、『永存書類乙輯
第２類　第３冊　明治４４年』（防
衛省防衛研究所）

―

343 7 31

歩兵第２３
連隊敷地の
一部使用の
件

内務大臣
法学博士
男爵平田
東助

陸軍大臣
子爵寺内
正毅

歩兵課 一第一二七七号 熊本県 陸軍用地使用ノ件 主務局長 経建甲第四九六号 明治
４４年６月２８日 明治４４年８月５日 内務大臣ヘ御照会案 別紙土第一〇六三号熊本
県知事禀請ニ係ル歩兵第二十三連隊敷地内巡査派出所用地ニ使用ノ件右ハ当省ニ於テ
支障無之ニ付貴省異存無之候ハヘ指令書ヘ捺印ノ上書類ト共ニ返却相成度候也 陸普第
二六九六号 ７月２５日 連署御指令案 明治４４年６月２２日土第一〇六三号禀請陸軍
省用地内使用ノ件聞届ケ候条別紙ニ準シ命令書交付スヘシ ８月４日 右差支ナキ回答
ノ上 第六師団経理部ヘ御達案 歩兵第二十三連隊敷地ノ一部図面表示ノ位置面積十二
坪二合五勺ハ今回巡査派出所用地トシテ別紙命令書案ニ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031326500、『永存書類乙輯
第２類　第１冊　明治４４年』（防
衛省防衛研究所）

―

344 11 30

４３年度追
加土地利用
事業実施の
件

第六師団
経理部長
進藤秀松

陸軍大臣
子爵寺内
正毅

軍事課 主計課 歩兵課 騎兵課 砲兵課 肆第二○七五号 四十三年度追加土地利用事業
実施ノ件 御指令案伺ノ通 一月二十四日 六経営第八一二号 特別会計ニ係ル事業実施
ノ義ニ付伺 明治四十三年十一月三十日 第六師団経理部長 進藤秀松 陸軍大臣子爵 寺
内正毅 陸軍営繕補充資金特別会計ニ係ル四十三年度追加事業別冊計画書ノ通リ実施致

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031313500、『永存書類乙輯
第１類　明治４４年』（防衛省防衛
研究所）

―

345 12 15

大日本軌道
株式会社所
有地（保田
窪）と陸軍

第六師団
経理部長
進藤秀松

陸軍大臣
男爵石本
新六殿

４４年四第一七八三号 第六師団経理部 土地交換ノ件 主務局長 経建甲第二五九号 明
治４４年１２月１９日 明治４５年５月１３日 副官ヨリ第六師団経理部長ヘ照会案 大
日本軌道株式会社熊本支社所有地ト当省用地交換方六経営第五二〇号申請ノ件右ハ別
紙図面ニ依リ面積ヲ計算スルトキハ両地トモ記載坪数下相違有之差支候ニ付再調ノ上

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031442600、『永存書類乙輯
第２類　第１冊　明治４５年　大正
１年』（防衛省防衛研究所）

―

346 2 1
熊本市所在
軍用地の一
部貸下の件

第六師団
経理部長
進藤秀松

陸軍大臣
男爵石本
新六殿

主計課 軍事課 肆第二三九号 土地貸下ノ件 経建甲恵九九号 御指令案 伺ノ通但シ命
令書案中第三条ノ使用期間ヲ五箇年ニ改ムヘシ 二月十三日 参照 官有地特別処分規則
第一条第二項 ・・・・・・・・一九号 陸軍省受領 肆第二三九号 経二月六日 経建受
二月五日 二月五日 軍事肆第五二号 土地貸下ノ義ニ付伺 明治四十五年二月一日 第六
師団経理部長 進藤秀松 陸軍大臣 男爵石本新六 陸軍省所轄地内熊本市本丸町一番地
内ノ一部ヲ花・・盆栽置場ニ使用ノ為メ借地希望ノ旨別紙ノ通リ岡本次七郎ヨリ出願
候処・・地ハ熊本城壁ニ沿フ・・・・帯状ノ地ニシテ地質湿潤ナルト瓦礫埋没シ旦ツ
地積狭少ナル為メ軍隊演習用地ニ充当スルヲ得スシテ不毛ノ土地ナルヲ以テ・・用地
利用ノ目的ヲ以テ植樹事業ヲ施スモ之等設備ニ多額ノ加工費ヲ要スルヲ以テ晨ニ・・
地ハ熊本電燈会社ニ一時貸下タル例モ有之候ニ付寧口・・ヲ貸下スルトキト経・・

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031436100、『永存書類乙輯
第２類　第１冊　明治４５年　大正
１年』（防衛省防衛研究所）

―

347 2 3

元熊本衛戍
監獄建物解
除の件

第六師団
経理部長
進藤秀松

陸軍大臣
男爵石本
新六殿

法務局、主計課 四第二四五号 第六師団経理部 建物解除ノ件 主務局長 経建甲第一〇
三号 明治４５年２月６日 明治４５年２月９日 御指令案 伺ノ通 ２月９日 六経建第
六四号 四第二四五号 ２月５日 建物解除ノ件伺 明治４５年２月３日 第六師団経理部
長 進藤秀・・ 陸軍大臣男爵 石本新六 一、元熊本衛戍監獄已決檻 木造平家一棟 平

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031462500、『永存書類乙輯
第２類　第３冊　明治４５年　大正
１年』（防衛省防衛研究所）

―
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１１ 存城は太政官達別冊第一号「諸国存城調書」（1873）、廃城は太

政官達別冊第二号「諸国廃城調書」（1873）による。森山英一

（2017）に掲載。 
１２ アジア歴史資料センター「ＪＡＣＡＲ」（Japan Center for 

Asia Historical Records National Archives of Japan）の説明

は、ホームページ「センターの概要と特徴」から一部引用する。 

https://www.jacar.go.jp/about/outline.html 

「アジア歴史資料センターは、インターネットを通じて、国の機

関が保管するアジア歴史資料（原資料＝オリジナル資料）を、パ

ソコン画面上で提供する電子資料センターであり、国立公文書館

において運営されて」いる。「ここでいうアジア歴史資料とは、近

現代の我が国とアジア近隣諸国等との関係に関わる歴史資料とし

て重要な我が国の公文書及びその他の記録のこと」である。「平成

13（2001）年11月30日に開設され」、「現在、アジア歴史資料セ

ンターでは、国立公文書館、外務省外交史料館、防衛省防衛研究

所戦史研究センターが保管するアジア歴史資料のうち、これらの

所蔵機関において電子化が行われたものから順次提供を受け、公

開している」。 
１３ アジア歴史資料センター データベース横断検索

https://www.jacar.archives.go.jp/gf/cgi/start 

【資料検索に使用したキーワード例】 

「存城」「廃城」「熊本城」「本丸」「二の丸」「天守」「宇土櫓」 

「天皇」「行幸」「千葉城」「古城」「宮内」「古京町」「新堀」 

「公園」「博覧会」「共進会」「招魂祭」「招魂社」「大演習」 

「藤崎台」「有終社」「偕行社」「谷村計介」「銅像」「記念碑」 

「内務省」「陸軍省」「大蔵省」「地理局」「地図」「測量」 

「西海道鎮台」「鎮西鎮台」「熊本鎮台」「第六師団」「乙輯」 

「鎮台病院」「衛戍病院」「加藤神社」「錦山神社」 

「神風連の変」「西南戦争」「日清戦争」「日露戦争」 

「国道」「県道」「里道」「兵器支廠」「道路」「電信分局」 

「熊本県」「熊本市」「陸軍省所轄地」「統計」「山崎練兵場」 

「歩兵第二十三連隊」「移転」「県庁」「市役所」「監獄」 

「軽便鉄道」「大日本軌道」「菊池軌道」「都市計画」「配水池」 

「街路」「市電」「橋」「堀跡」「濠」「埋め立て」「蓮堀」「養魚」

「午砲台」「土地」「貸渡」「貸下」「準貸付」「借用」「買上」 

「交換」「所管換」「官有財産」「国有財産」「管理規則」など 
１４ 明治7（1874）年の 城外（京町新堀）への移転後、明治42

（1909）年に「錦山神社」から「加藤神社」へ改称した。当時の

九州日日新聞（明治42年4月5日）には、三百年会記念会にて発

表された変更理由の掲載がある。さらに現在地（城内本丸の櫨方

役所跡）へ加藤神社が移転したのは、昭和37（1962）年である。 
１５ 熊本県立第一高等学校（1984）。 
１６ 熊本市（2003）。 
１７ 国立国会図書館蔵（請求番号ＹＧ913-1616）。明治14（1881）

年に作成された写しで、鶴嶋（2015）に掲載あり。 
１８ 熊本博覧会は明治8（1875）年4月1日から60日間にわたり

錦山神社で開催された。東京文化財研究所（2004）に「熊本博覧

会」の掲載があり、「未タ見サルヲ見未タ知ラサルヲ知ル人間ノ楽

ミ之ヨリ大ナルハナシ当社陳列セル博覧ノ品類即チ其物ナリ今一

斑ヲ図写シテ之遠方未タ見知セサルノ人ニ寄ス亦吾カ楽ヲ推シテ

人ノ之ヲ楽ムヲ楽シムノミ遼豕ノ誹ハ敢テ辞スル処ニアラス博雅

ノ君子其レ之ヲ諒トセヨ 博覧会社」とある。「熊本博覧会」は乃

村工藝社グループ「博覧会資料COLLECTION」（管理コード：

1546）にも掲載がある 

（https://www.nomurakougei.co.jp/expo/exposition/detail?e_c

ode=1546）ほか、先行研究で一部言及がある。「奈良博覧会前史」

（https://www.library.pref.nara.jp/sites/default/files/nara

haku2018.pdf）、大貫涼子（2013）、野中勝利（2006）。 
１９「熊本鎮台敷地図」明治9（1876）年（熊本博物館蔵）。熊本市

（2019）に掲載あり。 
２０ 「千葉学校ハ当城東北ニ位シ今般囲込線内ニアツテ当県所轄ノ

中学校根元地所ハ人民ノ私有地ニシテ民費ヲ以買収シ建物ハ旧白

川県庁ヲ運転改築スル者ナリ依テ当今県庁ヨリ買上ノ義照会アリ

代価当否等協議中ナリ追テ事実ヲ詳ニシ上申ス可シ」とある。 
２１「熊本県窮民救助ノ為メ路線修築費需要伺」、同添付「熊本県下

道路修築ノ図」明治10（1877）年（国立国会図書館蔵）。松澤真

由美（2021・2022）に掲載あり。 
２２ 熊本市熊本城調査研究センター（2016）に記載。 
２３ 三斜法は、多角形からなる土地の面積を求めるために複数の三

角形に分割し、それぞれの三角形の面積を求め、それらを合計し

て全体の面積を算出する方法。明治15（1882）年2月に大蔵卿松

方正義から太政大臣三條実美へ提出された『地租改正報告書』（国

立国会図書館蔵）には「三斜丈量ノ図」が掲載されている。 
２４ 磯田（2022）「2 電信の始まり」に詳述あり。 
２５ 磯田（2022）「3 明治10年代の様相」に詳述あり。 
２６ 『熊本県公文類纂』明治大正期県政資料（自明治17年至明治

18年）、熊本県立図書館蔵 
２７ 地理局は地理事務を扱う内務省の内局が明治10（1877）年に

地理局に改称したもので、地籍・山林・量地・計算・文書の5課

を設置していた。 
２８ 熊本日日新聞社（1988）。 
２９ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、鈴木喬「第三編 古

城 第四章 熊本県庁」による。 
３０ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、花立三郎「第三編 

古城 第五章 第五高等中学校」による。 
３１ 公益財団法人永青文庫蔵。全11葉からなり、文久元（1861）

年以降に一群の絵図が作成されたと考えられる。熊本市熊本城調

査研究センター（2019）参照。 
３２ 熊本市熊本城調査研究センター（2019）（絵図・地図・写真）

P137-147に「熊本所分絵図」、同（史料・解説）P4第1図に「地

区の範囲と呼称」掲載。 
３３（官有財産管理規則）第七條 官有財産ノ貸付ハ左ノ期限ヲ超ユ

ルコトヲ得ス 第一 樹木培養ニ供スル土地ハ八十年以内 第二 農

工其ノ他ノ営業及住居ニ供スル土地ハ三十年以内 第三 土地森林

ノ使用権ハ十五年以内 第四 右ニ掲ケサル物件ハ三年以内 
３４（官有地取扱規則）第十一條 官ニ属スル公有地及公有水面ハ其

公用ヲ廃シタルニアラサレハ売払譲与交換又ハ貸付スルコトヲ得

ス但公衆ノ妨害トナラサル限リハ公用ニ供シタル儘有料又ハ無料

ニテ特ニ其使用ヲ許スコトヲ得 
３５ 木下(2020)。 
３６ 第六師団参謀部の迅速測図は「同じ縮尺図にもかかわらず、た

とえば等高線間隔は、5m毎と10m毎との双方を1図の中に含む」

などの指摘がある。井口悦男（2005）。 
３７ 第六師団参謀部の迅速測図は「図の精度は極めて低」いが、

「殆んど全平野域にわたっているところに資料価値の高さを見出

すことが出来る」との指摘がある。清水靖夫（1966）。 
３８「熊本第6号地図」明治22（1889）年 第六師団参謀部（熊本

市歴史文書資料室蔵） 
３９ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、増田民男「第三編 

古城 第六章 兵器支廠からグリーン地区へ 第一節 兵器支廠から

第六師団兵器部へ」による。 
４０ 熊本市都市政策研究所（2014）。 
４１ 野中（2014）。 
４２ 水野（2015）。 
４３ 水野（2015）。 
４４ 熊本城内配水池計画では2,635坪（約8,696㎡）の借地願が上

申されている。内容は以下のとおり。 

借地願 

熊本城内箱馬場天主臺跡 

一、坪数弐千六百参拾五坪 

右ハ熊本市唯一ノ高所ニシテ本市上水道配水池敷地トシテ最モ

適良ナル場所ニ有之候所同所ハ軍事上必要ナル所ナルヲ以テ御貸



348 4 8

熊本市宮内
町陸軍用地
貸下の件

第六師団
経理部長
矢上英太
郎

陸軍大臣
男爵木越
安綱殿

主計課 四第六二七号 第六師団経理部 土地貸下ノ件 主務局長 経建甲第一九四号 大
正２年４月１２日 大正２年５月１３日 御指令案 伺ノ通 ４月２２日 経建受・・・・
月１２日 六経建第一七四号 ・・第六二七号 ４月１２日 土地貸下ノ件ニ付伺 大正２
年４月８日 第六師団経理部長 矢上英太郎 陸軍大臣男爵 木越安綱 陸軍省用地熊本市

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031575800、『永存書類乙輯
第２類　第１冊　大正２年』（防衛
省防衛研究所）

―

349 4 9

熊本市千葉
城町陸軍用
地貸下の件

第六師団
経理部長
矢上英太
郎

陸軍大臣
男爵木越
安綱殿

主計課 四第六二六号 第六師団経理部 土地貸下ノ件 主務局長 経建甲第一八四号 大
正２年４月１２日 大正２年５月１３日 御指令案 伺ノ通 ４月２３日 経建受４月１２
日 ４月１０日 六経建第一七八号 ・・第六二六号 ４月１２日 土地貸下ノ件ニ付伺
大正２年４月９日 第六師団経理部長 矢上英太郎 陸軍大臣男爵 木越安綱 陸軍省用地

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031575900、『永存書類乙輯
第２類　第１冊　大正２年』（防衛
省防衛研究所）

―

350 6 11

大日本軌道
株式会社道
路擴築猶予
の件

本郷陸軍
次官

水野内務
次官

一第六八四号 内務省 道路拡築猶予ノ件 主務局長 鉄日第一二五 大正２年６月１７日
（陸普） 次官ヨリ内務次官ヘ囘答案 去ル６月１１日土第一六二八号ヲ以テ照会相成
候大日本軌道株式会社出願ニ係ル道路拡築猶予ノ件異存無之候也 陸普第二〇五四号
６月２３日 ４１年 一第二四三号 ・・・・ 工６月１２日 内務省土第一六二八号 一

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031671300、『永存書類乙輯
第３類　大正２年』（防衛省防衛研
究所）

―

351 6 13

土地利用事
業實施の件

第六師団
経理部長
矢上英太
郎

陸軍大臣
男爵木越
安綱殿

主計課 砲兵課 騎兵課 四第九五五号 第六師団経理部 土地利用事業実施ノ件 主務局
長 経建甲第四一三号 大正２年６月１６日 大正２年９月１５日 御指令案 伺ノ通 但
シ軍馬補充部用地ノ新規植樹ハ取止ムヘシ ９月１７日 砲四第七五号 経７月９日 経
建受６月１６日 六経建第三二一号 四第九五五号 ６月１６日 特別会計ニ係ル事業實

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031583200、『永存書類乙輯
第２類　第２冊　大正２年』（防衛
省防衛研究所）

―

352 12 11
〔熊本市内
陸軍用地貸
下の件〕

第六師団
経理部長
矢上英太
郎

陸軍大臣
楠瀬幸彦
殿

六経建第五四三号 土地貸下ノ件伺 大正２年１２月１１日 第六師団経理部長 矢上英
太郎 陸軍大臣 楠瀬幸彦 陸軍所轄地熊本市古城町一番地内ノ一部ヲ材木及石材置場並
ニ同場監視ノ住家建設ノ為別紙ノ通リ飯田平五郎ヨリ・・願致・・候該地ハ熊本城趾
ノ南西部ニシテ西方一帯ハ道路ニ沿ヒ東部ハ熊本陸軍兵器支廠及熊本偕行社ヲ以テ該
城趾ト中断セラシタル狹長ナル凹地ニシテ軍隊演習等ニ使用セザル土地ニ有之候間貸
下ノ義御認可相成度

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031683700、『永存書類乙輯
第２類　第１冊　大正３年』（防衛
省防衛研究所）

P491-
13

353 12 16

土地利用事
業實施の件

第六師団
経理部長
矢上英太
郎

陸軍大臣
楠瀬幸彦
殿

主計課 歩兵課 騎兵課 砲兵課 四第一八一三号 第六師団経理部 土地利用事業実施ノ
件 主務局長 経建甲第六号 大正２年１２月１９日 大正３年１月２８日 御指令案 伺
ノ通 １月２９日 騎四第一五五号 砲四第一四五号 四第一八一三号 １２月１９日 経
建受１２月１６日 六経建第五四七号 経１月９日 ・・・・第三九四号 陸軍營繕費補

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031684000、『永存書類乙輯
第２類　第１冊　大正３年』（防衛
省防衛研究所）

―

354 1 10

熊本憲兵隊
本部敷地を
熊本縣公会
堂用地ニ充
当ノ件

熊本県知
事赤星典
太

第六師団
長梅澤道
治殿

肆第一六四号 第六師団 熊本憲兵隊本部敷地熊本縣設公会堂用地ニ充当ノ件 熊本城内
熊本憲兵隊本部敷地ヲ熊本縣設公会堂用地ニ充用方同縣知事ヨリ師団長ヘ内議ノ件、
左案ノ通决議相成度候也 一、右决裁ノ上ハ詮議シ難シ 副官ヨリ第六師団参謀長ヘ通
牒案（陸普） 熊本憲兵隊本部敷地ヲ熊本縣設公会堂用地ニ使用ノ件ニ付庶発第二一号
ヲ以テ大臣ヘ上申相成候処、右ハ詮議不相成候条承知相成度候也 陸軍用地使用ノ件ニ
就キ上申 大正三年一月三十日 第六師団長 梅澤道洽 陸軍大臣楠瀬幸彦殿 熊本縣設公
会堂ノ建設ニ就キ当地憲兵隊本部ノ敷地タル千葉城趾使用ノ義ニ付別紙写ノ通リ熊本
縣知事ヨリ申出・・土第一一四号 社會ノ文明ニ進ムニ・・其候補地トシテ先ツ其撰定
ニ当ルモノゝ中憲兵隊ノ所在地タル千葉城趾ハ屈指ノ適地・・歴史上特種ノ遺蹟タル
ヲ以テ公会堂建設ノ好適地・・今上天皇陛下御即位ノ大典ヲ挙ケサセラルゝ由・・大
正三年一月十日 熊本縣知事赤星典太 第六師団長梅澤道治殿 追テ憲兵隊建物移転ニ要
スル費用ハ・・

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031687700、『永存書類乙輯
第２類　第１冊　大正３年』（防衛
省防衛研究所）

P492-1

355 6 22

土地利用事
業實施の件

第六師団
経理部長
道家次郎

陸軍大臣
岡市之助
殿

四第八七七号 第六師団経理部 土地利用事業実施ノ件 主務局長 経建甲第三〇五号 大
正３年６月２７日 大正３年７月１４日 指令案 伺ノ通 ７月１３日 四第八七七号 ６
月２７日 経建受６月２７日 六経建第二六七号 経７月９日 土地建造物利用ノ件伺 大
正３年６月２２日 第六師団経理部長 道家次郎 陸軍大臣 岡市之助 大正３年度土地建

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031693500、『永存書類乙輯
第２類　第１冊　大正３年』（防衛
省防衛研究所）

―

356 7 23
〔蓮堀貸下
の件伺〕

第六師団
経理部長
道家次郎
（印）

陸軍大臣
岡市之助
殿

指令案 伺ノ通 但シ貸付期間ハ許可ノ日ヨリ満三年トナスヘシ  蓮堀貸下ノ件伺 大正
三年七月二十三日第六師団経理部長道家次郎（印） 陸軍大臣岡市之助殿 陸軍所轄熊
本市古城町三番地内熊本陸軍兵器支廠外濠ハ従来蓮裁培有之候ニ付、毎年度１ケ年ヲ
限リ貸付ケ来リ候処、一ケ年度毎ニ契約ヲ更新スル件ハ借受人ニ於テ翌年度收益ノ願
慮ナリ雑草繁茂シ汚水浸入スルコトアルモ蓮根採收ノ後ハ全ク手入リ為サス自然ノ成
行ニ任スル・・

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031695900、『永存書類乙輯
第２類　第１冊　大正３年』（防衛
省防衛研究所）

P492-2

357 10 9

熊本陸軍兵
器支廠職工
厠其他新営
ノ件伺

第六師団
経理部長
道家次郎
（印）

陸軍大臣
岡市之助
殿

指令案 伺ノ趣左ノ通心得ヘシ 一、脂油格納庫屋根ハ鉄網或ハ鉄筋コンクリート造桟
瓦葺トスヘシ 二、其ノ他伺ノ通 肆第一二五五号 熊本陸軍兵器支廠職工厠其他新営ノ
件伺 大正三年十月九日 第六師団経理部長 道家次郎（印） 陸軍大臣岡市之助殿 本年
六月陸普第一六三〇号達 熊本陸軍兵器支廠兵器庫新築・・職工厠其他別紙工事設計要
領書ノ通リ新設ノ必要相認メ候処・・兵器庫工事競争入札執行之結果整備費築造費予
算・・金三千弐百八拾七・・ノ残餘ヲ生シ候ニ付、右予算残額内ヲ以テ実施致度・・

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031809600、『永存書類乙輯
第２類第２冊　大正４年』（防衛省
防衛研究所）

P492-3

358 2 17
記念として
青銅鋳物下
付の件

第六師団
長男爵梅
澤道治

陸軍大臣
岡市之助
殿

軍事課、建築課連帯 経建受３月１日 四第二五六号 第六師団 記念トシ青銅鑄物下付
ノ件 主務局長 銃四第二七号 大正４年２月２０日 大正４年３月６日 指令 申請ノ通
但シ之ニ要スル運搬費並其保續ハ其師団司令部庁費ヲ以テ支弁スヘシ ３月６日 陸普
陸軍兵器本廠ヘ達 一、青銅鑄物 一個 但シ目下熊本陸軍兵器支廠在庫ノ砲身ニシテ旧
熊本藩主ノ定紋ヲ砲尾面ニ有シ熊本衛戍地正午号砲用ノ交換下品タルモノトス 右其廠
保管ノ製造材料第六師団ニ下付方取計フヘシ 但シ之ニ要スル運搬費及今後ノ保續ハ該
師団司令部庁費支弁トス 陸普第五五三号 ３月６日 四第二五六号 ２月２０日 武発第
二五号 銃四第二七号 ・・月２０日 軍事四第五五号

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031837300、『永存書類乙輯
第２類第３冊　大正４年』（防衛省
防衛研究所）

―

359 4 27
建物解除の
件

第六師団
経理部長
道家次郎
（印）

陸軍大臣
岡市之助
殿

肆第六五九号 指令案 伺ノ通 建物解除ノ件伺 大正四年四月廿七日 第六師団経理部長
道家次郎（印） 陸軍大臣岡市之助殿 熊本城内第十六号倉庫外三廉建物ハ何レモ明治
十一年以前ノ建築ニ係ル古土造建物ニシテ目下蟻害腐朽ニヨリ破損甚敷、且ツ将来使
用ノ目途無之ニ付此際解除ノ上不用材ハ売却シ其他ハ各所修繕ニ応用致度候間認可相
成度別紙予算書及図面相添ヘ相伺候也 追テ本件解除費用ハ令達修繕費予算内ヲ以テ支
弁致度候也

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031818200、『永存書類乙輯
第２類第２冊　大正４年』（防衛省
防衛研究所）

P492-4

360 6 29

土地利用事
業計画実施
の件

第六師団
経理部長
道家次郎

陸軍大臣
岡市之助
殿

主計課 四第八七七号 第六師団経理部 土地利用事業計画実施ノ件 主務局長 経建甲第
二九六号 大正４年７月２日 大正４年７月１４日 指令案 伺ノ通 ７月１６日 四第八
七七号 経７月１２日 経建受７月２日 ・・経建第三一五号 ７月２日 土地建造物利用
ノ件伺 大正４年６月２９日 第六師団経理部長 道家次郎 陸軍大臣 岡市之助 大正４

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031802300、『永存書類乙輯
第１類第１冊　大正４年』（防衛省
防衛研究所）

―

361 3 27
湧水敷地無
料使用の件

熊本県知
事川上親
晴

内務次官
一木喜徳
郎殿
大蔵大臣
武富時敏
殿

銃砲課 銃一第一一〇号 一第三四一号 熊本県 湧水敷地無料使用ノ件 主務局長 経建
甲第一五三号 大正５年３月３１日 大正５年４月１０日 指令案 大正５年３月２７日
土第三一三七号ヲ以テ内務大蔵両大臣宛禀請ニ係ル湧水敷地無料使用ノ件聞・・ク ４
月７日 副官ヨリ内務大臣官房地理課長、第六師団経理部長ヘ （陸普） 別紙写ノ通熊
本県知事ヨリ当省用地無料使用ノ件禀請有之候処本日許可相成候（条及通報候）也 陸
普第一〇八三号 ４月７日 第六師団経陸部行ハ（）内ヲ削ル 一第三四一号 ３月３１
日 経建受３月３１日 ・・土第三一三七号 湧水無料使用之義ニ付禀請 熊本県熊本市
古城町一番地陸軍省用地内 一湧水敷面積四坪 但使用期間

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031890900、『永存書類乙輯
第２類第１冊　大正５年』（防衛省
防衛研究所）

―

362 5 19

大日本軌道
株式会社道
路拡築猶予
の件

山田陸軍
次官

久保田内
務次官

一第五四八号 内務省 道路拡築猶予ノ件 主務局長 鉄日第四四号 大正５年５月２０日
大正５年５月２５日 （陸普）次官ヨリ内務大臣次官ヘ回答案 大日本軌道株式会社道
路拡築猶予ノ件ニ関シ５月１９日附熊土第一一号照会ノ趣異存無之候也 陸普第一七四
八号 ５月２５日 一第五四八号 ５月２０日 熊土一一号 ＃・・＃ 大正５年５月１９
日 久保田内務次官 山田陸軍次官 道路拡築猶予之件 大日本軌道株式会社ヨリ標記之
件ニ付別紙写ノ通出願有之大正６年１２月３１日・・許可ノ見込ニ候処貴省ノ御意見
承知致度 明治４１年２月出願命令書道路幅員 単線ノ場合人家連檐ノ場所四間以上其
他ハ三間以上但国県道三間半以上 複線ノ場合人家連檐

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031976400、『永存書類乙輯
第３類　大正５年』（防衛省防衛研
究所）

―

363 8 18
熊本市上水
道配水池

陸軍省 内務次官

二第一二八六号 建築課 熊本・・水道貯水池ニ関スル件 主務局長 経建甲第四二〇号
大正５年８月１８日 大正５年８月１８日 次官ヨリ内務次官ヘ通牒案 （陸普） 熊本
市ニ於テ計画中ナル上水道配水池敷トシテ当省所管熊本城別紙図面ノ土地借用方同市
長ヨリ内議有之候処該地ハ軍事上必要ナルニ依リ貸附シ雖キ旨回答致置候条御参考迄
及通牒候也 陸普第二七二七号 ８月１９日 本通牒ヲ発スルコトニ付テハ内務省主任者
ニ協議済 １８／８ 建築課

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031897100、『永存書類乙輯
第２類第１冊　大正５年』（防衛省
防衛研究所）

―
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関する都市計画の見直しの考え方には「都市施設の配置の変更や

規模の縮小、廃止は、個別の箇所や区間のみを対象とした検討を

行うのではなく、都市の将来像を踏まえ、都市全体あるいは影響

する地域全体としての施設の配置や規模等の検討を行い、その必

要性の変更理由を明らかにした上で行われるべきである」とあ

る。熊本市では「長期未整備都市計画公園見直しガイドライン」

（H28.3）を策定して見直しに取り組んでおり、「熊本城公園」見

直しの2軸（必要性「A」・実現性「C」）からの判定結果は「B」

（計画変更候補）である。現状では城内立地の4神社部分が「未

整備」で熊本医療センター部分は既に除外済みだが、これら施設

のそもそもの設置経緯は近代や戦後まで遡るもので、今後の変更

や見直しはこれらの歴史的背景も充分把握した上で実施する必要

がある。 
９ 文献は註3に同じ。中でも熊本市熊本城調査研究センター

（2019）掲載の「熊本城関係文献資料目録」は本稿の出典とも重

複する資料が多い。そこで相互の資料・出典を照合・補完できる

よう、付表には熊本市熊本城調査研究センター（2019）の掲載番

号も併記した。また近代地図や古写真についても、同『歴史資料

編（絵図・地図・写真）』の掲載番号を本文中で引用した。 
１０ いわゆる廃城令は、明治6（1873）年太政官達「全国ノ城廓陣

屋等存廃ヲ定メ存置ノ地所建物木石等陸軍省ニ管轄セシム」並び

に「全国ノ城廓陣屋等存廃ヲ定メ廃止ノ地所建物木石等大蔵省ニ

処分セシム」によって、兵部省管轄下にあった城郭が陸軍省管轄

の「存城」、大蔵省管轄の「廃城」に分けられたことを指す。 



364 9 27

熊本市上水
道配水池
（熊本城内
箱馬場、天
主臺跡の借
地願）

熊本市長
依田昌兮

陸軍大臣
大島健一
殿

熊進第三四號ノ二　借地願　熊本城内箱馬場天主臺跡　一、坪数弐千六百参拾五坪
右ハ熊本市唯一ノ高所ニシテ本市上水道配水池敷地トシテ最モ適良ナル場所ニ有之候
所同所ハ軍事上必要ナル所ナルヲ以テ御貸附相成難キ旨内務省ヘ御内牒ノ次第ヲ
拝・・シ甚タ遺憾ニ存候ノミナラス同所ヲ措キ他ニ匹敵スヘキ場所ヲ発見セズ若シ強
テ之ヲ求ムレハ技術上経済上甚タ不利ナル場所ヲ撰定セサルへカラス斯クシテハ水道
布設費ニ多額ノ増加ヲ来シ実施上頗ル困難を感スル次第ニ付本市公益ノ為に特別ノ御
詮議ヲ以テ借地御允許相成度設計書並ニ図面添附以段奉願候也　大正五年九月廿七日
熊本市長　依田昌兮　陸軍大臣　大島健一殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03010912500、『永存書類乙輯
第２類第２冊　大正６年』（防衛省
防衛研究所）

―

365 9 30

熊本水道敷
地として官
有地使用願
副申の件

熊本県知
事川上親
晴

陸軍大臣
大島健一
殿

一第一〇五七号 熊本水道敷地トシテ官有地使用願副申ノ件 第七三号 経建甲第五一九
号 熊本県知事ヘ通牒案 （陸普） 表記ノ件ニ関シ去月三十日親地第三四四七号ヲ以テ
当省大臣ヘ副申相成候処右ハ当省ニ於テモ極メテ緊要ノ場・・ニ付乍遺憾詮議不相成
候條承知相成度候也 陸普第三三五一号 東京陸軍省 山田陸軍次官閣下 ・・展 熊本第
六・・ 拝啓益御清康奉賀候陳ハ当域水道問題ニ就テハ断乎御否拒の御宣明有之候由当
分新聞ニテ承知致候小官ニ於テハ既往の・・於テモ不同意の事・・貴殿特致候事勿論
ニ候間御安心被下度・・カ御参考迄内ニ申上候・・ ・・九

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03010912500、『永存書類乙輯
第２類第２冊　大正６年』（防衛省
防衛研究所）

―

366 11 9

熊本市古城
町陸軍用地
有料貸下の
件

第六師団
経理部長
道家次郎

陸軍大臣
大島健一
殿

軍事課 四第一五六一号 熊本市古城町陸軍用地有料貸下ノ件 指令案 伺ノ通 十一月二
十七日 六経建第五一二号 土地貸下ノ件伺 大正五年十一月九日第六師団経理部長道家
次郎 陸軍大臣大島健一 陸軍所轄地熊本市古城町一番地内千四百九十七坪ヲ材木置場
及石材置場並ニ監視住家建設ノ為メ熊本市古城堀端町十九番地飯田平五郎ニ大正三年

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031902000、『永存書類乙輯
第２類第１冊　大正５年』（防衛省
防衛研究所）

―

367 11 17

姫路城内の
一部返還方
の件

第十師団
経理部長
掛札丒太
郎

陸軍大臣
大島健一
殿

第二一号 肆第一五八三号 姫路城内ノ一部返還方ノ件 経建甲第六四九号 内務大臣ヘ
照会 （陸普） 明治四十五年五月陸普第一六七〇号ヲ以テ照会ノ上姫路市ヘ使用許可
セシ公園敷地中別紙図面ノ通面積二百四十坪ハ今回当省ニ於テ水道敷設ニ伴ヒ配水池
設備ノ為必要ヲ生シ候ニ付返還セシメ度候条貴省異存無之候・・ヽ達書ヘ捺印ノ上書

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03010893400、『永存書類乙輯
第２類第１冊　大正６年』（防衛省
防衛研究所）

―

368 1 29

土地貸下の
件

第六師団
経理部長
道家次郎

陸軍大臣
大島健一
殿

第一五号 肆第一五二号 土地貸下の件 経建甲第四七号 指令案 伺ノ通 六経建第六〇
号 土地貸下ノ件伺 大正六年一月二十九日 陸軍大臣大島健一殿 明治四十五年二月十
三日肆第二三九号ヲ以テ陸軍所轄地熊本市本丸町一番地ノ一部ヲ五ケ年間熊本市手取
本町六十一番地岡本次七郎ニ貸下認可相成候処本年二月尽日ヲ以テ期間満了ノ為メ引

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03010892800、『永存書類乙輯
第２類第１冊　大正６年』（防衛省
防衛研究所）

―

369 1 29

蓮堀貸下の
件

第六師団
経理部長
道家次郎

陸軍大臣
大島健一
殿

四第一五三号 第六師団経理部 蓮堀貸下ノ件 第一〇三号 経建甲第四八号 指令案 伺
ノ通但シ契約済使用料並使用者住所氏名ヲ報告スヘシ 六経建第六一号 蓮堀貸下ノ件
伺 大正六年一月二十九日 陸軍大臣大島健一殿 大正三年八月十八日肆第九八五号ヲ以
テ陸軍所轄地熊本市古城町三番地ノ内熊本陸軍兵器支廠外壕蓮堀ヲ三ケ年間貸下ケ認

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03010915500、『永存書類乙輯
第２類第２冊　大正６年』（防衛省
防衛研究所）

―

370 10 26

土地買収の
件

第六師団
経理部長
八道弥七

陸軍大臣
大島健一
殿

四第一四六三号 第六師団経理部 土地買収ノ件 第六九号 経建甲第五九二号 指令案
伺ノ通 標的ヲ自由ニ旋回スヘキ為標的間隔ヲ拡大ニスル要アリ依テ射撃場ノ幅員六間
ヲ増加スル関係上土地ノ買収ヲ要ス ・・坪数六〇二坪 価格五百八十六円五十三銭
六・・建第六〇六号 土地買収ノ件伺 大正六年十月二十六日 陸軍大臣大島健一殿 歩

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03010912100、『永存書類乙輯
第２類第２冊　大正６年』（防衛省
防衛研究所）

―

371 2 5

土地貸下
（熊本招魂
祭壇壇建
設）

第六師団
経理部長
八道弥七

陸軍大臣
大島健一
殿

二四二号 指令案 伺ノ通但シ貸付期間ヲ三年ニ改メ許可スヘシ 六経建第七〇号 土地
貸下ノ件伺 陸軍大臣大島健一殿 陸軍所轄地熊本市宮内町二番地ノ内空地二百四十六
坪ヲ熊本招魂祭々壇建設ノ為メ・・主催者タル熊本市長ニ貸下ノ件 大正二年四月二十
二日

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011006500、『永存書類乙輯
第２類第１冊　大正７年』（防衛省
防衛研究所）

―

372 4 17

建物解除の
件

第六師団
経理部長
八道弥七

陸軍大臣
大島健一
殿

肆第六五六号 建物解除ノ件 第一〇二号 指令案 伺ノ通 六経建第二〇八号 大正七年
四月十七日 陸軍大臣大島健一殿 左記建造物ヲ解除シ解除材中石用材ハ売却シ其他ハ
各所修繕ニ応用致度候間認可相成度図面及予算書相添相伺候也 左記 熊本陸軍兵器支
廠二六号材料庫ノ明治二十二年ノ建築ニ係ハ木造家・・ヲ蟻害基ツク殆ンド倒壊ニ傾

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011039600、『永存書類乙輯
第２類第３冊　大正７年』（防衛省
防衛研究所）

―

373 10 22

土地貸下の
件

第六師団
経理部長
八道弥七

陸軍大臣
田中義一
殿

肆第一四五二号 土地貸下ノ件 第八五号 指令案 伺ノ通 六経建第四四三号 土地貸下
ノ件伺 大正七年十月二十二日 第六師団経理部長八道弥七 陸軍大臣田中義一殿 大正
六年二月六日肆第一五三号ヲ以テ陸軍省所轄地内熊本市本丸町一番地内ノ一部ヲ熊本
市手取本町六一番地岡本次七郎ヘ貸下認可相成居候処今般右ノ内一部及南方川岸迄ヲ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011027000、『永存書類乙輯
第２類第２冊　大正７年』（防衛省
防衛研究所）

―

374 11 1

菊池軌道路
幅拡張猶予
期限延期の
件

小橋内務
次官

山梨陸軍
次官殿

第一〇号 一第一六七四号 菊池軌道路幅拡張猶予期限延期ノ件 鉄日第一八二 （陸
普） 次官ヨリ内務次官ヘ回答案 本件ニ関シ十一月一日附熊土第五三号照会趣了承右
ハ事情己ムヲ得サル儀ニ付来意ノ通異存無之候也 追テ別紙及返戻候 陸普第三八二八
号 本件明治四十一年十月熊本・・・・事・・・・・・・・・・内務次官ヨリ路幅拡

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011109300、『永存書類乙輯
第３類　大正７年』（防衛省防衛研
究所）

―

375 3 11

土地貸下の
件

第六師団
経理部長
八道弥七

陸軍大臣
田中義一
殿

第五〇号 肆第四五〇号 土地貸下ノ件 指令案 伺ノ通 六経建第一〇八号 土地貸下ノ
件伺 大正八年三月十一日 陸軍大臣田中義一殿 陸軍所轄地熊本市古城町一番地内千四
百九十七坪ヲ材木置場及石材置場並ニ監観住家建設ノ為メ熊本市古城堀端町十九番地
飯田平五郎ニ大正五年十一月二十七日肆第一五六一号認可ニ依リ大正八年三月三十一

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011122100、『永存書類乙輯
第２類第１冊　大正８年』（防衛省
防衛研究所）

―

376 3 11

土地貸下の
件

第六師団
経理部長
八道弥七

陸軍大臣
田中義一
殿

第五一号 肆第四四九号 土地貸下ノ件 指令案 伺ノ通 六経建第一〇七号 土地貸下ノ
件伺 大正八年三月十一日 陸軍大臣田中義一殿 陸軍所轄地熊本市本丸町一番地ノ一部
ヲ大正六年二月肆第一五二号ヲ以テ二ヶ年間熊本市手取本町六十一番地岡本次七郎ニ
貸下認可相成候処本年三月盡日ヲ以テ期間満了ニ付尚ホ引続キ大正八年四月一日ヨリ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011122200、『永存書類乙輯
第２類第１冊　大正８年』（防衛省
防衛研究所）

―

377 4 9

史蹟名勝天
然記念物保
存法公布

嘉仁

内閣総理
大臣原敬
内務大臣
床次竹次
郎

朕帝国議会ノ協賛ヲ経タル史蹟名勝天然記念物保存法ヲ裁可シ茲ニ之ヲ公布セシム 嘉
仁 内閣総理大臣 原敬 内務大臣 床次竹二郎 法律第四十四号 史蹟名勝天然記念物保
存法 第一条 本法ヲ適用スヘキ史蹟名勝天然記念物ハ内務大臣之ヲ指定ス 前項ノ指定
以前ニ於テ必要アルトキハ地方長官ハ仮ニ之ヲ指定スルコトヲ得 第二条 史蹟名勝天

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A03021172200、『御署名原本・
大正八年・法律第四十四号・史蹟名
勝天然記念物保存法』（国立公文書

―

378 5 6

新植事業の
件

第六師団
経理部長
八道弥七

陸軍大臣
田中義一
殿

第一一七号 四第八一六号 大正八年度新植事業ノ件 ・・第三三六号 大正八年五月十
日 大正八年五月二十七日 指令案 伺ノ通 六経建第二二四号 土地建造物利用ノ件伺
大正八年五月六日 陸軍大臣田中義一殿 大正八年度新規事業ニ対スル土地建造物利用
計画別紙ノ通リ実施致度候条認可相成度候也 大正八年度土地建造物利用費調書 第六

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011128700、『永存書類乙輯
第２類第１冊　大正８年』（防衛省
防衛研究所）

―

379 6 24

土地無償使
用の件

第四師団
経理部長
宮里熊五
郎

陸軍大臣
田中義一
殿

第八号 四第一〇九四号 土地無償使用ノ件 ・・第四一六号 大正八年六月二十七日 指
令案 伺ノ通 副官ヨリ内務大臣官房地理課長ヘ通丁案（陸普） 左記ノ土地ハ大阪市ニ
対シ本年七月ヨリ三ケ年間水道鉄管其ノ他材料置場ニ無償使用ノ義許可相成候条承知
相成度候也 左記 陸普第二七一四号 大阪市東区馬場町一番地 一、面積九百五十一坪

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011131300、『永存書類乙輯
第２類第２冊　大正８年』（防衛省
防衛研究所）

―

380 7 16

土地交換の
件

第六師団
経理部長
八道弥七

陸軍大臣
田中義一
殿

第一六七号 肆第一二一五号 土地交換ノ件 指令案 申請ノ通 六経建第三八五号 土地
交換ノ件申請 大正八年七月十六日 陸軍大臣田中義一殿 当地所在段山作業場ハ元工鍬
兵作業場トシテ明治十八年ノ買収ニ係リ爾来工兵隊ニ於テ使用致来候処明治二十二年
仝隊現地に転営復同隊ノ使用ヲ廃シ其後歩十三、二十三、両連隊ニテ使用スルコトモ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011274800、『永存書類乙輯
第２類第１冊　大正９年』（防衛省
防衛研究所）

―

381 8 26

土地貸下の
件

第六師団
経理部長
糸山静一

陸軍大臣
田中義一
殿

第三二号 四第一四二五号 土地貸下ノ件 ・・第五三九号 大正八年八月二十九日 大正
八年九月五日 指令案 伺ノ通 六経建第四三九号 土地貸下ノ件伺 大正八年八月二十六
日 第六師団経理部長・・山静・・ 陸軍大臣田中義一殿 陸軍所轄地熊本市本丸町一番
地内水壕九百五十二坪ヲ蓮植付ケ及養魚ノ為メ熊本市古城堀端町十九番地飯田平五郎

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011133700、『永存書類乙輯
第２類第２冊　大正８年』（防衛省
防衛研究所）

―

382 11 27

都市計画法
施行期日

嘉仁

内閣総理
大臣原敬
大蔵大臣
男爵高橋
是清

朕都市計画法施行期日ノ件ヲ裁可シ茲ニ之ヲ公布セシム 嘉仁 内閣総理大臣 原敬 大
蔵大臣男爵 ・・橋是清 内務大臣 床次竹二郎 勅令第四百八十一号 都市計画法ハ大正
九年一月一日ヨリ之ヲ施行ス

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A03021222100、『御署名原本・
大正八年・勅令第四百八十一号・都
市計画法施行期日』（国立公文書

―

383 12 5

官有地相互
管理換の件

陸軍次官 大蔵次官

第三一号 一第一一八九号 官有地相互管理換ノ件 経・・・・第六七一号 次官ヨリ大
蔵次官ヘ照会案（陸普） 熊本市所在旧司・・省所管熊本監獄跡地ノ内別紙図面
ノ・・・・面積二千五百坪ハ歩兵第二十三・・隊拡張・・地トシテ必要有之候条当省
ニ管理換受度候・・該地ハ司・・省ニ於テ国庫ヘ財源提供ノ為整理セラレタルモノノ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011431300、『永存書類乙集
第２類第１冊　大正１０年』（防衛
省防衛研究所）

―

384 5 29

土地貸下の
件

第六師団
経理部長
糸山静一

陸軍大臣
田中義一
殿

第三四号 肆第一〇八一号 土地貸下ノ件 経建甲第四五〇号 指令案 伺ノ通但シ貸下期
間ヲ大正九年六月一日ヨリ向フ三ヶ年トス 六経建第二七六号 土地貸下ノ件伺 大正九
年五月二十九日 陸軍大臣田中義一殿 明治四十三年六月四日肆第一一一五号ヲ以テ熊
本市新堀町二番地及古京町二番地ノ内陸軍所轄地四百二十八坪二合七勺ヲ軌道敷地ト

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011279600、『永存書類乙輯
第２類第２冊　大正９年』（防衛省
防衛研究所）

―

385 8 10

土地無料使
用の件

第六師団
経理部長
糸山静一

陸軍大臣
田中義一
殿

第一〇〇号 肆第一四三六号 土地無料使用ノ件 経建甲第六三〇号 指令案 伺ノ通 当
省所轄地左記ノ通無料使用方許可相成候条承知相成度候也 陸普第三七〇四号 左記 使
用地 熊本県飽託郡島崎村所在段山作業場ノ内 使用者 九州逓信局 使用目的 防腐液注
入ノ為電柱材貯蔵場 使用期間 大正九年八月ヨリ同十二月迄 以上 異存ナキ意見 軍事

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011286200、『永存書類乙輯
第２類第２冊　大正９年』（防衛省
防衛研究所）

―

386 10 28

土地貸下の
件

第六師団
経理部長
糸山静一

陸軍大臣
田中義一
殿

第一七二号 肆第二一一三号 土地貸下ノ件 経建甲第八三六号 指令案 伺ノ通 六経建
第五六九号 土地貸下ノ件伺 大正九年十月二十八日 第六師団経理部長・・山清一 田
中義一殿 大正七年十一月十五日肆第一四五二号ヲ以テ左記ノ通リ貸下認可相成候処本
年十一月十九日ニテ期間満了ニ付貸下継続願出候間引続キ大正十一年十一月十九日マ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011293400、『永存書類乙輯
第２類第２冊　大正９年』（防衛省
防衛研究所）

―

387 1 28
土地貸下の
件

第六師団
経理部長
糸山静一

陸軍大臣
男爵田中
義一殿

第四〇号 肆第二五五号 土地貸下ノ件 経建日第六五号 指令案 伺ノ通 六経建第五〇
号 土地貸下ノ件伺 大正十年一月二十八日 第六師団経理部長糸山靜一 陸軍大臣男爵
田中義一殿 陸軍所轄地熊本市宮内町二番地ノ内空地二百四十六坪ヲ熊本招魂祭祭壇建
設ノ為該主催者タル熊本市長ニ貸下ノ件大正七年二月十六日肆第二四二号ヲ以テ大正
十年三月三十一日迄認可相成候処引続キ大正十三年三月三十一日迄三ヶ年間賃借方出
願候処前同様ノ条件ヲ以テ貸下致度相伺候也 追テ本件ハ当師団参謀長ニ於テモ異存無
之候間申添候

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011432200、『永存書類乙集
第２類第１冊　大正１０年』（防衛
省防衛研究所）

―
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１１ 存城は太政官達別冊第一号「諸国存城調書」（1873）、廃城は太

政官達別冊第二号「諸国廃城調書」（1873）による。森山英一

（2017）に掲載。 
１２ アジア歴史資料センター「ＪＡＣＡＲ」（Japan Center for 

Asia Historical Records National Archives of Japan）の説明

は、ホームページ「センターの概要と特徴」から一部引用する。 

https://www.jacar.go.jp/about/outline.html 

「アジア歴史資料センターは、インターネットを通じて、国の機

関が保管するアジア歴史資料（原資料＝オリジナル資料）を、パ

ソコン画面上で提供する電子資料センターであり、国立公文書館

において運営されて」いる。「ここでいうアジア歴史資料とは、近

現代の我が国とアジア近隣諸国等との関係に関わる歴史資料とし

て重要な我が国の公文書及びその他の記録のこと」である。「平成

13（2001）年11月30日に開設され」、「現在、アジア歴史資料セ

ンターでは、国立公文書館、外務省外交史料館、防衛省防衛研究

所戦史研究センターが保管するアジア歴史資料のうち、これらの

所蔵機関において電子化が行われたものから順次提供を受け、公

開している」。 
１３ アジア歴史資料センター データベース横断検索

https://www.jacar.archives.go.jp/gf/cgi/start 

【資料検索に使用したキーワード例】 

「存城」「廃城」「熊本城」「本丸」「二の丸」「天守」「宇土櫓」 

「天皇」「行幸」「千葉城」「古城」「宮内」「古京町」「新堀」 

「公園」「博覧会」「共進会」「招魂祭」「招魂社」「大演習」 

「藤崎台」「有終社」「偕行社」「谷村計介」「銅像」「記念碑」 

「内務省」「陸軍省」「大蔵省」「地理局」「地図」「測量」 

「西海道鎮台」「鎮西鎮台」「熊本鎮台」「第六師団」「乙輯」 

「鎮台病院」「衛戍病院」「加藤神社」「錦山神社」 

「神風連の変」「西南戦争」「日清戦争」「日露戦争」 

「国道」「県道」「里道」「兵器支廠」「道路」「電信分局」 

「熊本県」「熊本市」「陸軍省所轄地」「統計」「山崎練兵場」 

「歩兵第二十三連隊」「移転」「県庁」「市役所」「監獄」 

「軽便鉄道」「大日本軌道」「菊池軌道」「都市計画」「配水池」 

「街路」「市電」「橋」「堀跡」「濠」「埋め立て」「蓮堀」「養魚」

「午砲台」「土地」「貸渡」「貸下」「準貸付」「借用」「買上」 

「交換」「所管換」「官有財産」「国有財産」「管理規則」など 
１４ 明治7（1874）年の 城外（京町新堀）への移転後、明治42

（1909）年に「錦山神社」から「加藤神社」へ改称した。当時の

九州日日新聞（明治42年4月5日）には、三百年会記念会にて発

表された変更理由の掲載がある。さらに現在地（城内本丸の櫨方

役所跡）へ加藤神社が移転したのは、昭和37（1962）年である。 
１５ 熊本県立第一高等学校（1984）。 
１６ 熊本市（2003）。 
１７ 国立国会図書館蔵（請求番号ＹＧ913-1616）。明治14（1881）

年に作成された写しで、鶴嶋（2015）に掲載あり。 
１８ 熊本博覧会は明治8（1875）年4月1日から60日間にわたり

錦山神社で開催された。東京文化財研究所（2004）に「熊本博覧

会」の掲載があり、「未タ見サルヲ見未タ知ラサルヲ知ル人間ノ楽

ミ之ヨリ大ナルハナシ当社陳列セル博覧ノ品類即チ其物ナリ今一

斑ヲ図写シテ之遠方未タ見知セサルノ人ニ寄ス亦吾カ楽ヲ推シテ

人ノ之ヲ楽ムヲ楽シムノミ遼豕ノ誹ハ敢テ辞スル処ニアラス博雅

ノ君子其レ之ヲ諒トセヨ 博覧会社」とある。「熊本博覧会」は乃

村工藝社グループ「博覧会資料COLLECTION」（管理コード：

1546）にも掲載がある 

（https://www.nomurakougei.co.jp/expo/exposition/detail?e_c

ode=1546）ほか、先行研究で一部言及がある。「奈良博覧会前史」

（https://www.library.pref.nara.jp/sites/default/files/nara

haku2018.pdf）、大貫涼子（2013）、野中勝利（2006）。 
１９「熊本鎮台敷地図」明治9（1876）年（熊本博物館蔵）。熊本市

（2019）に掲載あり。 
２０ 「千葉学校ハ当城東北ニ位シ今般囲込線内ニアツテ当県所轄ノ

中学校根元地所ハ人民ノ私有地ニシテ民費ヲ以買収シ建物ハ旧白

川県庁ヲ運転改築スル者ナリ依テ当今県庁ヨリ買上ノ義照会アリ

代価当否等協議中ナリ追テ事実ヲ詳ニシ上申ス可シ」とある。 
２１「熊本県窮民救助ノ為メ路線修築費需要伺」、同添付「熊本県下

道路修築ノ図」明治10（1877）年（国立国会図書館蔵）。松澤真

由美（2021・2022）に掲載あり。 
２２ 熊本市熊本城調査研究センター（2016）に記載。 
２３ 三斜法は、多角形からなる土地の面積を求めるために複数の三

角形に分割し、それぞれの三角形の面積を求め、それらを合計し

て全体の面積を算出する方法。明治15（1882）年2月に大蔵卿松

方正義から太政大臣三條実美へ提出された『地租改正報告書』（国

立国会図書館蔵）には「三斜丈量ノ図」が掲載されている。 
２４ 磯田（2022）「2 電信の始まり」に詳述あり。 
２５ 磯田（2022）「3 明治10年代の様相」に詳述あり。 
２６ 『熊本県公文類纂』明治大正期県政資料（自明治17年至明治

18年）、熊本県立図書館蔵 
２７ 地理局は地理事務を扱う内務省の内局が明治10（1877）年に

地理局に改称したもので、地籍・山林・量地・計算・文書の5課

を設置していた。 
２８ 熊本日日新聞社（1988）。 
２９ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、鈴木喬「第三編 古

城 第四章 熊本県庁」による。 
３０ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、花立三郎「第三編 

古城 第五章 第五高等中学校」による。 
３１ 公益財団法人永青文庫蔵。全11葉からなり、文久元（1861）

年以降に一群の絵図が作成されたと考えられる。熊本市熊本城調

査研究センター（2019）参照。 
３２ 熊本市熊本城調査研究センター（2019）（絵図・地図・写真）

P137-147に「熊本所分絵図」、同（史料・解説）P4第1図に「地

区の範囲と呼称」掲載。 
３３（官有財産管理規則）第七條 官有財産ノ貸付ハ左ノ期限ヲ超ユ

ルコトヲ得ス 第一 樹木培養ニ供スル土地ハ八十年以内 第二 農

工其ノ他ノ営業及住居ニ供スル土地ハ三十年以内 第三 土地森林

ノ使用権ハ十五年以内 第四 右ニ掲ケサル物件ハ三年以内 
３４（官有地取扱規則）第十一條 官ニ属スル公有地及公有水面ハ其

公用ヲ廃シタルニアラサレハ売払譲与交換又ハ貸付スルコトヲ得

ス但公衆ノ妨害トナラサル限リハ公用ニ供シタル儘有料又ハ無料

ニテ特ニ其使用ヲ許スコトヲ得 
３５ 木下(2020)。 
３６ 第六師団参謀部の迅速測図は「同じ縮尺図にもかかわらず、た

とえば等高線間隔は、5m毎と10m毎との双方を1図の中に含む」

などの指摘がある。井口悦男（2005）。 
３７ 第六師団参謀部の迅速測図は「図の精度は極めて低」いが、

「殆んど全平野域にわたっているところに資料価値の高さを見出

すことが出来る」との指摘がある。清水靖夫（1966）。 
３８「熊本第6号地図」明治22（1889）年 第六師団参謀部（熊本

市歴史文書資料室蔵） 
３９ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、増田民男「第三編 

古城 第六章 兵器支廠からグリーン地区へ 第一節 兵器支廠から

第六師団兵器部へ」による。 
４０ 熊本市都市政策研究所（2014）。 
４１ 野中（2014）。 
４２ 水野（2015）。 
４３ 水野（2015）。 
４４ 熊本城内配水池計画では2,635坪（約8,696㎡）の借地願が上

申されている。内容は以下のとおり。 

借地願 

熊本城内箱馬場天主臺跡 

一、坪数弐千六百参拾五坪 

右ハ熊本市唯一ノ高所ニシテ本市上水道配水池敷地トシテ最モ

適良ナル場所ニ有之候所同所ハ軍事上必要ナル所ナルヲ以テ御貸



388 3 19

土地貸下の
件

第六師団
経理部長
糸山静一

陸軍大臣
男爵田中
義一殿

肆第七〇九号 土地貸下ノ件 第九九号 ・・二四二号 指令案 伺ノ通 六経建第一八六
号 土地貸下ノ件伺 大正十年三月十九日 第六師団経理部長糸山静一 陸軍大臣男爵田
中義一殿 大正八年三月二十一日肆第四四九号ヲ以テ左記ノ通貸下認可相成候処本月盡
日ニテ期間満了ニ付貸下継続願出候間引続キ大正十二年三月三十一日マテ満二ヶ年間

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011438100、『永存書類乙集
第２類第１冊　大正１０年』（防衛
省防衛研究所）

―

389 4 7

国有財産法

嘉仁

内閣総理
大臣原
敬・・海
軍大
臣・・外

法律第四十三号 朕帝国議会ノ協賛ヲ経タル国有財産法ヲ裁可シ茲ニ之ヲ公布セシム
嘉仁 大正十年四月七日 内閣総理大臣 原敬 海軍大臣男爵 加藤友三郎 外務大臣伯爵
内田康哉 大蔵大臣子爵 高橋是清 陸軍大臣男爵 田中義一 農商務大臣男爵 山本達雄
内務大臣 床次竹二郎 文部大臣 中橋徳五郎 逓信大臣 野田卯太郎 鉄道大臣 元田肇

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A03021300300、『御署名原本・
大正十年・法律第四十三号・国有財
産法』（国立公文書館）

―

390 4 26

土地貸下の
件

第六師団
経理部長
糸山静一

陸軍大臣
男爵田中
義一殿

第一八二号 肆第一〇九三号 土地貸下ノ件 副官ヨリ第六師団経理部長ヘ通牒案 （陸
普） 首題ノ件ニ付客月二十六日六保建第二九六号ヲ以テ伺出相成候処建右ハ認可不相
成候ニ付様知相成度候也 追テ本件伺出ニ対シテハ別ニ指令不相成候・・条申添候 陸
普第二五六五号 六経建第二九六号 土地貸下ノ件伺 大正十年四月二十六日 陸軍大臣

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011446400、『永存書類乙集
第２類第１冊　大正１０年』（防衛
省防衛研究所）

―

391 8 8

土地交換の
件

第六師団
経理部長
糸山静一

陸軍大臣
男爵山梨
半造殿

六経建第五三三号附属土地明細図熊本大江町ノ図中ノ道路ハ既ニ管理換済ナルヤ然ル
時ハ関係書類添付相成候 官房 建築課御中 図中ノ道路ハ管理換未済ナリ本交換 実施
後ハ所要ナル道路トナルヲ以テ本件決定後管理換手続スル見込ナリ 建築課 第三八号
肆第一八九一号 土地交換ノ件 内務大臣ヘ照会案（陸普） 熊本市島崎町所在当省所管

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011639700、『永存書類乙集
第２類第１冊　大正１１年』（防衛
省防衛研究所）

―

392 10 12
官有地所管
換の件

第六師団
経理部長
糸山静一

陸軍大臣
山梨半造
殿

肆第二二七七号 官有地所管換ノ件 第六四号 内務大臣ヘ通牒案（陸普） 熊本市新堀
町及古京町所在別紙調書及図面ノ当省所轄地七百五十九坪ハ熊本県ニ於テ県道上熊本
停車場線改修ノ為道路敷トシテ組替方・・ニ同県知事ヨリ第六師団経理部長ヘ内議有
之候処右ハ路盤掘鑿ノ結果生スル当省用地ノ切取面等ニハ所管経理部ノ要求ニ依リ所
要ノ保護工事ヲ施シ且将来之カ保持ヲ道路管理者ニ於テ負担スルニ於テハ右所管換ノ
義当省ニ於テ支障無之候条実地ハ同経理部ヨリ受領セシメラレ度候也 第六師団経理部
長ヘ通牒案（陸普） 首題ノ件ニ関シ本年十月十二日六

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011642300、『永存書類乙集
第２類第１冊　大正１１年』（防衛
省防衛研究所）

―

393 1 7

会計規則改
正仕払命令
委任規程外
百二十一件
廃止

嘉仁
裕仁

内閣総理
大臣兼大
蔵大臣子
爵高橋是
清

朕会計規則改正ノ件ヲ裁可シ茲ニ之ヲ公布セシム 嘉仁 裕仁 内閣総理大臣兼大蔵大臣
子爵 高橋是清 臨時海軍大臣事務管理内閣総理大臣子爵 高橋是清 外務大臣伯爵 内
田・・哉 農商務大臣男爵 山本達雄 内務大臣 床次竹二郎 文部大臣 中橋・・ 逓信大
臣 野田夘太郎 鉄道大臣 元田肇 司法大臣伯爵 大木遠・・ 陸軍大臣 山梨半造 勅令
第一号 会計規則 第一章 総則 第一節 会計年度所属区分 第一条 歳入ノ年度所属ハ左
ノ区分ニ依ル 納期ノ一定シタル収入ハ其ノ納期末日ノ属スル年度 随時ノ収入ニシテ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A03021366900、『御署名原本・
大正十一年・勅令第一号・会計規則
改正仕払命令委任規程外百二十一件
廃止』（国立公文書館）

―

394 3 7

土地買収の
件

第六師団
経理部長
糸山静一

陸軍大臣
男爵山梨
半造殿

肄第五九二号 土地買収ノ件 第六師団経理部ヘ指令案 伺ノ通 六経建第一九五号 土地
買収ノ件伺 大正十一年三月七日 第六師団経理部長糸山靜一 陸軍大臣山梨半造殿 工
兵隊作業場拡張敷地トシテ民有地買収致度候間認可相成度陸軍営繕事務規程第二十三
條ニ依リ左記書類添付相伺候也 左記 土地調書 明細図 一般図 経費仕訳書 肆第五九

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011790400、『永存書類乙集
第２類第１冊　大正１２年』（防衛
省防衛研究所）

―

395 3 27

陸軍省所管
国有財産取
扱規程制定
の件

陸軍省
副官より
通牒

陸軍一般

二第五三七号 主計課 陸軍省所管国有財産取扱規程制定ノ件 主務局長 経第二〇五号
大正１１年３月２７日 大正１１年５月６日 陸達案 官報照合済 陸達第九号 ４月１日
官報掲載済 陸軍省所管国有財産取扱規程左ノ通定ム 陸軍大臣 （左記ハ別冊ノ通）
国有財産法ノ施行及陸軍省所管国有財産取扱規程ノ制定等ニ依リ自然消滅又ハ廃止ト

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031064300、『永存書類甲輯
第３類　大正１１年』（防衛省防衛
研究所）

―

396 8 8

土地交換の
件

第六師団
経理部長
糸山静一

陸軍大臣
山梨半造
殿

六経建第五三三号附属土地明細図熊本大江町ノ図中ノ道路ハ既ニ管理換済ナルヤ然ル
時ハ関係書類添付相成候 官房 建築課御中 図中ノ道路ハ管理換未済ナリ本交換 実施
後ハ所要ナル道路トナルヲ以テ本件決定後管理換手続スル見込ナリ 建築課 第三八号
肆第一八九一号 土地交換ノ件 内務大臣ヘ照会案（陸普） 熊本市島崎町所在当省所管

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011639700、『永存書類乙集
第２類第１冊　大正１１年』（防衛
省防衛研究所）

―

397 8 24

師団司令部
衛兵所移築
の件

第六師団
経理部長
糸山静一

陸軍大臣
山梨半造
殿

肆第一八〇一号 師団司令部衛兵所移築ノ件 第一〇六号 指令案 伺ノ通 但シ経費ハ営
繕費 新営費 熊本衛戍病院精神病室改築ヨリ各所新営ニ流用支弁スヘシ 六経営第九号
師団司令部衛兵所移築ノ件申請 大正十一年八月廿四日 第六師団経理部長 糸山・・一
陸軍大臣 山梨半造殿 熊本衛戍病院患者用自動車格納庫ハ同病院内建物中応用スベキ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011691400、『永存書類乙集
第２類第３冊　大正１１年』（防衛
省防衛研究所）

―

398 10 3

土地管理換
の件

稲荷神社？

水野内務
大臣

山梨陸軍
大臣殿

壱第二六一一号 内務省 土地管理換ノ件 大臣ヨリ内務大臣ヘ回答案（陸普） 十月三
日熊社第一三号ヲ以テ当省用地管理換ノ件照会相成候処該地上ニハ左記ノ如ク借地契
約設定致居候ニ付右契約ヲ継承セラルルニ於テハ異存無之候也 追テ大蔵省ト決議済
ノ上ハ其旨並右地上ニ現存スル立木移管ノ要年回報相成度候 陸普第五八九五号 左記

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011782100、『永存書類乙集
第２類第１冊　大正１２年』（防衛
省防衛研究所）

―

399 10 9

土地準貸付
継続の件

第六師団
経理部長
糸山静一

陸軍大臣
山梨半造
殿

肆第二一七九号 土地準貸付継続ノ件 指令案 申請ノ通 六経営第八九号 ・・七〇四号
土地準貸付継続ノ件申請 大正十一年十月九日 ・・経理部長糸山静 陸軍大臣山梨平造
殿 陸軍省所轄地熊本市本丸町（旧熊本城址）ノ内三百七十八坪撃剣道場敷地トシテ熊
本縣玉名郡梅林村大麻勇次ニ大正九年十一月十七日肆第二一一二号認可ニ依リ有料貸

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011653100、『永存書類乙集
第２類第１冊　大正１１年』（防衛
省防衛研究所）

―

400 3 16

土地管理換
の件 水野内務

大臣
山梨陸軍
大臣殿

壹第五五五号 内務省 土地管理換ノ件 内務大臣ヘ回答案（陸普） 三月十六日熊会第
三号ヲ以テ照会相成候首題ノ件異存無之候也 追テ実地ハ第六師団経理部ヨリ受領相成
度候 副官ヨリ第六師団経理部長ヘ通牒案（陸普） 一月十七日六任営第三二号ヲ以テ
報告相成候首題ノ件ニ関シ内務大臣ヨリ照会有之異存ナキ旨回答相成候間同省ヨリ要

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011782500、『永存書類乙集
第２類第１冊　大正１２年』（防衛
省防衛研究所）

―

401 5 16

歩兵第２３
聯隊移転地
の撰定並練
兵場の整備

陸軍省建
築課

陸軍省

未ダ決行スヘカラス 決行後直チニ再廻相成度 建築部 五月二日 官房 訂正 決行スル
コト 付箋ノ改正案ニ依リ決行セラレ度 決行後直チニ再廻相成度 建築課 訂正 付箋ノ
改正案ニ依リ決行セラレ度 本文ヲ訂正相成度 官房 五月二日 訂正 決行スルコト 付
箋ノ改正案ニ依リ決行セラレ度 粟飯原大尉 連絡シ 付箋ノ改正案ニ依リ決行セラレ度

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011785400、『永存書類乙集
第２類第１冊　大正１２年』（防衛
省防衛研究所）

―

402 5 29

都市計画法
第二条ニ依
ル市指定ノ
件

嘉仁
裕仁

内閣総理
大臣男爵
加藤友三
郎
内務大臣

朕都市計画法第二條ニ依ル市指定ノ件ヲ裁可シ茲ニ之ヲ公布セシム 嘉仁裕仁 内閣
総理大臣男爵加藤友三郎 内務大臣水野錬太郎 勅令第二百七十六号 都市計画法第二條
ノ規定ニ依リ市ヲ指定スルコト左ノ如シ 札幌市 小樽市 函館市 堺市 尼崎市 長崎市
新潟市 豊橋市 静岡市 浜松市 岐阜市 仙台市 金沢市 岡山市 広島市 呉市 下関市 福

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A03021457000、『御署名原本・
大正十二年・勅令第二百七十六号・
都市計画法第二条ニ依ル市指定ノ

―

403 6 1

藤崎台クス
ノキ群を天
然記念物と
して指定の

堀田内務
次官

白川陸軍
次官殿

一第一、三〇五号 内務省 天然紀念物指定ノ件 （藤崎台ノ樟樹群） 主務局長 経建甲
第三六五号 大正１２年６月２日 大正１２年７月２日 次官ヨリ内務次官ヘ回答案（陸
普） 首題ノ件ニ関シ本月１日熊理第一号ヲ以テ照会ノ趣異存無之候ヘ共該樹木ハ練兵
場敷地内ニ存在スルヲ以テ囲障等取設ノ際ハ各樹幹ノ周囲五尺以内ニ限リ設備セラ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C02031246500、『永存書類甲輯
第６類　大正１４年』（防衛省防衛
研究所）

―

404 6 30

国有財産管
理換の件 水野内務

大臣
山梨陸軍
大臣殿

壹第一五六五号 国有財産管理換ノ件 曩ニ輜重兵第六大隊崖下ノ用地一部ヲ熊本
県・・スルニ追加トシテ尚ホ十二坪同地隣接地ニ於テ移管要求ニ対シ承認 内務大臣ヘ
回答案（陸普） 本年六月三十日附内務省熊会第二八号ヲ以テ御協議相受候首題ノ件ハ
異存無之候也 陸普第三三三二号 追テ大蔵大臣ト協議済ノ上ハ其ノ旨通知相成度申添

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011783500、『永存書類乙集
第２類第１冊　大正１２年』（防衛
省防衛研究所）

―

405 7 31
陸軍用地用
途変更の件

第六師団
経理部長
吉橋太一
郎（印）

陸軍大臣
山梨半造
殿

三 用途変更ヲ要スル地積 歩兵第十三聯隊敷地及露天馬場三万四千二百七十五
坪・・四 用途変更ヲ要スル事由（甲）歩兵第十三聯隊敷地及露天馬場（1）現在ノ歩
兵第二十三聯隊兵営地ハ市街ノ中央ニして而カモ近来最モ繁栄ヲ極ムル古町方面ト坪
井方面トノ中間ニ介在シ将来熊本市ノ商工業上枢要ナル地域ヲ以テ目セラルゝニ至
リ従テ同兵営ノ存在ハ市ノ発展ト共ニ其不便不利ヲ増大スル義ニシテ今日ニ於テハ是
非其の移転ヲ要シ又一面ニ於テハ市内ニ電車布設ノ為街路ノ拡張ニ伴ヒ幾多ノ商店及
住家ノ撤退ヲ要シ之カ移転先ノ選定ニ苦慮セル折柄同兵営ヲ他ニ移転シ其跡地ヲ市ニ
譲リ受ケタキ旨熊本市長ヨリ請願シ又陸軍ニ於テモ同兵営地附近ハ興行物盛ニシテ日
常兵卒ノ教育上害スルコト少カラサルヲ認メアルヲ以テ他ニ移転ノ必要ヲ生セ
リ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011927700、『永存書類乙集
第２類第２冊　大正１３年』（防衛
省防衛研究所）

―

406 11 12

国有財産管
理換の件
市道に認
定、橋梁と

後藤内務
大臣

田中陸軍
大臣殿

第五号 壹第一八〇〇号 国有財産管理換ノ件 内務大臣ヘ回答案（陸普） 七月二十七
日附内務省熊会第三四号ヲ以テ御協議相受候首題ノ件ハ異存無之候也追テ大蔵大臣ト
協議済ノ上ハ其ノ旨通知相成度候 陸普第三三三〇号 右回答ノ上 第六師団経理部ヘ達
案 其ノ部管轄熊本連隊区司令部の熊本憲兵隊本部敷地ノ内面積七百五十七坪ニ合（橋

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011920300、『永存書類乙集
第２類第１冊　大正１３年』（防衛
省防衛研究所）

―

407 1 19

土地管理換
の件 水野内務

大臣
宇垣陸軍
大臣

第一二号 壹第七二号 土地管理換ノ件 決定済再廻 建築課 加藤神社側道路ニ代用ス
ル新設道路ノ断面図未尾ニ添付致置候（路幅ハ在来道ト大差ナキモ傾斜ハ著シク緩ト
ナル 四月八日 新設市道ノ傾斜路幅承リタシ 官房 建築課御中 錦橋際ヨリ北方ニ沿
ヒ磐根橋ニ到ル市道ノ現況如何 右ハ交通不能トアルモ図上ニハ現存スルカ如シ如何

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011921000、『永存書類乙集
第２類第１冊　大正１３年』（防衛
省防衛研究所）

―

408 2 22

輜重兵第６
大隊周囲土
塁新設其他
工事実施

陸軍省
第六師団
経理部

第一八号 二第二六〇号 輜重兵第六大隊周囲土塁新設其他工事実施ノ件 第六師団経理
部ニ達案（・・・・）（陸普） 首題工事ハ別紙ニ依リ本年度内ニ実施スヘシ 陸普第
五九六号 別紙控ハ建築課ニ保管ス

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011939900、『永存書類乙集
第２類第３冊　大正１３年』（防衛
省防衛研究所）

―

409 7 26

記念碑移転
敷地として
陸軍用地準
貸付の件

第六師団
経理部長
早瀬川潔

陸軍大臣
宇垣一成
殿

肆第一二八七号 記念碑移転敷地トシテ陸軍用地準貸付ノ件 第七九号　指令案 伺ノ通
六経留営第三二六号 記念碑移転敷地トシテ陸軍用地準貸付ノ件伺 大正十三年七月二
十六日 第六師団経理部長早瀬川潔 陸軍大臣宇垣一成殿 首題ノ件ニ関シ別紙ノ通熊本
市長ヨリ出願有之候処現在左記記念碑位置ハ別図ノ通熊本市営電車軌道第二期線拡張
道路幅員中ニ該当シ拡張工事モ近ク着手ノ予定ニ付記念碑移転ノ必要ニ迫ラレ居リ候
然ルニ今回 異存無之 ・・ 大正十三年八月十六日 御・・ 貸付支障・・・・・・

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03012184100、『永存書類乙集
第２類第１冊　大正１５年』（防衛
省防衛研究所）

―

410 9 20

歩兵第二十
三聯隊跡地
引継の件

第六師団
経理部長
早瀬川潔

陸軍省副
官中村孝
太郎殿

第八五号 肆第一五三二号 歩兵第二十三連隊跡地引継ノ件 大蔵大臣ヘ通牒案（陸普）
熊本市所在歩兵第二十三連隊敷地ハ今回用途ヲ廃止候ニ付別紙調書ノ通貴省ヘ可引継
候条第六師団経理部ヨリ受領セシメラレ度候也 第六師団経理部ヘ達案（留守部経由）
（陸普） 其ノ部管轄歩兵第二十三連隊跡地二万七千七百五十二坪ハ今回用途廃止ノ上

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03011933100、『永存書類乙集
第２類第２冊　大正１３年』（防衛
省防衛研究所）

―
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る。熊本市では「長期未整備都市計画公園見直しガイドライン」

（H28.3）を策定して見直しに取り組んでおり、「熊本城公園」見

直しの2軸（必要性「A」・実現性「C」）からの判定結果は「B」

（計画変更候補）である。現状では城内立地の4神社部分が「未

整備」で熊本医療センター部分は既に除外済みだが、これら施設

のそもそもの設置経緯は近代や戦後まで遡るもので、今後の変更

や見直しはこれらの歴史的背景も充分把握した上で実施する必要

がある。 
９ 文献は註3に同じ。中でも熊本市熊本城調査研究センター

（2019）掲載の「熊本城関係文献資料目録」は本稿の出典とも重

複する資料が多い。そこで相互の資料・出典を照合・補完できる

よう、付表には熊本市熊本城調査研究センター（2019）の掲載番

号も併記した。また近代地図や古写真についても、同『歴史資料

編（絵図・地図・写真）』の掲載番号を本文中で引用した。 
１０ いわゆる廃城令は、明治6（1873）年太政官達「全国ノ城廓陣

屋等存廃ヲ定メ存置ノ地所建物木石等陸軍省ニ管轄セシム」並び

に「全国ノ城廓陣屋等存廃ヲ定メ廃止ノ地所建物木石等大蔵省ニ

処分セシム」によって、兵部省管轄下にあった城郭が陸軍省管轄

の「存城」、大蔵省管轄の「廃城」に分けられたことを指す。 



411 3 18

熊本市国産
共進会

湯浅蓄電
池製造株
式會社

海軍大臣
財部彪殿

熊本市国産共進会 省副官 第一部 第三課長 第三部長 艦政本部長 第一課長 第二課長
総務部長 発布 大正十四年三月十八日 省副官 湯浅蓄電池製造株式会社宛 国産共進会
ニ出品ノ件 二月二十八日附出願熊本市ニ開催ノ国産共進会ニ海軍大型二次電器外器度
基扱出願ノ件認許相成 右通知ス 第一課 御願 湯浅蓄電池製造株式会社 今回熊本市ニ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C08051490500、『大正１４年
公文備考　巻８１　物件』（防衛省
防衛研究所）

―

412 10 10

土地準貸付
に関する件

第六師団
経理部長
横田章

陸軍大臣
宇垣一成
殿

明治四十四年四月十四日肆第二六〇九号ヲ以テ認可相成候左記涌水使用本年十月尽日
ニテ期限満了ニ付使用継続願出候間引続大正二十五年十月・・前同様ノ条件ニテ満拾
壱ヶ年・・無料準貸付・・一　場所　熊本市宮内町二番地　一　物件　湧水弐ヶ所
一　目的　公共飲料用及び防火用　一　使用料　無料　一　借受人　熊本市長　辛島

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03012061100、『永存書類乙集
第２類第１冊　大正１４年』（防衛
省防衛研究所）

―

413

大正
15

1926

4 29

故谷村計介
銅像建設敷
地として
陸軍用地準
貸付の件

第六師団
経理部長
平田為次

陸軍大臣
宇垣一成
殿

肆第四八七号其一 故谷村計介銅像建設敷地トシテ陸軍用地準貸付ノ件 第八五号 第
六師団経理部長ヘ指令案（陸普） 四月二十九日付六経営第一四六号伺ノ通実施差支ナ
シ 陸普第一九九八号 六経営第一四六号 故谷村計介銅像建設敷地トシテ陸軍用地準
貸付ノ件伺 大正十五年四月二十九日 第六師団経理部長平田為次 陸軍大臣宇垣一成殿
首題ノ件ニ関シ別紙ノ通熊本市長ヨリ願出ニ付左記ノ通許可シ差支ナキヤ指令セラレ
度 追テ本件師団長ニ於テモ異存ナシ 左記 貸付事由 用地ハ旧城門跡石垣上ノ一部 ニ
シテ其ノ一部ハ曩ニ熊本市長ヨリ日清戦捷記念碑移転敷地トシテ使用ノ儀出願大正十
三年九月三日付肆第一二八七號ヲ以テ認可ヲ経タルモノナルモ其ノ後本年三月三十一
日六経営第一〇八號報告ノ通市ノ都合ニ依リ移転中止ノ為契約解除ノ土地ニシテ陸軍
ノ使用上何等支障ナク且銅像ノ建設ハ附近一般ノ風致ヲ添フルノミナラス熊本城史蹟
保存上且又社會思想ノ善導上良影響ヲ及ホスヘキニ付許可スルヲ適當トス　二、使用
坪数　参拾九坪参合六勺　三、使用料　無料　四、使用期間　差向キ・・・満拾ヶ年

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C03012184700、『永存書類乙集
第２類第１冊　大正１５年』（防衛
省防衛研究所）

―

414 3 15

熊本偕行社
移転改築敷
地交換ノ件
上申

第六師団
長福田彦
助

陸軍大臣
宇垣一成
殿

肆第三九〇、三九二号 第六師団経理部 国有財産用途変更ノ件 大臣ヨリ大蔵大臣ニ照
会案（陸普） 熊本憲兵隊本部ハ旧千葉城趾ノ頂上ニ位置シ交通不便ナル為業務執行上
不利不尠ヲ以テ別団ノ通之ヲ第六師団兵器部倉庫ノ一隅ニ移転致度ニ付土地用途変更
方承認アリ度又熊本偕行社ハ経年ト蟻害ニ依リ建物頽シ使用不能ノ状况ニ付改築ノ要
アルモ部隊転營ノ結果現在位置ハ適当ナラサルヲ以テ前記憲兵隊本部跡ヲ充当スルコ
トトシ・・追テ新偕行社敷地ハ雑種財産ニ編入 国有財産用途変更ニ関スル件伺 昭和
二年三月十五日 第六師団経理部長平田為次　陸軍大臣宇垣一成殿 熊本憲兵隊ハ本部
及分隊各隊位置を異ニシ・・熊本偕行社移転改築敷地交換ノ件上申 昭和二年三月十五
日 第六師団長福田彦助 陸軍大臣宇垣一成殿 熊本偕行社ハ軍隊渡鹿移転後其ノ位置偏
在トナリ且又・・千葉城趾・・右跡地ハ位置トシテモ亦史蹟トシテモ偕行社用地ニ最
モ好適ノモノニ付・・上申申候也 記 一、憲兵隊・・ニ、移転改築費ヲ金五万円トシ
次ノ収入ニ依ルコト 金弐萬圓 偕行社資金ヨリ 金参萬圓 寄付其ノ他ヨリ 但、目下熊
本市ヨリ金弐萬圓寄付の申込アリ地元市街ヨリ出資ノ筈其ノ他ハ研究中 三、千葉城趾
中偕行社新敷地・・陸軍整理予定地（約千九百坪）ハ熊本市ニ於テ大蔵省ヨリ特売ヲ
受ケ偕行社移転ト連絡シ将来公園トシテ経営スル見込 但本文ノ公園経営ニ依リ生スル
地元将来ノ繁栄ヲモ見越シ前項ノ寄付金ヲ出資スルニ至レリ 本整理地は都合上可成達
ニ大蔵省へ引渡アリタシ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C01006115400、『永存書類乙集
第２類第１冊　昭和３年』（防衛省
防衛研究所）

P492-
17

415 3 23

牛砲用火薬
倉庫敷地無
償準貸付の
件

第六師団
経理部長
平田為次

陸軍大臣
宇垣一成
殿

軍事課 軍事四第八三号 四第四三二号 第六師団 午砲用火薬倉庫敷地無償準貸付ノ件
昭和２年３月２８日 昭和２年４月９日 第六師団経理部長ニ指令案（陸普） ３月２３
日附六経営第九四号伺ノ通実施差支ナシ 陸普第一三三三号 六経営第九四号 午砲用火
薬倉庫敷地無償準貸付ノ件伺 昭和２年３月２３日 第六師団経理部長 平田為次 陸軍
大臣 宇垣一成殿 大正１１年９月１４日四第一、八〇〇号及大正１５年３月２０日四
第二九九号ノ認可ニ依リ午砲台並ニ弾薬庫一棟熊本市長へ無償準貸付中ノ処弾薬庫ハ
令囘師団ニ於テ入用ノ為メ解約セシ為メ火薬倉庫新築敷地ノ貸付方願出テタルニ依リ
左記ノ通リ無償準貸付致度ニ付認可相成度 追テ本件ハ使用者ニ於テモ異存ナキニ付申
添フ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C01006047400、『永存書類乙集
第２類第１冊　昭和２年』（防衛省
防衛研究所）

―

416 4 28

熊本城宇土
櫓及附属土
地準貸付ノ
件

第六師団
経理部長
平田為次

陸軍大臣
白川義則
殿

肆第六二八号 第六師団経理部 熊本城宇土櫓及附属土地準貨付ノ件 第六師団経理部長
ニ指令案 （陸普） 四月二十八日附、六経營第一五七号伺ノ通実施差支ナシ 土地建造
物準貨付ニ関スル件伺 昭和二年四月二十八日 第六師団経理部長 平田為次 陸軍大臣
白川義則殿 熊本城址保存会長ヨリ旧熊本城ノ一部ヲ保存スルノ目的ニテ、別紙ノ通リ
貸下方願出有之、調査セシ所支障ナキニ付、認可セラレ度 追テ師団長ニ於テモ異存ナ
キニ付申添フ、参考ノ為メ、修繕設計書及経費仕訳書別紙添付ス 異存ナシ 軍事課 御
意見承知致度 建築課 熊保第三号 宇土櫓及附属土地建造物使用願 本邦名城ノ一トシ
テ誉ヲ有スル熊本城ハ、・・土地面積千四百九拾坪及建造物ヲ建設シ、且ツ記念館ヲ
建設シ史蹟ニ関スル材料ヲ備ヘ一般ノ縦覧ニ供シ、城址保存並国民精神教育ノ目的ヲ
遂行致度候ニ付、・・特別ノ御詮議ヲ以テ御貸与相成度・・昭和二年四月十三日 熊本
城址保存会長 岡正雄 第六師団経理部長平田為次殿

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C01006048000、『永存書類乙集
第２類第１冊　昭和２年』（防衛省
防衛研究所）

378

417 12 12
土地相互管
理換の件

第六師団
経理部長
平田為次

陸軍大臣
白川義則
殿

四第一五九四号 第六師団経理部 土地相互管理換ノ件 昭和２年１２月２０日 昭和３
年３月１６日 第六師団経理部長ヘ指令業（陸普） 客年１２月１２日附六経管第四六
三号伺ノ通實施差支ナシ 陸普第三一七号 月２３日 四第一五九四号 １２月２０日 大
経営第四六三号 土地相互管理換ノ件伺 昭和２年１２月１２日 第六師団経理部長 平
田為次 陸軍大臣 白川義則殿 首題ノ件ニ関シ別紙写ノ通熊本市長ヨリノ 議ニ対シ市
街交通上必要ト認ムルノミナラス添附図面第三号ノ通リ熊本県庁方面ト師、旅団司令
部方面ニモ利便アルニ付添付図面第四道路敷移管附帯工事平面図朱書ノ如キ附帯工事
ヲ條件トシテ異存ナキ旨回答致度ニ付指令相成度左記ノ書類添付ス

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C01006115300、『永存書類乙集
第２類第１冊　昭和３年』（防衛省
防衛研究所）

―

418

昭和
3

1928

2 18
艦歴に関す
る件

財団法人
熊本城趾
保存會會
長斉藤宗
宣

海軍次官
大角岑生
殿

官房第六一四号ノ二 昭和三年二月二十四日 省副官 熊本城址保存会々長宛 昭和参年
弐月弐拾四日発布済 艦歴ニ関スル件 財熊保第五号ヲ以テ申請相成候元帝国軍艦龍驤
艦艦歴別紙ノ通ニ有之候 右送付ス （別紙添） （終） 官房第六一四号 財熊保第五号
昭和三年二月十八日 財団法人熊本城址保存会 会長斉藤宗宣 海軍次官大角岑生殿 艦
歴下付申請 拝啓陳者先般熊本城・・土換改築工事竣成候ニ付細川侯爵家ヨリ明治三年
政府ヘ献納セラレタル前帝国軍艦龍驤艦之写真及備砲一門、艦首装飾ノ彫刻物等今回
教育資料トシテ仝侯爵家ヨリ御寄贈相成候処仝艦ニ関スル艦歴ヲ添ヘ一般ノ観覧ニ供
シ度存候間特別ノ御詮議ヲ以テ艦歴一部御下付御願度此段申請候也 軍務機密第三九番
電報 昭和三年三月二十日 軍務局長 聯合艦隊参謀長宛 電報（暗号） 三月二十日午前
三時五十分発電済 返赤城ニ於テ司令部事務開始ノ件発令方取計ヒ難シ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C04016204700、『公文備考 艦
船３ 巻６６』（防衛省防衛研究
所）

―

419 5 3
熊本城址午
砲敷地無償
準貸付の件

第六師団
経理部長
平田為次

陸軍大臣
白川義則
殿

肆第五三七号 第六師団経理部 熊本城址午砲敷地無償準貸付ノ件 番号 甲 一一三 第
六師団経理部長ヘ指令案（陸普） 五月三日附六経営第二一一号伺ノ通実施差支ナシ
陸普第二三八五号 昭和四年五月拾七日 肆第五三七号 六経営第二一一号 土地無償準
貸付ノ件伺 昭和四年五月参日 大正十五年三月二十日肆茅二九九号ヲ以テ認可ヲ受ケ
準貸付中ノ左記記載ノ土地ヲ本年四月一日ヨリ昭和七年三月三十一日迄尚引続キ借地
方出願セシニ付別紙契約書ノ条件ニテ無償準貸付差支無キヤ指示セラレ度 追而本件ハ
所管長官ニ於テモ異存無キニ付申添フ 左記 一、場所 熊本市本丸町一番地（熊本城
址）内 二、面積 拾坪 三、目的 午砲敷地 四、借地人 熊本市長

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C01006220500、『永存書類乙集
第２類第１冊　昭和４年』（防衛省
防衛研究所）

―

420 6 7

藤崎台練兵
場の一部管
理換の件

第六師団
経理部長
平田為次

陸軍大臣
白川義則
殿

肆第六八九號 第六師團経理部 藤崎台練兵場ノ一部管理換ノ件 甲一九一號 七月九日
第六師團経理部長電報指令案（陸） 六月七日附六経営第二七六號伺ノ通実施差支ナシ
陸一八五 七月九日 肆第六八九号 六月十一日 六経營第二七六號 藤崎臺練兵場ノ一部
管理換ノ件伺 昭和四年六月七日 熊本市第二期線電氣坩軌道路線中上熊本線ハ已ニ確

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C01006221000、『永存書類乙集
第２類第１冊　昭和４年』（防衛省
防衛研究所）

―

421

昭和
５

1930

3 27

財団法人熊
本城趾保存
会理事就職
ノ件申請

第六師団
経理部長
古野好武
（印）

陸軍大臣
宇垣一成
殿

肆第四〇〇号 第六師団経理部長 古野好武 財団法人ノ理事ニ就職ノ件 指令按 第六師
団司令部経由 三月二十七日附六経庶第三四号申請ノ通許可ス 陸普第一三五〇号 昭和
五年四月四日 第六師団司令部経由 経由第一〇号 六経庶第三四号 昭和五年三月二十
七日 財団法人熊本城趾保存会理事就職ノ件申請 昭和五年三月二十七日 第六師団経理
部長古野好武 陸軍大臣宇垣一成殿 本職儀財団法人熊本城趾保存会理事二就職致度別
紙同会寄附行為相添ヘ申請ス 財団法人熊本城阯保存会寄附行為 （昭和二年七月八日
設立許可） 第一章 目的及事業 第一条 本財団ハ熊本城阯（宇土櫓、城壁、主ナル樹
木、史蹟、其ノ他・・

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C01006313400、『永存書類乙集
第１類　昭和５年』（防衛省防衛研
究所）

P493-2

422 8 24
陸軍用地に
記念碑建設
の件

第六師団
経理部長
古野好武

陸軍大臣
南次郎殿

軍事 肆第七九七号 第六師団経理部 陸軍用地ニ記念碑建設ノ件 経建甲第一 七号 昭
和六年九月五日 九月七日 第六師団経理部長ヘ指令案 （陸普） 八月二十四日附六経
営第三〇八号伺ノ通実施差支ナシ 第三七五〇 昭和六年九月八日 陸軍省受領肆第七九
七号 六経営第三〇八号 陸軍用地ニ記念碑建設ノ件伺 昭和六年八月二十四日 熊本県
知事ヲ会長トセル明治天皇聖蹟光揚会ニ於テ別紙ノ通師団司令部構内ニ記念碑建設方
願出アリ許可シ差支ナキヤ至急指令セラレタシ 追テ本件ニ就テハ師団長ニ於テモ異存
ナキニ付申添フ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C01006455200、『永存書類乙集
第２類　其１　昭和６年』（防衛省
防衛研究所）

―

昭和
4

1929

昭和
６

1931

大正
14

1925

昭和
2

1927
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１１ 存城は太政官達別冊第一号「諸国存城調書」（1873）、廃城は太

政官達別冊第二号「諸国廃城調書」（1873）による。森山英一

（2017）に掲載。 
１２ アジア歴史資料センター「ＪＡＣＡＲ」（Japan Center for 

Asia Historical Records National Archives of Japan）の説明

は、ホームページ「センターの概要と特徴」から一部引用する。 

https://www.jacar.go.jp/about/outline.html 

「アジア歴史資料センターは、インターネットを通じて、国の機

関が保管するアジア歴史資料（原資料＝オリジナル資料）を、パ

ソコン画面上で提供する電子資料センターであり、国立公文書館

において運営されて」いる。「ここでいうアジア歴史資料とは、近

現代の我が国とアジア近隣諸国等との関係に関わる歴史資料とし

て重要な我が国の公文書及びその他の記録のこと」である。「平成

13（2001）年11月30日に開設され」、「現在、アジア歴史資料セ

ンターでは、国立公文書館、外務省外交史料館、防衛省防衛研究

所戦史研究センターが保管するアジア歴史資料のうち、これらの

所蔵機関において電子化が行われたものから順次提供を受け、公

開している」。 
１３ アジア歴史資料センター データベース横断検索

https://www.jacar.archives.go.jp/gf/cgi/start 

【資料検索に使用したキーワード例】 

「存城」「廃城」「熊本城」「本丸」「二の丸」「天守」「宇土櫓」 

「天皇」「行幸」「千葉城」「古城」「宮内」「古京町」「新堀」 

「公園」「博覧会」「共進会」「招魂祭」「招魂社」「大演習」 

「藤崎台」「有終社」「偕行社」「谷村計介」「銅像」「記念碑」 

「内務省」「陸軍省」「大蔵省」「地理局」「地図」「測量」 

「西海道鎮台」「鎮西鎮台」「熊本鎮台」「第六師団」「乙輯」 

「鎮台病院」「衛戍病院」「加藤神社」「錦山神社」 

「神風連の変」「西南戦争」「日清戦争」「日露戦争」 

「国道」「県道」「里道」「兵器支廠」「道路」「電信分局」 

「熊本県」「熊本市」「陸軍省所轄地」「統計」「山崎練兵場」 

「歩兵第二十三連隊」「移転」「県庁」「市役所」「監獄」 

「軽便鉄道」「大日本軌道」「菊池軌道」「都市計画」「配水池」 

「街路」「市電」「橋」「堀跡」「濠」「埋め立て」「蓮堀」「養魚」

「午砲台」「土地」「貸渡」「貸下」「準貸付」「借用」「買上」 

「交換」「所管換」「官有財産」「国有財産」「管理規則」など 
１４ 明治7（1874）年の 城外（京町新堀）への移転後、明治42

（1909）年に「錦山神社」から「加藤神社」へ改称した。当時の

九州日日新聞（明治42年4月5日）には、三百年会記念会にて発

表された変更理由の掲載がある。さらに現在地（城内本丸の櫨方

役所跡）へ加藤神社が移転したのは、昭和37（1962）年である。 
１５ 熊本県立第一高等学校（1984）。 
１６ 熊本市（2003）。 
１７ 国立国会図書館蔵（請求番号ＹＧ913-1616）。明治14（1881）

年に作成された写しで、鶴嶋（2015）に掲載あり。 
１８ 熊本博覧会は明治8（1875）年4月1日から60日間にわたり

錦山神社で開催された。東京文化財研究所（2004）に「熊本博覧

会」の掲載があり、「未タ見サルヲ見未タ知ラサルヲ知ル人間ノ楽

ミ之ヨリ大ナルハナシ当社陳列セル博覧ノ品類即チ其物ナリ今一

斑ヲ図写シテ之遠方未タ見知セサルノ人ニ寄ス亦吾カ楽ヲ推シテ

人ノ之ヲ楽ムヲ楽シムノミ遼豕ノ誹ハ敢テ辞スル処ニアラス博雅

ノ君子其レ之ヲ諒トセヨ 博覧会社」とある。「熊本博覧会」は乃

村工藝社グループ「博覧会資料COLLECTION」（管理コード：

1546）にも掲載がある 

（https://www.nomurakougei.co.jp/expo/exposition/detail?e_c

ode=1546）ほか、先行研究で一部言及がある。「奈良博覧会前史」

（https://www.library.pref.nara.jp/sites/default/files/nara

haku2018.pdf）、大貫涼子（2013）、野中勝利（2006）。 
１９「熊本鎮台敷地図」明治9（1876）年（熊本博物館蔵）。熊本市

（2019）に掲載あり。 
２０ 「千葉学校ハ当城東北ニ位シ今般囲込線内ニアツテ当県所轄ノ

中学校根元地所ハ人民ノ私有地ニシテ民費ヲ以買収シ建物ハ旧白

川県庁ヲ運転改築スル者ナリ依テ当今県庁ヨリ買上ノ義照会アリ

代価当否等協議中ナリ追テ事実ヲ詳ニシ上申ス可シ」とある。 
２１「熊本県窮民救助ノ為メ路線修築費需要伺」、同添付「熊本県下

道路修築ノ図」明治10（1877）年（国立国会図書館蔵）。松澤真

由美（2021・2022）に掲載あり。 
２２ 熊本市熊本城調査研究センター（2016）に記載。 
２３ 三斜法は、多角形からなる土地の面積を求めるために複数の三

角形に分割し、それぞれの三角形の面積を求め、それらを合計し

て全体の面積を算出する方法。明治15（1882）年2月に大蔵卿松

方正義から太政大臣三條実美へ提出された『地租改正報告書』（国

立国会図書館蔵）には「三斜丈量ノ図」が掲載されている。 
２４ 磯田（2022）「2 電信の始まり」に詳述あり。 
２５ 磯田（2022）「3 明治10年代の様相」に詳述あり。 
２６ 『熊本県公文類纂』明治大正期県政資料（自明治17年至明治

18年）、熊本県立図書館蔵 
２７ 地理局は地理事務を扱う内務省の内局が明治10（1877）年に

地理局に改称したもので、地籍・山林・量地・計算・文書の5課

を設置していた。 
２８ 熊本日日新聞社（1988）。 
２９ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、鈴木喬「第三編 古

城 第四章 熊本県庁」による。 
３０ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、花立三郎「第三編 

古城 第五章 第五高等中学校」による。 
３１ 公益財団法人永青文庫蔵。全11葉からなり、文久元（1861）

年以降に一群の絵図が作成されたと考えられる。熊本市熊本城調

査研究センター（2019）参照。 
３２ 熊本市熊本城調査研究センター（2019）（絵図・地図・写真）

P137-147に「熊本所分絵図」、同（史料・解説）P4第1図に「地

区の範囲と呼称」掲載。 
３３（官有財産管理規則）第七條 官有財産ノ貸付ハ左ノ期限ヲ超ユ

ルコトヲ得ス 第一 樹木培養ニ供スル土地ハ八十年以内 第二 農

工其ノ他ノ営業及住居ニ供スル土地ハ三十年以内 第三 土地森林

ノ使用権ハ十五年以内 第四 右ニ掲ケサル物件ハ三年以内 
３４（官有地取扱規則）第十一條 官ニ属スル公有地及公有水面ハ其

公用ヲ廃シタルニアラサレハ売払譲与交換又ハ貸付スルコトヲ得

ス但公衆ノ妨害トナラサル限リハ公用ニ供シタル儘有料又ハ無料

ニテ特ニ其使用ヲ許スコトヲ得 
３５ 木下(2020)。 
３６ 第六師団参謀部の迅速測図は「同じ縮尺図にもかかわらず、た

とえば等高線間隔は、5m毎と10m毎との双方を1図の中に含む」

などの指摘がある。井口悦男（2005）。 
３７ 第六師団参謀部の迅速測図は「図の精度は極めて低」いが、

「殆んど全平野域にわたっているところに資料価値の高さを見出

すことが出来る」との指摘がある。清水靖夫（1966）。 
３８「熊本第6号地図」明治22（1889）年 第六師団参謀部（熊本

市歴史文書資料室蔵） 
３９ 熊本県立第一高等学校（1984）に掲載の、増田民男「第三編 

古城 第六章 兵器支廠からグリーン地区へ 第一節 兵器支廠から

第六師団兵器部へ」による。 
４０ 熊本市都市政策研究所（2014）。 
４１ 野中（2014）。 
４２ 水野（2015）。 
４３ 水野（2015）。 
４４ 熊本城内配水池計画では2,635坪（約8,696㎡）の借地願が上

申されている。内容は以下のとおり。 

借地願 

熊本城内箱馬場天主臺跡 

一、坪数弐千六百参拾五坪 

右ハ熊本市唯一ノ高所ニシテ本市上水道配水池敷地トシテ最モ

適良ナル場所ニ有之候所同所ハ軍事上必要ナル所ナルヲ以テ御貸



423 9 25

陸軍用地に
国旗掲揚台
設置の件

第六師団
経理部長
古野好武

陸軍大臣
南次郎殿

軍 肆第八九七号 第六師団経理部 陸軍用地ニ国旗掲揚台設置ノ件 経建 第一八三号
昭和六年十月七日 十月八日 第六師団経理部長ヘ指令案 （陸普） 九月二十五日附六
経営第三三八号伺ノ通実施差支ナシ 陸普第四二六六号 昭和六年十月八日 陸軍省受領
肆第八九七号 六経営第三三八号 陸軍所轄地ニ国旗掲揚台設置件ノ伺 昭和六年九月二

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C01006455400、『永存書類乙集
第２類　其１　昭和６年』（防衛省
防衛研究所）

―

424 10 27

天皇陛下陸
軍特別大演
習御統裁ノ
為熊本県下

宮内大臣
一木喜徳
郎

枢密院議
長男爵倉
富勇三郎
殿

宮内大臣官房秘書課宮発第五三〇号 昭和六年十月二十七日 宮内大臣 一木喜徳郎 枢
密院議長男爵 倉富勇三郎殿 通牒天皇陛下陸軍特別大演習御統裁ノ為来十一月八日御
発輦熊本県下ヘ行幸鹿児島ヘ御立寄同二十一日還幸可被為在旨被仰出候御日程別紙ノ
通 十一月八日午前九時五分宮城御発輦 九時十五分東京駅御発車 十時三十分横須賀駅

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A06050717800、『枢密院文書・
宮内省往復・稟議・雑書・昭和六
年』（国立公文書館）

―

425 2 28
官報（史蹟
指定）

文部大臣
鳩山一郎

―

文部省告示第五十九號 史跡名勝天然記念物保存法第一條ニ依リ左ノ通指定ス 昭和八
年二月二十八日 文部大臣 鳩山一郎 第一類 史蹟 名称 地名 地域 熊本城 熊本縣熊本
市本丸町 一番内実測二町三段八畝十六歩四号三勺自一番ノ一至一番ノ五 同二ノ丸町
一番内実測一段四畝九歩四合八勺、一番ノ四内実測五厘十六歩五合八勺、二番内実

官報 昭和八年二月二十八日 第千八
百四十七號

381

426 7 21
熊本城天守
閣再建の件

第六師団
留守参謀
片山省太
郎

陸軍省副
官牛島満
殿

謹啓時下酷暑の候益ニ御健勝の段奉賀候 扨、当地熊本城宇土櫓改修以來、本丸天守閣
復興の声近時頓に熾盛となり、殊に大阪城天守閣建立以來一層其勢を加へ居る現況に
有之候 就而、本件に関しては当部としては別紙理由る依り賛意を表し難き次第にて此
度師団としての意見を先方関係者に通告致し、考慮を求むる所存に有之候に付、請願
等其筋に申出つる場合は可然考慮相煩し度、此段得貴意候 敬具 昭和八年七月三十一
日 第六師団留守参謀片山省太郎 陸軍省副官牛島満殿 師団意見 一、天守閣再建には
同意を表し難し １、天守閣再建の場所は現在第六師団庁舎構内の一隅にして、・・

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C01003987100、『密大日記 第
４冊 昭和８年』（防衛省防衛研究
所）

384

427 2 1

財団法人の
役員に就任
の件

第六師団
参謀長陸
軍歩兵大
佐秦雅尚

陸軍大臣
林銑十郎
殿

第三七一号 陸軍歩兵大佐秦雅尚 外二名 財団法人ノ役員ニ就任ノ件 ＃ ＃四四号 陸
普 出願者ヘ許可指令案 第六師団司令部経由 二月一日附出願財団法人熊本城阯保存会
評議員（理事）（監事）ニ就任ノ件願ノ通許可ス 陸普第一一六八号 昭和九年二月二
十八日 陸軍省受領 第三七一号 二月二十六日 第六師団司令部経由 財団法人役員ニ就

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C01006520800、『永存書類乙集
第１類　昭和９年』（防衛省防衛研
究所）

―

428 3 25

陸軍省所管
地を無償準
貸付の件

第六師団
経理部長
近藤昌雄

陸軍大臣
林銑十郎
殿

軍事 四第五一七号 第六師団経理部 陸軍省所轄地ヲ無償準貸付ノ件 昭和９年３月２
０日 大臣ヨリ第六師団経理部長ヘ指令案（陸普） ３月１５日附六経營第八〇号伺ノ
通實施差支ナシ 追而同日附六経營第七九号報告ノ土地ハ所轄税務監督局ヘ引継クヘシ
陸普第一九六八号 昭和９年４月２日 雑種財産引継ノ件 大臣ヨリ大臧大臣ヘ通牒案

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C01006534300、『永存書類乙集
第２類第１冊　昭和９年』（防衛省
防衛研究所）

―

429 ― ―

国有地（花
畑町）と市
有地（小学
校跡地）の

換

大蔵省
（議案第
九號）

議案第九号 昭和九年 月 日決議 元歩兵第二十三連隊敷地ノ一部ト熊本市有地トノ
交換ニ関スル件 一 物件ノ所在、種目、数量及価格 （イ）交換渡地（国有地）
（表） 所在 種目 数量 単価 価格 備考 熊本市花畑町 宅地 七五六、六〇円 平均七
八〇、九一円 五九、七〇六円 五九、七〇六円 〇〇 （２）交換受地（熊本市所有

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A09050465700、『昭和財政史資
料第６号第２６冊』（国立公文書
館）

―

430 1 26

熊本博覧会
に閑院総裁
宮殿下台臨
を得度件

熊本市長
山隈康

陸軍大臣
林銑十郎
殿

請願書 我カ熊本市ハ近時内容外観ノ設備漸リ完整ノ域ニ達シ九州中央ニ於テル文化都
市トシテノ面目ヲ一新スルニ至リ更ニ産業ト観光都市トシテノ経営ニ鋭意邁進シツヘ
アルノ現状ニ有之候本市ハ此ノ市勢ノ進展ト市民ノ民ノ典諭ニ鑑ハ所アリ来ハ三月二
十五日ヨリ五十日間新輿熊本大博覧会一層ノ発展ヲ期スルト共ニ我国産業貿易ノ飛躍
振輿ニ資シ度リ目下着々トシテ準備進歩中ニ有之候処本博覧会閲設ノ機会ニ我カ熊本
市ニ於テ第六師団第十二師団管下ノ在郷軍人分会長大会及両師団管下在郷軍人連合支
部総会閲催ノコト決マラレ在郷軍人会ニ於テハ右大会ニ閑院帝国在郷軍人会総裁宮殿
下ノ御台臨ヲ仰キ度旨及奏請居候趣ニ有之候ニ付幸ニシテ新輿熊本大博覧会ニモ殿下
ノ御台臨ヲ仰リコトヲ得

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C10073325900、『昭和１０年
請願建議等に関する書類』（防衛省
防衛研究所）

―

431 3 25
午砲敷地の
準貸付

第六師団
経理部長
近藤昌雄

陸軍大臣
林銑十郎
殿

四三 土地 肆第五五三号 第六師團經理部 陸軍省所轄地無償準貸付ノ件 經建甲第一〇
四号 昭和十年四月四日 四月五日 大臣ヨリ第六師團經理部長ヘ指令案 三月二十五日
附六經營第九四号伺ノ通實施差支ナシ 陸普第一八四二号 昭和十年四月五日 陸軍省
受領 肆第五五三号 六經營第九四号 陸軍省所轄地無償準貸付ノ件伺 昭和十年三月二
十五日 昭和七年二月十二日陸普第七九六号ニヨリ認可相受ケ準貸付中ノ左記土地ヲ本
年四月一日ヨリ昭和十五年三月三十一日迄引續キ借地方出願セシニ付別紙契約書案ノ
條件ニテ無償準貸付致シ差支無キヤ指示セラレ度 追テ本件ハ所管長官ニ於テモ異存無
キニ付申添フ 左記 一、場所 熊本市本丸町一番地（熊本城趾）内 二、面積 拾坪

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C01006613500、『永存書類乙集
第２類　第１冊　昭和１０年』（防
衛省防衛研究所）

―

432 3 12
故谷村計介
銅像建設敷
地の準貸付

第六師団
経理部長
藤原明夫

陸軍大臣
伯爵寺内
壽一殿

軍事 四第五一〇号 第六師団経理部 陸軍省所轄地無償準貸付ノ件 昭和１１年３月１
７日 昭和１１年５月６日 大臣ヨリ第六師団経理部長ヘ指令案 ３月１２日附六経營第
九〇号伺ノ通認可ス 陸普第一九三三号 昭和１１年４月７日 四第五一〇号 六経營第
九〇号 陸軍省所轄地無償準貸付ノ件伺 昭和１１年３月１２日 第六師団経理部長 藤
原明夫 陸軍大臣伯爵 寺内寿一殿 大正１５年５月１８日陸普第一九九八号認可ニ係ル
左記準貸付中ノ土地本年５月１７日貸借期間滿了ノ処更ニ１０年間緇續借地方出願セ
シニ付別紙契約書案（從来通）ノ条件ニテ無償貸付致シ差支無キヤ指示セラレ度 追テ
本件ハ所管長官ニ於テモ異存ナシ 左記 一、場所　熊本市本丸町一番地（熊本城址）
内　二、面積 参拾九坪参合六勺　三、目的 故谷村計介銅像建設敷地　四、借地人

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C01002100700、『永存書類乙集
第２類　第１冊　昭和１１年』（防
衛省防衛研究所）

―

433 8 5

兵器部兵器
庫新築工事
実施の件

第六師団
経理部長
藤原明夫

陸軍大臣
伯爵寺内
壽一殿

銃砲、軍事 四第一四八三号 第六師団経理部 第六師団兵器部兵器庫新築工事實施ノ件
昭和１１年８月８日 昭和１１年９月１０日 第六師団経理部長ヘ達案（陸普） 首題工
事ハ別紙ニ拠リ實施スヘシ 陸普第五二一九号 昭和１１年８月２７日 別紙控ハ建築課
ニ保管ス 六経營第二五三号 第六師団兵器部兵器庫新築工事ノ件上申 昭和１１年８月

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C01002128700、『永存書類乙集
第２類　第１冊　昭和１１年』（防
衛省防衛研究所）

―

434 9 3

陸軍用地に
西南戦争６
０年記念銅
像建設の件

留守第六
師団経理
部長早稲
田俊彦

陸軍大臣
杉山元殿

土地 肆第一、八九四号 第六師團經理部 陸軍用地ニ西南戦争六十年記念銅像建設ノ
件 經建甲第四三一号 九月廿二日 大臣ヨリ留守第六師團經理部長ヘ指令案 九月三日
附留六師經營第一八号伺ノ通認可ス 陸普第五六九五号 昭和十二年九月廿四日 受領
肆第一八九四号 留六經營第一八号 陸軍用地ニ西南戦争六十年記念銅像建設ノ件伺 昭

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C01002194100、『永存書類乙集
第２類　第１冊　昭和１２年』（防
衛省防衛研究所）

―

435 2 26

午砲用火薬
倉庫敷地
（無償準貸
付）

第六師団
経理部長
藤原明夫

陸軍大臣
杉山元殿

軍事 肆第四六四号 第六師團經理部 陸軍省所轄地無償準貸付ノ件 經建甲第七六号 昭
和十二年三月十八日 三月十八日 大臣ヨリ第六師團經理部長ヘ指令案（ ） 二月二十
六日附六經營第三四号伺ノ通認可ス 陸普第一四〇〇号 昭和十二年三月十九日 陸軍省
売領 肆第四六四号 六經營第三四号 陸軍省所轄地無償準貸付ノ件伺 昭和十二年二月
二十六日 昭和二年四月七日陸普第一三三三号ヲ以テ認可セラレタル左記準貸付土地ハ
本年三月三十一日貸借期間満了ノ處更ニ十年間継續借地方出願セシニ付別紙契約書
（從前ノ通り）ノ條件ニテ無償準貸付致シ差支ナキヤ指示セラレ度 追テ本件ハ所管長
ニ於テ異存ナキニ付申添フ 左記 一、場所、 熊本市本丸町 二、面積、 四坪 三、目
的、 午砲用火薬倉庫敷地 四、借地人、 熊本市長

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C01002183300、『永存書類乙集
第２類　第１冊　昭和１２年』（防
衛省防衛研究所）

―

436 9 9

臨時軍事費
特別会計法

裕仁

内閣総理
大臣公爵
近衛文麿
海軍大臣
米内光政

法律第八十五号 朕帝国議会ノ協贊ヲ経タル臨時軍事費特別会計法ヲ裁可シ茲ニ之ヲ
公布セシム 裕仁 内閣総理大臣公爵 近衛文麿 海軍大臣 米内光政 陸軍大臣 杉山元
大蔵大臣 賀屋興宣 臨時軍事費特別会計法 支那事変ニ関スル臨時軍事費ノ会計ハ一般
ノ歳入歳出ト区分シ事件ノ終局迄ヲ一会計年度トシテ特別ニ之ヲ整理ス 一般会計ニ

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.A03022078200、『御署名原本・
昭和十二年・法律第八五号・臨時軍
事費特別会計法』（国立公文書館）

―

437

昭和
13

1938

3 15

熊本招魂
祭々壇敷地
（無償準貸
付）

留守第六
師団経理
部長藤原
明夫

陸軍大臣
杉山元殿

兵務 肆第五九〇號 留守第六師團經理部 陸軍省所轄地無償準貸付ノ件 大臣ヨリ留守
第六師團經理部長ヘ指令案（陸普） 三月十五日附留六經營第八二號伺ノ通実施スヘシ
陸普第四三二六號 昭和十三年七月十九日 留六經營第八二號 陸軍省所轄地無償準貸付
ノ件伺 昭和十三年三月十五日 昭和八年五月八日陸普第二八一四號ヲ以テ認可セラレ
タル左記準貸付土地ハ本年五月七日貸借期間滿了ノ處更ニ向フ十年間繼續借地方出願
セシニ付別紙契約書案（從前ノ通）ノ條件ニテ無償準貸付致シ差支ナキヤ指示セラレ
度 追テ本件ハ師團長竝使用部隊ニ於テ異存ナキニ付申添フ 左記 一、場所 熊本市宮
内町二番地藤崎臺練兵場ノ一部 二、面積 五百九十四坪　三、目的　熊本招魂祭々壇
敷地　四、借地人　熊本招魂祭團理事上　熊本市長　山隈 康

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C01007164200、『永存書類　乙
集　第２類　第１冊　昭和１４年
「土地建物」』（防衛省防衛研究
所）

―

438

昭和
14

1939

3 17

防空警報及
午砲用サイ
レン設置敷
地（無償準
貸付）

留守第六
師団経理
部長木崎
求雄

陸軍大臣
板垣征四
郎殿

土地 陸軍 肆第六八二號 留守第六師團經理部 陸軍省所轄地無償準貸付ノ付 留守第六
師團經理部長ヘ指令案（陸普） 三月一七日附留六經營第七五號伺ノ通實施スヘシ 陸
普第二二四三號 昭和十四年四月十二日 留六經營第七五號 陸軍省所轄地無償準貸付ノ
件伺 昭和十四年三月十七日 左記陸軍省用地ニ防空警報及午砲用サイレン壹薹設置敷
地トシテ借地方熊本市長ヨリ出願セシニ付別紙契約書案ノ條件ニテ無償準貸付致シ差
支ナキヤ至急指示セラレ度 追テ本位置ハ非常時ニ於ケル集合等ニハ全然支障ナク且防
空警報徹底上絶好ノ適地ニシテ所管長官ニ於テモ異存ナシ 左記 一、位置其他 契約書
案記載ノ通

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C01007184000、『永存書類　乙
集　第２類　第１冊　昭和１４年
「土地建物」』（防衛省防衛研究
所）

―

439 7 16
陸軍用地に
神社建設の
件

留守第六
師団経理
部長石原
通

陸軍大臣
畑俊六殿

建物 肆第一五一七號 留守第六師團經理部 陸軍用地ニ神社建設ノ件 經建甲第五七七
號 陸軍 副官ヨリ留守第六師團經理部長ヘ通牒案 （陸普） 七月十六日附留六經營第
三六一號伺ノ通實施差支ナキニ付依命通牒ス 陸普第五三三四號 昭和十五年八月五日
陸軍省受領肆第一五二七号 陸軍 留六經營第三六一號 陸軍用地ニ神社建設ノ件伺 昭
和十五年七月十六日 熊本陸軍幼年學校長ヨリ別紙寫ノ通熊本陸軍幼年學校校庭内ニ神
社建設方申請アリタル付許可シ差支ナキヤ指令セラレ度 世紙圖面、書類ハ建築課ニ保
管ス 取扱者

JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref.C01002358500、『永存書類　乙
集　第２類　第１冊　昭和１５年
「建物」』（防衛省防衛研究所）

―

440 8 14
官報（史蹟
追加指定）

文部大臣
橋田邦彦

―

文部省告示第五百三十三號 史跡名勝天然記念物保存法第一條ニ依リ昭和八年二月文部
省告示第五十九號ヲ以テ指定シタル史蹟熊本城ノ地域ニ左記地域ヲ追加スル 昭和十五
年八月十四日 文部大臣 橋田邦彦 名称 地名 地域 熊本城 熊本県熊本市古城町一番
同古京町一番ノ四・・同宮内町一番ノ三・・同新堀町四十番ノ三・・

官報 昭和十五年八月十四日 第四千
八十ニ號

P493-7

昭和
15

1940

昭和
10

1935

昭和
11

1936

昭和
12

1937

昭和
９

1934

昭和
8

1933
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（77）第五高等学校開校五十年記念會（1939）『五高五十年史』凸

版印刷株式會社 

関する都市計画の見直しの考え方には「都市施設の配置の変更や

規模の縮小、廃止は、個別の箇所や区間のみを対象とした検討を

行うのではなく、都市の将来像を踏まえ、都市全体あるいは影響

する地域全体としての施設の配置や規模等の検討を行い、その必

要性の変更理由を明らかにした上で行われるべきである」とあ

る。熊本市では「長期未整備都市計画公園見直しガイドライン」

（H28.3）を策定して見直しに取り組んでおり、「熊本城公園」見

直しの2軸（必要性「A」・実現性「C」）からの判定結果は「B」

（計画変更候補）である。現状では城内立地の4神社部分が「未

整備」で熊本医療センター部分は既に除外済みだが、これら施設

のそもそもの設置経緯は近代や戦後まで遡るもので、今後の変更

や見直しはこれらの歴史的背景も充分把握した上で実施する必要

がある。 
９ 文献は註3に同じ。中でも熊本市熊本城調査研究センター

（2019）掲載の「熊本城関係文献資料目録」は本稿の出典とも重

複する資料が多い。そこで相互の資料・出典を照合・補完できる

よう、付表には熊本市熊本城調査研究センター（2019）の掲載番

号も併記した。また近代地図や古写真についても、同『歴史資料

編（絵図・地図・写真）』の掲載番号を本文中で引用した。 
１０ いわゆる廃城令は、明治6（1873）年太政官達「全国ノ城廓陣

屋等存廃ヲ定メ存置ノ地所建物木石等陸軍省ニ管轄セシム」並び

に「全国ノ城廓陣屋等存廃ヲ定メ廃止ノ地所建物木石等大蔵省ニ

処分セシム」によって、兵部省管轄下にあった城郭が陸軍省管轄

の「存城」、大蔵省管轄の「廃城」に分けられたことを指す。 
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